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横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）の素案について 

 

横浜市の依存症対策の推進に向けた「横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）」の策定に向けて、

素案を作成しましたので、御報告いたします。 
 

１ 横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）の素案について 
 

別紙１「横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）素案」及び、別紙２ パブリックコメント用

「横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）素案概要版」に記載しています。 

 

２ 令和２年度依存症対策検討部会での検討内容 
 

 (1) 第３回依存症対策検討部会（令和２年 11月 20日） 

    〇計画素案（案）について議論 

   〇主な意見 

・専門職、医療職に対する教育・研修の必要性を打ち出していけるとよい。 

・回復は人それぞれであり、その人の困っている問題に支援者が寄り添うことが大切。 

・全体的に非常に大事な計画ばかりで、是非推進してほしい。ただ、あまり広げ過ぎるとポイ

ントがぼやけるかもしれないので、そこは注意が必要だ。 

(2) 第４回依存症対策検討部会（令和３年１月 18日） 

〇計画素案について報告 

〇主な意見 

    ・依存症の回復には、様々な経過や形があり、多様であることを掲載するとよい。 

    ・内科等の依存症の専門ではない医療機関からつながることも多いので、連携は重要 
 

３ 今後のスケジュール  
 

 (1)  パブリックコメントの実施について 

ア 実施期間（予定） 

     令和３年３月上旬から４月上旬まで（30日間） 

イ 資料配布場所 

    区役所、市役所（市民情報センター）、横浜市こころの健康相談センター等 

    また、本市ウェブサイトにも掲載します。 

ウ 意見提出方法 

     回答フォーム、電子メール、配布する素案概要に添付のはがき、FAX等。 

(2)  今後のスケジュール（予定） 

 計画策定 依存症対策検討部会 

令和３年３月～４月 パブリックコメントの実施・集計  

７月頃  第１回 検討部会開催 

10月頃 計画策定  

10～11月頃  第２回 検討部会開催 

令和４年２～３月頃  第３回 検討部会開催 

 

資料１   
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第１章 計画の概要 

１ 計画策定の趣旨 

（１） 国及び神奈川県における取組 

アルコールや薬物、ギャンブル等1の依存症は、本人の健康状態や社会生活等が悪

化するだけでなく、家族等の周囲の方へも影響を及ぼします。 

また、依存症は、適切な治療やサポートにより十分に回復が可能であるという側面

を有していながらも、本人や家族等の依存症に対する情報不足などのために相談に

つながることができなかったり、周囲の偏見などのために回復が妨げられたりする

事例も散見されます。 

さらに、依存症の背景には複合的な課題が存在している事例も多く、医療・福祉・

司法など、様々な領域の専門家が連携して支援を行うことが求められます。しかしな

がら、必ずしも個々の領域の支援者が依存症の問題に精通しているとは言い難い面

もあり、一次相談の段階から回復段階にかけて包括的で切れ目のない支援が行いづ

らい状況にあります。 

こうした問題に対応し、依存症の本人、または依存症が疑われる人及びその家族を

適切に支援していく体制を整備するため、国において平成 26 年 6 月の「アルコール

健康障害対策基本法」の施行を皮切りに、平成 28 年 5 月に「アルコール健康障害対

策推進基本計画」が策定され、平成 28 年 6 月には「薬物使用等の罪を犯した者に対

する刑の一部の執行猶予に関する法律」が施行されました。さらに、平成 28 年 12

月には「特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律」の附帯決議において、

「ギャンブル等依存症患者への対策を抜本的に強化すること。（中略）カジノにとどま

らず、他のギャンブル等に起因する依存症を含め、関係省庁が十分連携して包括的

な取組を構築し、強化すること」が決議されました。平成 30 年 10 月には「ギャンブ

ル等依存症対策基本法」、平成31年4月に「ギャンブル等依存症対策推進基本計画」

が閣議決定され、アルコール・薬物・ギャンブル等の各依存症に関する支援体制の制

度が整えられてきました。 

また、平成 29 年 4 月には、都道府県と政令指定都市が行うアルコール健康障害

対策・薬物依存症対策・ギャンブル等依存症対策等の総合的な依存症対策に関する

指針を定めた国の「依存症対策総合支援事業実施要綱」（以下「実施要綱」という。）が

適用となり、神奈川県でもアルコール健康障害対策推進基本計画に沿った形で平成

                                                      
1 ギャンブル等依存症対策基本法では、ギャンブル等を「法律の定めるところにより行われる

公営競技（競馬・競輪・オートレース・モーターボート競走）、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射

幸行為」と定義しています。 
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30 年 4 月からを計画期間とする「神奈川県アルコール健康障害対策推進計画」が、

ギャンブル等依存症対策推進基本計画に沿った形で「神奈川県ギャンブル等依存症

対策推進計画」（仮称）の策定が進められています（令和 3 年 3 月策定予定）。 

 

（２） 本市における取組 

本市においては、従来から各区役所での精神保健福祉相談の中で依存症に関する

相談対応を行うなどの対応を行ってきました。こころの健康相談センター（精神保健

福祉センター）では、平成 15 年に薬物依存症家族教室を開始するなど、依存症対策

に特化した施策に取り組み、平成 29 年からアルコール依存症・ギャンブル等依存症

にも対象を拡大し、「依存症家族教室」として現在に至っています。 

また、平成 29 年 5 月からはこころの健康相談センターで依存症相談窓口を開始

するなど、依存症の本人や家族等に対する相談対応や依存症に関する普及啓発、回

復支援、依存症に関する支援者の育成等の事業を展開しています。 

さらに、実施要綱を踏まえ、平成 30 年から本市の附属機関である横浜市精神保

健福祉審議会の中に依存症対策検討部会（以下「検討部会」という。）を設置し、依存

症対策に必要な施策等に関する検討を進めてきました。 

加えて、令和 2 年 3 月には、こころの健康相談センターを実施要綱に定められた

「依存症相談拠点」と位置付け、依存症支援の充実を図っています。 

一方で、これまで市内ではアルコール・薬物・ギャンブル等の各依存症当事者の支

援に、長きに渡って、多数の民間支援団体等が活動してきました。また、施策を通じ

て関係者とコミュニケーションを図る中で、本市における依存症対策の課題等も把握

してきました。本市においても、国や県と同様に、依存症に対する理解不足や偏見を

解消する取組や複合的な問題に対して重層的な支援を行うことが求められています。

さらに、依存症対策の推進を図るためには、本人や家族等に着目した取組が重要で

あることが見えてきました。 

そこで、本市の依存症対策の取組と、民間支援団体等が積み上げてきた活動を結

びつけ、依存症の本人や家族等の支援の充実につなげるため、支援の方向性を打ち

出し、関係者と共有することで包括的な支援の提供を目指す「横浜市依存症対策地

域支援計画」（以下「本計画」という。）を策定しました。 
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コラム 民間支援団体等の活動と依存症回復支援の経緯 

本市における依存症の支援の歴史を見ると、昭和 38 年 4 月に開設された「せりがや

園」（現：神奈川県立精神医療センター）が、全国に先駆けて麻薬中毒患者専門医療施設と

して収容治療を開始しました。また、同年 7 月には、県内で「国立療養所久里浜病院」（現：

独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター）が、日本で初めてアルコール依存症専門

病棟を設立し、本市における専門的な依存症治療体制の基礎が築かれていきました。その

後、平成 3 年には、依存症専門のクリニックとして「大石クリニック」が開設し、平成 5 年に

民間病院として「誠心会神奈川病院」がアルコール依存症の病棟を開設しました。 

神奈川県内でのこうした動きに加えて、昭和 50 年代からは、依存症の自助グループの

活動や回復支援施設の開設が見られるようになりました。 

市内では、昭和 44 年に横浜断酒新生会が結成され、昭和 54 年にはアルコホーリクス・

アノニマス（AA）のミーティングが開始されました。昭和 58 年には、横浜 MAC ハウス（ナ

イトケア）、翌年には横浜 MAC（デイケア）が開設、平成 2 年には横浜ダルク・ケア・センタ

ーが全国 3 番目のダルクとして開設、平成 4 年には寿アルクが開設されました。その後、

平成12年には全国初のギャンブル依存症の回復支援施設として「ワンデーポート」が開設

され、平成 16 年にはギャンブル等依存症者の家族を支援する全国初の施設「ギャンブル

依存ファミリーセンターホープヒル」が開設、平成 18 年には、全国初の女性のギャンブル

等依存症者を対象とした「デイケアぬじゅみ」が開設されました。 

現在では、アルコール依存症・薬物依存症・ギャンブル等依存症、それぞれの自助グルー

プや回復支援施設が市内にあります。本人の回復過程は様々であり、それを多種多様な社

会資源がそれぞれの強みを生かして支え続けています。 

このように本市では、先進的・意欲的な医療機関や民間支援団体等が当事者支援の取

組を積極的に進め、長年にわたって依存症対策に関する取組が進んできた経緯がありま

す。 
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２ 用語の定義 

本計画では、検討部会での意見等を踏まえ、以下のように用語の定義を行いました。 

 

図表 1-１：本計画における用語の定義 

用語 定義 

依存症 

 アルコールや薬物などの物質の使用や、ギャンブル等やゲームな

どの行為を繰り返すことによって脳の状態が変化し、日常生活や

健康に問題が生じているにもかかわらず、「やめたいと思わない」

「やめたくても、やめられない」「コントロールできない」状態である 

 国際疾病分類（ICD-11）では、物質使用及び嗜癖行動による障害

に位置付けられている 

 本人の意志の弱さや家族等の周囲の人の努力不足によるもので

はなく、様々な生きづらさや孤独を抱えるなど、原因や背景は

様々であり、適切な医療や支援につながることで回復できる 

回復 

 依存症の本人や家族等の抱える困難が軽減され、より自分らしく

健康的な暮らしに向かって進んでいけること、自分らしく健康的な

暮らしを続けること 

身近な支援者 

 依存症支援を専門としていないものの、一次相談対応や早期発

見、地域の中での回復支援などの面で重要な役割を担う行政・福

祉・医療・司法・学校といった幅広い領域の相談・支援者 

民間支援団体等 
 依存症の支援を専門とする回復支援施設、家族会を含む自助グル

ープ等 

専門医療機関 
 実施要綱に基づき、神奈川県とともに選定する依存症専門医療機

関及び依存症治療拠点機関 

専門的な支援者 

 上記、民間支援団体等の支援者、専門医療機関、依存症の治療・支

援を行う医療機関、こころの健康相談センター、区役所 精神保健

福祉相談などの依存症相談・支援を行う窓口及び機関 
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コラム 「依存症」の定義について 

依存症の定義に関しては、支援者間でも様々な議論がなされており、確定的な定義を示

すことは簡単ではありません。検討部会においても、依存症の定義をめぐって様々な議論

がなされ、以下のような意見が聞かれました。  

まず、特にギャンブル等依存症について、状態像は幅広く、自力で自然回復できる人も

いるため、「脳の病気であり、相談・治療しないと回復できない」といったイメージを与える

定義は避けるべきとの意見が聞かれました。また、「依存症は病気である」というと恐怖心

等を抱いてしまう場合があり、「脳の病気」という表現をすると「自分は何かおかしいので

はないか」と思ってしまう人もいるとの意見も聞かれました。 

一方で、依存症が「病気」であるということを理解すると、本人も家族も回復に向かって

前向きになり、勉強をしていこうというきっかけになるという意見、依存症が病気である

から医療の対象になり、障害であるから福祉的支援の対象になるということを押さえてお

く必要がある、という意見が聞かれました。 

定義の幅についても、自然回復できるような人から対象とすべきという意見から本当

に困っている重症の人に対象を絞るべきという意見までありました。 

さらに、自然回復できる／できないという話については、依存症からの回復者として、

アルコール依存症から回復したとしても、完全に「治った」といえる状況は想定されにくく、

「治ったから、また飲める」という誤解を与えてしまうのでは、という危惧も示されました。

依存症からの回復に関しては、支援につながれば直ちに回復につながる場合ばかりでは

なく、数年以上の長期にわたって、本人に粘り強く寄り添っていく必要があるとの意見も

聞かれました。 

このように、依存症は、疾患としての病態が非常に多様で幅広い状態像を包含するもの

であり、回復についても様々な経過や形があるとの議論がなされました。 

 

  



 

6 

３ 計画策定の位置付け 

（１） 計画の位置付け 

本計画は国の実施要綱において定められた、地域支援計画として策定するもので

す。地域支援計画は、依存症の状況、地域の社会資源や支援の実施状況に関する情

報収集とそれらの評価に努め、計画内に反映させることが求められており、これらの

情報については、本計画の第 2 章に記載しています。 

また、計画に記載した施策等については、国や神奈川県の関連計画及び本市にお

ける医療・福祉領域の関連計画との整合を図りながら策定しました。 

 

図表 1-２：本計画の位置付け 
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（２） 計画策定の流れ 

本計画については、以下の取組を通じ、依存症問題に関する有識者、民間支援団

体等や身近な支援者等の関係者、市民などの意見を広く取り入れながら策定を進め

ました。 

 

◆「横浜市精神保健福祉審議会 依存症対策検討部会」での議論 

依存症問題に精通する学識経験者や医療関係者、司法関係者、民間支援団体等の

関係者などから構成される依存症対策検討部会を平成 30 年度から開催し、そこで

の議論を通じて計画の全体像や計画に盛り込むべき課題及び対応策の検討などを

進めました。 

 

◆「横浜市依存症関連機関連携会議」（以下「連携会議」という。）での議論 

回復支援施設や自助グループ等の民間支援団体等、行政、医療・福祉・司法等の関

係機関等の幅広い関係者で構成する連携会議の場において、計画の検討状況を積

極的に情報提供し、現場の意見をうかがいながら検討を進めました。 

 

◆関係機関等に対する各種調査の実施 

本市では、計画の策定に向けて回復支援施設を利用する依存症の本人をはじめ、

民間支援団体等や身近な支援者などを対象とした様々な定量的・定性的な調査やヒ

アリングを行いました。 

これらの調査結果を踏まえ、本人の状態や支援ニーズ、民間支援団体等のニーズ、

本市の社会資源の現状などを把握するとともに、依存症対策における課題の抽出・

検討を行いました。 

 

４ 計画の期間 

本計画の計画期間は、計画策定後の令和 3 年度～令和 7 年度の 5 年間とします。 

 

図表 1-３：本計画の計画期間  

 

 

 

 

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

横浜市依存症対策地域支援計画 計画期間
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５ 計画で取り扱う依存対象 

本計画は、アルコール・薬物・ギャンブル等依存症の 3 つを主たる施策の対象としつつ、

ゲーム障害といった新しい依存症など、その他の依存症も含む依存症全般を視野に入れ

た内容として策定しています。 

 

コラム その他の依存症について 

依存症は、アルコール依存症、薬物依存症、ギャンブル等依存症の 3 種類にとどまらず、

その種類は多様です。全ての種類の依存症を網羅することは難しいですが、これまでに確

認されている依存症は、大きく「特定の物質に対する依存症」、「特定の行動に対する依存

症」の 2 つに分類できるとされています。 

まず「特定の物質に対する依存症」には、アルコールや薬物（合法の薬剤含む）のほか、た

ばこ（ニコチン）などの嗜好品への依存などが見られます。また、「特定の行動に対する依

存症」には、ギャンブル等のほか、買い物、インターネット利用、性行為、窃盗などへの依存

が見られます。いずれも、依存することによって日常生活や健康に問題が生じているにも

かかわらず、自らコントロールできない状態に陥っている点が共通しています。 

「特定の行動に対する依存症」の中で、近年注目が集まっているものが、ゲームに対する

依存症、いわゆる「ゲーム障害」です。ゲームに熱中して生活リズムが乱れてしまう、学校や

職場でもゲームをしてしまう、といった日常生活上の問題のほか、オンラインゲーム等で過

度の課金を行ってしまうといった経済的な問題等も合わせて発生する場合もあることが

ゲーム障害の特徴として指摘されています。こうしたことから、令和元年 5 月に、WHO

（世界保健機関）はゲーム障害を精神疾患の一つとして位置付け、わが国においても厚生

労働省を中心として令和 2 年 2 月に「ゲーム依存症対策関係者連絡会議」が開催される

など、対策に向けた取組が進められています。 
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第２章 本市における依存症に関連する状況と課題 

１ 本市の依存症に関する状況 

（１） 各依存症に関連する状況 

ア アルコール依存症に関連する状況 

(ｱ) アルコール依存症者の割合 

平成 30 年度に実施された厚生労働科学研究の研究結果に基づく推計による

と、アルコール依存症の生涯経験者の割合は男性の 0.8％、女性の 0.2%となっ

ています2。 

この結果に基づいて、本市におけるアルコール依存症の生涯経験者数を推計す

ると、男性は約 12,000 人、女性は約 3,000 人となります。 

 

図表 2-1：アルコール依存症者の割合（推計値） 

 
アルコール依存症の 

生涯経験者の割合（推計）3 

本市における 

アルコール依存症の 

生涯経験者推計数 

男性 
0.8％ 

（0.5%～1.2％） 
約 12,000 人 

女性 
0.2％ 

（0.0%～0.4％） 
約 3,000 人 

 

出典：「2018 年わが国の成人の飲酒行動に関する全国調査」（厚生労働科学研究費補助金（循

環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 分担研究平成 30 年度報告書）（研

究分担者：金城文、尾崎米厚、桑原祐樹、樋口進） 

注：推計にあたっては、「住民基本台帳・性別・年齢階級別人口」（2017 年 9 月 30 日）よ

り、20 歳以上の人口を用いた 

 

  

                                                      
2 「2018 年わが国の成人の飲酒行動に関する全国調査」（厚生労働科学研究費補助金（循環器疾
患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 分担研究平成 30 年度報告書）（研究分担者：金城文、
尾崎米厚、桑原祐樹、樋口進） 
3 （）内の値は、男女ともに標本調査の結果に基づく区間推定（95%信頼区間）の値である。これ

は同じ母集団から同数の標本を抽出して 100 回の調査を実施した場合、アルコール依存症の生涯

経験者の割合が、95 回程度は（）内の数値の範囲内に収まることを指す。 
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(ｲ) 飲酒を取り巻く状況 

本市の 1 世帯当たりの、1 か月の家庭内での酒類消費金額（年平均額）の推移

を見ると、平成 27 年以降、3,000～3,500 円程度であり、家計支出全体の

1.0％前後の水準で推移しています。 

 

図表 2-2：世帯当たりの、1 か月の家庭内での酒類消費金額の推移 

（二人以上の世帯、横浜市） 

 
出典：総務省「家計調査」 

注：家庭内で消費された酒類に限られており、飲食店等での酒類消費は含まれていない 
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また、本市が平成 27 年に市内の小学 5 年生・中学 2 年生に対して実施した調

査によると、小学 5 年生の 31.4％、中学 2 年生の 44.3%が、「酒を飲みたいと

思ったことがある」と回答しています。 

 

図表 2-3：「酒を飲みたいと思ったことがある」と回答した児童・生徒の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：横浜市「薬物、たばこ、酒に対する意識等調査報告書」（平成 27 年） 
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(ｳ） 生活習慣病のリスクを高める量の飲酒に関する状況 

厚生労働省「健康日本 21《第 2 次》」によれば、男性の場合 1 日当たり 40g4

以上、女性の場合 1 日当たり 20g5以上の純アルコール量を摂取すると、生活習

慣病のリスクが高まるとされています。本市が実施した「平成２８年度 健康に関

する市民意識調査」の結果を見ると、回答者のうち男性は 19.6％、女性は

15.6％が「生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者」に該当していまし

た。また、「生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者」の割合を年齢別に

見ると、男性は 50 歳代が、女性は 40 歳代が最も高くなっています。 

なお、国の「国民健康・栄養調査」によれば、生活習慣病のリスクを高める量を

飲酒している者の割合は、男性 15.0％、女性 8.7％となっており、横浜市の水

準は全国よりやや高くなっています。また、平成 22 年から平成 30 年にかけて、

生活習慣病のリスクを高める飲酒をしている女性の割合が、1.2％ポイント上昇

しています6。 

 

図表 2-4：生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している人の割合（横浜市） 

＜男性＞ 

 

＜女性＞

 

出典：横浜市「平成 28 年度 健康に関する市民意識調査」 

 

図表 2-5：生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している人の割合（全国） 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省「国民健康・栄養調査」（平成 22 年・平成 30 年） 

                                                      
4 ビールロング缶 2 本（1 リットル）に含まれるアルコール量に相当する。 

5 ビールロング缶 1 本（500 ミリリットル）に含まれるアルコール量に相当する。 
6 厚生労働省「国民健康・栄養調査報告」（平成 22 年・平成 30 年） 
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(ｴ) アルコールに関する相談状況 

本市におけるアルコールに関する相談状況を見ると、こころの健康相談センタ

ーでは、平成 29 年 5 月より依存症相談窓口（依存症専門相談）を開設し、平成

30 年度以降は年間のべ 400 件程度のアルコールに関する相談を受け付けてい

ます。 

また、区役所では年間のべ 1,100～1,900 件程度のアルコールに関する相談

を受け付けています。 

 

図表 2-6：こころの健康相談センターにおけるアルコールに関する相談のべ件数（横浜市） 

   

出典：本市資料 

図表 2-7：区役所におけるアルコールに関する相談のべ件数（横浜市） 
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イ 薬物依存症に関連する状況 

(ｱ) 薬物使用者の割合 

令和元年度に実施された国立精神・神経医療研究センターの「薬物使用に関す

る全国住民調査」の結果によると、生涯で 1 度でも薬物（有機溶剤、大麻、覚醒剤、

MDMA、コカイン、ヘロイン、危険ドラッグ、ＬＳＤのうち何れかの薬物）の使用を

経験した人の割合は、2.5%となっています。 

この結果に基づいて、本市における薬物使用の生涯経験者数を推計すると、約

59,000 人となります。 

 

 

図表 2-8：薬物使用者の割合（推計） 

生涯で薬物を使用した人の割合7 
本市における薬物使用の 

生涯経験者推計数 

2.5％ 

（2.0％～3.1％） 
約 59,000 人 

 

出典：国立精神・神経医療研究センター「薬物使用に関する全国住民調査（2019 年）＜第 13

回飲酒・喫煙・くすりの使用についての全国調査＞」（令和元年度厚生労働行政推進調査

事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業）分担研究報

告書）（分担研究者：嶋根卓也・研究協力者：猪浦智史・邱冬梅・和田清） 

注：推計にあたっては、「住民基本台帳・年齢階級別人口」（2019 年 9 月 30 日）より、本

市 15 歳以上 65 歳未満の人口を用いた 

 

  

                                                      
7 （）内の値は、標本調査の結果に基づく区間推定（95%信頼区間）の値である。これは同じ母集

団から同数の標本を抽出して 100 回の調査を実施した場合、薬物の生涯経験者の割合が、95 回

程度は（）内の数値の範囲内に収まることを指す。 
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36.0
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％

簡単に手に入ると思う 少し苦労するが、何とか手に入ると思う

ほとんど不可能だと思う ぜったい不可能だと思う

無回答

（ｲ） 薬物を取り巻く状況 

本市が平成 27 年に市内の小学 5 年生・中学 2 年生に対して実施した調査に

よると、小学 5 年生の 70.6％、中学 2 年生の 84.9%が、脱法ハーブや危険ド

ラッグが「簡単に手に入ると思う」または「少し苦労するが、何とか手に入ると思

う」と回答しています。 

 

図表 2-9：「脱法ハーブや危険ドラッグを手に入れようとした場合、 

すぐに手に入ると思う」と回答した児童・生徒の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：横浜市「薬物、たばこ、酒に対する意識等調査報告書」（平成 27 年） 
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(ｳ) 薬物乱用の状況 

本市における麻薬・覚醒剤使用の検挙者数を見ると、毎年 400～500 人程度

で推移しています。 

また、薬物事件で少年保護事件の対象となった少年の数は、平成 29 年以降増

加傾向にあり、令和元年は 58 人が薬物事件で少年保護事件の対象となってい

ます。 

 

図表 2-10：麻薬・覚醒剤使用による検挙者数（横浜市） 

 

出典：横浜市統計書  

 

図表 2-11：薬物事件で少年保護事件の対象となった少年の数（横浜市） 
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国立精神・神経医療研究センターが実施した調査8によると、薬物乱用の対象と

なっている薬物の種類・内容は、覚醒剤が 66.1%と最も多く、以下、揮発性溶剤、

大麻が続いています。また、睡眠薬・抗不安薬などの処方薬や市販薬についても、

一定の割合で乱用の対象となっています。 

 

図表 2-12：各種薬物の生涯使用経験（複数選択）（ｎ=2,609） 

生涯使用経験のある薬物 度数 割合 

覚醒剤 1,725 66.1％ 

揮発性溶剤 928 35.6％ 

大麻 791 30.3％ 

コカイン 238 9.1％ 

ヘロイン 70 2.7％ 

MDMA 250 9.6％ 

MDMA 以外の幻覚剤 207 7.9％ 

危険ドラッグ 386 14.8％ 

睡眠薬・抗不安薬 777 29.8％ 

鎮痛薬（処方非オピオイド系） 74 2.8％ 

鎮痛薬 

（処方オピオイド系：弱オピオイド含む） 
37 1.4％ 

市販薬 303 11.6％ 

ADHD 治療薬 58 2.2％ 

その他 76 2.9％ 

出典：「全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査」（平成 30 年

度厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス

政策研究事業：H29－医薬一般－001）分担研究報告書）（研究分担者：松本

俊彦・研究協力者：宇佐美貴士・船田大輔・村上真紀・谷渕由布子） 

注：表中の値は、2018 年 9 月 1 日から 10 月 31 日までの 2 か月間に調査

対象施設において、入院あるいは外来で診察を受けた「アルコール以外の精

神作用物質使用による薬物関連精神障害患者」による生涯使用経験である 

注：処方薬・医薬品については、治療目的以外の不適切な使用が対象 

 

                                                      
8 「全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査」（平成 30 年度厚生労働科学研

究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策事業：H29－医薬一般－001）分担

研究報告書）（研究分担者：松本俊彦） 
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(ｴ) 薬物に関する相談状況 

本市における薬物に関する相談状況を見ると、こころの健康相談センターでは、

平成 29 年 5 月より依存症相談窓口（依存症専門相談）を開設し、平成 29 年度

以降は年間のべ 100 件以上の薬物に関する相談を受け付けています。 

また、区役所では年間のべ 250～600 件程度の薬物に関する相談を受け付

けています。 

 

図表 2-13：こころの健康相談センターにおける薬物に関する相談のべ件数（横浜市） 

   
出典：本市資料 

 

図表 2-14：区役所における薬物に関する相談のべ件数（横浜市） 
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ウ ギャンブル等依存症に関連する状況 

(ｱ) ギャンブル等依存症者の割合 

本市が令和元年 12 月～令和 2 年 3 月にかけて実施した「横浜市民に対する

娯楽と生活習慣に関する調査」（以下「横浜市娯楽と生活習慣に関する調査」とい

う。）の結果によると、過去 1 年以内にギャンブル等依存症が疑われる人の割合

の推計値は成人の 0.5％、生涯でギャンブル等依存症が疑われる人の割合の推

計値は成人の 2.2％9となっていました。 

この結果に基づいて、本市におけるギャンブル等依存症者数を推計すると、過

去 1 年以内にギャンブル等依存症が疑われる人は約 16,000 人、生涯でギャン

ブル等依存症が疑われる人は約 70,000 人となります。 

なお、国の調査10、本市の調査いずれにおいても、ギャンブル等依存症が疑わ

れる人が最もよくお金を使ったギャンブル等は、「パチンコ・パチスロ」が最も多く

なっています。 

 

図表 2-15：ギャンブル等依存症が疑われる人の割合（推計値） 

 

本市における 

ギャンブル等依存症が 

疑われる人の割合11 

本市における 

ギャンブル等依存症が 

疑われる人の推計人数 

過去 1 年以内に 

ギャンブル等依存症

が疑われる人 

0.5％ 

（0.3％～1.1％） 
約 16,000 人 

生涯で 

ギャンブル等依存症

が疑われる人 

2.2％ 

（1.5％～3.4%） 
約 70,000 人 

出典：横浜市「横浜市民に対する娯楽と生活習慣に関する調査」（令和元年度） 

注：ここでの「ギャンブル等」とは、パチンコ・パチスロや、ゲームセンターのスロットマシン、

ポーカーマシン等のメダルや景品が当たるゲーム機、海外のカジノ、宝くじ、ナンバー

ズ、サッカーくじ、証券の信用取引または先物取引市場への投資なども含まれている 

注：本調査は、「住民基本台帳・年齢階級別人口」（2019 年 9 月 30 日現在）に記載のあ

る 18 歳以上 75 歳未満の方を対象とし、ギャンブル等依存症が疑われる人の推計人

数の算出にあたっては、18 歳以上の人口を用いた 

                                                      
9 この 2.2％の中には、調査時点で過去 1 年以上ギャンブル等を行っていない者が一定数含

まれており、例えば 10 年以上前のギャンブル等の経験について評価されている場合があるこ

とに留意する必要がある。 

10 「平成 29 年度 国内のギャンブル等依存に関する疫学調査（全国調査結果の中間とりま

とめ）」（ギャンブル障害の疫学調査、生物学的評価、医療・福祉・社会的支援のありかたについ

ての研究 障害者対策総合研究開発事業（国立研究開発法人日本医療研究開発機構）） 

11 （）内の値は、標本調査の結果に基づく区間推定（95%信頼区間）の値である。これは同じ

母集団から同数の標本を抽出して 100 回の調査を実施した場合、ギャンブル等依存症が疑わ

れる人の割合が、95 回程度は（）内の数値の範囲内に収まることを指す。 
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(ｲ) ギャンブル等を取り巻く状況 

本市における既存の公営競技・遊技場等の施設・店舗数は以下の通りです。 

本市におけるパチンコ店の店舗数は、平成 27 年以降、減少傾向にあります。 

 

図表 2-16：本市における公営競技場等の状況（令和元年 12 月末現在） 

種類 店舗数・施設数 出典 

中央競馬 0 場（※場外 3 場) 日本中央競馬会ウェブサイト 

地方競馬 0 場（※場外 1 場） 地方競馬全国協会ウェブサイト 

競輪 0 場（※場外 1 場） 公益財団法人 JKA ウェブサイト 

競艇 0 場（※場外 1 場） 日本モーターボート競走会ウェブサイト 

オ―トレース 0 場（※場外 1 場） 公益財団法人 JKA ウェブサイト 

 

図表 2-17：本市におけるパチンコ店の店舗数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム 統合型リゾート施設（IR）について 

「特定複合観光施設区域整備法」（平成 30 年 7 月制定、以下「IR 整備法」という。）

に基づき、観光の振興・地域経済の振興・財政の改善に貢献することを目的に、国内で

3 か所を上限に統合型リゾート施設（以下「IR」という。）を設置することとしています。 

ＩＲとは、国際会議場施設、展示施設等、我が国の伝統、文化、芸術等を生かした公演

等による観光の魅力増進施設、送客施設、宿泊施設等の観光振興に寄与する施設とカ

ジノ施設から構成される一群の施設であって、民間事業者により一体として設置・運営

されるものです。 

本市では、このＩＲの実現に向けた検討・準備を進めています。ＩＲを構成する施設の

一つであるカジノに起因する依存症対策としては、入場回数制限、自己・家族による入

場制限、広告・勧誘規制など、IR 整備法に基づく対策に加え、事業者に対してはギャン

ブル等依存症に関する相談体制の整備、市、県、国、関係機関等と連携・協力した取組

の推進などを求めていきます。また、先進事例に学ぶとともに、横浜の実情を踏まえ、

最適な対応策を検討・実施し、市、事業者、関係機関等が一体となって「安全・安心対策

の横浜モデル」を構築します。 
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(ｳ) ギャンブル等の実施に関する状況 

「横浜市娯楽と生活習慣に関する調査」の結果によると、初めてギャンブル等

をした年齢は、20 歳未満が 15.2％、20 歳代が 28.4％となっており、回答者

の 4 割以上が 20 歳代までにギャンブル等を始めています。 

 

図表 2-18：初めてギャンブル等をした年齢（ｎ＝1,263） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      出典：横浜市「横浜市民に対する娯楽と生活習慣に関する調査」（令和元年度） 
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(ｴ) ギャンブル等に関する相談状況 

本市におけるギャンブル等に関する相談状況を見ると、こころの健康相談セン

ターでは、平成 29 年 5 月より依存症相談窓口（依存症専門相談）を開設し、平成

29 年度以降は年間のべ 100～200 件程度のギャンブル等に関する相談を受

け付けています。 

また、区役所では年間のべ 110～170 件程度のギャンブル等に関する相談を

受け付けています。 

 

図表 2-19：こころの健康相談センターにおけるギャンブル等に関する相談のべ件数 

（横浜市） 

  
出典：本市資料 

 

図表 2-20：区役所におけるギャンブル等に関する相談のべ件数（横浜市） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：本市資料  
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エ その他の依存症に関連する状況 

(ｱ) ゲーム利用に関する状況 

横浜市娯楽と生活習慣に関する調査の結果によると、年齢が若いほど 1 日の

平均ゲーム利用時間が長くなる傾向が見られます。 

 

図表 2-21：現在の年齢と、1 日の平均ゲーム利用時間の関係 

 

出典：横浜市「横浜市民に対する娯楽と生活習慣に関する調査」（令和元年度） 

注：ゲームには、パソコン、ゲーム機、スマートフォン、携帯電話など使用するすべてを含む 
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また、国立病院機構久里浜医療センターが令和元年に実施した調査によれば、

平日のゲーム使用時間が長い人ほど、身体に不調が現れてもゲームを続ける傾

向が見られます。 

さらに女性については、「6 時間以上」の回答者の 50.0%が身体に不調が現

れてもゲームを続けると回答しています。 

 

図表 2-22：ゲームが腰痛、目の痛み、頭痛、関節や筋肉痛などといった 

体の問題を引き起こしていても、ゲームを続ける人の割合 

 

出典：国立病院機構久里浜医療センター「ネット・ゲーム使用と生活習慣についてのアンケート」

（令和元年） 
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（ｲ） ネット利用に関する状況 

横浜市娯楽と生活習慣に関する調査の結果によると、18～19 歳の人の

21.2％、20～29 歳の人の 14.9％が、1 日に 4 時間以上、娯楽としてネットを

利用していると回答しています。 

なお、本市が平成 30 年度に実施した調査によると、18 歳～20 歳代の人の

49.0％が「SNS のない自分の生活は考えられない」との設問に対して「そう思う」

と回答しています。 

 

図表 2-23：現在の年齢と、1 日の平均ネット利用時間の関係 

  

出典：横浜市「横浜市民に対する娯楽と生活習慣に関する調査」（令和元年度） 

注：ここでいう「ネット利用」は、娯楽として、SNS や動画サイト、ウェブサイト等の閲覧を行

うことを指す 
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図表 2-24：「SNS のない自分の生活は考えられない」に「そう思う」と回答した割合 

  

出典：横浜市「日常生活の中での活動に関する調査」（平成 30 年度） 
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(ｳ） その他の依存症に関する相談状況 

本市におけるゲーム障害を含むその他の依存症に関する相談状況を見ると、

こころの健康相談センターでは、令和元年度において年間のべ 200 件程度のそ

の他の依存症に関する相談を受け付けています。 

また、区役所では令和元年度においてのべ 35 件の相談を受け付けています。 

 

図表 2-25：こころの健康相談センターにおけるその他の依存症に関する相談のべ件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本市資料 

 

図表 2-26：区役所におけるその他の依存症に関する相談のべ件数（横浜市） 
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10.2

19.0

12.9

25.7

35.0

26.8

27.2

17.7

11.6

6.5

2.1

3.2

0.9

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

「依存症になるのは自業自得だと思う」

「治療しても依存症が回復することはない」

％

そう思わない あまりそう思わない
どちらともいえない ややそう思う
そう思う わからない
無回答 n=1,264

（２） 市民の認知度や地域の特徴など 

ア 依存症に関する認知度 

本市が令和２年に実施した「ヨコハマ e アンケート」12（以下、「e アンケート」とい

う）の結果によれば、回答者の 95%以上が、アルコール依存症・薬物依存症・ギャン

ブル等依存症について知っており、依存症に対する認知度は高いことがうかがえま

す。 

他方で、「依存症になるのは自業自得だと思う」の質問については 38.8%が、

「治療しても依存症が回復することはない」の質問については 24.2%が「そう思う」

または「ややそう思う」と回答しており、依存症に関する正しい知識が浸透していな

いことがうかがえます。 

 

図表 2-27：知っている依存症 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ヨコハマ e アンケート「依存症に対するイメージや知識に関するアンケート」（令和２年度） 

 

図表 2-28：依存症に対する認識 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ヨコハマ e アンケート「依存症に対するイメージや知識に関するアンケート」（令和２年度） 

                                                      
12 「ヨコハマ e アンケート」調査数：3,175 人、回答：1,264 人（回答率：39.8%）、期間：令

和 2 年 7 月 31 日～8 月 14 日、方法：市内在住の 15 歳以上の登録メンバーによるインター

ネット調査 
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イ 地域別の人口の特徴 

本市における地域別(注)の特徴についてまとめると、以下のようになります。 

 

 東部においては、人口の増加が顕著に見られます。一方、世帯の特徴を見る

と、独居世帯の割合が高く、被保護世帯数や外国人人口についても他の地域

に比べると相対的に多いことがうかがえます。 

 北部においては、人口が増加しているほか、人口に占める 15 歳未満の割合

が他の地域に比べて高く、15 歳未満の人口が比較的多いという特徴が挙げ

られます。一方で、一部の区において、自治会・町内会への加入率が相対的

に低いという課題も見られます。 

 南部については、人口が減少している中、全世帯に占める高齢者（65 歳以

上・以下同様）の独居世帯の割合が高い地域であると言えます。一方で、自

治会・町内会への加入率が他地域に比べて高いことがわかります。 

 西部については、南部と同様に高齢者の割合が他地域に比べて高いことが

うかがえます。 

 

（注）エリア別の区分は以下の通りです。 

・東部：鶴見区、神奈川区、西区、中区、南区 

・北部：港北区、緑区、青葉区、都筑区 

・南部：港南区、磯子区、金沢区、栄区 

・西部：保土ケ谷区、旭区、戸塚区、泉区、瀬谷区 
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図表 2-29：地域別の人口等に関するデータ 

  
出典：横浜市「市・区の年齢別の人口」 

  

人口 人口増減率
全人口に占める
15歳未満の割合

全人口に占める
高齢者の割合

令和2年
1月1日現在

平成28年1月1日現在
→令和2年1月1日現在

令和2年1月1日
現在

令和2年1月1日
現在

（人） （％） （％） （％）

3,749,929 0.7 11.9 24.6

鶴見区 292,975 2.7 12.7 21.1

神奈川区 245,036 2.4 11.1 21.6

西区 103,985 5.5 11.0 19.1

中区 149,910 0.8 10.1 23.7

南区 195,482 0.5 10.0 26.5

港北区 353,620 2.7 12.2 19.7

緑区 182,495 1.1 12.7 24.4

青葉区 310,387 0.2 12.7 21.8

都筑区 212,642 0.2 15.2 18.1

港南区 213,751 ▲ 0.8 11.1 28.5

磯子区 166,347 0.0 11.8 27.4

金沢区 198,054 ▲ 1.8 11.1 29.3

栄区 119,612 ▲ 2.0 11.4 31.2

保土ケ谷区 205,939 0.3 10.8 26.3

旭区 245,127 ▲ 0.8 11.5 29.9

戸塚区 280,733 2.0 13.0 25.6

泉区 151,830 ▲ 1.4 11.8 29.1

瀬谷区 122,004 ▲ 2.0 11.9 28.2

西部

時点

区域

単位

横浜市全体

東部

北部

南部
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図表 2-30：地域別の人口等に関するデータ：つづき 

  

出典：横浜市「世帯人員別の世帯数」 

世帯数
全世帯に占める
独居世帯の割合

全世帯に占める
高齢者独居世帯の

割合

令和2年
3月末現在

令和2年
3月末現在

令和2年
3月末現在

（世帯） （％） （％）

1,813,405 42.6 15.2

鶴見区 149,115 48.2 14.4

神奈川区 127,338 51.5 13.9

西区 58,282 56.1 13.1

中区 87,100 57.4 18.5

南区 109,088 53.2 18.5

港北区 173,033 45.4 11.8

緑区 82,538 37.0 13.8

青葉区 136,038 34.0 12.4

都筑区 87,933 30.7 11.0

港南区 101,124 38.2 16.7

磯子区 82,053 42.8 17.6

金沢区 92,974 38.5 16.8

栄区 55,644 36.3 17.1

保土ケ谷区 101,965 45.1 16.5

旭区 116,131 39.1 17.8

戸塚区 127,018 35.7 15.0

泉区 69,590 35.5 16.8

瀬谷区 56,441 37.3 17.1

北部

南部

西部

区域

時点

単位

横浜市全体

東部
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図表 2-31：地域別の人口等に関するデータ：つづき 

  

出典：横浜市「横浜市統計書」、横浜市「自治会町内会調査結果」、横浜市「外国人の人口」  

被保護
世帯数

自治会・町内会
加入状況
(加入率）

外国人人口

令和2年
3月末現在

平成31年
4月1日現在

令和2年
3月末現在

（世帯） （％） （人）

54,111 72.4 105,287

鶴見区 5,228 74.3 14,002

神奈川区 3,016 68.6 7,638

西区 1,477 64.3 5,244

中区 8,345 63.2 17,467

南区 6,065 76.3 10,937

港北区 2,835 66.3 7,086

緑区 2,113 73.7 4,350

青葉区 1,872 72.4 4,504

都筑区 1,189 61.4 3,701

港南区 2,345 75.4 2,839

磯子区 2,295 73.7 5,172

金沢区 1,678 80.8 3,110

栄区 1,261 81.6 1,176

保土ケ谷区 2,968 75.0 5,862

旭区 3,544 78.0 3,248

戸塚区 2,810 71.7 4,433

泉区 2,393 76.5 2,516

瀬谷区 2,677 77.2 2,002

区域

時点

単位

横浜市全体

東部

北部

南部

西部
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２ 本市及び関係機関、民間支援団体等における取組と状況 

（１） 身近な支援者の取組と状況 
ア 身近な支援者の分類 

本市においては、依存症の本人や依存症が疑われる人、またはその家族等にとっ

て身近な支援者となる様々な機関・団体が活動をしています。 

こうした身近な支援者が依存症問題に対する理解と対応力を高め、専門的な支

援者との連携を強化していくことが、効果的な依存症の予防・早期発見・支援に向

けて極めて重要だと考えられます。 

 

図表 2-32：本市における身近な支援者（例） 

分類 具体的な機関・団体 依存症に対する関わり 

行政 

保健所・区役所（高齢・障害支援

課、生活支援課、こども家庭支援

課、福祉保健課 など）、児童相談

所、消費生活総合センターなど 

 貧困や虐待、DV、多重債務、健康問題等

に関する行政の相談窓口として、一次相

談から専門的な相談まで幅広く対応して

います。 

 相談内容の背景に依存症の問題があった

場合には、専門的な支援者へのつなぎを

行っています。 

福祉 

精神障害者生活支援センター、基

幹相談支援センター、地域ケアプ

ラザ、発達障害者支援センター 

など 

指定特定相談支援事業所、障害

福祉サービス事業所など 

居宅介護支援などの介護事業所 

生活困窮者支援を行う事業者 

保育所 など 

 要介護者や障害者、生活困窮者、子ども

などが地域生活を送る上で必要なケアや

サポート、福祉サービスを提供していま

す。 

 サービスを提供する中で、支援対象者等

が依存症の問題を抱えている場合には、

専門的な支援者に関する情報提供などを

行っています。 

司法 

法テラスや法律事務所、司法書士

事務所、保護観察所、更生保護施

設 など 

 法律相談等に対応する中で、依存症に起

因する多重債務等の問題を抱える人へ、

相談窓口の情報提供などを行っていま

す。 

 また、保護観察所や更生保護施設は、薬

物使用等で検挙された人が再び犯罪を

繰り返すことのないよう、支援を行って

います。 
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図表 2-33：本市における身近な支援者（例）：つづき 

分類 具体的な機関・団体 依存症に対する関わり 

医療 
（一般

医 療

機関） 

依存症の治療を行わない医療機

関（内科、婦人科、精神科など） 

 患者に依存症の問題が疑われる場合に、

専門的な支援者に関する情報の提供や橋

渡しを行います。 

 また、疾病などを抱えながら依存症の回

復に臨む患者に対し、専門的な医療機関

や他の支援者と連携しながら各診療科の

専門性を踏まえた医療を提供していま

す。 

学校 
小中学校や高等学校、専門学校、

大学 など 

 各学校・教育機関の教育活動の中で、依

存症の予防と正しい理解の促進に向けた

教育・指導などを行っています。 

 様々な課題を抱える子どもに対し、保護

者や他の支援者と連携をしながらサポー

トを提供しています。 
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イ 身近な支援者による依存症への相談対応の状況 

(ｱ) 地域ケアプラザ等におけるアルコール関連問題の相談対応の状況 

身近な支援者による依存症関連の相談状況について、例えば本市が令和元年

度に地域ケアプラザや精神障害者生活支援センター、基幹相談支援センターを対

象に実施したアンケートでは、回答した 124 施設中 116 施設（93.5%）でアル

コール関連問題の相談があったと回答しており、アルコール関連問題はこれらの

一次相談支援機関に寄せられる相談の内容として珍しくない状況にあります。 

また、同アンケートによれば、アルコール関連問題の相談において、相談者への

他の社会資源に関する情報提供や外部機関との連携、内部でのカンファレンスを

通じた対応策の検討などの取組が行われています。 

他方、アルコール関連問題は、他の問題が併存するなど、相対的に支援におけ

る困難度が高いと感じる支援者が多い状況です。また、家族等からの相談が多い

といった傾向が見られ、専門的な支援者への受診・相談勧奨を拒否する当事者も

少なくない状況にあります。その結果、身近な支援者から専門機関へのつなぎを

困難に感じる支援者が多い状況です。 

 

図表 2-34：身近な支援者におけるアルコールの問題に関する相談の有無（ｎ=124） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域ケアプラザ等を対象に実施したアンケートより 

  

あった, 93.5%

なかった, 

6.5%
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図表 2-35：相談対応にあたって困ること（複数回答・n=116） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域ケアプラザ等を対象に実施したアンケートより 

 

(ｲ) 区役所のこども家庭支援課における薬物・ギャンブル等問題の相談対

応の状況 

区役所のこども家庭支援課虐待対応チームへのアンケートによれば、回答した

13 区のうち約 8 割の区が保護者がギャンブル等の問題を抱えている事例に対

応した経験があり、また、約 9 割の区が薬物の問題を抱えている事例に対応した

経験があるとの結果が見られました（結果の詳細は本章第 3 節参照）。 

また、薬物やギャンブル等の問題がある場合において、対応時に困ったことと

して、本人の治療が継続しないことが要因として多く挙げられています。 
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図表 2-36：薬物やギャンブル等の問題があった際に対応に困ったこと 

（複数回答・n=12） 

回答項目 回答数 回答割合 

子どもとコンタクトがとりづらい 4 33.3％ 

子どもの生活状況が把握しづらい 7 58.3％ 

養育者とコンタクトがとりづらい 8 66.7％ 

相談できる支援者がいない 3 25.0％ 

治療が継続しない 11 91.7％ 

相談先がわからない 1 8.3％ 

その他 3 25.0％ 

出典：区役所のこども家庭支援課虐待対応チームへのアンケートより 

注：回答を得られた 13 区のうち、保護者が薬物やギャンブル等の問題を抱えている事例

に対応した経験がある 12 区の回答結果を集計 
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（２） 医療機関の取組と状況 
ア 専門医療機関の現状 

依存症の本人への支援においては、専門医療機関が大きな役割を果たしていま

す。 

専門医療機関とは、依存症にかかる所定の研修を修了した医師等が配置され、

依存症に特化した専門プログラムを行うなど、依存症に関する専門的な医療を提

供できる医療機関のことです。本市では、神奈川県とともに実施要綱に基づいて以

下の 6 か所の医療機関を選定しています（うち市内 3 か所）。 

これらの専門医療機関の中には、アルコール・薬物・ギャンブル等以外にも幅広い

依存症の治療に対応している医療機関もあり、依存症に合併する精神疾患への対

応や障害福祉サービス等と連携した支援なども行われています。 

 

図表 2-37：県内に立地する専門医療機関 

医療機関名  所在地 

診療対象の依存症 

アルコール 

健康障害 
薬物 ギャンブル等 

地方独立行政法人 

神奈川県立病院機構 

神奈川県立精神医療

センター 

横浜市港南区 〇 〇 〇 

医療法人誠心会 

神奈川病院 
横浜市旭区 〇 - - 

医療法人社団祐和会 

大石クリニック 
横浜市中区 〇 〇 〇 

学校法人北里研究所 

北里大学病院 
相模原市南区 ○ ○ ○ 

独立行政法人 

国立病院機構 

久里浜医療センター 

横須賀市 ○ - ○ 

医療法人財団青山会 

みくるべ病院 
秦野市 ○ ○ - 

出典：神奈川県ホームページを一部改変 
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イ 依存症治療を行う医療機関における取組 

本市が実施した「平成 28 年度 横浜市における依存症対策の現状調査」（以下

「平成 28 年度調査」という。）からは、専門医療機関以外にも依存症の治療・支援を

行う医療機関が複数存在することがわかっています。診察内容等を見てみると、ア

ルコールを中心として外来で対応をする医療機関が多い状況です。 

外来対応を行う医療機関で提供されている依存症対応プログラムについては、

「集団療法」13、「個別療法」14、「家族向け集団教育」15、「コ・メディカルスタッフ16相

談」などが行われています。このうち、いずれの依存症においても「個別療法」が最

も多く提供されており、その内容としては、「SMARPP」17、「条件反射制御法」18、

「内観療法」19などが挙げられます。 

関係機関への紹介・連携の状況を見ると、「専門病院・専門クリニック」、「自助グル

ープ」、「回復支援施設」、「弁護士」などが紹介・連携先として比較的多くなっていま

す。 

なお、紹介・連携先については、依存症の種類によりやや違いが見られ、アルコー

ルの場合は、専門病院・専門クリニックが最も多く、薬物とギャンブル等での紹介先

は、自助グループが最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
13 治療者と複数の患者が一緒に治療を行う方法。 

14 治療者と患者が 1 対 1 で治療を行う方法。 

15 病院・診療所が企画実施する、依存症者理解のための家族が参加する勉強会（家族教室）

や、分かち合い。   

16 医師以外の医療関係職種のこと。看護師や精神保健福祉士、理学療法士等のリハビリテー

ション専門職など。 

17  SMARPP （ ス マ ー プ  Serigaya Methamphetamine Relapse Prevention 

Program：せりがや覚醒剤依存再発防止プログラム）とは、旧せりがや病院で開発され、全国

に普及した薬物再使用防止プログラムのこと。 

18 不適切な行動の根源となる欲求、好まない感情や感覚、パターン化された業務における不

注意等を制御あるいは予防する治療方法。 

19 世話になったこと、世話をして返したこと、迷惑をかけたことなどを思い出し、自らの態度

や行動を観察、分析していく治療方法。 
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図表 2-38：依存症の治療・支援を行う医療機関で提供されているプログラムの内容 

 

出典：横浜市「平成 28 年度 横浜市における依存症対策の現状調査」 

 

図表 2-39：依存症の治療・支援を行う医療機関の紹介・連携先（依存症の種類別） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：横浜市「平成 28 年度 横浜市における依存症対策の現状調査」  
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ウ その他の医療機関（一般医療機関） 

ア及びイに記載した専門医療機関や依存症の治療・支援を行う医療機関以外に

も、市内には多くの精神科や身体科の医療機関が立地しており、本市医療安全課が

公開している「横浜市内の病院・一般診療所・歯科診療所名簿」（令和 2 年 10 月 1

日現在）によれば、市内には病院が 133 か所、一般診療所が 3,091 か所あります。 

このうち、依存症や物質への依存等により生じた健康障害の治療と関連性が強

いと考えられる医療機関を見てみると、精神科を標榜している医療機関が 356 件

（うち一般診療所 297 件）、内科を標榜している医療機関が 2,078 件（うち一般

診療所 1,956 件）となっています。 

これらの医療機関は専門医療機関や依存症の治療・支援を行う医療機関と比較

して数が多く、日々の通院などを通じて依存症の自覚がない人などとも接する機

会が少なくないものと推察されます。そのため、依存症の早期発見と専門医療機関

をはじめとする専門的な支援者へのつなぎに向けた重要な役割を担っているもの

と考えられます。 

また、アルコールや薬物の多量摂取等による救急搬送患者への対応を担う救急

外来のある医療機関についても、回復の過程において専門的な支援者へとつなぐ

役割が期待されます。 

その一方、専門医療機関や依存症の治療・支援を行う医療機関以外の医療関係

者においては、依存症に関する情報不足などの要因から、必ずしも依存症の専門的

な支援者等との連携が十分になされていないとの意見も聞かれます。例えば、本市

が市内の救命救急センターに対して行ったヒアリングでは、退院までの短期間で本

人への動機づけの難しさ、生活困窮、関係者の不在などの要因から、専門治療や支

援へつなぐことが困難な様子がうかがえ、こうした問題への対応策としてスタッフ

への研修の必要性が挙げられていました。 
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（３） 民間支援団体等の取組と状況 

ア 民間支援団体等の現状 

(ｱ) 回復支援施設の概況と活動内容について 

回復支援施設とは、回復施設、リハビリ施設とも呼ばれ、依存症等からの回復

を目指して、施設ごとに様々なプログラムや支援メニューを実施し、回復を支援

する施設のことを指します。 

これらの施設のスタッフについては、依存症からの回復者が携わっていること

も多く、回復者が施設長を務める施設も多くあります。  

また、運営体制は、障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業所として

公的な補助を受けて運営する施設、本市が独自に助成している地域活動支援セ

ンターとして運営する施設、法人として独自に運営している施設など多岐に渡り、

依存症の本人が入所して共同生活を営む施設、通所によるプログラムを提供す

る施設など様々な支援が提供されています。 

各回復支援施設が支援する依存対象については、アルコール・薬物・ギャンブ

ル等のいずれかに特化して支援を行う施設、複数の依存症や依存症全般に対応

する施設があります。 

本市が実施した依存症社会資源調査によれば、他の自治体と比較して市内に

は社会資源が相対的に多く集積しています。加えて、全国的に珍しい女性専用の

回復支援施設も本市において活動しています。駅周辺など市内の比較的アクセス

のよい場所で活動している団体も多く、施設数・活動の多様性・支援対象の広が

り・アクセスのしやすさなどの総合的な観点から見て、本市の回復支援施設は当

事者にとって利用しやすく、多様な選択肢を提供している状況にあると考えられ

ます。 

なお、各施設の分布を見ると、特に市内のうち東部や相模鉄道本線沿線に多

く立地しています。 
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図表 2-40：市内回復支援施設一覧 

団体名 施設名 

対応する 

依存症(※) 

団体所在地 
ア
ル
コ
ー
ル 

薬
物 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等 

そ
の
他 

NPO 法人ＲＤＰ ＲＤＰ横浜 ◎ ◎ ◎ ◎ 

横浜市神奈川区松本町

４‐28‐16 弘津ビル 2

Ｆ 

NPO 法人あんだん

て  

女 性 サ ポ ー ト セ ン タ ー 

Indah（インダー) 
◎ ◎  ○ 

横浜市瀬谷区瀬谷４‐

11‐16 足立ビル 1 階 

NPO 法人ギャンブ

ル依存ファミリーセ

ンターホープヒル 

ホープヒル ○ ○ ◎ ○ 

横浜市旭区東希望が丘

133-１第 3 コーポラス

Ｃ棟 508 号室 

NPO 法人市民の会 

寿アルク 

第１アルクデイケアセンタ

ー松影、アルク ハマポー

ト作業所、アルク翁、第２

アルク生活訓練センター、

第２アルク地域活動支援セ

ンター、アルクヒューマン

サポートセンター 

◎ ○ ○  
横浜市中区松影町３-

11-２三和物産松影町

ビル 2Ｆ 

NPO 法人ステラポ

ラリス  
ステラポラリス ◎ ○ ◎ ○ 

横浜市保土ケ谷区宮田

町１-４-６ カメヤビル

2Ｆ 

NPO法人ダルクウィ

リングハウス 
ダルクウィリングハウス  ◎  ○ 住所は非公開 

NPO 法人日本ダル

ク神奈川 
日本ダルク神奈川 ○ ◎ ○ ○ 

横浜市中区北方町１-
21 

NPO 法人ヌジュミ  デイケア ぬじゅみ ○  ◎ ○ 

横浜市保土ケ谷区西谷

町 4 丁目 1 番 6 号 西

谷産業ビル 1 階 

NPO 法人ＢＢ  地域活動支援センターＢＢ ◎ ○ ◎ ○ 
横浜市南区東蒔田町

15-3ＹＴＣビル 1 階 

一般社団法人ブルー

スター横浜 
ブルースター横浜   ◎ ○ 

横浜市金沢区能見台通

３-１アサヒビル 201 号

室 

NPO 法人横浜依存

症回復擁護ネットワ

ーク（Y－ARAN） 

YＲＣ横浜 ◎ ◎ ◎ ◎ 
横浜市磯子区下町 12-
14 

NPO 法人横浜ダル

ク・ケア・センター 

横浜 DARC デイケアセンタ

ー 
○ ◎ ○ ○ 

横浜市南区宿町２-44-

５ 

NPO 法人横浜マッ

ク 

横浜マック デイケアセンタ

ー 
◎ ◎ ○  横浜市旭区本宿町 91-

６ 

株式会社わくわくワ

ーク大石 
わくわくワーク大石 ◎ ◎ ◎ ○ 

横浜市中区弥生町４-

40-１ 

NPO 法人ワンデー

ポート 
ワンデーポート   ◎ ○ 

横浜市瀬谷区相沢４-

10-１ 

一般財団法人ワンネ

スグループ  

ワンネスグループ 横浜オ

フィス 
  ◎  横浜市中区海岸通４-

23 マリンビル 808 

    ※主たる支援対象とする依存症は◎、それ以外に対応している依存症につい

ては○を記載 
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図表 2-41：市内回復支援施設の分布状況 

 

※所在地が公表されている団体のみ掲載 
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(ｲ) 自助グループの概況と活動内容について 

自助グループとは、なんらかの障害、問題、悩みなどを抱えた人たち同士が出

会い、ミーティングや情報交換を通じ、相互に援助しあうことで、その問題から

の回復を目指すことを目的とした集まりを指します。また、自助グループの中に

は、互いに実名を伏せて匿名で関わりあうものもあり、匿名グループ

（Anonymous アノニマス）という言い方がなされることもあります。 

これらの自助グループは、アルコール・薬物・ギャンブル等それぞれについて

存在しており、依存症の本人を対象とする団体のほか、その家族を対象とする

団体もあります。 

平成 28 年度調査によれば、横浜市内では 9 団体の自助グループが活動して

います。また、今般の新型コロナウイルスの感染拡大の状況を踏まえ、一部では

テレビ・Web 会議システムを活用したオンラインによるミーティングを開催して

いる団体もあります。  

こうした市内の団体の中には、AA（エーエー）やアラノンといった海外で設立

されたグループの日本版や、全国規模の団体の横浜支部などもあり、それぞれ

の団体の活動理念を踏まえた、独自のミーティング手法を用いた自助活動が進

められています。 
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図表 2-42：市内自助グループ一覧 

団体名 
対象（※） 

団体情報（本部所在地等） 
本人 家族 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症 

ＡＡ(エーエー)  

（アルコホーリクス・アノニマス） 
◎  

AA 日本ゼネラルサービス：東

京都豊島区池袋 4-17-10 土

屋ビル 3F 

AA 関東甲信越セントラルオフ

ィス：東京都豊島区南大塚 3-

34-16 オータニビル３Ｆ 

アラノン 

（NPO 法人アラノン・ジャパン） 
 ◎ 

アラノン・ジャパン：横浜市神奈

川区白幡上町 19-13 

横浜断酒新生会  

（一般社団法人神奈川断酒連合会） 
◎ ◎ 

公益社団法人全日本断酒連盟：

東京都千代田区 

一般社団法人 神奈川県断酒連

合会:横浜市港南区 

薬
物
依
存
症 

ＮＡ(エヌエー) 

（ナルコティクス アノニマス） 
◎  

ＮＡ日本リージョン・セントラ

ル・オフィス：東京都北区赤羽 

1-51-3-301 

ナラノン 

（NPO 法人ナラノンジャパンナショ

ナルサービス） 

 ◎ 

ナラノンファミリーグループジ

ャパン 

ナショナルサービスオフィス：東

京都豊島区西池袋２-１-２ 島

幸目白ピソ２-Ｃ 

NPO 法人横浜ひまわり家族会  ◎ 
横浜市港北区鳥山町 1752 

障害者スポーツ文化センター 

横浜ラポール３階 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症 

ＧＡ(ジーエー) 

（ギャンブラーズ・アノニマス） 
◎  

ＧＡ日本インフォメーションセン

ター：神奈川県大和市大和東

3-14-6-101 

ギャマノン 

（一般社団法人ギャマノン日本サー

ビスオフィス） 

 ◎ 

ギャマノン日本サービスオフィ

ス：東京都豊島区東池袋 2-

62-8 BIG オフィスプラザ池

袋 501 号 

NPO 法人全国ギャンブル依存症

家族の会 
 ◎ 東京都新宿区矢来町 131 番地 

※主な支援等の対象者に◎を記載 

  



 

47 

（４） 本市における取組と状況 

本市においては、依存症相談拠点であるこころの健康相談センターと各区役所

の精神保健福祉相談を中心に、依存症の本人や家族等の個々の状況に合わせ、関係

機関と連携して支援をしています。また、依存症の支援においては、個別支援での

連携だけではなく、教育・青少年、保険事業、消費経済など、様々な関係部署と連

携をしながら、啓発や相談体制の充実を図りながら依存症対策に向けた全庁的な

取組を展開しています。 

 

図表 2-43：本市における依存症対策の取組体制 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 横浜市こころの健康相談センターによる取組 

横浜市こころの健康相談センター（精神保健福祉センター）は、精神保健及び精神

障害者の福祉に関する知識の普及を図り、調査研究、並びに複雑困難な相談指導

事業を行うとともに、各区福祉保健センターを始め、他の精神保健福祉関係機関に

対し、技術援助を行う機関であり、横浜市における精神保健及び精神障害者の福祉

に関する「総合的技術センター」として、地域精神保健福祉活動の拠点となる機関で

す。 

横浜市こころの健康相談センターでは、地域の関係機関と連携しながら、依存症

に悩む本人や家族等が必要な支援につながる包括的な支援に向けて、依存症相談

窓口として個別相談を実施するとともに、回復プログラムや家族教室、依存症に関

する普及啓発や研修等の事業を展開しています。 

令和 2 年 3 月には、実施要綱に基づく依存症相談拠点に指定されました。 

  

・依存症専門相談拠点
・市内関連機関とのネットワーク作り
・調査・研究

こころの健康相談センター

・相談支援
・地域との連携

区役所 精神保健福祉相談

依存症に関連する施策を実施する部署 身近な支援者（行政）

依存症対策に向けた
全庁的な取組
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図表 2-44：こころの健康相談センターの依存症対策事業の実施内容 

事業の種類 事業内容 

依存症相談窓口 
 専門の相談員が依存症の本人や家族、身近な方々からの相談に

対応。 

回復プログラム 

 依存症からの回復を目指す人を対象に、回復プログラムを提供。

依存症のメカニズムや再発のサイン・対処法について依存症の本

人と考えるとともに、回復へのきっかけづくりの支援や地域の民

間支援団体等・相談先を紹介。 

家族教室 

 家族が依存症について学び、家族の対応方法・回復について考

える機会を提供。 

 市内の医療機関、回復支援施設などの民間支援団体等の情報を

提供。 

普及啓発 

 依存症に関する正しい知識を広め、偏見・差別を解消するために

啓発活動を実施。 

 啓発週間に合わせ、広報よこはまでの周知、市民向けセミナーの

開催、リーフレットの作成・配布などを実施。 

支援者研修 
 依存症の本人や家族の相談・支援にあたる地域の支援者を対象

に研修を実施。 

連携会議 
 行政、医療、福祉・保健、司法などの関係機関と連携会議を開催

し、依存症対策に関する情報や課題の共有を実施。 

民間団体支援 
 市内で依存症に関する問題に取り組む民間支援団体等に、相談

活動や講演会などの事業にかかる費用の一部を補助。 

その他  社会資源に関する実態調査や国の行う研究事業等への協力。 

 

 

コラム 依存症相談拠点について 

実施要綱においては、全国の都道府県や指定都市にアルコール健康障害、薬

物依存症、ギャンブル等依存症に関する相談の拠点を設置し、専門の相談窓口

の開設や関係機関との連携などを進めることが定められています。 

本市においては、これまで依存症対策において中心的な役割を担ってきた

「こころの健康相談センター」を、令和 2 年 3 月に依存症相談拠点とし、地域の

関係機関との連携のさらなる強化を図り、また、図表 2-44 に記載した事業を

通じ、依存症に関する包括的な支援を提供する体制の整備を進めています。 
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イ 区役所 精神保健福祉相談における取組 

各区役所の高齢・障害支援課の精神保健福祉相談では、精神面の不調や疾患は

全年齢層で起こり得ることから、学齢期、思春期から高齢者まで幅広い対象者へ支

援を行っています。また、支援対象は、依存症の本人や家族等といった個別支援だ

けではなく、当事者や家族会などの集団援助、地域のネットワークを築くといった

地域支援等があります。個別支援については、即応が求められる危機介入、地域生

活を支えるサービス利用に関する支援、就労を目指す方への支援等様々な業務を

行っています。 

また、依存症対策の取組例としては、家族支援のための取組（アディクション家族

教室など）、酒害相談員を対象とした研修への参加、一般の市民を対象とした講演

会・講座などそれぞれの区の状況に応じた取組を実施しています。 

さらに、依存症に起因すると考えられる福祉課題への取組を進めている区内の

関係課とも連携して複合的な問題に対応しています。 

 

図表 2-45：区役所 精神保健福祉相談における取組 

（実績は令和 2 年 3 月時点） 

取組の種類 取組例 

アディクション 

家族教室 

 家族同士の近況報告と、講師活用による学習会と区からの

情報提供を行う。計 13 区で実施（複数区での合同開催含

む） 

酒害相談員研修会

への参加 

 各地区で開催されている酒害相談員研修会に区職員が参

加（13 区で実施） 

講演会・講座の開催  飲酒と心身の健康に関する講座の開催 

回復支援施設との

連携 

 区内にある回復支援施設が開催する研修会・講座や運営委

員会に参加 

 

ウ 区役所のその他の部署による取組 

区役所では関係各課（高齢・障害支援課、生活支援課、こども家庭支援課、福祉保

健課等）において、日々の業務の中で依存症に起因すると考えられる福祉課題への

対応を行っています。 

例えば、複数区の生活支援課へのヒアリングや市内 18 区のこども家庭支援課虐

待対応チームへのアンケートによれば、生活保護受給者や子どもへの虐待が疑われ

る事例において、支援対象者や保護者が依存症の問題を抱えていると疑われる場

合が少なくないという結果が出ています。 

そうした依存症に起因すると考えられる福祉課題を含む複合的な問題について、

区内の複数部署が連携して対応しています。 
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エ 依存症関連施策を実施する部署での取組 

依存症関連施策を実施する部署では、主に以下のような取組を実施しています。 

 

図表 2-46：依存症関連施策を実施する部署における依存症関連の取組 

部署 対象 実施内容 

健康福祉局 

生活支援課 

アルコール、

薬物、ギャン

ブル等 

 生活保護受給者や生活困窮者に対する相

談支援、パンフレットの配布等 

健康福祉局 

医療安全課 

薬物  薬物乱用防止キャンペーン in 横濱 

市民（特に若者）に対する薬物乱用防止啓

発を目的として、薬物に関する正しい知

識と危険性を発信する啓発イベント等を

実施 

 薬物乱用防止指導者研修会 

青少年に対する薬物乱用防止啓発の推

進を目的として、薬物乱用防止啓発を担

当する教諭向けの研修会を実施 
健康福祉局 

保健事業課 

アルコール  生活習慣改善相談 

 重症化予防事業（個別支援、集団支援） 

 区民まつりや健康づくり関連イベントなど

での普及啓発 
健康福祉局 

保険年金課 

薬物  国民健康保険加入の被保険者で重複頻

回受診者に対して、文書通知等にて適正

受診の指導 
こども青少年局 

青少年育成課 

薬物、ゲーム  （公財）よこはまユースにより、子ども・若

者を取り巻く課題（薬物、インターネット

等）解決に向けた取組を促すため、地域で

開催される講座に講師を派遣する「子ど

も・若者どこでも講座」を実施 
こども青少年局 

青少年相談センター 

アルコール、

薬物 

 若者相談支援スキルアップ研修（メンタル

ヘルスコース）を実施 

子ども・若者支援に携わる人材及び団体

を育成し、支援者のスキルアップを図るこ

とを目的とした研修を実施 
教育委員会事務局 

健康教育課 

アルコール、

薬物 

 薬物乱用防止教室 

 薬物乱用防止キャンペーン in 横濱（健康

福祉局医療安全課主催） 

 薬物乱用防止指導者研修会（健康福祉局

医療安全課と共催） 

 学習指導要領に基づき保健学習におい

て、小学 6 年、中学 3 年、高校 1 年もしく

は 2 年で薬物、飲酒、喫煙の影響等につ

いて学習 
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図表 2-47：依存症関連施策を実施する部署における依存症関連の取組（つづき） 

部署 対象 実施内容 

政策局 

男女共同参画推進課 

アルコール、

薬物、ギャン

ブル等 

 男女共同参画センターによる心とからだ

と生き方の総合相談の実施 

 男女共同参画センターによる自助グルー

プ支援 
経済局消費経済課 ギャンブル等  ホームページに消費者庁作成のギャンブ

ル等依存症に関する情報を掲載 

 ギャンブル等依存症対策に係る啓発ポス

ターの掲示 

総務局 

職員健康課 

アルコール  市職員のアルコール依存症に関する相談

対応 

 責任職向けテキストによる周知 
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３ 計画課題の整理 

（１） 課題導出の流れ 

本計画では、関係者が取り組むべき施策の方向性を検討するため、以下のア～ウ

を実施し、一次支援から三次支援における課題を抽出・整理しました。 

なお、ここでいう一次支援・二次支援・三次支援の定義は以下の通りです。 

 

 一次支援：依存症の予防に向けた普及啓発や偏見解消に向けた理解促進の取組をいう。 

 二次支援：依存症の早期発見・早期支援に向けた取組、依存症の支援につながっていな

い人、他の支援を受けている人で依存問題を抱えている人への支援に向けた取組などを

いう。 

 三次支援：依存症の本人やその家族等の回復を支えていくための取組をいう。また、民間

支援団体等や医療機関の活動支援なども含む。 

 

＜イメージ＞ 

 

 
※一般的に予防医学等で、一次「予防」、二次「予防」、三次「予防」という用語が用いられます。今回

用いている一次「支援」、二次「支援」、三次「支援」もほぼ同じ意味で使用していますが、「予防」と
いう言葉には、「悪い事態の発生を前もって防ぐ」というような意味があり、回復のために努力を
続けている本人や家族等へ、より肯定的な用語となるよう、「支援」という用語に置き換えました。 

  

一次支援
(予防・普及啓発）

対象：市民全般＋リスクの高い人

二次支援
(早期発見・早期支援）

対象：依存症の本人・家族等、
依存症の疑いがありつつも
支援につながっていない人

三次支援
(回復支援）

対象：依存症からの
回復段階にある人
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ア 依存症に関連する課題や社会資源状況の把握に向けた各種実態調査の実施 

本市における専門的な支援者や身近な支援者の取組の現状や課題を把握するこ

とを目的として、以下の調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

また、上記に加え、都市整備局が令和元年度に実施した「横浜市民に対する娯楽

と生活習慣に関する調査」の結果についても再分析を行い、課題導出のために活用

しました。 

 

イ 有識者や民間支援団体等の関係者による検討部会・連携会議の開催 

依存症領域における学識経験者や依存症の本人への支援等を行っている団体・

家族会の関係者などからなる検討部会及び連携会議（回復支援施設や自助グルー

プ等の民間団体、行政、医療・福祉・司法等の関係機関等の幅広い関係者で構成す

る会議）における意見・指摘事項などから課題の収集を行いました。 

 

ウ 国や県による調査や政策資料に関する情報収集の実施 

国や神奈川県における依存症に関する調査研究や政策資料、他自治体の関連計

画などを対象として、本計画で解決に取り組むべき課題に関する情報収集を実施

しました。 

（ｱ） 関係者へのヒアリング等 

 市内の民間支援団体等を対象とするヒアリング（回復支援施設ヒアリング） 

 市内 18 区のこども家庭支援課アンケート虐待対応チームを対象とするアンケート 

 身近な支援者（地域ケアプラザ、精神障害者生活支援センター、基幹相談支援センタ

ー等）を対象とするアンケート 

 横浜市立大学附属市民総合医療センター、区役所の生活保護受給者を担当するケー

スワーカーを対象とするヒアリング 

 

(ｲ) 各種実態調査等 

 本市及びその周辺地域を対象として、依存症対策に関係する社会資源の所在・活動

内容等について調査した「横浜市における依存症対策の現状調査（平成 28 年度調

査）」 

 全国の民間支援団体等を対象として、活動内容や課題について調査した「依存症社会

資源調査」（令和元年度） 

 横浜市内の回復支援施設の利用経験者及びスタッフ等、計 43 名に対しインタビュー

調査を実施した「回復支援施設利用者調査」（令和 2 年度、横浜市立大学へ委託） 

 市内在住の 15 歳以上の登録メンバーを対象に、依存症に対する知識やイメージにつ

いて尋ねた「ヨコハマ e アンケート」（令和 2 年度） 
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図表 2-48：課題抽出・整理プロセス 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 本市における依存症対策にかかる課題の設定 

（1）に記載したプロセスを通じ、一次支援から三次支援における計画課題を整理

し、12 の「課題」を設定しました。12 の課題については、以下の通りです。 

 

図表 2-49：本市における依存症対策にかかる課題 

フェーズ 課題 

一次支援 

① ライフステージに合わせた切れ目ない依存症に関する情報提供・啓発

② 特に依存症のリスクが高まる時期に重点化した普及啓発 

③ 依存症に関する基本知識の普及啓発 

二次支援 

④ 依存症の本人やその家族等が早期に適切な支援につながるための普

及啓発 

⑤ 依存症の複合的な背景を踏まえた重層的な早期支援体制の構築 

⑥ 身近な支援者等から専門的な支援者へ円滑につなぐ取組 

⑦ 専門的な支援者や家族等への支援 

三次支援 

⑧ 支援団体ごとの特色を生かし、多様なニーズに対応するための情報共

有 

⑨ 支援者によるアセスメント力向上 

⑩ 専門的な支援者等が継続的に活動するための支援 

⑪ 様々な支援ニーズに取り組む民間支援団体等の運営面等の課題への

対応 

⑫ 回復段階において新たに顕在化する課題への対応 

 

  

各種実態把握調査
検討部会・連携会議での

議論・指摘
国や県による調査や政策資料

に関する情報収集の実施

本計画における
課題の抽出・整理
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（３） 課題の具体的内容 

ア 一次支援における課題 

 

①ライフステージに合わせた切れ目ない依存症に関する情報提供・啓発 

【課題の具体的内容】 

 早い時期（学齢期）からの普及啓発 

 幅広い年齢層（成人、高齢者含む）への普及啓発 

 幅広い支援者と連携した啓発の取組 

 ゲーム障害を含む、依存対象と出会う時期に応じた正しい知識の普及啓発 

 

【早い時期（学齢期）からの普及啓発】 

【幅広い年齢層（成人、高齢者含む）への普及啓発】 

飲酒による身体的な悪影響が大きい未成年者への飲酒防止教育を始め、学齢

期からアルコール・薬物・ギャンブル等の総合的な依存症の普及啓発を行い、心

身に及ぼす影響を正しく認識する必要があります。 

また、e アンケートでは、「依存症になるのは自業自得だと思う」という質問に

対し、「そう思う」「ややそう思う」と回答した人が 38.8％となり、依存症について

の誤解や偏見が一定程度あり、適切な回復、支援につなげるために社会全体の正

しい理解を学齢期から浸透させていくことが必要です。 

アルコール・薬物・ギャンブル等の依存症は、決して特定の世代だけが直面する

特殊な問題ではありません。青少年から高齢者まで誰もが直面する可能性のあ

る問題です。 

予防を進めていくためには、幼年期・児童期・青年期・壮年期・老年期といった

ライフステージにある様々な世代に対し、適切な情報提供や普及啓発を切れ目な

く行うことが必要と考えられます。 
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図表 2-50：依存症に対する認識（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ヨコハマ e アンケート「依存症に対するイメージや知識に関するアンケート」（令和２年度） 

 

【幅広い支援者と連携した啓発の取組】 

ライフステージの移行に伴い、周りの環境も変化することがあります。 

そのため、ライフステージの移行に応じた切れ目のない依存症啓発を進めてい

く上では、小中学校、高校、大学などの教育機関、地域の大人や団体、職場、介護、

障害福祉や相談支援などの支援機関、かかりつけ医をはじめとする一般医療機

関といった、様々な団体・機関と連携した取組が求められます。 

 

【ゲーム障害を含む、依存対象と出会う時期に応じた正しい知識の普及啓発】 

アルコールや薬物、ギャンブル等の依存症については、それぞれ依存対象と出

会う時期に違いが見られます。例えば、アルコールやギャンブル等については就

職や大学入学などを迎える 18 歳～20 歳前後に出会い、未成年飲酒につながる

可能性が高く、大学や職場と連携した普及啓発を行うことが考えられます。 

また、近年関心の高まっているゲーム障害では、就学前や学齢期などの早い段

階で依存対象に出会うため、小中学生などを対象とした啓発が求められます。 

依存症の予防に向けては、こうした依存対象ごとのリスクが高まる時期の違い

などを踏まえ、情報提供の媒体あるいは提供する情報の内容を変化させていく

など、効果的な啓発活動が求められます。 

 

  

10.2

19.0

12.9

25.7

35.0

26.8

27.2

17.7

11.6

6.5

2.1

3.2

0.9

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

「依存症になるのは自業自得だと思う」

「治療しても依存症が回復することはない」

％

そう思わない あまりそう思わない
どちらともいえない ややそう思う
そう思う わからない
無回答 n=1,264
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②特に依存症のリスクが高まる時期に重点化した普及啓発 

【課題の具体的内容】 
 ライフイベントの発生に合わせた正しい知識の普及啓発 

 

【ライフイベントの発生に合わせた正しい知識の普及啓発】 

アルコール・薬物・ギャンブル等の依存症となる原因には様々なものがありま

す。今回、依存症からの回復段階にある人を対象として実施したヒアリング調査

（以下、「回復支援施設利用者調査」という）によれば、依存症になったきっかけと

して、保護者の早逝、離婚などのライフイベントや精神疾患の発症（うつ病等）な

どが挙げられていました。 

また、e アンケートによれば、「依存症は誰でもかかる病気である」という質問

について、81.6％が「そうだと思う」と回答している一方、「自身のアルコールの

問題が起きるかもしれない」という質問について「非常に心配だ」と「やや心配だ」

とする回答者は 9.1％、薬物は 2.9％、ギャンブル等は 3.4％となっています。 

依存症の予防においては、上記の調査結果で示されているようなライフイベン

トに起因してなど、誰もが依存症になる可能性がある点を踏まえ、当該ライフイベ

ントの手続きや相談に関わる機関・団体と連携しつつ、依存症を自分自身の問題

として捉えるための正しい知識の普及啓発を進めていくことが求められます。 

 

図表 2-51：依存症との関係が推察されるライフイベント(例) 

 保護者の早逝 

 離婚 

 精神疾患の発症（うつ病等） 

出典：横浜市「回復支援施設利用者調査」（令和 2 年度） 
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非常に心配だ

1.0%
やや心配だ

1.9%

どちらともいえない

4.2%

あまり心配でない

21.4%

全く心配していない

70.4%

すでに起きている

0.2%

回答したくない

0.5%
無回答

0.4%

n=1,264

非常に心配だ

1.3% やや心配だ

7.8%

どちらともいえない

7.7%

あまり心配でない

22.4%全く心配していない

59.7%

すでに起きている

0.2%

回答したくない

0.5%

無回答

0.4%

n=1,264

図表 2-52：依存症に対して回答者自身がそうだと思う項目について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ヨコハマ e アンケート「依存症に対するイメージや知識に関するアンケート」（令和２年度） 
 

図表 2-53：自身の依存症の問題に対する心配の有無 
 

（アルコール）                      （薬物） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ギャンブル等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ヨコハマ e アンケート「依存症に対するイメージや知識に関するアンケート」（令和２年度） 

非常に心配だ

1.3% やや心配だ

2.1%

どちらともいえない

4.7%

あまり心配でない

22.5%

全く心配していない

68.5%

回答したくない

0.5%

無回答

0.4%

n=1,264

81.6

47.8

53.7

28.8

15.3

58.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

依存症は誰でもかかる可能性がある病気である

お酒を長年にわたって多量に飲む生活を続けると

眠りの質は悪化する

医師から処方される薬や市販薬でも依存症になる

可能性がある

ギャンブル等の問題を抱える人の多くが

うつ状態になっている

依存症の結果生じたトラブル（借金・仕事の欠勤など）は

家族が対処すべきである

医療機関や家族会などでは本人が居なくても

依存症のことを相談することができる

％

n=1,264
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コラム 新型コロナウイルス感染症の依存症への影響 

世界的に猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）

は、我が国においても多くの人々の生活に大きな影響を及ぼしました。新型コロナがもた

らした影響の中には、外出自粛に伴う景気の悪化、企業等の業績不振に伴う失業の増大、

他者と触れ合う機会の減少など様々なものが挙げられます。 

現在、新型コロナと依存症との関連性に関するエビデンス等は示されていませんが、計

画策定のプロセスにおいては、これまで活発に社会生活を営んでいた人たちが、依存症に

なる事例が増えてくるのではないかとの意見が医療関係者から聞かれました。 

具体的には、様々なリスク要因を持つ人が、失職などにより生活が激変し、様々な苦境

にさらされる中で、飲酒量が増えるなどして、数年かけて依存問題が出てくるのではない

かとの指摘です。 

上記の意見を踏まえれば、新型コロナの感染拡大による依存症への影響は、時間をかけ

て顕在化してくることが予想されます。 

 

③依存症に関する基本知識の普及啓発 

【課題の具体的内容】 
 依存症の発症リスクが高い生活習慣等についての啓発 

 依存症に対する誤解・偏見の解消に向けた普及啓発 

 一般市民に対する専門的な医療機関や民間支援団体等の活動内容の周知  

 

【依存症の発症リスクが高い生活習慣等についての啓発】 

回復支援施設利用者調査によれば、家族や身近な人に依存症の問題があった

場合など、特に依存症の発症リスクが高まる環境について、一定の傾向が見られ

ました。 

また、一般に男性と比較して女性は、習慣的な飲酒からアルコール依存症に至

るまでの期間が短く、男性の場合約 20～30 年かかるのに対し、女性の場合は

その半分程度の期間であるとされています20。本市では、生活習慣病のリスクを

高める量の飲酒をしている女性の割合が全国と比較しても高い状況にあります。 

依存症の予防を効果的に行っていくためには、こうした発症リスクが相対的に

高い人に届くよう、重点的な情報提供や普及啓発などを行うことが必要と考えら

れます。 

  

                                                      
20 厚生労働省「生活習慣病予防のための健康情報サイト」 
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図表 2-54：依存症との関係が推察される環境(例) 

 家庭環境（家族にアルコールの問題のある人や、ギャンブル等をしていた人が

いた等） 

 生育歴（虐待や育児放棄を受けた経験、保護者への不信感や恨み、コンプレッ

クス等） 

 保護者や配偶者との共依存関係 

出典：横浜市「回復支援施設利用者調査」（令和 2 年度） 

 

【依存症に対する誤解・偏見の解消に向けた普及啓発】 

【一般市民に対する専門的な医療機関や民間支援団体等の活動内容の周知】 

e アンケートでは、アルコール・薬物・ギャンブル等の依存症については、95％

以上の認知度はあるものの、その特徴について十分に理解されていない点も見

受けられました。依存症に対する理解が進んでいないことで、社会全体から依存

症への偏見や差別意識に基づく否定的な考え方・接し方、いわゆる「スティグマ」

が生じ、依存症からの回復の大きな障害となります。周囲からの「スティグマ」に

さらされ続けることは、自己肯定感や自尊感情を損ねる恐れがあり、依存症から

の回復を阻害するリスクがあると思料されます。また、依存症の本人が依存症に

対する誤解や偏見を持っている（セルフスティグマ）と、必要な相談・支援につな

がることや回復への障害にもなる可能性も推察されるため、依存症に対する正し

い知識の普及啓発を進めて、誤解や偏見の解消を図ることが必要です。 

また、e アンケートによれば、「自身に「アルコール」「薬物」「ギャンブル等」の問

題がおこなった場合、誰か（どこか）に相談しようと思いますか」という質問に「相

談しようと思う」と回答した人のうち、「どの機関に相談しようと思うか」という質

問への回答として、 「依存症の支援を行っている民間の施設」は 14.3％、「自助

グループ」は 10.5％と低くなっています。また、民間支援団体等に対するヒアリ

ングでは、主催する市民向け講座において参加者の確保に苦慮しているとの意

見が見られました。 

この調査結果から、市民における依存症に対する理解や民間支援団体等の活

動内容に対する理解が十分に進んでいないものと考えられます。 

他方、同じく e アンケートでは、依存症について「自助グループの集まり」や「当

事者の体験談」、「家族会」、「専門家」から情報を得たり参加したことがあると回

答した人は、「テレビ番組」「本・新聞・インターネット」「広報物」から情報を得てい

ると回答した人に比べ、「依存症になるのは自業自得だと思わない」「あまり思わ

ない」とする回答の割合が高くなっています（図表 2-55 の破線部参照）。 

これらの調査結果を踏まえれば、スティグマを防ぎ、依存症の本人等が必要な

支援につながることを促進するため、依存症の支援者や当事者による講演など
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を通じた、市民全体を対象とした依存症そのものの理解や民間支援団体等の活

動内容の理解に向けた啓発活動が必要だと考えられます。   

さらに、e アンケートの結果からは、依存症について悩んだ時の相談先として

「かかりつけの医師」と回答した人が 52.5％となったほか、「地域ケアプラザ」は

7.0％、「精神障害者生活支援センター」は 6.2％となっており、身近な支援者へ

の依存症に関する普及啓発も必要であると考えられます。また、精神保健福祉相

談を有する「区役所」を相談先として選択した回答は 14.8％にとどまっており、

相談先としての区役所の役割を積極的に啓発していくことも必要であると考え

られます。 

 

図表 2-55：依存症に関する情報源と 

「依存症になるのは自業自得だと思うか」の関係（クロス集計結果） 

 

出典：ヨコハマ e アンケート「依存症に対するイメージや知識に関するアンケート」（令和２年度） 
 

  

依存症に
なるのは

自業自得だと
思わない

依存症に
なるのは

自業自得だと
あまり

思わない

どちらとも
いえない

依存症に
なるのは

自業自得だと
やや思う

依存症に
なるのは

自業自得だと
思う

わからない 無回答

自助グループ
（依存症の当事者による
自主運営グループ）の集まり(n=90)

23.3% 13.3% 33.3% 22.2% 6.7% 1.1% 0.0%

当事者の体験談を聞く講演会(n=74) 20.3% 17.6% 28.4% 25.7% 8.1% 0.0% 0.0%

家族会(n=58) 27.6% 12.1% 32.8% 22.4% 5.2% 0.0% 0.0%

専門家の講義や講演会(n=121) 23.1% 14.0% 31.4% 19.8% 9.1% 2.5% 0.0%

依存症について特集した
テレビ番組(n=720) 10.8% 13.1% 36.4% 26.4% 11.0% 1.7% 0.7%

本・新聞・インターネットなどの記事
(n=845) 9.3% 13.5% 35.3% 27.2% 12.5% 1.4% 0.7%

広報よこはまや
リーフレット等の
横浜市が発行する広報物(n=211)

11.8% 10.9% 35.1% 27.5% 11.4% 2.4% 0.9%

その他(n=59) 16.9% 8.5% 23.7% 35.6% 13.6% 1.7% 0.0%

無回答(n=117) 6.8% 13.7% 36.8% 25.6% 11.1% 3.4% 2.6%
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Q14 「依存症になるのは自業自得だと思う」という考えについて、
あなたはどう思いますか。（単一選択）
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図表 2-56：依存症に悩んだとき、相談しようと思う機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ヨコハマ e アンケート「依存症に対するイメージや知識に関するアンケート」（令和２年度） 

 

コラム 依存症に対する普及啓発について 

これまで依存症の普及啓発においては、様々な媒体や表現が用いられてきました。

中でも、特に多くの人々の目に触れたものとして、薬物問題に関して、過去に民間放

送連盟が放映していた「覚せい剤やめますか？それとも人間やめますか？」という

標語を用いたテレビコマーシャルがありました。こうした強い表現を用いた普及啓

発活動は、依存症の本人の人格を否定するものであり、社会全体における依存症者

に対する「スティグマ」や依存症の本人による「セルフスティグマ」を強化し、結果

的に依存症の本人が回復につながることを難しくしてしまう可能性があります。 

また、公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターによる「ダメ。ゼッタイ。」

といった標語を用いた各種の普及啓発活動については、一般市民を対象にわかりや

すく薬物の危険性を伝え、予防の促進を図る上では非常に大きな効果があるものと

考えられます。一方で、回復支援の観点からは情報の不足により誤解を招く恐れが

あります。 

こうした点を踏まえ、依存症の回復支援に向けた普及啓発では、依存症の本人を

社会的に排除するのではなく、依存症に関する正しい理解を促進し、また、回復につ

なげていくようなメッセージを発信していくことが重要になると考えられます。 
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イ 二次支援における課題 

 
④依存症の本人や家族等が早期に適切な支援につながるための普及啓発 

【課題の具体的内容】 
 相談に至るための相談支援機関や支援策等の情報提供・周知  

 家族等が相談をする場の必要性 

 職場での普及啓発 

 回復イメージが具体的に認識できる情報提供、回復プロセスの周知・啓発 

 情報の受け手が必要な情報を得やすい情報提供の検討 

 

【相談に至るための相談支援機関や支援策等の情報提供・周知】 

回復支援施設利用者調査では、回復支援施設の存在自体を知らなかったとい

った意見や専門的な医療機関等について、より広く伝わってほしいといった意見

が散見されます。 

また、e アンケートによれば、身近な人に依存症の問題が起きたときに、「相談

しようと思わない」「相談できない」と回答した人のうち、「相談先を知らないから」

と回答した人が 27.0％となりました。 

身近な支援者や専門的な医療機関・専門的な支援者等への相談が、回復に向

けた第一歩であると考えられ、依存症の本人や家族等に対し、相談窓口や支援に

関する情報提供・周知を進めていくことが必要と考えられます。 

 

図表 2-57：依存症や回復支援施設に関する周知の必要性に関する意見（例） 

 回復支援施設の存在自体を知らなかった。最後に困ってどこかにつながろうと

思ったとき、施設の情報を知っていることは大事だと思う。 

 自分はインターネットで調べて近くに専門的な医療機関があることを知った

が、もう少し医療機関等の情報が広く伝わるような形になればよいと思う。 

 ギャンブル等で苦しんでいるとき、回復支援施設があるということがもっと広

く知ってもらえればよいと感じていた。回復できる場所があるということを知

っているだけでも、本人にとっては大きな違いだと思う。 

出典：横浜市「回復支援施設利用者調査」（令和 2 年度） 
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図表 2-58：自身や友人家族に依存症が疑われる場合、あるいは依存症の問題が起こっ

た場合に誰かに「相談しようと思わない」「相談できない」とする理由 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ヨコハマ e アンケート「依存症に対するイメージや知識に関するアンケート」（令和２年度） 

 

【家族等が相談をする場の必要性】 

依存症は、本人にその自覚がないものの家族等がその可能性に気付く事例も

見られます。また、借金により家族等が大きな影響を受けることや、時にはDV や

虐待の被害者になる事例も少なくありません。 

さらに、保護者等が依存症であることで、子どもが家事や家族等の世話を行う

こと（ヤングケアラー）により、年齢や成長に見合わない責任や負担を負い、成長

や教育に影響を及ぼすこともあります。 

このように依存症は、本人だけでなく家族等にも深刻な影響を及ぼす問題で

すが、検討部会での議論では、本人に依存症の自覚がない状況で、家族等が医療

機関などに相談した場合、相談先によっては「本人の自覚や治療に対するモチベ

ーションがないと対処が難しい」との理由で対応を断られることもあるとの指摘

が聞かれました。 

依存症による家族等への影響を踏まえ、本人のみならず、家族等が相談や

SOS を発信できる場の周知や整備、家族等のサポートを行うための支援につい

ても検討を進めていくことが求められます。 

 

図表 2-59：検討部会における家族等が相談をする際の課題（抜粋） 

 病院に電話をしても「ご本人に治療する気がないなら」といった反応をされて

しまい、家族が遠慮してしまう傾向がある。本人が依存症であることを否認し

ている事例が多いため、病院につながる初めの部分について周知・啓発する取

組もあるとよい。 
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【職場での普及啓発】 

企業等で働いている人々の中にも、依存症の人や依存症になるリスクが高い

人が、一定数存在しているものと考えられます。 

企業等で働いている人々は職場で過ごす時間が長く、周囲の上司や同僚等が

日々の業務での発言や行動から、依存症の問題に気付く事例もあると推察され

ます。 

そこで、本人や家族等に加え、職場における依存症問題に関する普及啓発につ

いても検討を進めていく必要があります。 

 

【回復イメージが具体的に認識できる情報提供、回復プロセスの周知・啓発】  

専門的な医療機関や回復支援施設、自助グループ等の活動内容に関する理解

が進んでいないこともあり、依存症の本人や家族等にとって、こうした団体・機関

に支援を求めた後、どのように回復していくのか、そのプロセスについてのイメ

ージが湧きづらいものと考えられます。 

その結果、支援に向けた第一歩を踏み出すことに躊躇してしまったり、せっか

く支援団体等につながったにもかかわらず、自身が想定していた回復のイメージ

との違いから、医療機関や民間支援団体等の利用を中断してしまったりといった

問題が生じることが懸念されます。 

こうした問題に対し、実際の回復事例や民間支援団体等を利用する当事者の

経験談などの情報提供等を進め、依存症からの回復プロセスを具体的に認識で

きるような啓発活動を行うことが求められます。依存症は回復可能であること、

また、どのような回復のプロセスをたどるのか、といったことを当事者や家族等

が理解できれば、相談や医療機関・民間支援団体等の継続利用に向けた心理的

なハードルが下がるものと期待されます。 
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【情報の受け手が必要な情報を得やすい情報提供の検討】 

国、県、本市など、それぞれの主体において、依存症に関する様々な情報提供

が行われています。また、情報提供の媒体・手法も、ホームページへの掲載、公共

施設等での啓発資料の配布、公共交通機関における啓発広告の放映、行政職員

や医療関係者、民間支援団体等のスタッフによる講演会・セミナーなど多岐に渡

ります。 

こうした既存の情報提供については、本人や家族等が必要な支援につながる

ために一定の役割を果たしているものと考えられます。しかし、多くは一方向的

な情報提供であり、情報の受け手が能動的に取捨選択しないと、欲しい情報を入

手できないとの指摘が検討部会でなされました。 

多くの方に届きやすく、また、情報の受け手が必要な情報を得やすいインター

ネットを活用した情報提供についても検討していくことが求められます。 

 

図表 2-60：検討部会における現在の情報提供方法に関する指摘（抜粋） 

 一方向的に情報を提供するサイトはあるが、ＳＮＳ等を活用して気軽に市民が

相談できる、双方向的なオンライン相談窓口がまだ普及していないのではない

か。 
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⑤依存症の複合的な背景を踏まえた重層的な早期支援体制の構築 

【課題の具体的内容】 

 行政、専門的な医療機関、身近な支援者、民間支援団体等による、長期にわたる

継続的な体制構築  

 生活困窮や虐待等の依存症関連問題への対応  

 未成年あるいは高齢、障害、認知機能の障害等のため民間支援団体等での支援困

難事例への対応 

 依存症自体の支援より他の生活に関する支援を必要とする人への対応 

 

【行政、専門的な医療機関、身近な支援者、民間支援団体等による、長期にわた

る継続的な体制構築】 

【生活困窮や虐待等の依存症関連問題への対応】 

区役所のこども家庭支援課虐待対応チームへのアンケートによれば、回答した

13 区のうち約 8 割の区が、保護者がギャンブル等の問題を抱えている事例に対

応した経験があり、また、約 9 割の区が薬物の問題を抱えている事例に対応した

経験がありました。 

また、「厚生労働省 生活習慣病予防のための健康情報サイト」によれば、アルコ

ール依存症はうつ病と合併する頻度が高く、併せて、アルコールと自殺との間に

も関連性があるとの研究結果が示されています。 

このように依存症に悩む本人は、依存症に至る背景に様々な問題を抱えてい

る事例や依存症に起因して社会生活や家庭生活に様々な問題が生じている事例

が散見されます。連携会議においても、依存症の本人は多重債務、DV、自殺など

の差し迫った危機に直面している場合も多く、そうした危機回避をしっかりと行

わなければ、その後の回復プロセスがうまく進まないという問題点が指摘されて

います。 

そのため、生活困窮や虐待など他の生活課題で対応する事例でも背景に依存

症の問題を抱えている可能性があることに気付く必要性や、反対に依存症の回

復支援に対応する際も、背景にある課題に対しても包括的に対応していく必要が

あります。 

こうした支援ニーズに対応していくため、行政や専門的な医療機関、民間支援

団体等のみならず、身近な支援者など、多様な機関・団体が連携し、長期的・包括

的なサポートを行う体制を構築していくことが求められます。 
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図表 2-61：市内 18 区のこども家庭支援課が対応した事例のうち、 

子どもあるいは家族等にギャンブル等あるいは薬物の問題が見られた事例 

（直近 2 年間）（複数回答・ｎ＝13） 

回答項目 回答数 回答割合 

ギャンブルの事例があった 11 84.6％ 

薬物の事例があった 12 92.3％ 

（いずれの事例も）なかった 1 7.7％ 

出典：市内 18 区のこども家庭支援課を対象に実施したアンケートより 

 

図表 2-62：連携会議における回復初期段階の「危機回避」の重要性 

 早期発見・早期回復と言うが、依存症の本人は自殺やＤＶ、多重債務問題など

差し迫った危機に直面している。こうした危機・危険を回避しなければ、二次支

援・三次支援における回復支援がうまく進まない。 

 

【未成年あるいは高齢、障害、認知機能の障害等のため民間支援団体等での支援

困難事例への対応】 

依存症の本人が抱えている問題や置かれている状況には様々なものがありま

すが、未成年のために教育機関や児童福祉施設と連携した支援が必要な事例や、

高齢や障害、認知機能の障害などのために介護を必要とする事例も見られます。 

しかし、このような課題を抱える依存症の本人への支援は、児童福祉や介護事

業などの専門知識が必要となり、連携体制が構築されていない場合には対応が

困難になることもあります。 

こうした点を踏まえ、未成年あるいは高齢、障害、認知機能の障害などにより

民間支援団体等の支援が困難となっている事例に対応するための取組が求めら

れます。また、介護事業者において、比較的軽度の依存症の本人への支援が可能

となる情報提供や研修の機会が求められます。 
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図表 2-63：回復支援施設ヒアリングにおける支援困難事例に関する意見（例） 

 3 ミーティングが基本だが、困難な利用者がいる。生活の基本的支援（金銭・服

薬管理、受診・買い物同行）のほか、緊急対応事例、通院同行などの支援も必要

になっている。 

 更生施設入所者は障害福祉サービスが使えないため、利用先が限定されてし

まう。 

 高齢化や介護的支援のニーズを伴う利用者も増えてきた中で、社会資源利用

の制限や看取りのニーズといった課題も抱えている。 

出典：市内回復支援施設ヒアリング調査より 

 

【依存症自体の支援より他の生活に関する支援を必要とする人への対応】 

依存症の本人の中には、専門的な医療機関や民間支援団体等における依存症

の回復支援に加え、日常生活上の支援が必要な人や金銭管理等に焦点を当てた

部分的な支援を行うことで問題が解決に向かう人など、他の生活に関する支援

が必要な事例もあると推察されます。 

このような事例における、適切な支援機関・団体の見極めや支援機関・団体へ

のつなぎ、回復プロセスにおける連携のあり方などについて、検討を進めていく

必要があると考えられます。 

 

図表 2-64：施設のよさ、回復に有益だったこと、回復の支え（例） 

 生活面・経済面での支援を受けることで回復に集中できた 

 生活保護が受給できなければ、回復できなかったかもしれない。生活保護を

受給できたことで、1 年半くらい仕事をせず、回復に専念する時間を確保で

きた。 

 生活支援や金銭管理をしてもらったことで助かった 

 回復のペースが崩れてしまったとき、施設でお金を管理してもらっておけ

ば、使い込む心配がなく、またやり直すことができる。 

 日常生活のサポートをしてもらえたことがよかった。買い物、金銭管理、洗

濯、掃除など、生活上のことを相談できる人がいてくれて助かった。 

出典：横浜市「回復支援施設利用者調査」（令和 2 年度） 
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⑥身近な支援者等から専門的な支援者へ円滑につなぐ取組 

【課題の具体的内容】 

 依存症専門機関以外での依存症の疑いのある人の発見とつなぎへの対応  

 身近な支援者等への支援情報・知識の提供 

 

【依存症専門機関以外での依存症の疑いのある人の発見とつなぎへの対応】 

【身近な支援者等への支援情報・知識の提供】 

市が地域ケアプラザや精神障害者生活支援センター、基幹相談支援センターを

対象に実施したアンケートによれば、アルコールの問題は、一次相談支援機関に

寄せられる相談の内容として珍しくない状況にあります。他方、身近な支援者か

ら専門的な支援者へのつなぎがうまくいかず、必要な支援に結びつかない事例

もあります。 

また、検討部会でも、有識者や司法関係者などから、一次相談支援機関におい

て依存症が疑われる人から相談を受けた場合の標準的な対応方法やフローの明

確化について指摘がなされました。 

こうした現状や指摘を踏まえ、一次相談支援機関やその他の身近な支援者が

依存症の疑いのある人から相談を受けた場合に、適切な支援者につなぐことが

できるよう、相談窓口への情報・知識の提供やガイドラインの整備について検討

を進めていくことが求められます。 

さらに、本市が実施した各種のヒアリングや検討部会での議論によれば、身近

な支援者、一般医療機関や救急医療機関、司法関係者などにおいて、依存症にか

かる専門的な支援者の活動内容、依存症の本人を対象とした支援策などが、十

分に認知されていない現状があります。 

加えて、依存症に関する基本的な知識や情報などについても浸透しておらず、

研修等を求める声も聞かれます。 

身近な支援者と専門的な支援者との連携促進に向けて、支援情報や知識向上

のための身近な支援者を対象とする研修や情報交換などの取組について進めて

いく必要があると考えられます。 
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図表 2-65：検討部会における身近な支援者からのつなぎに関する指摘（抜粋） 

 司法書士としてギャンブル等により借金を抱えた人の債務整理の相談にも対

応するが、例えばギャンブル等に関する相談者の中にも、依存症の人もいれ

ば、そうでない人もいて、その判断をするのは難しい。依存症かどうか、ある程

度把握することができれば、他の専門的な相談窓口につなげることができるた

め、研修で依存症について知ることが大事だと思う。 

 相談者が「依存症ではないか」と思った時、行政への紹介や啓発パンフレットを

手渡すというだけでよいのかという問題がある。パンフレットを手渡すのに加

えて、「ここへ行くと、こういうよいことがある」というような、ある程度の動機

づけをしてあげることも必要ではないか思う。そのためには、我々も依存症に

ついて学ぶことが重要である。 

 弁護士として薬物の使用で逮捕された人と接する機会があるが、そうした人は

刑事事件の公判を控えているため、治療へのモチベーションが非常に高い。そ

ういう人を支援施設につなげたいと考えた時に、実際には特定の回復施設や

特定のクリニックにつなげるとか、そのくらいの知識しか持ち合わせていない

現状がある。支援を必要とする人に出会ったにもかかわらず、十分に支援につ

なげられないというジレンマを抱えている。 

 身近な支援者に対する研修も重要だが、対応ガイドラインを作成していくとい

うことが対策としては早いのではないか。 
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⑦専門的な支援者や家族等への支援 

【課題の具体的内容】 

 民間支援団体等や医療機関等が継続的な支援を行う上での課題への対応 

 家族等に対する支援  

 
【民間支援団体等や医療機関等が継続的な支援を行う上での課題への対応】 

民間支援団体等や専門的な医療機関等による支援の提供にあたって、回復支

援につながっても、本人の判断により回復に向けた治療やプログラムを中断して

しまう事例が見られます。 

回復支援施設利用者調査では、こうした問題の背景には、本人の意向と支援団

体・機関における支援方針・内容のミスマッチなどが、理由として挙げられていま

す。一方で、専門的な医療機関等で診断を受けたり、依存症の説明を受けたりす

ることで、その後の民間支援団体等の利用につながった事例も聞かれます。 

そのため、本人への動機づけや本人の意向と支援内容のマッチングのあり方、

中断後のフォローのあり方などについて検討・情報共有を行う場を設けるなど、

専門的な支援者が、継続的な支援を行うために必要な施策を講じることが求め

られます。 

 

図表 2-66：回復支援施設等の継続利用に至らなかった理由（例） 

 周囲とうまくいかなかった、なじめなかった 

 専門的な医療機関へ入院した際に自助グループを紹介されたが、周囲は年

配の男性ばかりで、自分とは何か違うという感じがあった。 

 価値観が違った、共感できなかった 

 国籍や性別の違いなどから、施設の仲間とは価値観等が異なると感じてい

た。 

 施設に不満があった 

 朝昼晩と 12 ステップのミーティングばかりで、運動が月 1 回くらいしかで

きないこともストレスだった。 

 施設のプログラムが段階制になっていて、周りの賛意が得られないと次の段

階に進めないため、周りを気にしながら生活しており、自由な時間がなかっ

た。 

出典：横浜市「回復支援施設利用者調査」（令和 2 年度） 
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【家族等に対する支援】 

二次支援から三次支援にかけて、家族等が本人の最も身近な立場で回復プロ

セスを見守ることもあります。 

家族等が安定した状態で回復プロセスを見守ることが、本人の回復において

重要です。しかし、順調に回復が進む事例だけではないため、家族等は常に本人

の中途退院・退所や再乱用、自殺等への不安や悩みを抱えながら見守っている事

例も少なくありません。 

検討部会においては、家族等と本人との関係の取り方に関する情報提供や家

族等の不安・負担を軽減するための支援が不足しているとの指摘がありました。

回復プロセスに重要な役割を担う家族等への支援の充実に向けた取組を進めて

いくことが必要と考えられます。 

 

図表 2-67：検討部会における家族等への支援に関する指摘（抜粋） 

 薬物依存症者と家族は一体である。家族等が健康になると本人の回復に結び

つく事例が経験上多い。計画の中では、もう少し、家族の支援を考えてもらえ

るとよい。 

 三次支援の段階においても、本人の回復が始まったとしても、行ったり来たり

している状態のため、家族等の支援を継続して行うネットワークや、施設と医療

機関の横のつながりの強化が必要である。 

 

  



 

74 

ウ 三次支援における課題 

 
⑧支援団体ごとの特色を生かし、多様なニーズに対応するための情報共有 

⑨支援者によるアセスメント力向上 

【課題の具体的内容】 

 対象者像や支援内容等の施設ごとの特色を生かした、ニーズに合う支援提供  

 支援者によるアセスメント（その人に合った支援を見極めること） 

 女性への回復支援の課題解決 

 

【対象者像や支援内容等の施設ごとの特色を生かした、ニーズに合う支援提供】 

【支援者によるアセスメント（その人に合った支援を見極めること）】 

依存症の問題を抱える背景には、性別や成育歴、家族関係、障害の有無など、

様々な状況があり、こうした個々の状況や依存対象を踏まえて支援を提供するこ

とが重要になります。 

また、依存症社会資源調査や回復支援施設ヒアリングでは、市内で活動してい

る民間支援団体等はその支援方針や支援内容などが多彩であり、他の自治体と

比較して本人にとって多くの回復の選択肢が存在していることが示されていま

す。 

回復支援施設利用者調査で挙げられた意見では、仮に自身のニーズ等に合わ

ない医療機関や回復支援施設を利用すると、回復プロセスの途上で中途退院・退

所してしまう可能性があることが見られました。回復プロセスを円滑に進めてい

くためには、アセスメントを通じて当事者のニーズや状況を評価し、本人に合った

支援の内容を見極め、同時に支援団体の特色を踏まえて両者のマッチングを行う

ことが重要になります。 

そのため、依存症の本人が自身のニーズに合った専門的な支援者につながる

機会の充実を進めていくことが求められます。また、つながった支援者が合わな

かった際には、本人に合った適切な支援者につながるために、支援者間の連携体

制が求められます。 

 

【女性への回復支援の課題解決】 

回復支援施設ヒアリングによれば、男性と比較して女性は摂食障害との重複や

統合失調症などの他の精神疾患をもつ利用者も多く、DV・性被害など、女性が

被害者となることの多い課題と依存症の問題が重なっており、支援が難しい事例

が少なくありません。 
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また、先行研究21によれば、女性の依存症は、多問題性（身体的・心理社会的な

問題を多く抱え、複合的な支援ニーズに応える必要性）や問題領域の広範さ（生

活福祉や女性相談、児童福祉、医療、更生保護、教育などの広範な関係機関との

連携が必要）など、様々な特性が見られる点が指摘されています。 

さらに、家事や出産・子育て等のために回復支援施設や自助グループの利用し

づらさや中断の要因にもなるといった問題から、症状が悪化してから支援につな

がることが比較的多いものと推察されます。 

「本人に合った支援を提供する」という観点からすれば、こうした女性の依存症

の特性を踏まえた回復支援が求められますが、女性の特性に配慮したサポートの

必要性は広く認識されていません。 

また、DV・性被害等を男性の前で語りにくいことから支援スタッフを女性に限

定する必要がある場合があります。女性専用の回復支援施設においては、女性人

材確保に苦労しており、支援内容を抑制せざるを得ない場合もあります。 

女性の依存症の回復支援が直面する課題の解決に向けた方策を検討していく

ことが必要と考えられます。 

 

 

  

                                                      
21 特定非営利活動法人ダルク女性ハウス『依存症者に対する地域支援、家族支援のあり方に

ついての調査とサービス類型の提示』（厚生労働省 平成 22 年度障害者総合福祉推進事業） 
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⑩専門的な支援者等が継続的に活動するための支援 

⑪様々な支援ニーズに取り組む民間支援団体等の運営面等の課題への対応 

【課題の具体的内容】 

 民間支援団体等における、制度と支援ニーズの不一致解消に向けた検討 

 他の生活に関する支援への負担の対応検討  

 施設の安全管理・危機管理 

 新型コロナの感染拡大防止に向けた「新しい生活様式」を踏まえた活動の検討 

 専門的な支援者間、身近な支援者間で情報共有などを行う場・機会の必要性、横

のつながりがある環境 

 継続した勤務に向けた、民間支援団体等スタッフの人材育成、ケア 

 

【民間支援団体等における、制度と支援ニーズの不一致解消に向けた検討】  

【他の生活に関する支援への負担の対応検討】 

依存症の支援は、生活全般の支援や通院等への同行など、様々なサポートが必

要になります。特定の曜日や時間帯だけでなく、24 時間 365 日の支援が必要

な場合もあります。 

また、依存症の中には、依存症の回復支援そのものよりも、生活課題に対する

支援が必要な場合や金銭管理等の支援を行うことで問題が解消に向かう場合も

あり、回復に向けて幅広い支援が求められる現状があります。 

現在、多くの民間支援団体等では、障害者総合支援法などの制度に基づくサー

ビスによる支援を行っていますが、こうしたサービスは提供量に上限が設けられ

ていたり、利用可能な対象者が限定されていたりすることが一般的です。そのた

め、回復支援施設ヒアリングでは、理念に即した支援を全ての当事者に十分に提

供することが難しいとの意見が見られます。 

加えて、利用者の高齢化などのために介護や看取りのニーズなども増加してい

るとの意見も見られ、支援のベースとなっている制度と支援ニーズの不一致が生

じつつあります。 

こうした問題に対応していくため、制度と支援ニーズのギャップを埋めるよう

な活動支援のあり方、団体の負担軽減に向けた方策について検討を進めていく

ことが求められます。 

 

【施設の安全管理・危機管理】 

回復支援施設ヒアリングによれば、DV やストーカー被害にあっている人が利

用する場合などもあり、施設の安全管理や危機管理に対する不安が聞かれまし

た。 

さらに、近年、風水害や地震等により、福祉施設が被災する事例も多く、特に入
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所施設において災害発生時の避難などをいかに行うかといった問題も顕在化し

てきています。 

各施設が安全管理や危機管理の対策を講じる上で必要な支援が求められます。 

 

【新型コロナの感染拡大防止に向けた「新しい生活様式」を踏まえた活動の検討】 

新型コロナにおいては、感染拡大の防止に向けて、いわゆる「3 密」22の状態を

回避することが重視されています。そのため、これまで対面により開催されてき

た面談や自助グループによるミーティングなどが延期・中止となったり、人数・会

場が制限されたりする場合も出てきています。 

自助グループ等が行うミーティングは、本人の回復や家族等の分かち合いと精

神的な負担の軽減において重要な役割を果たしており、こうした場が開催されな

いことによる影響が懸念されています。 

一部では、テレビ・Web 会議システムを活用したオンラインミーティングが開催

されており、これまで時間の都合等で参加できなかった依存症の本人や家族等

が自助グループに参加できるようになったといったプラスの側面も出てきてい

ます。対面のミーティングの持つ意義や重要性は引き続き重視しつつ、それと同

時に「新しい生活様式」の下で民間支援団体等の活動のあり方、相談対応のあり

方を模索していくことが求められます。 

 

図表 2-68：検討部会における新型コロナ感染拡大による支援活動への 

影響に関する指摘 

 新型コロナウイルスの影響は、しばらく続いていくのではないか。そういった社

会環境で、何が我々（支援者）にできるかというのを考えていく必要がある。い

ろいろな施設がつながるということに関して、「とりあえず不十分ながらもやっ

てみる、まず取組から始めてみる」ということも必要ではないか。 

 新型コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急事態宣言下では、断酒会の夜間の例

会ができなくなった。 

 横浜市内では、自助グループが様々な場所で毎日のように開かれており、例会

に出席することで断酒を継続させる例が多い。しかしながら、今は開催するこ

とができない。オンラインでも話はできるが、仲間が集まる会場には、特別に醸

し出される雰囲気みたいなものがあり、「1 人ではない。1 人では止められない

けれども、皆の力で止め続けよう」という姿勢が生まれる。 

                                                      
22 新型コロナの集団発生のリスクが高いとされる、「換気の悪い密閉空間」、「多数が集まる

密集場所」、「間近で会話や発声をする密接場面」といった 3 つの条件を言い表すため、厚生労

働省等が掲げている標語のこと。 
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図表 2-69：連携会議におけるオンラインミーティング等の利点に関する意見 

 オンラインを活用することで、通勤時間とかそういうものに縛られずミーティン

グをすることができた。 

 いても立ってもいられない、つながらないではいられないという人たちが、赤

ちゃんを抱えながら、あるいは本当は行きたいのに出られないという人たちも

含めて、5 分でも 10分でもオンラインでつながることができたという前進した

面もあった。 

 

【専門的な支援者間、身近な支援者間で情報共有などを行う場・機会の必要性、

横のつながりがある環境】 

回復支援施設ヒアリングでは、グループワークによる他の施設のスタッフの話

を聞ける実践的な研修を希望する意見や、事例検討などを施設横断的に行う場

を求める意見などが聞かれました。 

また、区役所の生活支援課や障害福祉サービス事業所などの身近な支援者と

の関係づくりを求める意見も聞かれます。 

身近な支援者においても、各種実態調査から依存症の本人への対応に苦慮し

ている様子が見受けられ、また、民間支援団体等の活動内容への理解についても

さらに深めていく余地があるものと考えられます。 

こうした支援者のニーズを踏まえ、本市では連携会議を開催し、地域の依存症

対策に関する情報や課題の共有を進めています。今後、専門的な支援者間、身近

な支援者間、専門的な支援者と身近な支援者間での情報交換・共有の場・機会を

創出し、支援者全体のさらなるネットワーク化を進めていくことが求められます。 

 

図表 2-70：回復支援施設における支援者間の横のつながりに関する意見（例） 

 グループワークなどで他の施設のスタッフの話を聞けるような、実践的な研修

があるとよい。 

 精神医学に関する一般知識の習得や事例報告等の場があれば参加したい。 

 新任スタッフが、他の回復支援施設のスタッフの取組について話を聞くような

研修は有用だと思う。 

 区役所の生活支援課と個別支援で連携を図りたい。お互いに情報共有をする

ことで、よりよい支援ができるのではないか。 

 援助者のためのセミナー（経験して勉強する必要性、グループセラピーの進め

方）などが大切と感じる。 

 弁護士や司法書士の中にはギャンブル等の問題に理解のない人も多いため、

啓発を希望する。 

出典：市内回復支援施設ヒアリング調査より 
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【継続した勤務に向けた、民間支援団体等スタッフの人材育成、ケア】 

民間支援団体等のスタッフは、回復に向けた本人の気持ちを共感できることや

支援内容の専門性・特殊性から、依存症からの回復者などがそのまま施設で支援

者として働く事例が多く見られ、他の福祉施設のように一般に募集しての採用が

難しい状況にあります。そのため、支援人材の定期的な確保や計画的な育成が難

しく、人材が不足しやすい状況にあります。 

また、回復支援施設ヒアリングによれば、女性の回復支援を専門とする施設に

おいて、スタッフが女性に限られるため、出産や育児休暇などにより継続的に関

わることが難しく、より人材確保面での課題が顕在化しているものと考えられま

す。 

さらに、依存症の人は様々な課題を抱えていることがあり、生活面のサポート

や様々な関係機関との調整など、業務量が増大する中で、スタッフは「燃え尽き

症候群」（バーンアウト）のリスクに晒されている可能性が高いと推察されます。 

こうした問題を踏まえた継続的な人材確保のために、スタッフを対象とした研

修や支援者のネットワークによる情報交換の促進、バーンアウトの防止に向けた

取組などを進めていくことは、団体の活動の継続に向けて極めて重要と考えられ

ます。 

 

図表 2-71：回復支援施設ヒアリングにおける施設職員の確保等に関する意見

（例） 

 特定の疾患のある利用者が顕在化し、ミーティングの参加が難しい。職員はバ

ーンアウトになりやすい。 

 女性のみという時点で、スタッフ候補の人数がそもそも少ない。スタッフの不

足により、実施したい支援ができないこともある。 

 回復者自体がそもそも少ないが、女性の回復者は出産や育休などがあり、施設

の運営等に継続的に関わることが難しい。 

出典：市内回復支援施設ヒアリング調査より 
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⑫回復段階において新たに顕在化する課題への対応 

【課題の具体的内容】 

 就労への移行についての課題解決に向けた検討 

 医療機関との連携 

 地域で生活していくための支援 

 矯正施設等から地域移行をした後の孤立を防ぐための継続した支援 

 依存症以外に重複した問題や障害のある人に対する支援課題への対応  

 依存症のスティグマによる支援課題への対応 

 回復期における家族等の負担の大きさと家族等への継続的な支援  

 

【就労への移行についての課題解決に向けた検討】 

本人に障害がある場合、障害福祉サービスの枠組みにおいては、就労移行支援

や就労継続支援など、就労への移行をサポートする様々なサービスが提供されて

います。しかし、依存症に対応したサービスを提供する事業所は必ずしも十分に

確保されていません。 

また、本人の依存症やその他の精神疾患等の状況を理解し、適切な合理的配

慮を提供することのできる職場環境の実現も求められます。 

依存症からの回復過程にある人が、自分らしく働くことができる職場を見つけ、

働き続けることができるようにするため、関係主体と検討を進めていくことが重

要と考えられます。 

 

【医療機関との連携】 

依存症の本人の回復を継続的に支援していく上では、医療機関と民間支援団

体等が緊密に連携し、本人に適した支援を行っていく必要があります。 

しかしながら、依存症治療に対応できる精神科の病院やクリニックは必ずしも

十分な数が確保されておらず、福祉分野の支援者との連携も十分でない場合が

あります。また、検討部会の議論では、複数の依存症や重複障害のある事例にお

いて、医療機関同士の連携が十分に取れていない場合があるとの指摘もなされ

ています。 

こうした状況を踏まえると、医療・福祉の両面から専門職が依存症の本人の状

態像を共有し、適切な回復支援を行うための医療機関同士及び医療機関と民間

支援団体等との連携体制が必要だと考えられます。 
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図表 2-72：検討部会における医療機関との連携に関する指摘 

 「発達障害ではこの医療機関のほうがよいのではないか、薬物依存ならこちら

のほうがよいのではないか」など、重複障害に対するたらい回し的な現状をど

うしたらよいかという問題がある。 

 医療機関同士の連携ネットワークがあり、「この患者さんは我々が診るけれど

も、何かあったらアドバイスをください」といった関係性ができれば、様々な疾

患を持っている方にも対応ができていくのではないか。 

 

図表 2-73：行政・横浜市への要望（医療と福祉と行政の連携の必要性） 

 クロスアディクション（2 つ以上の依存が合併していること）の人への支援で

は、医療の力を借りることは多い。 

 もともと統合失調症があり、そこにアルコール依存症が併発しているパターン

の場合、医療機関のケースワーカーと連携を取りながら支援をしている。また、

双極性障害の人だと、状態をこまめに伝えることくらいしかできない。このあ

たりの連携がもっとうまくできればと思う。 

 いろいろな精神障害が重複している人が多いため、医療機関と連携しないと

安心して支援ができない。 

 重複障害と依存症のどちらの治療を優先すべきかの判断は難しく、医療機関

と適切に連携をしていく必要がある。 

 トラウマを抱えていたり、発達障害との重複障害の人達が、依存症の治療と並

行してカウンセリングなどの治療に通える環境が整えばよいと思う。 

出典：横浜市「回復支援施設利用者調査」（令和 2 年度） 

 

【地域で生活していくための支援】 

【矯正施設等から地域移行をした後の孤立を防ぐための継続した支援】 

依存症からの回復過程において、民間支援団体等の入所施設から地域での生

活に移行していく際には、住まいの確保等によって生活基盤を確保した上で、当

事者が自立した生活を送るための支援を提供する必要があります。 

しかしながら、検討部会での議論では、依存症に対する偏見等から、住まいを

確保する上で大きなハードルがあるとの実態が指摘されています。また、それま

で支援者や他の当事者と共同生活を送っていた人が地域に移行すると、周囲か

らのサポートが大きく減少し、施設の仲間との関係が薄れ、孤立してしまう可能

性も懸念されます。 

また、「横浜市再犯防止推進計画」によると、平成 30 年において、神奈川県に

所在する刑務所から出所した者の約 3 割が、出所時に帰住先がない状況となっ
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ており、矯正施設から出所後の人が孤立した状況に置かれやすいことがうかがえ

ます。 

検討部会においては、特に再犯率の高い薬物依存症の人に対して、矯正施設

出所後の継続的なサポートが必要であるとの意見が聞かれました。 

地域での生活に移行することで、支援から切り離され、回復が阻害されること

のないように、継続的に本人へのサポートを行い、孤立や再犯を防ぐ体制を構築

していくことが求められます。 

 

図表 2-74：検討部会における地域生活を送る上での課題等に関する指摘 

 依存症で民間支援団体等につながった後、クリーンの状態が続いて回復して

も、重複障害があると民間支援団体等の方もサポートのしようがない場合があ

る。そういう場合においては、退寮して社会に出ても、生きづらさを抱えている

ために一般の精神科に行って薬を処方してもらおうとするが、薬物依存歴のこ

とを言うと「うちでは診られない」と断られてしまう。 

 「住まい」の問題もある。グループホームは、一般の精神障害のみであれば受け

入れてくれるが、薬物依存となると途端に受け入れてくれなくなる。「たらい回

し」が始まって、本当に限られた所でしか生きていけないという現状がある。せ

っかく薬物依存からの回復を日々重ねていっても、つないで支援していかない

と、本人はつまずいてしまう。社会の中で見守っていかないと、彼らは生きて

いけないと思う。 

 

図表 2-75：刑務所出所時に帰住先がない者の割合（神奈川県） 

 
出典：横浜市「横浜市再犯防止推進計画」 
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【依存症以外に重複した問題や障害のある人に対する支援課題への対応】 

検討部会の議論では、依存症の本人は、特定の依存対象のみならず、複数の対

象への依存や、他の精神疾患、障害等を抱える人場合もあり、一つの施設のみで

は十分な支援を行うことができない場合があることが指摘されました。 

単独の医療機関や回復支援施設では対応が難しいクロスアディクションや重複

障害の場合、専門的な医療機関や民間支援団体等、身近な支援者が連携し、支援

を進めていくための関係団体・機関間の協働の体制を構築していくことが必要と

考えられます。 

 

【依存症のスティグマによる民間支援団体等の運営課題への対応】 

一次支援で述べたように、地域社会や職場において、依存症に対する正しい知

識が十分に普及していないことから、スティグマが存在しており、施設運営にお

いて、依存症に対する偏見から地域の中で活動・運営することの難しさもありま

す。 

依存症の本人が地域で生活するためには、依存症に対する正しい知識の周知

を進めて、偏見の解消を図るとともに、民間支援団体等が地域の中で活動しやす

い環境を支援することが求められます。 

       

      【回復期における家族等の負担の大きさと家族等への継続的な支援】 

検討部会においては、回復期においても再発の可能性があるといった依存症

の特性上、寄り添い続ける家族等の負担が極めて大きいとの指摘がなされまし

た。 

依存症の回復過程が直線的なものではなく、一進一退を繰り返すものである

という特性を十分に踏まえた上で、本人の長期的な回復過程とともにある家族

等の負担を理解し、総合的にサポートする取組が求められます。 
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第３章 計画の目指すもの 

１ 基本理念 

基本理念 

依存症の本人や家族等の抱える困難が軽減され、 

より自分らしく健康的な暮らしに向かって進み続けるようにできること 

 

 

依存症の本人は、もともと何らかの生きづらさや孤独を抱えていて依存症に至った場

合も少なくないと言われています。また、日常生活や健康に様々な困りごとや困難を抱

えている場合や依存症により本人だけでなく、その家族等の生活も大きな影響を受け、

家族等が苦しんでいる場合も多くあります。加えて、依存症について周囲から正しく理解

されないこと等により、そうした困難が増長されていることもあります。 

そのため、困難を抱える本人や家族等に対して、自分らしく健康的な暮らしに向かって

回復を続けていくことが必要であると考えられます。 

以上を踏まえ、本計画では、「依存症の本人や家族等の抱える困難が軽減され、より自

分らしく健康的な暮らしに向かって進み続けるようにできること」を基本理念とします。 
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２ 基本方針 

（１） 基本方針の考え方 

先に掲げた基本理念を達成するため、本計画では、「依存症の予防及び依存症の本

人や家族等が自分らしく健康的に暮らすための支援に向け、関係者がそれぞれの強み

を生かしながら、連携して施策を推進すること」を基本方針とします。 

本計画は、依存症の本人や家族等への支援に着目し、依存症者支援における課題を

整理するとともに、その解決に向けて行うべき施策を検討し、「一次支援・二次支援・三

次支援」という 3 つのフェーズごとに各依存症の予防及び回復支援に軸足を置いた重

点施策を取りまとめました。 

一次支援から三次支援の各施策において、関係者がそれぞれの強みを生かしながら、

連携しつつ、効果的な支援を行うことが必要であると考えられます。 

基本方針に則した、支援の段階ごとの施策対象と考え方は、下表の通りです。また、

この基本方針に沿って次ページのように施策体系を設定します。 

 

図表 3-1：本計画の基本方針と支援の段階ごとの考え方 

基本方針 

依存症の予防及び依存症の本人や家族等が自分らしく健康的に 

暮らすための支援に向け、関係者がそれぞれの強みを生かしながら、 

連携して施策を推進すること 

 

支援の 
段階 

主な施策の対象 考え方 

一次支援 
（予防・ 

普及啓発） 

 市 民 全 般 を 対
象としつつ、依
存症のリスクの
高 い 人 も 特 に
対象とします 

 依存症の予防に資する効果的な普及啓発を実施します 

 依存症に関する誤解や偏見は多く、支援につながる妨げと

なっていることから、適切な治療や支援により回復可能で

あること等の正しい理解を普及するための啓発を実施しま

す 

二次支援 
（早期発見、

早期支援） 

 依存症の本人・
家族等や、依存
症の疑いがあり
つつも支援につ
ながっていない
人を対象としま
す 

 本人や家族等が依存症であるという認識を持ちにくいこ

とや相談先がわからないことが、相談・支援への障壁とな

るため、早期に適切な支援につながることができるよう、

普及啓発の取組を実施します 

 相談に至った人を、早期に適切な支援につなぐことができ

るよう、支援者間の情報共有・連携推進を実施します 

三次支援 
（回復支援） 

 依存症からの回
復段階にある人
を対象とします 

 支援につながった人が回復し、自分らしく健康的な生活を

送ることができるよう、依存症者の回復支援を行っている

専門的な支援者による支援や、医療機関等との連携など

の活動支援を推進します 

 依存症からの回復を続け、地域で生活するための支援に向

けた取組を行います 
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図表 3-2：本計画の施策体系 

 

  
 

  

基本理念
依存症の本人や家族等の抱える困難が軽減され、

より自分らしく健康的な暮らしに向かって進み続けるようにできること

基本方針
依存症の予防及び依存症の本人や家族等が自分らしく健康的に

暮らすための支援に向け、関係者がそれぞれの強みを生かしながら、連携して施策を推進すること

一次支援
(予防・普及啓発）

二次支援
(早期発見・早期支援）

三次支援
(回復支援）

【重点施策１】
予防に資する普及啓発

【重点施策２】
依存症に関する正しい理解、
知識を広めるための普及啓発

【重点施策３】
相談につながるための
普及啓発

【重点施策４】
身近な支援者等から
依存症支援につなげるため
の取組

【重点施策５】
専門的な支援者による
回復支援の取組

【重点施策６】
地域で生活しながら、
回復を続けることをサポート
する取組
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（２） 基本方針の実現に向けた取組体制 

基本方針の実現に向けて、本市こころの健康相談センター、区役所 精神保健福祉相

談、さらには専門的な医療機関、民間支援団体等、身近な支援者（行政）、身近な支援

者（行政以外）、依存症に関連する施策を行う本市関係部署が連携し、関係者が一体と

なって依存症対策の取組を進めます。 

 

図表 3-3：基本方針の実現に向けた取組体制 

 

  

こころの健康相談センター 区役所 精神保健福祉相談

身近な支援者（行政以外）

民間支援団体等専門的な医療機関

依存症に関連する施策を行う
本市関係部署

身近な支援者（行政）

専
門
的
な
支
援
者

身
近
な
支
援
者
等

関係者が一体となった依存症対策の取組
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第４章 取り組むべき施策 

１ 本計画における取り組むべき施策の整理 

本計画においては、第 2 章に記載した課題に対応し、第 3 章で示した計画の基本理念

の実現に向けて、一次支援・二次支援・三次支援の領域ごとに全体で 6 つの重点施策を

設定しました。 

本章では、各重点施策に位置付けられる具体的な取組の方向性を整理するとともに、

施策の詳細な内容や具体的な取組等について記載していきます。 

なお、各重点施策と第 2 章において提示した計画課題との対応関係は、下記の通りで

す。 

 

図表 4-1：一次支援の領域における課題と重点施策の対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【課題】  
①ライフステージに合わせた切れ目ない依存症に関する情報提供・啓発 

 
  

②特に依存症のリスクが高まる時期に重点化した普及啓発 
 

 

③依存症に関する基本知識の普及啓発  
 

◆重点施策１ 予防に資する普及啓発 

 

◆重点施策２ 依存症に関する正しい理解、知識を広めるための普及啓発 
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図表 4-2：二次支援の領域における課題と重点施策の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 4-3：三次支援の領域における課題と重点施策の対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

 

◆重点施策３ 相談につながるための普及啓発 

 

◆重点施策４ 身近な支援者等から依存症支援につなげるための取組 

【課題】 
 

④依存症の本人や家族等が早期に適切な支援につながるための普及啓発 
 

 

⑤依存症の複合的な背景を踏まえた重層的な早期支援体制の構築 

 
 

⑥身近な支援者等から専門的な支援者へ円滑につなぐ取組 
 

 

⑦専門的な支援者や家族等への支援  

【課題】  
⑧支援団体ごとの特色を生かし、多様なニーズに対応するための情報共有 

 

⑨支援者によるアセスメント力向上 
 

  

⑩専門的な支援者等が継続的に活動するための支援 

 

⑪様々な支援ニーズに取り組む民間支援団体等の運営面等の課題への対応 
 

 

⑫回復段階において新たに顕在化する課題への対応  

◆重点施策５ 専門的な支援者による回復支援の取組 

 

◆重点施策６ 地域で生活しながら、回復を続けることをサポートする取組 
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２ 一次支援にかかる重点施策 

一次支援については、「ライフステージに合わせた切れ目ない依存症に関する情報提

供・啓発」「特に依存症のリスクが高まる時期に重点化した普及啓発」「依存症に関する基

本知識の普及啓発」という課題に対応し、2 つの重点施策を設定しました。 

施策の主な対象は市民全般を想定していますが、特に依存症になるリスクの高い状況

にある人やその周辺の人に向けて効果的な啓発活動をすることも必要と考えられます。 

また、正しい理解を普及し、依存症に対する誤解や偏見をなくすことを目的とした啓発

も実施していきます。 

 

重点施策１ 予防に資する普及啓発 

依存症の予防に向けて、様々な年齢の方を対象として、様々な場所で普及啓発・予

防教育を展開していきます。 

 

（１） 総合的な依存症対策の取組 

ア 若年層への啓発・依存症予防の知識の提供 

○ 依存症の予防及び依存症についての正しい理解を普及するため、児童・生徒を対

象としたパンフレットの配布などの教育・啓発を実施するほか、ホームページ等で

広く青少年・若者向けの効果的な広報教育・啓発を実施します。 

○ 子どもの健全育成に大きな役割を担う教員・保護者・地域の大人や団体・区役所

などの相談支援者等を対象とした依存症予防に関する知識の提供を進めていき

ます。 

○ ゲーム障害に関して、ゲームを開始する年齢に合わせた正しい理解と適切な付き

合い方について、小中学校等と連携して普及啓発を実施します。 

 

イ それぞれの年齢に適した普及啓発・予防教育の実施 

○ 就職・結婚・出産等のライフイベントや定年退職等による生活の変化は、依存症の

きっかけとなることもあるため、リスクが高い時期を踏まえ、様々な身近な支援

者と連携を図りながら、それぞれの年齢・世代・性別等に応じた内容・手法による

普及啓発・予防教育を進めていきます。 
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ウ 大学生への啓発 

○ 横浜市立大学において、健康診断時に啓発ちらしを配布するとともに、アルコー

ル摂取についての問診や保健相談を実施します。 

○ 市内にキャンパスを有する大学等に対して、本市が作成する若年層向けの普及啓

発資料の提供や相談窓口の周知を図るなど、個々の大学等における啓発活動を

支援していきます。 

 

エ 身近な支援者等による啓発 

○ ライフステージの中で何らかの問題に直面した際に、その問題を起因として依存

症となることを防止するため、身近な支援者におけるパンフレットの配架などを

通じ、依存症に関する啓発や予防に向けた情報提供などを進めていきます。 

○ 精神疾患や精神障害、発達障害と依存症を併発する事例も見られます。依存症の

予防に向け、区役所の精神保健福祉相談や精神障害者生活支援センター、基幹相

談支援センター、発達障害者支援センター等における啓発や情報提供の取組を進

めていきます。 

 

（２） アルコール依存症に特化した取組 

ア 多量飲酒等の防止（適量な飲酒）への取組 

○ 多量飲酒等による健康状態の悪化や急性アルコール中毒の予防、多量飲酒等を

継続することによるアルコール依存症の発症などを予防するため、生活習慣病改

善相談や健康づくり関連イベントなどの普及啓発の中で、多量飲酒等の防止に向

けた啓発等の取組を実施します。 

○ 「よこはま企業健康マガジン」（メール配信）による市内企業へのアルコール問題

に関する記事の配信などを通じ、市内で働く人たちに多量飲酒等の防止の重要

性を啓発していきます。 

 

イ 未成年飲酒防止・不適切な誘引防止の取組 

○ 学習指導要領に基づく保健学習において、未成年者の飲酒の防止に向けた教育

等を進めていきます。 

○ 周囲の大人が未成年者に対して不適切な飲酒を誘引することのないよう、啓発

活動を実施します。 
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ウ 女性特有の課題に応じた飲酒の防止の取組 

○ 依存症への進行の早さ、妊娠中の胎児への影響の危険性など、特有の課題が生

じる女性のアルコール依存症の予防のため、パンフレット等の配布などを通して、

依存症に関する情報提供や普及啓発を実施します。 

 

（３） 薬物依存症に特化した取組 

ア 教職員等向け研修 

○ 青少年の薬物の乱用を防止するため、薬物乱用による心身への影響や依存症な

どについて教職員等を対象として研修を行い、小中・高等学校における啓発教育

の質の向上を図ります。 

 

イ 薬物乱用防止への取組 

○ あらゆる年代における薬物乱用の防止に向けて、現在実施している不正大麻・け

し撲滅運動や講習会、啓発の充実を図るとともに、薬物乱用防止庁内連絡会を通

じた関係機関との連携・情報共有を引き続き推進していきます。 

 

（４） ギャンブル等依存症に特化した取組 

ア 高校の保健体育でのギャンブル等依存症教育 

○ 平成 30 年に公示された高等学校の学習指導要領において、保健体育の科目内

で精神疾患について取り上げることとなりました。また、高等学校学習指導要領

解説では、アルコール、薬物等の物質への依存症に加えて、ギャンブル等依存症

について取り上げることとされました。 

こうした国の動きを踏まえ、高等学校で行われる保健体育の授業において、ギャ

ンブル等依存症教育を実施していきます。 

 

イ 場外券売り場などでの普及啓発 

○ ギャンブル等依存症に特化した普及啓発を行うため、競馬や競輪、競艇、オートレ

ースなどの公営競技の場外券売り場において、リーフレットの配架など、ギャンブ

ル等依存症に関する普及啓発を実施します。 
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重点施策２ 依存症に関する正しい理解、知識を広めるための普及啓発 

依存症に対する偏見の解消やその前提となる正しい理解の促進に向けて、市民全体を

対象とした普及啓発の取組を進めていきます。 

 

（１） 総合的な依存症対策の取組 

ア 依存症について関心を持ち正しい理解を促進する普及啓発 

○ 多くの市民が依存症の問題に関心を持ち、また、依存症に関する正しい理解が進

むよう、メディアやインターネットを活用した情報発信など、多くの人の目に触れ

る手段・方法による情報の提供・発信を行います。 

○ 依存症理解促進のための市民向け講座を開催していきます。 

 

イ 依存症の正しい知識の普及啓発 

○ 依存症は誰もが直面しうる問題であり、また、適切な支援を受けることで回復で

きるという正しい知識の普及啓発に向けて、セミナー・講演会の開催、リーフレッ

ト等の配布を行います。 

○ 民間支援団体等において、当事者による語りを含むセミナー・講演会などを実施

し、こころの健康相談センターや区役所においてその支援を行います。 
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３ 二次支援にかかる重点施策 

二次支援については、「依存症の本人や家族等が早期に適切な支援につながるための

普及啓発」「依存症の複合的な背景を踏まえた重層的な早期支援体制の構築」「身近な支

援者等から専門的な支援者へ円滑につなぐ取組」「専門的な支援者や家族等への支援」

といった課題に対応するための、2 つの重点施策を設定しました。 

施策の主な対象者は、依存症の本人や依存症が疑われる人及びその家族等のほか、身

近な支援者や民間支援団体等や医療機関とします。 

 

重点施策３ 相談につながるための普及啓発 

依存症の本人や家族等が適切な相談支援機関につながれるよう、相談先に関する情

報の提供や依存症に関する正しい知識の啓発を進めていきます。また、啓発に向けた取

組は、必要な情報が「多くの人の目に触れること」及び「ハイリスクの人の目に触れるこ

と」の両面を重視して実施していきます。 

 

（１） 総合的な依存症対策の取組 

ア 依存症の本人や家族等が相談につながる普及啓発 

○ 依存症の本人、その家族や友人・知人などが相談支援機関について情報を入手し、

相談につながることができるよう、メディアやインターネットを活用した情報発信

など、多くの人の目に触れる手段・方法により相談支援機関に関する情報の提

供・発信を行います。 

○ 厚生労働省が定める依存対象ごとの啓発週間に合わせて、相談勧奨や市民向け

セミナー等の普及啓発を行います。（アルコール関連問題啓発週間：11 月 10 日

～11 月 16 日、ギャンブル等依存症問題啓発週間：5 月 14 日～5 月 20 日） 

 

イ 幅広く身近な場所での普及啓発 

○ 重複障害、多重債務や生活困窮、DV・虐待等の問題を抱える依存症の本人や依

存症が疑われる人に相談支援機関に関する情報が効果的に伝わるよう、訪れる

可能性が高い区役所の関係各課（高齢・障害支援課、生活支援課、こども家庭支

援課等）の窓口などにおいて、チラシの配架・配布など、相談支援機関や専門的な

支援者に関する情報の普及啓発を行います。 

○ 他の障害が重複する人に相談支援機関の情報を効率的・効果的に提供するため、
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精神障害者生活支援センター、基幹相談支援センター、発達障害者支援センター、

相談支援事業所等の身近な支援機関・団体における普及啓発の取組を推進しま

す。 

 

ウ 家族等向けの啓発 

○ 依存症の本人や依存症が疑われる人の抱える問題などについて、区役所の関係

各課などに相談に来た家族等に対し、リーフレットの配布などを通じて相談支援

機関や専門的な支援者に関する情報の提供などを行います。 

○ 専門的な医療機関への依存症に関する相談については、依存症の本人だけでな

く、その家族等でも行うことが可能な場合もあります。家族等からの一次相談に

基づき早期発見・早期支援につなげていくために、家族等や身近な支援機関の職

員などに、受診できる医療機関の周知を進めていきます。 

 

エ 民間支援団体等による講演会等の開催 

○ 依存症の回復を支援している民間支援団体等において、依存症の本人や家族等

に対する相談や回復支援に関する情報提供のため、講演会等を開催します。また、

本市において、開催の周知支援などを行います。 

 

オ インターネットを活用した情報提供 

○ こころの健康相談センターがホームページ上で提供する依存症に関する情報発

信の充実を図るため、Web 上でできるチェックリストの提供や、チェック結果を

踏まえて本人等のニーズに合った相談・支援・医療機関の検索ができる Web サ

イトの作成などを進めていきます。 

 

（２） アルコール依存症に特化した取組 

ア 産業保健分野による普及啓発 

○ 産業保健総合支援センターなどと連携しながら、市内企業等の従業員に向けたア

ルコール依存症の問題に関する情報提供を行うとともに、アルコール依存症が疑

われる人に対して受診・相談勧奨を行う取組の支援について、検討を進めていき

ます。 

○ 市職員に向けて、健康管理医・保健師等から飲酒による健康問題に関する講義、

アルコール依存症に関する相談対応等を実施します。 

 



 

97 

（３） 薬物依存症に特化した取組 

ア 重複処方の人へのお知らせ 

○ 医療機関への重複受診及び重複・多剤処方が見られる人に対し、文書等の送付に

より処方薬を対象とした薬物依存の問題に関する注意喚起を行います。 

○ 重複処方の人の中には、実際に依存症の状態になっている人も含まれると考え

られることから、注意喚起に加え、専門的な支援者などの情報も提供します。 

 

（４） ギャンブル等依存症に特化した取組 

ア ギャンブル等依存症の本人等が相談につながる普及啓発 

○ 場外券売り場や借金・多重債務問題の相談、法律相談などといった依存症の本人

等の目に触れる機会や場を捉え、リーフレットの配架など、相談支援機関に関す

る普及啓発、情報提供を進めていきます。 

 

コラム ぱちんこ事業者や公営競技事業者による依存症対策 

ぱちんこ事業者や公営競技事業者においては、ギャンブル等依存症の対策に向けた

様々な取組を進めています。 

例えば、全国のぱちんこ事業者からなる「パチンコ・パチスロ産業 21 世紀会」では、ぱち

んこ依存問題について無料電話相談を受け付けている非営利相談機関「リカバリーサポー

ト・ネットワーク」への支援・寄付を行っています。 

また、全国の競馬・競輪・モーターボート競走等の施行事業者からなる全国公営競技施

行者連絡協議会においても、「公営競技ギャンブル依存症カウンセリングセンター」を設置

し、ギャンブルへの依存に不安を抱える本人や家族等から、電話およびメールで相談を受

け付ける体制を整えています。 

このほか、ぱちんこ事業者や公営競技事業者においては、本人や家族等の申告に基づく

入場制限、場内における ATM の撤去等など、様々な角度からの取組を進めています。 

上記の取組と合わせて、ギャンブル等依存症の本人や家族等が相談や適切な支援につ

ながることを促進するため、ギャンブル等が行われる場所での行政等が作成した広報物

の配架等による普及啓発への協力や、支援に関して行政等の関係機関と情報共有してい

くことが考えられます。 

国が策定したギャンブル等依存症対策基本計画では、取り組むべき具体的な施策とし

て、各地域における包括的な連携協力体制の構築が示されており、本市においても今後

同計画との整合性を図っていく必要があります。 
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（１） 総合的な依存症対策の取組 

ア 連携会議による支援情報の収集と共有等 

○ 依存症の本人等に対する包括的な支援を実施するため、行政や医療、福祉等を

含めた関係機関が密接な連携を図るとともに、地域における依存症に関する情

報や課題の共有を目的とした連携会議を定期的に開催します。 

 

イ 行政、民間支援団体等、医療機関、身近な支援者などの幅広い支援者のネ

ットワーク、顔の見える関係の構築 

○ 依存症の本人等に対する包括的な支援体制の構築や適切な回復支援へのつなぎ

の推進に向けて、連携会議なども含め、行政、相談対応や回復支援に関わる民間

支援団体等、一般・専門的な医療機関、身近な支援者などによる幅広い支援者ネ

ットワークと顔の見える関係づくりを進めていきます。 

 

 

  

重点施策４ 身近な支援者等から依存症支援につなげるための取組 

身近な支援者等による依存問題を抱える人の発見と専門的な支援者への円滑なつな

ぎに向けた取組を推進していきます。また、依存症以外に様々な生活面等での問題を抱

える当事者に対し、身近な支援者が効果的に地域生活支援を提供していくために必要な

取組を展開していきます。 
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コラム 横浜市依存症関連機関連携会議 

本市では、依存症の本人や家族等に対し、幅広い分野の関係機関・民間支援団体等が支

援を行っています。 

こうした多様な支援者の横のつながりをつくり、支援者間の相互理解を深め、依存症の

本人等に対する包括的な支援の実施に向けて関係機関が密接な連携を図ることができる

環境を構築していくため、国の実施要綱に基づき、令和 2 年度より「横浜市依存症関連機

関連携会議」（連携会議）を設置・開催しています。 

連携会議の参加者は、依存症を取り巻く問題の多様性・複雑性に応じて行政、医療、福

祉・保健、教育、司法など多岐に渡り、定期的な会議の開催を通じ、依存症の本人や家族等

の支援に関する情報や課題の共有、支援に関する連携や調整、研修計画の検討などを行い

ます。 

 

◆横浜市依存症関連機関連携会議のイメージ図 

 

 

ウ 支援ガイドラインの作成及び支援者向け研修の実施 

○ 依存症の本人や依存症が疑われる人、その家族等と接点を持つことの多い区役

所関係各課や身近な支援者から専門的な支援者へ適切なつなぎを行うための初

期チェックリストや連携フローなどを記載した、支援ガイドラインの作成を進めま

す。 

○ 身近な支援者における依存症理解の促進と支援の向上に寄与するため、研修等

を実施します。 

横浜市依存症関連機関連携会議

司法

回復支援施設

行政

福祉・保健

医療機関

教育

自助グループ・家族会

◆連携会議での協議事項
依存症の本人や家族等の支援に関する情報や課題の共有に関すること
依存症の本人や家族等の支援に関する連携や調整、研修計画に関すること
その他依存症の本人・家族等の支援に関して必要なこと

横浜市 こころの健康相談センター

開催の企画・情報提供

依存症の本人や家族等に対する
包括的な支援に向けた関係機関間の

密接な連携
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エ 身近な支援者から専門的な支援者へつなぐ取組 

○ 依存症の本人や依存症が疑われる人、その家族等からの相談に対して、関係機関

と連携を図りながら、身近な支援者から専門的な支援者への適切なつなぎを行

います。 

 

オ 身近な支援者と連携した取組 

○ 身近な支援者において、依存症の理解を促進する研修をこころの健康相談セン

ターと連携して開催するなど、依存症関連の取組を進めていきます。 

 

カ 福祉サービス提供事業者等への情報提供や研修の実施 

○ 在宅の要介護者や障害者にとって最も身近な支援者の 1 つである介護事業者、

障害福祉サービス事業者や相談支援事業者において、支援対象者やその家族等

が依存症の問題を抱えていた場合に専門的な支援者へつなぐことができるよう、

依存症に関する情報提供や研修等を行います。 

○ 保護者等が依存症の問題を抱えている子どもも少なくないと考えられることか

ら、保育・教育機関の職員などを対象とした情報提供や研修などを実施します。 

 

キ 市内の支援者情報をまとめた情報ツールの整備 

○ 身近な支援者が専門的な支援者や対象ニーズに合った支援内容を提供する支援

者を検索できるよう、市内の支援者の情報をまとめた情報ツールを整備します。 

 

ク 救急医療機関との連携 

○ 救急医療機関において、アルコールや薬物の多量摂取や事故等による外傷で運

び込まれた人に依存症の疑いがある場合、容態が安定した入院者やその家族等

が専門的な支援者につながることができるよう、依存症に関する基本知識や専

門的な支援者の連絡先等を掲載したパンフレット等を院内に配架し、啓発を行い

ます。 

 

ケ かかりつけ医研修 

○ 依存症の問題が起こった際の相談先としてかかりつけ医に相談する人が一定数

いると考えられることから、多くの市民が継続的な関係を構築している「かかり

つけ医」を対象とした研修において依存症についても取り上げます。 
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コ 区役所の関係各課が連携した相談等への対応 

○ 依存症の本人や依存症が疑われる人、またその家族等から依存症及び関連する

問題の相談を受ける可能性がある区役所の精神保健福祉相談及び関係各課（高

齢・障害支援課、生活支援課、こども家庭支援課、福祉保健課等）において、研修

受講などを通じて、依存症への理解の向上と相談対応力の強化を進めていきま

す。 

○ 相談を受けた担当課だけでは対応が難しい場合には、関係各課や関係機関と横

断的な状況共有や連携した対応を行っていきます。 

 

サ 医療関係者による支援者向け研修 

○ 身近な支援者等における、特に医学的な見地からの依存症理解を深めることを

目的として、専門の医師等による支援者向け研修を開催します。 

 

（２） アルコール依存症に特化した取組 

ア 内科等での気付きとつなぎ 

○ 医療機関の内科等において依存症が疑われる事例に対してスクリーニングし、専

門的な支援者へとつなぐための仕組みづくりを検討します。 

○ また、依存症の本人や依存症が疑われる人がアルコールに起因する疾患により

内科を受診した際に、医師やその他の医療従事者が依存症の可能性に気付き、

専門的な医療機関や民間支援団体等へつなぐことができるよう、医療従事者等

に向けて依存症にかかる情報提供や研修などを開催します。 

 

（３） 薬物依存症に特化した取組 

ア 保護観察所との密な連携と情報共有 

○ 薬物等に関連する犯罪等により保護観察処分となっている人を再犯防止に向け

た適切な支援へつなぐため、保護観察所と連携して、当事者への市内の相談支援

機関に関する情報提供や研修の実施等を進めます。 

○ 薬物依存のある保護観察対象者等の支援に係る事務者検討会や地域支援連絡

協議会に参画し、県内自治体や保護観察所との情報交換や連携などを緊密に行

う体制を構築します。 

○ 国立精神・神経医療研究センターが実施する、薬物事犯による保護観察対象者を

対象とするコホート調査に協力します。この調査は、対象者に定期的に電話によ
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る聞き取り調査をすることで、回復や再使用等に影響する要因を明らかにするこ

とを目指すとともに、切れ目のない支援体制の構築に向け、行政や関係機関・団

体が連携して治療や支援等を行う地域体制の構築を目指すものです。 

 

（４） ギャンブル等依存症に特化した取組 

ア 消費生活総合センターから専門的な支援者へのつなぎ及び啓発 

○ 消費生活総合センターへ寄せられる多重債務等に関する相談の中には、ギャンブ

ル等依存症がその背景にある場合があります。 

依存症の本人や依存症が疑われる人から相談があった場合に、消費者庁のマニ

ュアルに基づいて同センターから専門的な支援者へつなぐとともに、消費者庁の

ホームページ等に掲出される情報を紹介するなどの啓発を行います。 
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４ 三次支援にかかる重点施策 

三次支援については、「支援団体ごとの特色を生かし、多様なニーズに対応するための

情報共有」「支援者によるアセスメント力向上」「専門的な支援者等が継続的に活動する

ための支援」「様々な支援ニーズに取り組む民間支援団体等の運営面等の課題への対応」

「回復段階において新たに顕在化する課題への対応」といった課題に対応し、2 つの重点

施策を設定しました。 

施策の主な対象者は、依存症からの回復段階にある本人及びその家族等と、本人の回

復を支援する専門的な支援者とします。 

 

重点施策５ 専門的な支援者による回復支援の取組 

依存症からの回復を支援する専門的な支援者がそれぞれの強みを生かして支援を実

施します。また、民間支援団体等が安定的な支援を継続できるよう、利用者のニーズと民

間支援団体等をつなぎつつ、各施設における危機管理や人材育成等をサポートする取組

を推進します。 

 

（１） 総合的な依存症対策の取組 

ア 行政における相談支援 

○ こころの健康相談センターにおいて、専門の相談員が依存症の本人や家族等か

らの相談を受けるとともに、回復プログラム等の案内や区役所との連携、専門的

な支援者等のつなぎを行います。 

○ 区役所の精神保健福祉相談において、身近な相談窓口として相談対応を行うと

ともに、福祉サービスの利用の決定や訪問・介入などの継続的な支援、地域の資

源を活用した支援を実施します。また、依存症に起因すると考えられる福祉課題

への取組については、区内の関係各課が連携して複合的な問題に対する支援を

実施します。 

 

イ 回復プログラム・家族教室の実施 

○ 回復へのきっかけづくりや本人のニーズに合った専門的な支援者へのつなぎを

行うため、こころの健康相談センターにおいて、依存症のメカニズムや再発のサイ

ン・対処法について本人と一緒に考える回復プログラムを実施します。 

○ 依存症の悩みを抱える家族等が依存症について学び、家族等の対応方法・回復
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について考える家族教室をこころの健康相談センターや区役所で実施します。 

 

ウ 民間支援団体等による依存症の本人や家族等への支援 

○ 多様性のある本市の民間支援団体等が、それぞれの特性を生かして、依存症の

本人や家族等の回復に向けた取組を実施します。民間支援団体等同士や関係機

関と情報共有を図りながら、本人や家族等のニーズに合った支援の提供を進め

ます。 

 

エ 利用者のニーズに合った制度の検討 

○ 障害福祉サービス事業所や地域活動支援センターとして運営している民間支援

団体等では、障害者総合支援法等の制度の中では対応しきれない利用者のニー

ズ等が一定程度存在しており、依存症特有の課題について各制度との調整を図

ります。 

 

オ 民間支援団体等への活動支援 

○ 民間支援団体等が継続して依存症の本人や家族等を支援できるよう、ミーティン

グ・普及啓発・相談等の団体の活動を補助します。 

○ 男女共同参画センターにおいて、自助グループの活動場所の提供等の支援やセ

ミナー開催の支援を実施します。 

 

カ 施設の危機管理体制充実に向けた支援 

○ 自然災害や事件、新型コロナウイルス等の感染症の流行等から施設の利用者や

職員を守るため、施設運営に関する情報提供や緊急時対応マニュアルの作成を

推進します。 

○ 防災・防犯・感染症予防に必要な物品の導入補助など、施設の危機管理体制の充

実に向けた支援を行います。 

 

キ スタッフの人材育成・セルフケアのための取組 

○ 民間支援団体等のスタッフの継続的な人材育成を図り、スタッフの「燃え尽き症

候群」（バーンアウト）や離職を防止することを目的として、支援スキルの向上やセ

ルフケアのための研修の開催や施設を越えたスタッフ間のネットワーク形成を支

援します。 
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ク 連携会議による情報共有 

○ 身近な支援者や専門的な支援者が参加する連携会議を定期的に開催します。行

政、医療、保健・福祉、司法などの関係機関がお互いの理解を深め、依存症の問

題でお悩みの方々が必要な支援にアクセスしやすいネットワークの構築を目指し

ます。 

 

ケ 専門的な医療機関の充実に向けた研修等の実施 

○ 依存症の治療に対応できる医療機関の充実を図るため、精神科等の医療関係者

に対する研修等を実施します。 
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重点施策６ 地域で生活しながら、回復を続けることをサポートする取組 

依存症の本人が回復支援施設等から地域に生活の場を移した後に、孤立せず、様々な

支援者とつながりながら、回復を続けていくことができるような取組を行います。 

 

（１） 総合的な依存症対策の取組 

ア 連携会議によるサポート体制の構築 

○ 連携会議を通して、地域生活において関わることの多い身近な支援者が、専門的

な支援者と支援情報の共有等の促進を図り、地域生活の中で回復し続けられる

支援体制の構築を目指します。 

 

イ 地域における依存症の支援 

○ 依存症と重複しやすい精神疾患（うつ病など）のある人は、依存症の回復だけで

はなく日常生活のサポートを必要とする場合があります。 

地域生活の中で回復が続いていくよう、「精神障害にも対応した地域包括ケアシ

ステム」構築に向けた協議の場等でも関係する各主体（行政、福祉サービス事業

者、医療機関等）と専門的な支援者が情報や技術を共有し、依存症の本人が孤立

せず安心した地域生活を送れるような支援体制を築いていきます。 

 

ウ 回復や支援に関する情報共有 

○ 地域での生活を送る依存症の本人に対する支援のあり方を関係機関全体で共有

し、支援の質の向上と回復プロセスの周知につなげていくため、様々な回復プロ

セスを共有し、行政や民間支援団体等、一般市民に対して広く周知を図ります。 

 

エ 更生保護と一体となったサポート 

○ 薬物等に関連する犯罪をした人が、社会の中で孤立し、薬物使用を再び繰り返し

てしまうことを防ぐため、保護観察所等と連携し、当事者に対して民間支援団体

等の情報提供や依存症以外の問題も含めた相談対応を進めていきます。 

○ 国立精神・神経医療研究センターが実施する、薬物事犯による保護観察対象者を

対象とするコホート調査に協力し、対象者への継続的な支援を実施します。 
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オ 就労の支援 

○ 依存症の本人の就労の促進に向けて、行政と民間支援団体等が連携し、依存症

からの回復者を雇用する企業や関係機関に対し、依存症からの回復と就労の両

立のために必要な知識等（「スティグマ」の防止、回復プロセスにおいて長期的な

視点が求められることなどへの理解）の普及啓発を行います。 

○ 若者サポートステーションにおいて、就労に向けて様々な困難を抱える 15～49

歳の人及びその家族等を対象として、総合相談や就労セミナー、就労訓練等を実

施し、職業的自立に向けて支援します。  

○ 障害者就労支援センターにおいて、働くことを希望する障害児・者を対象として、

就労に関する相談、職場実習等を通じた適性把握、求職活動支援や就労後の定

着支援等を、企業や関係機関と連携しながら行います。 

 

カ 自立後の住まいの確保 

○ 依存症からの回復過程にある人や、依存症に関連する犯罪により刑務所等から

出所した人が、自立した生活を送るための住まいの確保について、地域の中で住

み続けられるよう、依存症に対する正しい知識の周知を進めて、偏見の解消を図

ります。 

○ 住宅に困窮する低額所得者で横浜市内に在住または在勤の人に対しては、公募

により、低廉な家賃で市営住宅を提供します。 

○ また、低額所得者、障害者等が民間賃貸住宅への入居をしやすくする仕組みとし

て「住宅セーフティネット制度」を活用していきます。 

○ さらに、住宅確保要配慮者の居住支援を充実させるため、横浜市居住支援協議

会と不動産事業者や福祉支援団体、区局の連携を強化する制度の検討を進めま

す。 
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第５章 計画の推進体制 

１ 関係主体に期待される役割 

本計画を推進するためには、市民、身近な支援者、民間支援団体等、医療機関、行政な

どの多くの関係機関がそれぞれの役割を果たしながら、連携し、一体となって取り組むこ

とが必要です。 

また、個々の団体・機関等ごとに一次支援・二次支援・三次支援の各フェーズにおいて

取り組めることがあり、それぞれの専門性を発揮して支援を行うとともに、自団体・機関

が専門とする支援領域以外でも可能な支援・活動のあり方を模索していくことが重要に

なります。 

 
（１） 身近な支援者 

ア 身近な支援者としての行政 

身近な支援者としての行政については、依存症に関する情報収集・理解促進に

よって啓発の担い手となるとともに、所管する業務に関連して本人等が相談に訪

れた際には、依存症問題に対して気付き、適切な専門的な支援者への橋渡しを行

うことが求められます。 

また、連携会議等により依存症の回復支援を行う専門的な支援者と連携を図り

ながら、各種福祉サービスの利用に向けた調整、生活困窮や DV からの保護など、

本人が社会生活を送る上で必要な支援を提供する役割を担います。 

 

イ 福祉 

福祉団体・機関、福祉事業者などについては、依存に関する情報収集・理解促進

により、啓発の担い手となるとともに、実施する福祉サービスに関連して対象者の

依存症問題に対して気付き、適切な専門的な支援者への橋渡しを行うことが求め

られます。 

また、連携会議等により依存症の回復支援を行う専門的な支援者と連携しなが

ら、相談支援や福祉サービスの提供などを通じ、本人が社会生活を送る上で必要

な支援を提供する役割を担うことが期待されます。 

 

ウ 医療（一般医療機関） 

一般の医療機関については、依存症に関する情報収集・理解促進により、本人等

が診療・相談に訪れた際には、依存症問題に対して気付き、適切な専門的な支援者

への橋渡しを行うことが求められます。 

また、依存症の回復支援を行う専門的な支援者と連携しながら、本人が抱えて
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いる障害や疾患などの治療を行う役割を担うことが期待されます。 

 

エ 司法 

司法関係の団体・機関については、依存症に関する情報収集・理解促進により、

啓発の担い手となるとともに、本人等が相談に訪れた際には、依存症問題に対し

て気付き、適切な専門的な支援者への橋渡しを行うことが求められます。 

また、依存症の回復支援を行う専門的な支援者と連携しながら、法律相談や多

重債務問題への対応、再犯防止支援など、司法の観点から本人が社会生活を送る

上で必要な支援を提供する役割を担うことが期待されます。 

 

オ 教育 

教育機関においては、教職員等が依存症について学ぶとともに、学びを踏まえ

て児童・生徒・学生に対して依存症の予防教育を実施することが求められます。 

また、児童・生徒・学生やその保護者等に依存症の問題が見られた場合には、教

員が異変に気付き、適切な相談支援機関へ情報共有などを行う役割が期待されま

す。 

 
（２） 民間支援団体等（回復支援施設、自助グループ・家族会） 

ア 回復支援施設 

回復支援施設においては、依存症の本人や家族等に対し、専門性と各団体の特

性を生かしながら、「その人に合った回復支援」を提供していくことが求められま

す。 

また、市民や身近な支援者、一般医療機関等を対象として依存症に関する理解

促進に向けた啓発活動を行うことや連携会議等により民間支援団体間及び行政

や身近な支援者との連携を通じた情報共有を行うことも重要な役割になります。 

 

イ 自助グループ、家族会 

自助グループ・家族会においては、同じ問題や悩みなどを抱えた人たち同士が

出会い、相互に援助し、分かちあうことで、その問題からの回復を目指します。 

また、市民等に向けた啓発活動を行うことや連携会議等により民間支援団体間

及び行政や身近な支援者との連携を通じた情報共有を行う役割も期待されます。 

 
（３） 専門的な医療機関 

専門的な医療機関においては、身近な支援者や民間支援団体等と連携をしなが

ら、依存症の本人に対する治療に取り組むほか、民間支援団体等や身近な支援者、

一般医療機関、市民などを対象とした、依存症問題に関する普及啓発や支援者のス
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キル向上などにも積極的に関与していく役割が期待されます。 

 

（４） 行政（依存症関連施策の実施者として） 

ア こころの健康相談センター（依存症相談拠点）・健康福祉局精神保健福祉

課 

こころの健康相談センター（依存症相談拠点）や健康福祉局精神保健福祉課に

おいては、専門的な医療機関や民間支援団体等と緊密な連携を図りながら、依存

症に関する普及啓発、本人や家族等を対象とする相談対応や回復支援、民間支援

団体等の職員や身近な支援者を対象とする人材育成、関係機関間の連携促進、支

援団体の運営支援、事業者に対する協力の要請など、依存症問題の解決に向けた

幅広い施策を立案し、実行する役割を担います。 

 

イ 区役所 精神保健福祉相談 

区役所 精神保健福祉相談において、本人やその家族等からの相談に対して、区

役所内関係各課や身近な支援者と連携して、回復に向けた支援、適切な専門的な

医療機関や民間支援団体等への橋渡しを行うことが求められます。 

また、区内における依存症に関する普及啓発を実施するとともに、民間支援団

体等と連携して施策を実施する役割を担います。 

 

ウ 依存症に関連した施策を実施する部署 

本市の依存症に関連した施策を実施する各部署においては、担当する領域にお

いて依存症の予防等に向けた関連施策を展開することが求められます。 

また、依存症への対応は、福祉・保健、医療、教育などの幅広い政策領域との連

携が重要であることから、関係各課と連携を図り、施策を展開していく役割を担い

ます。 
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図表 5-1：依存症の本人等の支援者と期待される役割 

主体 

支援者として期待される役割 

一次支援   

二次支援   

三次支援    

役割 
依存症の 

情報収集 

支援施策の 

企画・立案 

依存症啓発の 

担い手 

依存症問題へ

の気付き・ 

治療・回復支

援等の専門的

な支援への 

つなぎ 

依存症 

周辺問題への

支援 

治療・回復 

支援 

行政 

（依存症関連

施策の実施者

として） 

こころの健康相

談センター（依存

症相談拠点）、 

精神保健福祉課 

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 

区役所 精神保健

福祉相談 
◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ 

依存症に関連し

た施策を実施す

る部署 

◎ ○ ○  ○  

身近な 

支援者 

身近な支援者と

しての行政 

（高齢・障害支援

課、生活支援課、

こども家庭支援

課、 福祉 保 健課

など） 

◎  ○ ◎ ◎ ○ 

福祉 ◎  ○ ◎ ◎ ○ 

医療 

（一般医療機関） 
◎   ◎ ◎ ○ 

司法 ◎  ○ ◎ ◎ ○ 

教育 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ 

民間支援

団体等 

回復支援施設 ○  ◎ ○ ○ ◎ 

自助グループ、 

家族会 
○ 

 
◎  ○ ◎ 

専門的な医療機関 ○  ◎ ○ ○ ◎ 

※期待される役割のうち主要なものに◎、それ以外に一定の役割を担うことが期待さ

れるものに○を記載 
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２ 計画の進行管理 

（１） PDCA サイクルの考え方に基づく進行管理 

本計画では、計画に位置付けられている各施策の効果を検証し、定期的な見直し

につなげていくため、PDCA サイクルの手法を活用し、計画全体の進行管理を行い

ます。 

計画期間中の年度ごとに、重点施策に位置付けられている個々の施策の進捗状

況を把握・確認するとともに、検討部会に報告し、そこでの議論を通じて事業の達成

状況や計画の進捗状況などの点検や評価を行います。 

また、点検や評価の結果を踏まえ、計画期間中であっても必要に応じて事業の見

直しや改善、新規事業の追加などを実施していきます。 

 

図表 5-2：ＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

DO（計画の実行）

○計画に基づき各施策の事業を推進

CHECK（点検・評価）

○本計画の事業の実施状況を点検・評価

ACTION（見直し・改善）

○計画の点検・評価を踏まえ、
計画の見直しや改善を実施

PLAN（計画の策定）

○目標の設定
○目標の実現のための計画の設定



 

113 

（２） 進行管理に向けたモニタリング指標の設定 

本計画を評価するための目安として、重点施策ごとにモニタリング指標を設定し、

施策の効果などの点検を実施します。 

 

 

図表 5-3：各重点施策におけるモニタリング指標 

重点施策 モニタリング指標 

（予
防
・普
及
啓
発
） 

一
次
支
援 

重点施策１ 

予防に資する普及啓

発 

 若年層へ向けた学校等での依存症の正しい理解や予

防に資する取組や、区役所を始めとした様々な身近な

支援者による依存症に関する普及啓発、情報提供が行

われている。 

重点施策２ 

依存症に関する正し

い理解、知識を広め

るための普及啓発 

 メディアやインターネットを活用した依存症の正しい理

解や誤解・偏見を解消する情報発信や、民間支援団体

等による講演会・セミナー等が定期的に開催されてい

る。 

（早
期
発
見
・早
期
支
援
） 

二
次
支
援 

重点施策３ 

相談につながるため

の普及啓発 

 メディアやインターネットを活用した相談につながる情

報発信、Web 上でのチェックリスト等による相談勧奨

や、依存症の本人や依存症が疑われる人の家族等への

適切な相談支援機関へつながるための情報提供が行

われている。 

重点施策４ 

身近な支援者等から

依存症支援につなげ

るための取組 

 支援者間の情報や課題の共有を通したネットワーク構

築や、依存症を抱える人の発見と重層的な支援体制構

築に向けた連携会議が定期的に開催されている。 

 身近な支援者から専門的な支援者等へのつなぎを行

うためのガイドラインが構築されている。 

（回
復
支
援
） 

三
次
支
援 

重点施策５ 

専門的な支援者によ

る回復支援の取組 

 回復へのきっかけづくりや本人や家族等のニーズに合

った専門的な支援者へのつなぎを行う回復プログラム

や家族教室が開催されている。 

 民間支援団体等が、団体同士や関係機関と情報共有を

図りながら、本人や家族等のニーズに合った支援が提

供されている。 

重点施策６ 

地域で生活しながら、

回復を続けることを

サポートする取組 

 地域生活の中で回復し続けられる支援体制の構築の

ため、身近な支援者と専門的な支援者による回復支援

の様々な事例の収集と共有が図られている。 
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（３） 指標の検証のための取組の方向性 

指標の検証にあたっては、以下の施策ごとの取組の方向性を設定し、実績等の振

り返りを定期的に行います。 

 

図表 5-4：重点施策 1 における取組の方向性 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策１ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

ア 若年層への啓

発・依存症予防の

知識の提供 

 依存症の正しい理解を促進する広報物の作

成 

 ゲーム障害の正しい理解を促進する、啓発資

料の作成 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  
 ホームページ等を活用し、依存症を含む、若年

層向けの広報・啓発の実施 

 教員や保護者、地域の大人や団体、区役所な

どの支援者が支援や指導に活用できる依存

症に関する「子ども・若者どこでも講座」の実

施 

 子ども・若者支援に携わる支援者のスキルア

ップを図ることを目的とした研修の実施 

こども青少年局青少年育成

課 

  
こども青少年局青少年相談

センター 

  

 ゲーム障害も含めた依存症の正しい理解を促

進する、小中学校での啓発資料の配布や理解

に向けた授業等の実施 

教育委員会事務局健康教育

課 

  

イ それぞれの年

齢に適した普及

啓発・予防教育の

実施 

 依存症に関する予防教育・普及啓発に向け

て、様々な年齢の方を対象とする内容の啓発

資料の作成・配布 

 ホームページやSNS など、様々な媒体を活用

した普及啓発の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

ウ 大学生への啓

発 

 依存症の予防教育・普及啓発に関する広報物

の作成 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

 横浜市立大学で、大学生の健康診断に合わせ

て、啓発資料の配布・掲示、保健指導の実施 

 市内にキャンパスを置く国公私立大学・専門

学校に対し、若年層向けの啓発資料の提供 

政策局大学調整課 

  

エ 身近な支援者

等による啓発 

 依存症の予防教育・普及啓発に関する広報物

の作成 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

 幅広い市民が訪れる身近な支援機関の窓口

やロビー等へ依存症に関する広報物の配布・

配架 

健康福祉局障害施策推進課

（基幹相談支援センター・発

達障害者支援センター） 

  
健康福祉局障害施設サービ

ス課（精神障害者生活支援

センター） 

  
健康福祉局地域支援課（地

域ケアプラザ） 

  区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  区福祉保健課 
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図表 5-5：重点施策 1 における取組の方向性（つづき） 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策１ 

  (2)  アルコール依存症に特化した取組 

  
ア 多量飲酒等の

防 止 （ 適 量 な 飲

酒）への取組 

 生活習慣病改善相談や健康づくり関連イベン

トにおいて、健康問題とともに適量な飲酒に

関する知識を高める啓発の実施 

 市内で働く人たちの多量飲酒防止に向けて、

「よこはま企業健康マガジン」（メール配信）に

おいてアルコール問題に関する記事の配信 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  健康福祉局保健事業課 

  

イ 未成年飲酒防

止・不適切な誘引

防止の取組 

 小中・高等学校の保健教育において飲酒の問

題に関する授業の実施 

教育委員会事務局健康教育

課 

  ウ 女性特有の課

題に応じた飲酒

の防止の取組 

 依存症の予防教育・普及啓発に関する広報物

の作成・配布 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  
 女性の生活習慣病や依存症の予防に向けて

情報提供の実施 
政策局男女共同参画推進課 

  (3)  薬物依存症に特化した取組   
  

ア 教職員等向け

研修 

 青少年の薬物乱用防止や薬物依存症の予防

に向けて、市内小中・高等学校の教職員を対

象とした薬物乱用による心身への影響や依存

症に関する研修会の実施 

健康福祉局医療安全課 

  
教育委員会事務局健康教育

課 

  
イ 薬物乱用防止

への取組 

 市民に対する薬物乱用防止を目的とした、薬

物に関する正しい知識や危険性の普及啓発の

実施 

 薬物乱用防止庁内連絡会を通じた関係機関

との連携・情報共有の実施 

健康福祉局医療安全課 

  (4)  ギャンブル等依存症に特化した取組   

  

ア 高校の保健体

育でのギャ ンブ

ル等依存症教育 

 高等学校で行われる保健体育の授業におい

て、ギャンブル等依存症の予防や正しい付き

合い方に関する授業の実施 

教育委員会事務局高校教育

課 

  

イ 場外券売り場

などでの普及啓

発 

 公営競技の場外券売り場において、依存症の

予防教育・普及啓発に関する広報物の配架 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

 
図表 5-6：重点施策 2 における取組の方向性 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策２ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

ア 依存症につい

て関心を持ち正

しい理解を促進

する普及啓発 

 電車の交通広告やインターネット・SNS など

を活用した、依存症の正しい理解を促進する

普及啓発の実施 

 直接依存症についての話を聞くことができ

る、市民向け講座の開催 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  イ 依存症の正し

い知識の普及啓

発 

 依存症の正しい理解を促進する広報物の作

成・配布、講演会等の開催 

 直接依存症についての話を聞くことができる

民間支援団体等による講演会等について、周

知協力などの開催支援の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  
区高齢・障害支援課（精神保

健福祉相談） 
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図表 5-7：重点施策 3 における取組の方向性 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策３ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

ア 依存症の本人

や家族等が相談

につながる普及

啓発 

 電車の交通広告やインターネット・SNS など

を活用した、相談につながる普及啓発の実施 

 厚生労働省が定める依存対象ごとの啓発週

間に合わせた、相談勧奨や市民向けセミナー

の開催 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

イ 幅広く身近な

場所での普及啓

発  

 依存症の本人や依存症が疑われる人が相談

につながる広報物の作成・配布 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

   依存症の本人や依存症が疑われる人が訪れ

やすい区役所の関係各課（高齢・障害支援課、

生活支援課、こども家庭支援課、福祉保健課

等）の窓口などで、依存症の相談につながる

相談支援機関の広報物の配架・配布 

健康福祉局生活支援課 

  区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  区福祉保健課 

   精神障害者生活支援センターや基幹相談支援

センター、地域ケアプラザ、発達障害者支援セ

ンターなど、依存症の本人や依存症が疑われ

る人が訪れる可能性のある身近な支援者の

窓口などで、依存症の相談につながる相談支

援機関の広報物の配架・配布 

健康福祉局障害施策推進課

（基幹相談支援センター・発

達障害者支援センター） 

  
健康福祉局障害施設サービ

ス課（精神障害者生活支援

センター） 

  
健康福祉局地域支援課（地

域ケアプラザ） 

  

ウ 家族等向けの

啓発 

 依存症の本人や依存症が疑われる人の家族

等に対し、相談につながる広報物の作成・配

布 

 家族等からの相談にも対応する専門的な医療

機関に関する情報について、家族等や身近な

支援者へ周知の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

   依存症の本人や依存症が疑われる人の家族

等が訪れる可能性のある区役所の関係各課

（高齢・障害支援課、生活支援課、こども家庭

支援課、福祉保健課等）の窓口などで、依存症

の相談につながる相談支援機関の広報物の

配架・配布 

 家族等からの相談にも対応する専門的な医療

機関に関する情報について、家族等への周知

の実施 

区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  区福祉保健課 

  

エ 民間支援団体

等による講演会

等の開催 

 民間支援団体等による、直接依存症について

の話を聞くことができる講演会等の開催 
民間支援団体等 

   民間支援団体等が開催する講演会等の周知

支援の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  
区高齢・障害支援課（精神保

健福祉相談） 

  

オ インターネット

を活用した情報

提供 

 こころの健康相談センターのホームページで

の依存症に関する情報の拡充 

 依存症のセルフチェックや自身のニーズに合

った相談・支援・医療機関の検索ができる

Web サイトの作成 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 
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図表 5-8：重点施策 3 における取組の方向性（つづき） 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策３ 

  (2)  アルコール依存症に特化した取組 

  

ア 産業保健分野

による普及啓発 

 市内企業等の人事・労務担当者が従業員のア

ルコール依存症の相談につなげる情報提供の

実施 

神奈川県産業保健総合支援

センター 

   市内企業等の従業員のアルコール依存症の相

談につながる広報物の作成・配布 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  健康福祉局保健事業課 

  

 市職員に向けて、職位に応じて健康管理医・

保健師等から飲酒による健康問題に関する講

義、アルコール依存症に関する相談対応等の

実施 

総務局職員健康課 

  (3)  薬物依存症に特化した取組   

  
ア 重複処方の人

へのお知らせ 

 医療機関への重複受診及び重複・多剤処方が

見られる人に対し、薬物依存に関する注意喚

起や適性受診に関する指導及び相談支援機

関に関する情報提供の実施 

健康福祉局保険年金課 

  (4)  ギャンブル等依存症に特化した取組   

  
ア ギャンブル等

依存症の本人等

が相談につなが

る普及啓発 

 場外券売り場や借金・多重債務問題の相談、

法律相談など、依存症の本人等の目に触れる

機会や場において相談につながるリーフレッ

ト等の作成・配架 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  
 消費生活総合センターにおいて、ギャンブル

等依存症の相談につながる広報物の配架 
経済局消費経済課 
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図表 5-9：重点施策 4 における取組の方向性 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策４ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

ア 連携会議によ

る支援情報の収

集と共有等 

 関係機関の連携と地域における依存症に関す

る情報や課題の共有を目的とした連携会議の

開催 

 関係機関との情報や課題の共有 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

 連携会議への参加及び関係機関との情報や

課題の共有 

こども青少年局中央児童相

談所 

  区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  

イ 行政、民間支

援団体等、医療機

関、身近な支援者

などの幅広い支

援者のネットワー

ク、顔の見える関

係の構築 

 連携会議の開催をはじめとした行政、民間支

援団体等、医療機関、身近な支援者などによ

る幅広いネットワークと顔の見える関係づく

りの構築 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

 連携会議への参加をはじめとした行政、民間

支援団体等、医療機関、身近な支援者などに

よる幅広いネットワークと顔の見える関係づ

くりの構築 

こども青少年局中央児童相

談所 

  
健康福祉局障害施策推進課

（基幹相談支援センター・発

達障害者支援センター） 

  
健康福祉局障害施設サービ

ス課（精神障害者生活支援

センター） 

  
健康福祉局地域支援課（地

域ケアプラザ） 

  区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  

ウ 支援ガイドラ

イン の作 成及び

支援者向け研修

の実施 

 身近な支援者から専門的な支援者へのつな

ぎを行うための初期チェックリストや連携フロ

ーなどを記載した、支援ガイドラインの作成 

 身近な支援者の依存症理解の促進と支援の

向上を目指す、研修等の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

 身近な支援者から専門的な支援者へのつな

ぎを行うための初期チェックリストや連携フロ

ーなどを記載した、支援ガイドライン作成あた

っての検討・情報共有 

 身近な支援者の依存症理解の促進と支援の

向上を目指す、研修等の参加 

こども青少年局中央児童相

談所 

  区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  区福祉保健課 

  
健康福祉局障害施策推進課

（基幹相談支援センター・発

達障害者支援センター） 

  
健康福祉局障害施設サービ

ス課（精神障害者生活支援

センター） 

  
健康福祉局地域支援課（地

域ケアプラザ） 

  

エ 身近な支援者

から専門的な支

援者へつなぐ取

組 

 関係機関と連携を図りながら身近な支援者か

ら専門的な支援者への適切なつなぎの実施 

健康福祉局生活支援課 

  
こども青少年局中央児童相

談所 

  区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  区福祉保健課 
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図表 5-10：重点施策 4 における取組の方向性（つづき） 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策４ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

オ 身近な支援者

と連携した取組 

 身近な支援者が依存症の理解を促進する研

修等における技術支援・連携 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

 依存症の理解を促進する研修等の開催・参加 

健康福祉局生活支援課 

  
こども青少年局中央児童相

談所 

  区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  区福祉保健課 

  

カ 福祉サービス

提供事業者等へ

の情報提供や研

修の実施 

 介護事業者や障害福祉サービス事業者を対

象とした依存症に関する情報提供や研修等の

実施 

 子どもの保護者等が依存症の問題を抱えて

いる場合に、早期発見・早期支援につなげら

れるよう、保育・教育機関の職員などを対象

とした情報提供や研修等の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

 介護事業者や障害福祉サービス事業者、相談

支援事業者を対象とした依存症に関する研修

等の参加 

健康福祉局障害施策推進課 

  
健康福祉局障害施設サービ

ス課 

  健康福祉局障害自立支援課 

  健康福祉局介護事業指導課 

  健康福祉局高齢在宅支援課 

   教育機関の職員などを対象とした研修等の参

加 

教育委員会事務局健康教育

課   

  

キ 市内の支援者

情報をまとめた

情報ツールの整

備 

 身近な支援者が専門的な支援者や対象ニー

ズに合った支援を提供する支援者を検索でき

るよう、市内の支援者情報をまとめた情報ツ

ールの整備 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  ク 救急医療機関

との連携 

 救急医療機関において、依存症の疑いのある

入院者やその家族等への依存症に関する知

識の提供や専門的な支援者につなげるため

の広報物の作成・配架・配布 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  医療局医療政策課 

  
ケ かかりつけ医

研修 

 かかりつけ医から専門的な支援者へのつなぎ

の促進に向けて、かかりつけ医を対象に依存

症の理解促進を図る研修等の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 
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図表 5-11：重点施策 4 における取組の方向性（つづき） 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策４ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

コ 区役所の関係

各課が連携した

相談等への対応 

 区役所の精神保健福祉相談及び関係各課に

おける依存症への理解の向上と相談対応力

の強化に向けた依存症に関する研修等への

参加 

 各課や関係機関と横断的な状況共有や連携し

た対応の実施 

区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  区福祉保健課 

  

サ 医療関係者に

よる支援者向け

研修 

 身近な支援者に向けて、専門の医師等による

研修の開催 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  (2)  アルコール依存症に特化した取組   

  

ア 内科等での気

付きとつなぎ  

 内科等において依存症が疑われる事例をスク

リーニングし、専門的な支援者へとつなぐた

めの仕組みづくりの検討 

 依存症の本人等がアルコールに起因する疾患

により内科を受診した際に、適切に専門医療

機関や民間支援団体等へつなぐことができる

よう、医療関係者への情報提供や研修等の実

施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  医療局医療政策課 

  (3)  薬物依存症に特化した取組   

  

ア 保護観察所と

の密な連携と情

報共有 

 保護観察所と連携し、保護観察処分となって

いる人に対する支援機関に関する情報提供や

研修等の実施 

 情報交換や密に連携を行う体制づくりに向け

て、薬物依存のある保護観察対象者等の支援

に係る事務者検討会や地域支援連絡協議会

への参加 

 保護観察の対象となった薬物依存症者のコホ

ート調査へ協力し、保護観察の対象となった

人への継続的な支援の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  (4)  ギャンブル等依存症に特化した取組   

  

ア 消費生活総合

センターから専門

的な支援者への

つなぎ及び啓発 

 消費生活総合センターにおいて、依存症が疑

われる人やその家族等に対して専門的な支援

者へのつなぎの実施 

経済局消費経済課 
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図表 5-12：重点施策 5 における取組の方向性 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策５ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

ア 行政における

相談支援 

 専門相談を受けるとともに、プログラム等の

案内や専門的な支援者等との連携など、回復

に向けたつなぎの実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

  

 区役所の精神保健福祉相談において、相談対

応を行うとともに、地域の身近な窓口として

継続的な支援の実施 

区高齢・障害支援課（精神保

健福祉相談） 

  イ 回復プログラ

ム・家族教室の実

施 

 依存症のメカニズムや再発のサイン・対処法

について一緒に考える回復プログラムの実施 

 依存症の悩みを抱える家族等が依存症につ

いて学び、家族等の対応方法・回復について

考える家族教室の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

   地域資源を活用した家族教室の実施 
区高齢・障害支援課（精神保

健福祉相談） 

  

ウ 民間支援団体

等による依存症

の本人や家族等

への支援 

 民間支援団体等それぞれの特性を生かした、

依存症の本人や家族等の回復に向けた取組

の実施 

 民間支援団体等同士や関係機関と情報共有

を図りながら、本人や家族等のニーズに合っ

た支援の提供 

民間支援団体等 

  エ 利用者のニー

ズに合った制度

の検討 

 障害者総合支援法等の制度内で対応しきれ

ない依存症特有の支援ニーズに対して、利用

者の回復につながる利用制度に向けた調整

の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  
健康福祉局障害施設サービ

ス課 

  

オ 民間支援団体

等への活動支援 

 民間支援団体等が継続して依存症の本人や

家族等を支援できるよう、団体が行うミーテ

ィング・普及啓発・相談等の活動へ補助の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

 男女共同参画センターの会議室等を自助グル

ープの活動場所として提供 

 自助グループが開催するセミナーの支援の実

施 

政策局男女共同参画推進課 

  

カ 施設の危機管

理体制充実に向

けた支援 

 感染症予防に必要な物品を含めた活動補助

の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  

 障害福祉サービス事業所や地域活動支援セン

ターを対象として、災害時等における施設運

営に有益な情報の提供や福祉避難所としての

備蓄品購入の補助の実施 

 緊急時対応マニュアルの作成に向けた情報提

供や作成支援の実施 

 感染症予防に必要な物品の導入補助の実施 

健康福祉局障害施設サービ

ス課 

  

キ スタッフの人

材育成・セルフケ

アのための取組 

 民間支援団体等の職員の人材育成や離職防

止に向けて、支援スキル向上やセルフケアの

ための研修会の開催 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 
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図表 5-13：重点施策 5 における取組の方向性（つづき） 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策５ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

ク 連携会議によ

る情報共有 

 行政、医療、福祉・保健、司法などの関係機関

がお互いの理解を深め、依存症の問題に本人

等が必要な支援にアクセスしやすいネットワ

ークの構築を目指した連携会議の開催・参加 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 

  
こども青少年局中央児童相

談所 

  区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  

ケ 専門的な医療

機関の充実に向

けた研修等の実

施 

 依存症の治療に対応できる医療機関の充実

を図るため、精神科等の医療関係者に対する

研修等の実施 

健康福祉局こころの健康相

談センター 

健康福祉局精神保健福祉課 
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図表 5-14：重点施策 6 における取組の方向性 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策６ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

ア 連携会議によ

るサポート体制の

構築 

 身近な支援者が専門的な支援者と支援情報の

共有等の促進を図り、地域生活の中で回復し続

けられる支援体制の構築を目指すため、連携会

議の開催 

健康福祉局こころの健康

相談センター 

健康福祉局精神保健福祉

課 

  
こども青少年局中央児童

相談所 

  区高齢・障害支援課 

  区生活支援課 

  区こども家庭支援課 

  
イ 地域における

依存症の支援 

 地域生活の中での回復の継続のために、「精神

障害にも対応した地域包括ケアシステム」構築

に向けた協議の場等において、関係する各主体

と専門的な支援者が情報や技術を共有し、孤立

せず安心した地域生活を送れるような支援体

制の構築 

健康福祉局精神保健福祉

課 

  
ウ 回復や支援に

関する情報共有 

 依存症の様々な支援のあり方や回復プロセス

の共有及び関係機関への周知 

健康福祉局こころの健康

相談センター 

健康福祉局精神保健福祉

課 

  

エ 更生保護と一

体となったサポ

ート 

 保護観察所等と連携して、民間支援団体等に関

する情報提供や依存症以外の問題に関する相

談対応の実施 

 回復後も切れ目ない支援を継続するため、薬物

事犯による保護観察対象者を対象とするコホ

ート調査への協力 

健康福祉局こころの健康

相談センター 

健康福祉局精神保健福祉

課 

  

オ 就労の支援 

 行政と民間支援団体等が連携し、依存症からの

回復者を雇用する企業や関係機関に対し、依存

症からの回復と就労の両立のために必要な知

識等の普及啓発 

健康福祉局こころの健康

相談センター 

健康福祉局精神保健福祉

課 

  

 若者サポートステーションにおいて、就労に向

けて様々な困難を抱える 15～49 歳の人及び

その家族等を対象として、総合相談や就労セミ

ナー、就労訓練等の実施 

こども青少年局青少年育

成課 

  

 障害者就労支援センターにおいて、働くことを

希望する障害児・者を対象として、就労に関す

る相談、職場実習等を通じた適性把握、求職活

動支援や就労後の定着支援等の実施 

健康福祉局障害自立支援

課 
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図表 5-15：重点施策 6 における取組の方向性（つづき） 

施  策 取 組 の 方 向 性 

担 当 課 重点施策６ 

  (1)  総合的な依存症対策の取組 

  

カ 自立後の住ま

いの確保 

 依存症からの回復を続ける人や、依存症に関連

する犯罪により刑務所等から出所した人が地

域の中で住み続けられるよう、依存症に関する

正しい知識の普及啓発の実施 

健康福祉局こころの健康

相談センター 

健康福祉局精神保健福祉

課 

  

 住宅に困窮する低額所得者で横浜市内に在住

または在勤の人に対して、公募により市営住宅

の提供 

建築局市営住宅課 

  

 低額所得者、障害者等が民間賃貸住宅への入

居をしやすくする仕組みとして「住宅セーフティ

ネット制度」の活用 

 住宅確保要配慮者の居住支援を充実させるた

め、横浜市居住支援協議会と不動産事業者や

福祉支援団体、区局の連携を強化する制度の

検討 

建築局住宅政策課 

 

 （４） 継続的な現状把握 

依存症の本人を取り巻く環境や本人が置かれた状況は、目まぐるしく変化するこ

とが予想されます。また、それに伴い、国や県における政策なども見直しが行われる

ものと考えられます。 

本市においては、国や県における最新の政策動向や研究動向を常に把握するとと

もに、依存症問題に関する調査研究を継続的に行い、必要に応じて計画内容の見直

し等に活用していきます。 
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1 
 

＜計画策定の趣旨＞ 

 本計画は、本市の依存症対策の取組と、民間支援団体等が積み上げてきた活動を結びつけ、依存症に関す

る支援の方向性を打ち出し、関係者と共有することで包括的な支援の提供を目指すものです。 

 
＜計画策定の位置付け＞ 

 本計画は国の「依存症対策総合支援事業実施要綱」（以下「実施要綱」という。）において定められた、地域支援

計画として策定するものです。 

 本計画は、国、神奈川県及び本市における関連計画との整合を図りながら策定しました。 

 本計画は、①「横浜市精神保健福祉審議会 依存症対策検討部会」（以下「検討部会」という。）での議論、②「横

浜市依存症関連機関連携会議」（以下「連携会議」という。）での議論、③関係機関等に対する各種調査といっ

た取組を通じ、幅広い意見を取り入れながら策定を進めました。 

 

＜計画の期間＞ 

 本計画の計画期間は、令和 3 年度～令和 7 年度の 5 年間とします。 

 

＜計画の対象＞ 

 本計画は、アルコール・薬物・ギャンブル等依存症の 3 つを主たる施策の対象としつつ、ゲーム障害といった新

しい依存症など、その他の依存症も含む依存症全般を視野に入れた内容として策定しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 計画策定の趣旨・位置付け 

２ 用語の定義 

用語 定義 

依存症 

 アルコールや薬物などの物質の使用や、ギャンブル等やゲームなどの行為を繰り返すことによ

って脳の状態が変化し、日常生活や健康に問題が生じているにもかかわらず、「やめたいと思

わない」「やめたくても、やめられない」「コントロールできない」状態である 

 国際疾病分類（ICD-11）では、物質使用及び嗜癖行動による障害に位置付けられている 

 本人の意志の弱さや家族等の周囲の人の努力不足によるものではなく、様々な生きづらさや

孤独を抱えるなど、原因や背景は様々であり、適切な医療や支援につながることで回復できる 

回復 
 依存症の本人や家族等の抱える困難が軽減され、より自分らしく健康的な暮らしに向かって進

んでいけること、自分らしく健康的な暮らしを続けること 

横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）（素案）【概要版】 

第 1 章 計画の概要 
 

 本計画では、以下のように用語の定義を行いました。 

アルコール・薬物・ギャンブル等依存症などの回復支援に向けた 

「横浜市依存症対策地域支援計画」（仮称）（素案）（計画期間：令和 3 年度～令和 7 年度） 

に対するパブリックコメントを実施しています。 
（実施期間：令和 3 年●月●日～●月●日） 

別紙２ 
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1 本市の依存症に関する状況 

２ 本市及び関係機関、民間支援団体等における取組と状況 

①身近な支援者 

 本市では、精神障害者生活支援センターや基幹相談支援センター、地域ケアプラザ、区役所の生活支援課など、依

存症の本人等の一次相談窓口となる身近な支援者が活動しています。 

 身近な支援者における相談では、アルコールをはじめとする依存症の問題が含まれることは珍しくない状況に

あり、こうした支援者が依存症問題に対する理解と対応力を高め、専門的な支援者との連携を強化していくこと

が、依存症の予防・早期発見・早期支援に向けて極めて重要と考えられます。 

②専門的な医療機関 

 神奈川県とともに選定している専門医療機関をはじめとして、依存症の治療等を行う医療機関が複数あり、依存症

の治療、合併する精神疾患への対応、障害福祉サービス等と連携した支援などが行われています。 

③民間支援団体等（回復支援施設・自助グループ等） 

 市内には多くの回復支援施設や自助グループ・家族会等が活動しており、依存症からの回復を目指し、様々なプロ

グラムの実施、あるいは依存症の問題を抱えた人たちや家族等が相互に支えあう取組を進めています。 

④行政（こころの健康相談センター等） 

 本市では、実施要綱に基づく依存症相談拠点である「こころの健康相談センター」（以下「ここセン」という。）と区役

所の精神保健福祉相談を中心に、関係機関と連携をしながら相談対応や支援施策を展開しています。 

第 2 章 本市における依存症に関連する状況と課題 
 

 平成 30 年度に実施された厚生労働科学研究の研究結果に基づく推計によると、アルコール依存症の生涯経験者

の割合は男性の 0.8％、女性の 0.2%となっています(※1)。 
 令和元年度に実施された国立精神・神経医療研究センターの調査結果によると、生涯で 1 度でも薬物（有機溶剤、

大麻、覚醒剤、MDMA、コカイン、ヘロイン、危険ドラッグ、ＬＳＤのうち何れかの薬物）の使用を経験した人の割

合は、2.5%となっています（※2）。 

 本市が令和元年 12 月～令和 2 年 3 月にかけて実施した調査の結果によると、過去 1 年以内にギャンブル等依

存症が疑われる人の割合の推計値は成人の 0.5％、生涯でギャンブル等依存症が疑われる人の割合の推計値は

成人の 2.2％となっています（※3）。 

 本市における依存症（アルコール・薬物・ギャンブル等・その他）に関する相談件数をみると、令和元年度には、ここ

ろの健康相談センターでのべ 1,028 件、区役所でのべ 2,369 件の相談を受け付けています（※4）。 
 

（※1）「2018 年わが国の成人の飲酒行動に関する全国調査」（厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 分担研究平成 30 年度報告書） 
（※2）国立精神・神経医療研究センター「薬物使用に関する全国住民調査（令和元年）」（令和元年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエ

ンス政策研究事業）分担研究報告書）） 

（※3）横浜市「横浜市民に対する娯楽と生活習慣に関する調査」（令和元年度） 
(※4)出典は横浜市資料。なお、「その他」の依存症への相談件数は平成 29 年度より抽出しているため、同年以降の相談件数を掲載 

こころの健康相談センターにおける 

依存症関連ののべ相談件数 
 

区役所における依存症関連ののべ相談件数 

相談窓口開設 
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 一次支援：依存症の予防に向けた普及啓発や偏見解消に向けた理解促進の取組をいう。 

 二次支援：依存症の早期発見・早期支援に向けた取組、依存症の支援につながっていない人、他の

支援を受けている人で依存問題を抱えている人への支援に向けた取組などをいう。 

 三次支援：依存症の本人やその家族等の回復を支えていくための取組をいう。また、民間支援団

体等や医療機関の活動支援なども含む。 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

フェーズ 課題 

一次支援に 

かかる課題 

① ライフステージに合わせた切れ目ない依存症に関する情報提供・啓発 

② 特に依存症のリスクが高まる時期に重点化した普及啓発 

③ 依存症に関する基本知識の普及啓発 

二次支援に 

かかる課題 

④ 依存症の本人やその家族等が早期に適切な支援につながるための普及啓発 

⑤ 依存症の複合的な背景を踏まえた重層的な早期支援体制の構築 

⑥ 身近な支援者等から専門的な支援者へ円滑につなぐ取組 

⑦ 専門的な支援者や家族等への支援 

三次支援に 

かかる課題 

⑧ 支援団体ごとの特色を生かし、多様なニーズに対応するための情報共有 

⑨ 支援者によるアセスメント力向上 

⑩ 専門的な支援者等が継続的に活動するための支援 

⑪ 様々な支援ニーズに取り組む民間支援団体等の運営面等の課題への対応 

⑫ 回復段階において新たに顕在化する課題への対応 

３ 計画課題の整理 

 本計画の策定にあたって、検討部会や連携会議での議論、各種調査等を通じ、一次支援から三次支援における１２

の「課題」を設定しました。 

本計画における一次・二次・三次支援の対象と定義 

※一般的に予防医学等で、一次「予防」、二次「予防」、

三次「予防」という用語が用いられます。今回用い

ている一次「支援」、二次「支援」、三次「支援」もほ

ぼ同じ意味で使用していますが、「予防」という言

葉には、「悪い事態の発生を前もって防ぐ」という

ような意味があり、回復のために努力を続けてい

る本人や家族等へ、より肯定的な用語となるよう、

「支援」という用語に置き換えました。 

本市における依存症対策にかかる課題 
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１ 基本理念 

２ 基本方針 

３ 基本方針の実現に向けた取組体制 

第３章 計画の目指すもの 
 

 本計画における基本理念は以下の通りです。 

【基本理念】 
依存症の本人や家族等の抱える困難が軽減され、 

より自分らしく健康的な暮らしに向かって進み続けるようにできること 

 先に掲げた基本理念を達成するため、本計画では、以下の通り基本方針を定めます。 

 

【基本方針】 
依存症の予防及び依存症の本人や家族等が 

自分らしく健康的に暮らすための支援に向け、 

関係者がそれぞれの強みを生かしながら、連携して施策を推進すること 

 基本方針の実現に向け、ここセン、区役所 精神保健福祉相談、専門的な医療機関、民間支援団体等、身近な支援者

などの関係者が一体となって依存症対策の取組を進めます。 

基本方針の実現に向けた取組体制 
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重点施策１ 予防に資する普及啓発 
【様々な年齢の方を対象として、様々な場所で普及啓発・予防教育を展開】 

【施策の一例】 

【若年層への啓発・依存症予防の知識の提供】 

○ 児童・生徒を対象としたパンフレットの配布などの教育・啓発を実施す

るほか、ホームページ等で広く青少年・若者向けの効果的な広報教育・

啓発を実施 

○ ゲーム障害に関して、正しい理解と適切な付き合い方について、小中学

校等と連携して普及啓発を実施 
 

【身近な支援者等による啓発】 

○ ライフステージの中で直面した問題を起因として依存症となることを防

止するため、身近な支援者における依存症の啓発や予防に向けた情報

提供などを実施 
 

【多量飲酒等の防止（適量な飲酒）への取組】 

○ 生活習慣病改善相談や健康づくり関連イベントなどの普及啓発の中で、

多量飲酒等の防止に向けた啓発等の取組を実施 
 

【薬物乱用防止への取組】 

○ 現在実施している不正大麻・けし撲滅運動や講習会、啓発の充実を図るとともに、薬物乱用防止庁内連絡

会を通じた関係機関との連携・情報共有を引き続き推進 

 

【高校の保健体育でのギャンブル等依存症教育】 

○ 平成30年に公示された高等学校の学習指導要領、および高等学校学習指導要領解説の内容を踏まえ、高

等学校で行われる保健体育の授業において、ギャンブル等依存症教育を実施 

重点施策２ 依存症に関する正しい理解、知識を広めるための普及啓発 
【依存症に対する偏見の解消や正しい理解の促進に向けて、市民全体を対象とした普及啓発の取組を推進】 

【施策の一例】 

【依存症について関心を持ち正しい理解を促進する 

普及啓発】 

○ 多くの市民が依存症の問題に関心を持ち、また、依

存症に関する正しい理解が進むよう、メディアやイ

ンターネットを活用した情報発信など、多くの人の

目に触れる手段・方法による情報の提供・発信を実

施 

○ 依存症理解促進のための市民向け講座を開催 

 

１ 一次支援にかかる重点施策 

第４章 取り組むべき施策 
 

 第 2 章で導出した 12 の課題に対応するため、6 つの重点施策を設定しました。各重点施策の内容と主な施策は以

下の通りです。 

依存症啓発パンフレット 

本市 依存症対策ホームページ 
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重点施策３ 相談につながるための普及啓発 

【本人や家族等が適切な相談支援機関につながれるよう、相談先に関する情報の提供や依存症の正しい知識の啓発を推進】 

【施策の一例】 

【依存症の本人や家族等が相談につながる普及啓発】 

○ 依存症の本人、その家族や友人・知人などが相談支援機関について情報を入手し、相談につながることができ

るよう、多くの人の目に触れる手段・方法により相談支援機関に関する情報の提供・発信を実施 
 

【家族等向けの啓発】 

○ 区役所の関係各課などに相談に来た家族等に対し、相談支援機関や専門的な支援者に関する情報提供などを

実施 

○ 家族等からの一次相談に基づき早期発見・早期支援につなげていくために、家

族等や身近な支援機関の職員などに、受診できる医療機関の周知を推進 
 

【インターネットを活用した情報提供】 

○ Web 上でできるチェックリストの提供や、チェック結果を踏まえて本人等のニ

ーズに合った相談・支援・医療機関の検索ができるＷｅｂサイトの作成などを実

施 

重点施策４ 身近な支援者等から依存症支援につなげるための取組 

【依存問題を抱える人の発見と専門的な支援者へのつなぎに向けた取組を推進】 

【施策の一例】 

【連携会議による支援情報の収集と共有等】 

○ 依存症の本人等に対する包括

的な支援を実施するため、関

係機関の連携や情報・課題の

共有を目的とした連携会議を

定期的に開催 
 

【支援ガイドラインの作成及び 

支援者向け研修の実施】 

○ 区役所関係各課や身近な支援

者から、専門的な支援者へ適

切なつなぎを行うための、支

援ガイドラインの作成を推進 
 

【区役所の関係各課が連携した 

相談等への対応】 

○ 区役所の精神保健福祉相談及び関係各課において、研修受講などを通じて、依存症の理解の向上と相談対応力

の強化を推進 

○ 相談を受けた担当課だけでは対応が難しい場合には、関係各課や関係機関と状況共有や連携した対応を実施 
 

【内科等での気付きとつなぎ】 

○ 内科等において依存症が疑われる事例をスクリーニングし、専門的な支援者へとつなぐための仕組みづくりを

検討 

○ 依存症の本人等が内科を受診した際に、医師などが依存症の可能性に気付き、専門的な医療機関や民間支援団

体等へつなぐことができるよう、医療従事者等向けに依存症にかかる情報提供や研修などを開催 

２ 二次支援にかかる重点施策 

相談を促す啓発カード 

横浜市依存症関連機関連携会議 体制

 

相談を促す啓発カード 
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重点施策６ 地域で生活しながら、回復を続けるこ

とをサポートする取組 
【回復支援施設から地域に生活の場を移した後に、孤立せず、

回復し続けられる取組を推進】 

【施策の一例】 

【連携会議によるサポート体制の構築】 

○ 連携会議を通して、支援者間の情報共有等の促進

を図り、地域で回復し続けられる支援体制の構築を

目指す 
 

【回復や支援に関する情報共有】 

○ 支援の質の向上と回復プロセスの周知に向け、

様々な回復プロセスを共有し、行政や民間支援団体

等、一般市民へ周知を実施 
 

【更生保護と一体となったサポート】 

○ 薬物等に関連する犯罪をした人が、社会の中で孤

立し、薬物使用を再び繰り返してしまうことを防ぐ

ため、保護観察所等と連携し、当事者に対して民間

支援団体等の情報提供や依存症以外の問題も含め

た相談対応を推進 

 
 
 

３ 三次支援にかかる重点施策 

重点施策 5 専門的な支援者による回復支援の取組 

【専門的な支援者による強みを生かした安定的な支援の実施や、施設の危機管理・人材育成等を支援する取組を推進】 

【施策の一例】 

【回復プログラム・家族教室の実施】 

○ ここセンにおいて、依存症の再発のサイン・対処法などを本人と一緒に

考える回復プログラムを実施 

○ ここセンや区役所において、家族等が依存症を学び、対応方法や回復

について考える家族教室を実施 
 

【民間支援団体等による依存症の本人や家族等への支援】 

○ 多様性のある本市の民間支援団体等が、それぞれの特性を生かして、

依存症の本人や家族等の回復に向けた取組を実施 
 

【民間支援団体等への活動支援】 

○ 民間支援団体等が継続して依存症の本人等を支援できるよう、ミーティング・普及啓発・相談等の団体の活動を

補助 

○ 男女共同参画センターにおいて、自助グループの活動場所の提供等の支援やセミナー開催の支援を実施 

【スタッフの人材育成・セルフケアのための取組】 

○ 民間支援団体等のスタッフの継続的な人材育成、スタッフの「燃え尽き（バーンアウト）」や離職の防止に向けて、

支援スキルの向上やセルフケアのための研修の開催や施設を越えたスタッフ間のネットワーク形成を支援 

 

「横浜市依存症対策地域支援計画」（仮称）（素案） 

についての意見記入用紙 
 

「横浜市依存症対策地域支援計画」（仮称）（素案）に対する 

御意見を御記入ください。 

 

御意見をいただく章

番号（あてはまるも

のに○） 

１．第 1 章について  ２．第 2 章について  

３．第 3 章について  ４．第 4 章について 

5．第 5 章について  ６．計画全般について 

御意見の内容をご記

入ください（自由記

述） 

 

  御記入いただき、ありがとうございました。 

◆本概要版の内容及び 
パブリックコメントに関するお問い合わせ先 
横浜市健康福祉局精神保健福祉課 
〒231-0005 横浜市中区本町２－22 京阪横浜ビル 10 階 

電話：045-662-3554 FAX：045-662-3525 

E-mail：kf-izon-kekaku@city.yokohama.jp 

mailto:kf-izon-kekaku@city.yokohama.jp
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1 関係主体に期待される役割 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

２ 計画の進行管理 

第 5 章 計画の推進体制 
 

料金受取人払郵便 

 

差出有効期間 

令和 3 年 
4 月 30 日まで 

「横浜市依存症対策地域支援計画」（仮称）（素案） 
への御意見をお寄せください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.e-

shinsei.city.yokohama.lg.jp/
yokohama/uketsuke/form.d
o?acs=izonsyoplanpubcom 

①
（推奨） 

御意見は、以下のいずれかの方法でお寄せください。 

 左記はがき（切手不要） ③郵送 

 045-662-3525 ④FAX 

横浜市中区本町２－22 

京阪横浜ビル 10 階 

 

横浜市健康福祉局 

精神保健福祉課 行 

 

2 3 1 – 8 7 9 0 

郵 便 は が き 

 横浜港局 

承認 

 
7003 

募集期間：令和 3 年●月●日(●)から 

令和 3 年●月●日(●)まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜御留意いただきたい点＞ 

 いただいた御意見の概要と、それに対する本市の考え方をまとめ、後日ホ

ームページで公表します。個別の回答はいたしませんので、御了承くださ

い。 

 いただいた御意見は公開する可能性がありますので、御承知おきくださ

い。 

 御意見に付記された氏名、住所等の個人情報につきましては適正に管理

し、本素案に対するパブリックコメントに関する業務にのみ利用させていた

だきます。 

 その他個人情報については、横浜市個人情報の保護に関する条例に従って

適正に取り扱います。 

よろしければ、あなたの情報を御記入ください 
 
■お住まい（あてはまるものに○をしてください） 

横浜市内    横浜市外 
 
■年代（あてはまるものに○をしてください） 

20 歳未満     20～39 歳    40～64 歳 

65～74 歳    75 歳以上 

 電子  kf-izon-kekaku@city.yokohama.jp 
 

②メール 

  

 本計画の推進のためには、関係主体がそれぞれの役

割を果たしながら、連携し、一体となって取り組む

ことが必要です。 

 また、一次支援～三次支援において、個々の団体・

機関等がそれぞれの専門性を発揮して支援を行う

とともに、自団体・機関が専門とする支援領域以外

でも可能な支援・活動のあり方を模索することが重

要です。 

 本計画では、ＰＤＣＡサイクルの手法を活用し、計

画全体の進行管理を行います。 

 また、重点施策ごとに指標を設け、計画の進捗状

況を点検します。指標の検証にあたっては、施策

ごとの取組の方向性を設定し、実績等の振り返り

を定期的に行います。 

【関係主体に期待される役割】 

◆ 身近な支援者（行政、福祉、一般医療機関、司法、教

育） 

依存症に関する情報収集、依存症問題への気付

きと専門的な支援へのつなぎ、依存症周辺問題

への対応など 

 

◆ 民間支援団体等（回復支援施設、自助グループ・家

族会） 

依存症啓発の担い手、依存症の人の治療・回復支

援など 

 

◆ 専門的な医療機関 

依存症啓発の担い手、依存症の人の治療・回復支

援など 

 

◆ 依存症関連施策の実施者としての行政（こころの

健康相談センター、健康福祉局精神保健福祉課、

区役所 精神保健福祉相談） 

依存症に関する情報収集、支援施策の企画・立

案、依存症啓発の担い手など 

0 0 5 
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第
だい

４期
き

横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プラン素
そ

案
あん

に係
かか

る 

パブリックコメントの実
じっ

施
し

結
けっ

果
か

について 
 

１ パブリックコメント実施
じ っ し

概要
がいよう

 

（１）実施
じ っ し

期間
き か ん

 

令和
れ い わ

２年
ねん

９月
がつ

16日
にち

～10月
がつ

15日
にち

 30日
にち

間
かん

 

（２）配布
は い ふ

部数
ぶ す う

 

素案
そ あ ん

：2,500部
ぶ

／素案
そ あ ん

（概要
がいよう

版
ばん

）：4,000部
ぶ

 

（３）配布
は い ふ

場所
ば し ょ

・配付
は い ふ

団体
だんたい

 

ア 配布
は い ふ

場所
ば し ょ

 

各
かく

区
く

役
やく

所
しょ

、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター、 

二次
に じ

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

、障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム、地域
ち い き

療育
りょういく

センター、 

市
し

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

、区
く

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

 

そのほか、本市
ほ ん し

ウェブサイトに素案
そ あ ん

、素案
そ あ ん

（概要
がいよう

版
ばん

）及
およ

び説明
せつめい

資料
しりょう

を掲載
けいさい

 

イ 配付
は い ふ

団体
だんたい

：32団体
だんたい

 

横浜市
よこはまし

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

連合会
れんごうかい

（加盟
か め い

10団体
だんたい

を含
ふく

む）、 

横浜市
よこはまし

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

を守
まも

る会
かい

連
れん

盟
めい

（加盟
か め い

13団体
だんたい

を含
ふく

む）、 

横浜市
よこはまし

精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

家族
か ぞ く

連合会
れんごうかい

、横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

連絡会
れんらくかい

、 

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム連絡会
れんらくかい

、横浜市
よこはまし

グループホーム連絡会
れんらくかい

、 

横浜市
よこはまし

精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

連合会
れんごうかい

、横浜市
よこはまし

知的
ち て き

障害
しょうがい

関連
かんれん

施設協
しせつきょう

議会
ぎ か い

、 

横浜市
よこはまし

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

育成会
いくせいかい

 

（４）パブリックコメント実施
じ っ し

前
まえ

及
およ

び期間
き か ん

中
ちゅう

の説明会
せつめいかい

等
とう

実施
じ っ し

状況
じょうきょう

 

ア 団体
だんたい

説明
せつめい

：６団体
だんたい

 

横浜市
よこはまし

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

連合会
れんごうかい

、横浜市
よこはまし

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

を守
まも

る会
かい

連
れん

盟
めい

、 

横浜市
よこはまし

精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

家族
か ぞ く

連合会
れんごうかい

、横浜市
よこはまし

精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

連合会
れんごうかい

、 

横浜市
よこはまし

知的
ち て き

障害
しょうがい

関連
かんれん

施設協
しせつきょう

議会
ぎ か い

、横浜市
よこはまし

地域
ち い き

子育
こ そ だ

て支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

 

イ オンライン配信
はいしん

 

・＃おたがいハマトーク ：10月
がつ

７日
にち

(水
すい

)生
なま

放送
ほうそう

（以後
い ご

、録画
ろ く が

配信
はいしん

） 

・＃おたがいハマセミナー：10月
がつ

８日
にち

(木
もく

)生
なま

放送
ほうそう

（以後
い ご

、録画
ろ く が

配信
はいしん

） 

※「＃おたがいハマ」…新型
しんがた

コロナウイルスに向
む

き合
あ

う産
さん

官
かん

学
がく

民
みん

の共
きょう

創
そう

プラ

ットホーム 

資料
しりょう

２－１ 



２ パブリックコメント 結果
け っ か

概要
がいよう

 

（１）提出
ていしゅつ

人数
にんずう

及
およ

び提出
ていしゅつ

件数
けんすう

 

146人
にん

／820件
けん

 

（内訳
うちわけ

）郵送
ゆうそう

…………48人
にん

／117件
けん

 

電子
で ん し

メール…72人
にん

／488件
けん

 

ＦＡＸ
ふぁっくす

………２人
にん

／ 20件
けん

 

その他
た

………24人
にん

／195件
けん

（説明会
せつめいかい

等
とう

） 

（２）意見
い け ん

の分類
ぶんるい

 

計画
けいかく

全般
ぜんぱん

………………………………………  50件
けん

（ 5.9 ％
ぱーせんと

） 

基本
き ほ ん

目標
もくひょう

……………………………………… 13件
けん

（ 1.5 ％
ぱーせんと

） 

基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて必要
ひつよう

な視点
し て ん

……… 18件
けん

（ 2.1 ％
ぱーせんと

） 

様々
さまざま

な生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの…………… 161件
けん

（19.0 ％
ぱーせんと

） 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

１ 住
す

む・暮
く

らす……………… 161件
けん

（19.0 ％
ぱーせんと

） 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

２ 安全
あんぜん

・安心
あんしん

………………    77件
けん

（ 9.1 ％
ぱーせんと

） 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

３ 育
はぐく

む・学
まな

ぶ…………………132件
けん

（15.5 ％
ぱーせんと

） 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

４ 働
はたら

く・楽
たの

しむ……………… 99件
けん

（11.7 ％
ぱーせんと

） 

障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

で支
ささ

える基盤
き ば ん

の整備
せ い び

… 41件
けん

（ 4.8 ％
ぱーせんと

） 

P
ぴー

D
でぃー

C
しー

A
えー

サイクルによる計画
けいかく

の見直
み な お

し…… ５件
けん

（ 0.6 ％
ぱーせんと

） 

その他
た

…………………………………………  93件
けん

（10.9 ％
ぱーせんと

） 

計
けい

 850件
けん

（複数
ふくすう

の分類
ぶんるい

に該当
がいとう

する意見
い け ん

があるため、提出
ていしゅつ

件数
けんすう

と一致
い っ ち

しません） 

（３）意見
い け ん

への対応
たいおう

 

反映
はんえい

…… 32件
けん

（ 3.9 ％
ぱーせんと

） 

賛同
さんどう

…… 21件
けん

（ 2.6 ％
ぱーせんと

） 

包含
ほうがん

……146件
けん

（17.8 ％
ぱーせんと

） 

参考
さんこう

……574件
けん

（70.0 ％
ぱーせんと

） 

その他
た

… 47件
けん

（ 5.7 ％
ぱーせんと

） 

計
けい

………820件
けん

 

 

３ 原案
げんあん

(案
あん

)への反映
はんえい

 

資料
しりょう

２－２「原案
げんあん

(案
あん

)への反映
はんえい

・修正
しゅうせい

箇所
か し ょ

」及
およ

び資料
しりょう

２－３「原案
げんあん

(案
あん

)に反映
はんえい

す

るパブリックコメント意見
い け ん

一覧
いちらん

」のとおり 

 



４ スケジュール 

令和
れ い わ

２年
ねん

12月
がつ

  第
だい

２回
かい

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

 

  同
どう

年
ねん

同
どう

月
げつ

  パブリックコメント実施
じ っ し

結果
け っ か

の公表
こうひょう

 

令和
れ い わ

３年
ねん

２月
がつ

頃
ころ

 第
だい

１回
かい

市会
し か い

定例会
ていれいかい

 

令和
れ い わ

３年
ねん

３月
がつ

  第
だい

３回
かい

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

 



原
案

げ
ん

あ
ん

(案あ
ん

)へ
の

反
映

は
ん

え
い

・
修

正
し

ゅ
う

せ
い

箇
所

か
し

ょ

 

１
 
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

意
見

い
け

ん

の
反

映
は

ん
え

い

箇
所

か
し

ょ

 

素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
備

考
び

こ
う

 

1
2
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

２
章し
ょ
う

３
（
４

）
 

精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

 

２
倍ば
い

以
上

い
じ
ょ
う

増ふ

え
て
い

ま
す
。

 
２
倍ば
い

以
上

い
じ
ょ
う

増ふ

え
て
い

ま
す
。

 

な
お
、

精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

保
健

ほ
け

ん

福
祉

ふ
く

し

手
帳

て
ち
ょ
う

は
、

長ち
ょ
う

期き

に
わ
た
り

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

ま
た
は

社
会

し
ゃ
か
い

生
活

せ
い
か
つ

へ
の

制
約

せ
い
や
く

が
あ
る

人ひ
と

を
対

象
た
い
し
ょ
う

と
す
る

も
の
で

す
。

一
方

い
っ
ぽ
う

で
、
医
療

い
り
ょ
う

の
観
点

か
ん
て
ん

で
捉と
ら

え
た

場
合

ば
あ

い

、

自
立

じ
り

つ

支
援

し
え

ん

医
療

い
り
ょ
う

（
精
神

せ
い
し
ん

通
院

つ
う
い
ん

医
療

い
り
ょ
う

）
の

受
給

じ
ゅ
き
ゅ
う

者し
ゃ

数す
う

は
、

令
和

れ
い

わ

元
年
度

が
ん

ね
ん

ど

で
約や
く

6
3

,0
0

0
人に
ん

と
な
っ
て

い
ま
す
。

通
院

つ
う
い
ん

を
継
続

け
い
ぞ
く

し
な
が
ら

生
活

せ
い
か
つ

を
保た
も

て

て
い
る

人ひ
と

が
い

る
こ
と
を

踏ふ

ま
え
つ
つ
、

手
帳

て
ち
ょ
う

所
持

し
ょ

じ

者し
ゃ

数す
う

だ
け
で
は

全
体

ぜ
ん
た
い

像ぞ
う

を
捉と
ら

え
き
れ
な

い

こ
と
を

認
識

に
ん
し
き

し
て

お
く

必
要

ひ
つ
よ
う

が
あ
り

ま
す
。

 

通と
お

し
番
号

ば
ん
ご
う

3
8

6
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん
え
い

 

1
7
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

 １
 

基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く
ひ
ょ
う

 

 ※
そ

の
他た

、
基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く
ひ
ょ
う

の

記
載

き
さ

い

箇
所

か
し

ょ

も
同
様

ど
う
よ
う

 

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ
る

人ひ
と

も
な

い
人ひ
と

も
、
相
互

そ
う

ご

に
人
格

じ
ん
か
く

と

個
性

こ
せ

い

を
尊

重
そ
ん
ち
ょ
う

し
あ

い
な

が
ら

、
地
域

ち
い

き

共
生

き
ょ
う
せ
い

社
会

し
ゃ
か
い

の
一
員

い
ち
い
ん

と
し

て
、

自み
ず
か

ら
の

意
思

い
し

に
よ

り

自
分

じ
ぶ

ん

ら
し

く
生い

き
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

ヨ
コ

ハ
マ
を

目
指

め
ざ

す
。

 

誰だ
れ

も
が

人
格

じ
ん
か
く

と
個
性

こ
せ

い

を
尊

重
そ
ん
ち
ょ
う

し
あ
い
な
が

ら
、

地
域

ち
い

き

共
生

き
ょ
う
せ
い

社
会

し
ゃ
か
い

の
一
員

い
ち
い
ん

と
し
て

、
自み
ず
か

ら
の

意
思

い
し

に
よ
り

自
分

じ
ぶ

ん

ら
し

く
生い

き
る
こ

と
が
で
き

る
ま
ち
ヨ

コ
ハ
マ
を

目
指

め
ざ

す
。

 

通と
お

し
番
号

ば
ん
ご
う

5
2
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん
え
い

 

資料
しりょう

２－２ 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
備

考
び

こ
う

 

1
8
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

 ２
 

基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く
ひ
ょ
う

の
実
現

じ
つ

げ
ん

に
向む

け

て
必
要

ひ
つ
よ
う

な
視
点

し
て

ん

 

行
政

ぎ
ょ

う
せ
い

が
様
々

さ
ま

ざ
ま

な
施
策

し
さ

く

・
事
業

じ
ぎ
ょ
う

を
進す
す

め
て

い
く

上う
え

で
必
要

ひ
つ

よ
う

な
考か
ん
が

え
方か
た

・
視

点
し

て
ん

を
設
定

せ
っ
て
い

し
ま

し
た

。
 

行
政

ぎ
ょ
う
せ
い

が
様

々
さ
ま
ざ
ま

な
施

策
し

さ
く

・
事
業

じ
ぎ

ょ
う

を
進す
す

め
て

い
く

上う
え

で
は

、
ま

ず
、
障

害
し
ょ
う
が
い

の
あ
る

人ひ
と

の
視
点

し
て

ん

を
踏ふ

ま
え

て
い

く
こ

と
が

重
要

じ
ゅ
う
よ
う

で
す
。
こ

こ
で
は
、
そ

れ
に

加く
わ

え
て

必
要

ひ
つ
よ
う

と
な

る
考か
ん

が

え
方か

た

・
視

点
し

て
ん

を
設
定

せ
っ

て
い

し

ま
し

た
。

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

5
5

4
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

2
7
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

０
－
３

 

「
成

年
せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

申
立

も
う

し
た

て
及お

よ

び

報
酬

ほ
う
し
ゅ
う

助
成

じ
ょ
せ
い

件け
ん

数す
う

」
 

指
標
名

し
ひ

ょ
う
め

い

：
 

成
年

せ
い

ね
ん

後
見

こ
う

け
ん

申
立

も
う
し
た

て
及お
よ

び
報

酬
ほ
う
し
ゅ
う

助
成

じ
ょ
せ
い

件け
ん

数す
う

 

指
標

名
し
ひ
ょ
う
め
い

：
 

・
成

年
せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

制
度

せ
い

ど

区
長

く
ち
ょ
う

申
立

も
う

し
た

て
件け
ん

数す
う

 

・
成

年
せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

人に
ん

等と
う

報
酬

ほ
う
し
ゅ
う

助
成

じ
ょ

せ
い

件け
ん

数す
う

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

8
6
、8

7
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

2
8
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

０
－
３

 

「
代
筆

だ
い
ひ
つ

・
代
読

だ
い

ど
く

サ
ー
ビ

ス
」
 

 

視
覚

し
か

く

に
障

害
し

ょ
う

が
い

の
あ

る
人ひ
と

が
日

常
に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

の
中な
か

で

代
筆

だ
い

ひ
つ

ま
た
は

代
読

だ
い
ど
く

が
必

要
ひ
つ
よ
う

な
と

き
に

 

視
覚

し
か

く

等と
う

に
障

害
し
ょ
う
が
い

の
あ

る
人ひ

と

が
日

常
に

ち
じ

ょ
う

生
活

せ
い

か
つ

の
中な

か

で
代

筆
だ
い
ひ
つ

ま
た

は
代

読
だ
い
ど
く

が
必

要
ひ

つ
よ

う

な
と
き
に

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

6
3
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
備

考
び

こ
う

 

2
8
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

０
－
４

 

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

 

わ
か
り
や

す
い

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

提
供

て
い
き
ょ
う

や
、
障

害
し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ

ー
ビ

ス
の

利
用

り
よ

う

調
整

ち
ょ
う
せ
い

、
本

人
ほ
ん
に
ん

が
自み
ず
か

ら
解

決
か
い
け
つ

す

る
力ち
か

ら

を
高た

か

め
て

い
く

た
め

の
支
援

し
え

ん

、
家

族
か

ぞ
く

支
援

し
え

ん

、
困こ

ま

っ
て

い
る

人ひ
と

に
寄よ

り
添そ

う
伴

走
ば
ん
そ
う

型が
た

支
援

し
え

ん

な
ど
、
様
々

さ
ま
ざ
ま

な
機

能
き

の
う

や
役

割
や
く
わ
り

、
障

害
し
ょ
う
が
い

の
あ

る
人ひ
と

の
特
性

と
く

せ
い

や
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

な
ど

に
応お
う

じ

て
、
分
担

ぶ
ん

た
ん

・
連
携

れ
ん
け
い

を
し

な
が

ら
、
本

人
ほ
ん
に
ん

の
希

望
き

ぼ
う

す

る
暮く

ら
し

を
実

現
じ
つ
げ
ん

で
き

る
よ

う
支さ
さ

え
て

い
き

ま

す
。

 

わ
か

り
や

す
い

情
報

じ
ょ
う
ほ
う

提
供

て
い

き
ょ
う

や
、

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ

ー
ビ

ス
の

利
用

り
よ

う

調
整

ち
ょ
う
せ
い

、
本
人

ほ
ん

に
ん

が
自み
ず

か

ら
解

決
か

い
け

つ

す
る

力ち
か
ら

を
高た
か

め
て

い
く

た
め

の
支
援

し
え

ん

、
家
族

か
ぞ

く

支
援

し
え

ん

、
困こ
ま

っ
て

い
る

人ひ
と

に
寄よ

り
添そ

う
伴

走
ば

ん
そ

う

型が
た

支
援

し
え

ん

な
ど

を

行
い

ま
す

。
障

害
し
ょ
う
が
い

特
性

と
く
せ
い

や
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

な

ど
に

応お
う

じ
て

、
各か
く

機
関

き
か

ん

の
様
々

さ
ま

ざ
ま

な
機

能
き

の
う

や
役
割

や
く

わ
り

を

活
用

か
つ
よ
う

し
、

本
人

ほ
ん
に
ん

の
希

望
き

ぼ
う

す
る

暮く

ら
し
を

実
現

じ
つ

げ
ん

で
き

る
よ

う
支さ
さ

え
て

い
き

ま
す

。
 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

3
0

3
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

3
0
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

０
－
４

 

「
総
合
的

そ
う
ご
う
て
き

・
専
門
的

せ
ん

も
ん
て

き

な
相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

」
 

事
業

じ
ぎ

ょ
う

名め
い

：
 

総
合
的

そ
う

ご
う
て

き

・
専
門

的
せ

ん
も
ん
て
き

な
相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

名め
い

：
 

障
害

し
ょ
う
が
い

の
種

別
し
ゅ
べ
つ

や
各

種
か
く
し
ゅ

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
た

い
お

う

で
き

る

総
合

的
そ
う
ご
う
て
き

・
専

門
的

せ
ん
も
ん
て
き

な
相

談
そ
う
だ

ん

支
援

し
え

ん

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

4
0

8
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

3
5
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

 
生
活

せ
い

か
つ

の
場

面
ば

め
ん

１
 

住す

む
・

暮く

ら
す
 

 

し
か
し
、
自
分

じ
ぶ

ん

の
意

志
い

し

で
選

択
せ
ん
た
く

す
る

た
め

に
は

、 
し

か
し

、
自

分
じ

ぶ
ん

の
意
思

い
し

で
選
択

せ
ん

た
く

す
る

た
め

に
は
、

 
通と

お

し
番
号

ば
ん

ご
う

8
8
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

3
5
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

 
生
活

せ
い

か
つ

の
場

面
ば

め
ん

１
 

住す

む
・

暮く

ら
す

 

ど
の

よ
う

な
支

援
し

え
ん

が
あ

れ
ば

希
望

き
ぼ

う

ど
お

り
暮く

ら

せ
る
の
か

、
 

通か
よ

い
先さ

き

や
行い

き
た

い
と

こ
ろ

へ
の

移
動

い
ど

う

手
段

し
ゅ

だ
ん

な

ど
も

含
め

、
ど

の
よ

う
な

支
援

し
え

ん

が
あ
れ
ば
希
望

き
ぼ

う

ど

お
り

暮く

ら
せ

る
の

か
、

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

2
1
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
備

考
び

こ
う

 

3
9
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

１
－
２

暮く

ら
し

 

欠か

か
せ
ま
せ

ん
。
自

身
じ

し
ん

の
障

害
し
ょ
う
が
い

に
よ
っ

て
子こ

育そ
だ

て
や

介
護

か
い

ご

に
不

安
ふ

あ
ん

が
あ

る
人ひ

と

の
困こ
ま

り
ご

と
を

受う

け
止と

め
て
い

く
こ

と
も

重
要

じ
ゅ
う
よ
う

で
す

。
 

欠か

か
せ

ま
せ

ん
。

<
段

落
だ
ん
ら

く

変か

え
>

 

日
々

ひ
び

の
暮く

ら
し

だ
け

で
な
く
、
人
生

じ
ん

せ
い

に
は
節

目
ふ

し
め

と
な

る
様

々
さ
ま
ざ
ま

な
出

来
事

で
き

ご
と

が
あ

り
ま

す
。

障
害

し
ょ

う
が
い

の

あ
る

人ひ
と

が
恋

愛
れ
ん
あ
い

、
結

婚
け
っ
こ
ん

、
出

産
し

ゅ
っ

さ
ん

、
子
育

こ
そ

だ

て
、
家
族

か
ぞ

く

の
介

護
か

い
ご

な
ど

を
考か
ん
が

え
た

と
き

に
、

周
囲

し
ゅ

う
い

の

無
理

解
む

り
か

い

が
本
人

ほ
ん
に
ん

の
選

択
肢

せ
ん

た
く

し

を
狭せ

ば

め
な

い
よ

う
、

社
会

し
ゃ
か
い

全
体

ぜ
ん
た
い

の
理

解
り

か
い

促
進

そ
く
し
ん

が
大

切
た

い
せ

つ

で
す
。

 

そ
し

て
、

本
人

ほ
ん
に
ん

が
自

分
じ

ぶ
ん

に
と
っ
て

良よ

い
と

思お
も

う

選
択

せ
ん
た
く

が
で

き
る

よ
う

、
家
族

か
ぞ

く

や
支
援
者

し
え

ん
し

ゃ

な
ど
周
囲

し
ゅ

う
い

の
人ひ
と

た
ち

が
困こ
ま

り
ご

と
や

悩な
や

み
を

受う

け
止と

め
、

寄よ

り
添そ

い
、

丁
寧

て
い
ね
い

に
相

談
そ
う
だ
ん

に
乗の

る
こ
と
が

求も
と

め
ら

れ

ま
す

。
加く
わ

え
て

、
本

人
ほ
ん
に
ん

が
知
識

ち
し

き

や
情

報
じ

ょ
う

ほ
う

を
得え

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
か
ん
き
ょ
う

づ
く

り
な

ど
も

重
要

じ
ゅ

う
よ
う

な

要
素

よ
う

そ

の
一ひ
と

つ
で

す
。

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

 2
4

8
、

4
5

8
、

4
7

8
、

4
8

0
、

5
2

4
の
意
見

い
け

ん

を
反

映
は

ん
え

い

 

4
2
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

１
－
２

（
１
）

 

「
精

神
せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

に
も

対
応

た
い

お
う

し

た
地
域

ち
い

き

包
括

ほ
う
か
つ

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
」

 

医
療

い
り

ょ
う

・
保
健

ほ
け

ん

・
福
祉

ふ
く

し

の
連

携
れ
ん
け
い

の
も

と
、「

協
議

き
ょ
う
ぎ

の

場ば

」
に
お
い

て
 

医
療

い
り
ょ
う

・
保

健
ほ

け
ん

・
福

祉
ふ

く
し

の
連
携

れ
ん

け
い

の
も

と
、
各
区

か
く

く

福
祉

ふ
く

し

保
健

ほ
け

ん

セ
ン

タ
ー

、
精

神
せ
い
し
ん

障
害

し
ょ

う
が
い

者し
ゃ

生
活

せ
い

か
つ

支
援

し
え

ん

セ
ン

タ
ー

、
基
幹

き
か

ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

セ
ン

タ
ー

を
核か

く

と
し

た

「
協

議
き
ょ
う
ぎ

の
場ば

」
に

お
い
て

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

3
9

4
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
備

考
び

こ
う

 

4
7
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

１
－
２

（
２
）

 

「
後
見

こ
う
け
ん

的て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

」
 

障
害

し
ょ

う
が
い

者し
ゃ

本
人

ほ
ん

に
ん

や
家
族

か
ぞ

く

に
寄よ

り
添そ

う
「

伴
走

ば
ん
そ
う

型が
た

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

」
と
し

て
日

頃
ひ

ご
ろ

か
ら

関か
か

わ
る
こ

と
で
、 

障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

本
人

ほ
ん
に
ん

や
家
族

か
ぞ

く

に
寄よ

り
添そ

い
、

漠
然

ば
く

ぜ
ん

と
し

た
将

来
し
ょ
う
ら
い

の
不
安

ふ
あ

ん

や
悩な
や

み
を

一
緒

い
っ

し
ょ

に
考か
ん

が

え
、

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

 5
7
、

1
3

9
、

5
0

5
、

7
4

3
、

7
7

0
、

7
7

2
、

7
7

4
の
意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
備

考
び

こ
う

 

5
3
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

ト
ピ

ッ
ク

「
医
療

い
り

ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し

ゃ

へ
の

支
援

し
え

ん

」
 

「
医
療

い
り

ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し
ゃ

へ
の

支
援

し
え

ん

」
 

（
前

略
ぜ

ん
り

ゃ
く

）
 

課
題

か
だ

い

で
す
。

 

    
そ

の
た

め
、

医
療

い
り
ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し
ゃ

が
地

域
ち

い
き

で

生
活

せ
い

か
つ

す
る
の

に
（

中
略

ち
ゅ
う
り
ゃ
く

）
実
施

じ
っ

し

し
て

い
ま

す
。

現
在

げ
ん

ざ
い

（
中

略
ち

ゅ
う

り
ゃ
く

）
 

   ①
 

医
療

い
り

ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し
ゃ

と
そ

の
家
族

か
ぞ

く

、

（
中

略
ち

ゅ
う

り
ゃ

く

）
 

④
 

医
療

い
り

ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し
ゃ

や
地

域
ち

い
き

の
施

設
し

せ
つ

、

（
中

略
ち

ゅ
う

り
ゃ

く

）
 

医
療

い
り

ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し

ゃ

が
安

心
あ
ん
し
ん

し
て

生
活

せ
い
か
つ

が
で

き

る
よ
う
に

し
て

い
き

ま
す

。
 

「
医

療
い
り
ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し
ゃ

等と
う

へ
の
支
援

し
え

ん

」
 

（
前

略
ぜ
ん
り
ゃ
く

）
 

課
題

か
だ

い

で
す

。
こ

う
し

た
課
題

か
だ

い

は
、
日

常
に

ち
じ

ょ
う

的て
き

な
医
療

い
り

ょ
う

的て
き

ケ
ア

の
な

い
重

症
じ
ゅ
う
し
ょ
う

心
身

し
ん

し
ん

障
害

し
ょ

う
が
い

児じ

・
者し
ゃ

に
つ

い
て

も
同

様
ど
う
よ
う

で
す

。
 

そ
こ

で
、

医
療

い
り
ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し

ゃ

や
重

症
じ

ゅ
う

し
ょ

う

心
身

し
ん

し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

児じ

・
者し

ゃ

が
地

域
ち

い
き

で
生
活

せ
い

か
つ

す
る

の
に

（
中

略
ち
ゅ
う
り
ゃ
く

）
実
施

じ
っ

し

し
て
い

ま
す
。
こ

こ
で
「

等と
う

」

と
あ

る
の

は
、

医
療

い
り
ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し

ゃ

と
同お
な

じ
課
題

か
だ

い

が
あ

る
重

症
じ
ゅ
う
し
ょ
う

心
身

し
ん
し
ん

障
害

し
ょ
う

が
い

児じ

・
者し

ゃ

を
含ふ

く

む
幅は
ば

広ひ
ろ

い
意い

味み

合あ

い
が

あ
り

ま
す
。

<
段
落

だ
ん

ら
く

変か

え
>

 

現
在

げ
ん
ざ
い

（
中

略
ち
ゅ
う
り
ゃ
く

）
 

①
 

医
療

い
り
ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し

ゃ

や
重

症
じ

ゅ
う

し
ょ

う

心
身

し
ん

し
ん

障
害

し
ょ

う
が
い

児じ

・
者し
ゃ

と
そ

の
家

族
か

ぞ
く

、（
中

略
ち

ゅ
う

り
ゃ

く

）
 

④
 

医
療

い
り
ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し

ゃ

、
重

症
じ

ゅ
う

し
ょ

う

心
身

し
ん

し
ん

障
害

し
ょ

う
が
い

児じ

・
者し
ゃ

や
地
域

ち
い

き

の
施

設
し

せ
つ

、（
中

略
ち

ゅ
う

り
ゃ

く

）
 

医
療

い
り
ょ
う

的て
き

ケ
ア

児じ

・
者し

ゃ

や
重

症
じ

ゅ
う

し
ょ

う

心
身

し
ん

し
ん

障
害

し
ょ

う
が
い

児じ

・
者し
ゃ

と
そ

の
家

族
か

ぞ
く

が
安

心
あ
ん
し
ん

し
て

生
活

せ
い

か
つ

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

き
ま

す
。

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

7
4

2
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
備

考
び

こ
う

 

6
2
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

3
章し
ょ
う

３
－
１
（

２
）

 

「
地
域

ち
い

き

訓
練
会

く
ん
れ
ん
か

い

運
営
費

う
ん

え
い

ひ

 

助
成

じ
ょ
せ
い

事
業

じ
ぎ
ょ
う

」
の

下し
た

 

（
記
載

き
さ

い

な
し
）

 
事

業
じ
ぎ
ょ
う

名め
い

：
 

ペ
ア

レ
ン

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
実
施
者

じ
っ

し
し

ゃ

の
養

成
よ

う
せ

い

 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

内
容

な
い
よ
う

：
 

子こ

ど
も

本
人

ほ
ん
に
ん

へ
の

支
援

し
え

ん

と
合あ

わ
せ

て
重

要
じ

ゅ
う

よ
う

で
あ

る
保

護
者

ほ
ご

し
ゃ

へ
の

支
援

し
え

ん

と
し

て
、
主お
も

に
障
害
児

し
ょ

う
が
い

じ

通
所

つ
う

し
ょ

支
援

し
え

ん

事
業

所
じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

等と
う

に
お

い
て

、
職

員
し

ょ
く

い
ん

に
対た
い

し
ペ

ア

レ
ン

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
実
施
者

じ
っ

し
し

ゃ

養
成

よ
う

せ
い

研
修

け
ん

し
ゅ
う

を

行お
こ
な

い
ま

す
。

 

中
間

期
ち
ゅ
う
か
ん
き

目
標

も
く
ひ
ょ
う

：
 

推
進

す
い
し
ん

 

目
標

も
く
ひ
ょ
う

：
 

推
進

す
い
し
ん

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

 5
3

9
、

5
7

2
の

意
見

い
け

ん

を

反
映

は
ん

え
い

 

6
2
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

3
章し
ょ
う

３
－
１
（

２
）

 

「
障

害
し
ょ
う
が
い

児じ

相
談

そ
う

だ
ん

」
 

令
和

れ
い

わ

３
年
度

ね
ん

ど

：
9

5
か

所し
ょ

 

令
和

れ
い

わ

４
年
度

ね
ん

ど

：
1

0
3
か

所し
ょ

 

令
和

れ
い

わ

５
年
度

ね
ん

ど

：
1

1
2
か

所し
ょ

 

令
和

れ
い

わ

３
年

度
ね

ん
ど

：
1

3
5
か

所し
ょ

 

令
和

れ
い

わ

４
年

度
ね

ん
ど

：
1

4
7
か

所し
ょ

 

令
和

れ
い

わ

５
年

度
ね

ん
ど

：
1

6
0
か

所し
ょ

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

4
1

0
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

7
3
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

４
－
３

（
１
）

 

「
障

害
し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

ス
ポ

ー
ツ

の

啓
発

け
い
は
つ

と
理
解

り
か

い

の
促
進

そ
く

し
ん

」
 

東
京

と
う

き
ょ
う

 2
0

2
0
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
よ

り
高た
か

ま
る

関
心

か
ん

し
ん

を
大
会
後

た
い

か
い

ご

の
障

害
し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

ス
ポ

ー
ツ

の
普
及

ふ
き
ゅ
う

啓
発

け
い

は
つ

に
つ
な

げ
る

た
め

、
 

東
京

と
う
き
ょ
う

 2
0

2
0
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
よ

り
高た
か

ま
る

関
心

か
ん
し
ん

を
障

害
し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
ふ

き
ゅ

う

啓
発

け
い

は
つ

に
つ

な

げ
る

た
め

、
 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

1
0

6
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
備

考
び

こ
う

 

7
6
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

４
章し
ょ
う

３
（
１

）
 

機
能

き
の

う

１
 

相
談

そ
う

だ
ん

 

ま
た
、
地
域

ち
い

き

で
の

障
害

し
ょ
う
が
い

理
解

り
か

い

が
進す
す

み
、
横

浜
市

よ
こ

は
ま

し

後
見

こ
う

け
ん

的て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

な
ど

既
存

き
ぞ

ん

の
社
会

し
ゃ
か
い

資
源

し
げ

ん

を

活
用

か
つ

よ
う

し
た

緩ゆ
る

や
か

な
見

守
み

ま
も

り
が

機
能

き
の

う

し
て

い
ま

す
。

 

＜
全

文
ぜ
ん
ぶ
ん

削
除

さ
く
じ
ょ

＞
 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

5
4

3
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

7
8
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

４
章し
ょ
う

３
（
１

）
 

機
能

き
の

う

５
 

地
域

ち
い

き

の
体
制

た
い

せ
い

づ

く
り

 

障
害

し
ょ

う
が
い

の
あ

る
人ひ

と

を
地

域
ち

い
き

全
体

ぜ
ん
た
い

で
支さ

さ

え
る

具
体

的て
き

な
取
組

と
り

く
み

を
展
開

て
ん
か
い

し
て

い
ま

す
。

 

障
害

し
ょ
う
が
い

の
あ

る
人ひ

と

へ
の

緩ゆ
る

や
か

な
見
守

み
ま

も

り
な

ど

地
域

ち
い

き

全
体

ぜ
ん
た
い

で
支さ
さ

え
る

取
組

と
り
く

み

を
展
開

て
ん

か
い

し
て
い
ま
す
。

 

通と
お

し
番
号

ば
ん

ご
う

5
4

3
の

意
見

い
け

ん

を
反
映

は
ん

え
い

 

  ２
 
関

係
課

か
ん

け
い

か

の
見み

直な
お

し
に

よ
る

修
正

し
ゅ

う
せ

い

箇
所

か
し

ょ

 

素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

2
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

1
章し
ょ
う

２
（
２
）

 

他た

計
画

け
い
か
く

と
の

関
係

か
ん

け
い

性せ
い

 

こ
れ

に
加く

わ

え
て

、
横

浜
市

よ
こ

は
ま

し

独
自

ど
く

じ

の

「
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

歯
科

し
か

口
腔

こ
う
く
う

保
健

ほ
け

ん

推
進

す
い
し
ん

計
画

け
い
か
く

（
仮

称
か

し
ょ

う

）」
や

、「
よ

こ
は

ま
保
健

ほ
け

ん

医
療

い
り
ょ
う

プ
ラ

ン
」

と
い

う
本

市
ほ

ん
し

の
保

健
ほ

け
ん

医
療

い
り
ょ
う

施
策

し
さ

く

に
関か
ん

す
る

総
合

そ
う
ご
う

的て
き

な
計
画

け
い
か
く

が
あ

り

ま
す
。

 

こ
れ

に
加く

わ

え
て

、（
削
除

さ
く
じ
ょ

）「
よ

こ
は

ま

保
健

ほ
け

ん

医
療

い
り
ょ
う

プ
ラ

ン
」

と
い

う
横

浜
市

よ
こ

は
ま

し

独
自

ど
く

じ

の
保

健
ほ

け
ん

医
療

い
り
ょ
う

施
策

し
さ

く

に
関か
ん

す
る

総
合

そ
う

ご
う

的て
き

な
計

画
け
い
か
く

が
あ
り

ま
す
。

 

横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

歯
科

し
か

口
腔

こ
う

く
う

保
健

ほ
け

ん

推
進

す
い

し
ん

計
画

け
い

か
く

（
仮
称

か
し

ょ
う

）
を
令

和
れ

い
わ

５
年
度

ね
ん

ど

か
ら

を
計
画

け
い

か
く

期
間

き
か

ん

と
す

る
第だ

い

３
期き

健
康

け
ん

こ
う

横
浜

よ
こ

は
ま

２
１

と
一
体

い
っ

た
い

的て
き

に
策
定

さ
く

て
い

し
て

い
く

予
定

よ
て

い

で
あ

り
、

令
和

れ
い

わ

３
年
度

ね
ん

ど

時
点

じ
て

ん

で
は

策
定

さ
く

て
い

し
て

い
な

い
た

め
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

３
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

1
章し
ょ
う

２
（
２
）

 

他た

計
画

け
い
か
く

と
の

関
係

か
ん

け
い

性せ
い

の
表ひ
ょ

う

 

健
康

け
ん

こ
う

横
浜

よ
こ

は
ま

２
１

 

   

（
中

略
ち

ゅ
う

り
ゃ

く

）
 

☆
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

歯
科

し
か

口
腔

こ
う
く
う

保
健

ほ
け

ん

推
進

す
い
し
ん

計
画

け
い
か
く

（
仮
称

か
し

ょ
う

）
 

健
康

け
ん
こ
う

横
浜

よ
こ
は
ま

２
１

 

☆
横

浜
市

よ
こ

は
ま

し

歯
科

し
か

口
腔

こ
う
く
う

保
健

ほ
け

ん

推
進

す
い
し

ん

計
画

け
い

か
く

（
仮

称
か
し
ょ
う

）
 

※
第だ
い

3
期

健
康

け
ん
こ
う

横
浜

よ
こ
は
ま

２
１

と
一

体
い
っ
た

い

的て
き

に

策
定

さ
く
て
い

予
定

よ
て

い

 

横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

歯
科

し
か

口
腔

こ
う

く
う

保
健

ほ
け

ん

推
進

す
い

し
ん

計
画

け
い

か
く

（
仮
称

か
し

ょ
う

）
は
第だ
い

3

期
健
康

け
ん

こ
う

横
浜

２
１

と
一
体

い
っ

た
い

的て
き

に
策
定

さ
く

て
い

し
て

い
く

こ

と
か

ら
、

記
載

き
さ

い

場
所

ば
し

ょ

を
健

康
け

ん
こ

う

横
浜

よ
こ

は
ま

２
１

の
直
下

ち
ょ

っ
か

と

し
、

補
足

ほ
そ

く

説
明

せ
つ

め
い

を
追
加

つ
い

か

 

1
2
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

２
章し
ょ
う

３
（
４

）
 

「
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

」
表ひ
ょ

う

７
 

精
神

せ
い
し
ん

障
害

者
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

保
健

ほ
け

ん

福
祉

ふ
く

し

手
帳

て
ち
ょ
う

 
等と
う

級
別

き
ゅ
う

べ
つ

推
移

す
い

い

 

2
5
年
度

ね
ん

ど

 

（
中

略
ち

ゅ
う

り
ゃ

く

）
 

 

（
削

除
さ
く
じ
ょ

）
 

（
中

略
ち
ゅ
う
り
ゃ
く

）
 

3
1
年

度
ね

ん
ど

 

・
１

級き
ゅ
う

：
3

,8
0

9
 

・
２

級き
ゅ
う

：
2

2
,2

6
4

 

・
３

級き
ゅ
う

：
1

3
,1

5
9

 

・
計け
い

：
3

9
,2

3
2

 

統
計

と
う

け
い

デ
ー
タ
の

更
新

こ
う

し
ん

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



1
3
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

２
章し
ょ
う

３
（
７

）
 

「
医
療

い
り
ょ
う

的て
き

ケ
ア
」

の
下し
た

 

（
記
載

き
さ

い

な
し
）

 
（

８
）

難
病

な
ん
び
ょ
う

患
者

か
ん
じ
ゃ

 

 
障

害
し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

総
合

そ
う
ご
う

支
援

し
え

ん

法ほ
う

で
は

、
障

害
し

ょ
う

が
い

者し
ゃ

の
範

囲
は

ん
い

に
、

難
病

な
ん
び
ょ
う

等と
う

を
加く
わ

え
ま

し

た
。
対

象
た
い
し
ょ
う

と
な

る
難

病
な
ん
び
ょ
う

は
、3

6
1
疾
病

し
っ

ぺ
い

で
す

（
令

和
れ

い
わ

元
年

が
ん
ね
ん

７
月が
つ

時
点

じ
て

ん

）。
 

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

症
状

し
ょ
う
じ
ょ
う

が
変か

わ

り
や

す
い

な
ど

の
理

由
り

ゆ
う

で
身

体
し
ん
た
い

障
害

し
ょ

う
が
い

者し
ゃ

手
帳

て
ち
ょ
う

を
取

得
し
ゅ
と
く

す
る

こ
と

が
で

き
ず

制
度

せ
い

ど

の
谷

間
た

に
ま

に
あ

っ
た

人ひ
と

が
、

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー

ビ
ス

を
利
用

り
よ

う

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 
特

定
と
く
て
い

医
療

い
り
ょ
う

費ひ

（
指

定
し

て
い

難
病

な
ん
び
ょ
う

）
受

給
じ
ゅ
き

ゅ
う

者し
ゃ

証し
ょ
う

所
持

し
ょ

じ

者し
ゃ

数す
う

は
徐

々
じ
ょ
じ
ょ

に
増ふ

え
て
お

り
、

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー

ビ
ス

の
推

進
す
い
し
ん

に
あ

た

っ
て

は
、
今

後
こ

ん
ご

も
、
難

病
な
ん
び
ょ
う

等と
う

患
者

か
ん
じ

ゃ

数す
う

も

考
慮

こ
う
り
ょ

し
な

が
ら

進す
す

め
て

い
く

必
要

ひ
つ
よ

う

が
あ

り
ま

す
。

 

表ひ
ょ
う

９
 

横
浜

市
よ

こ
は

ま
し

特
定

と
く
て
い

医
療

費
い

り
ょ

う
ひ

（
指
定

し
て

い

難
病

な
ん
び
ょ
う

）
受

給
者

証
じ
ゅ
き
ゅ
う
し
ゃ
し
ょ
う

所
持

者
数

し
ょ

じ
し

ゃ
す

う

 
推
移

す
い

い

 

各
年

度
か

く
ね

ん
ど

３
月が
つ

末ま
つ

時
点

じ
て

ん

（
人に
ん

）
 

2
6
年

度
ね

ん
ど

：
2

3
,4

6
9

 

難
病

な
ん

び
ょ
う

患
者

か
ん

じ
ゃ

等と
う

に
関か

ん

す
る

記
載

き
さ

い

が
欠か

け
て
い
た
た

め
 

次
頁
あ

り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

2
7
年

度
ね

ん
ど

：
2

4
,6

8
3

 

2
8
年

度
ね

ん
ど

：
2

5
,7

9
4

 

2
9
年

度
ね

ん
ど

：
2

2
,5

7
3

 

3
0
年

度
ね

ん
ど

：
2

3
,7

4
8

 

3
1
年

度
ね

ん
ど

：
2

4
,1

4
5

 

※
2

9
年

度
ね

ん
ど

の
受

給
者

証
じ
ゅ
き
ゅ
う
し
ゃ
し
ょ
う

所
持

者
数

し
ょ

じ
し

ゃ
す

う

の
減げ
ん

は
、
法ほ

う

施
行

後
し

こ
う

ご

に
認

定
に
ん
て
い

対
象

外
た
い
し
ょ
う

が
い

と

な
っ

た
患

者
か
ん
じ
ゃ

に
対た
い

す
る

経
過

け
い

か

措
置

そ
ち

が

終
了

し
ゅ
う
り
ょ
う

し
た

た
め

で
す

。
 

2
6
ペ

ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

０
－
３

（
１
）

 

「
障

害
し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

虐
待

ぎ
ゃ

く
た
い

対
策

た
い

さ
く

 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

（
普
及

ふ
き
ゅ
う

・
啓
発

け
い

は
つ

）」
 

事
業

じ
ぎ

ょ
う

名め
い

：
 

障
害

し
ょ

う
が
い

者し
ゃ

虐
待

ぎ
ゃ

く
た
い

対
策

た
い
さ
く

事
業

じ
ぎ
ょ
う

（
普
及

ふ
き
ゅ
う

・

啓
発

け
い

は
つ

）
 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

名め
い

：
 

障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

虐
待

ぎ
ゃ
く
た
い

防
止

ぼ
う

し

事
業

じ
ぎ
ょ
う

（
普

及
ふ
き

ゅ
う

・

啓
発

け
い
は
つ

）
 

実
際

じ
っ

さ
い

に
使

用
し

よ
う

し
て

い
る

文
言

も
ん

ご
ん

と
合あ

わ
せ

る
た

め
の

文
言

も
ん

ご
ん

整
理

せ
い

り

 

2
7
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

０
－
３

（
２
）

 

「
成

年
せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

申
立

も
う

し
た

て
及お

よ

び

報
酬

ほ
う
し
ゅ
う

助
成

じ
ょ
せ
い

件け
ん

数す
う

」
 

成
年

せ
い

ね
ん

後
見

こ
う

け
ん

申
立

も
う
し
た

て
及お
よ

び
報

酬
ほ
う
し
ゅ
う

助
成

じ
ょ
せ
い

件け
ん

数す
う

○福
 

成
年

せ
い
ね
ん

後
見

こ
う
け
ん

申
立

も
う
し
た

て
及お

よ

び
報

酬
ほ
う
し
ゅ
う

助
成

じ
ょ

せ
い

件け
ん

数す
う

＿
（

記
号

き
ご

う

削
除

さ
く
じ
ょ

）
 

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

及お
よ

び
障

害
し

ょ
う

が
い

児じ

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

策
定

さ
く

て
い

に

つ
い
て

厚
生

こ
う

せ
い

労
働

省
ろ

う
ど

う
し

ょ
う

が
定さ

だ

め
た
「

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー

ビ
ス

等と
う

及お
よ

び
障

害
し

ょ
う

が
い

児じ

通
所

つ
う

し
ょ

支
援

し
え

ん

等と
う

の
円
滑

え
ん

か
つ

な
実
施

じ
っ

し

を
確
保

か
く

ほ

す
る
た

め
の
基
本

き
ほ

ん

的て
き

な
指

針
し

し
ん

」
に

記
載

き
さ

い

が
な

い
項

目
こ

う
も

く

で
あ

り
、

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

に
該

当
が

い
と

う

し
な

い

た
め

 

次
頁
あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

3
4
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

ト
ピ
ッ

ク
 

「
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

の
依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

対
策

た
い

さ
く

」
 

回
復

か
い

ふ
く

支
援

し
え

ん

施
設

し
せ

つ

等と
う

の
民

間
み
ん
か
ん

団
体

だ
ん
た
い

が
 

回
復

か
い
ふ
く

支
援

し
え

ん

施
設

し
せ

つ

等と
う

の
民

間
み
ん
か
ん

支
援

し
え

ん

団
体

だ
ん

た
い

が
 

依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

地
域

ち
い

き

支
援

し
え

ん

計
画

け
い

か
く

の
表

現
ひ

ょ
う

げ
ん

に
合あ

わ
せ

修
正

し
ゅ

う
せ
い

 

3
4
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

ト
ピ
ッ

ク
 

「
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

の
依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

対
策

た
い

さ
く

」
 

国く
に

に
お

け
る

ア
ル

コ
ー

ル
や

ギ
ャ

ン
ブ

ル
等と
う

の
基
本

き
ほ

ん

法ほ
う

の
制

定
せ
い
て
い

、
基
本

き
ほ

ん

計
画

け
い
か
く

の

策
定

さ
く

て
い

、
 

国く
に

に
お

け
る

ア
ル

コ
ー

ル
や

ギ
ャ

ン
ブ

ル
等と
う

の
基
本

き
ほ

ん

法ほ
う

、
及お
よ

び
基

本
き

ほ
ん

計
画

け
い
か

く

、
 

表
現

ひ
ょ

う
げ
ん

の
修

正
し

ゅ
う

せ
い

 

3
4
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

ト
ピ
ッ

ク
 

「
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

の
依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

対
策

た
い

さ
く

」
 

ま
た

、
民
間

み
ん

か
ん

団
体

だ
ん
た
い

や
関

係
か
ん
け
い

機
関

き
か

ん

と
の

連
携

れ
ん

け
い

体
制

た
い

せ
い

の
強

化
き
ょ
う
か

も
進す
す

め
、

 

ま
た

、
民

間
み
ん
か
ん

支
援

し
え

ん

団
体

だ
ん
た
い

や
関

係
か
ん
け
い

機
関

き
か

ん

と

の
連

携
れ
ん
け
い

強
化

き
ょ
う
か

も
進す
す

め
、

 

依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

地
域

ち
い

き

支
援

し
え

ん

計
画

け
い

か
く

の
表

現
ひ

ょ
う

げ
ん

に
合あ

わ
せ

修
正

し
ゅ

う
せ
い

。
 

3
4
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

ト
ピ
ッ

ク
 

「
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

の
依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

対
策

た
い

さ
く

」
 

令
和

れ
い

わ

２
年
度

ね
ん

ど

か
ら

開
始

か
い

し

し
た

連
携

れ
ん
け
い

会
議

か
い

ぎ

で
は
、

 

令
和

れ
い

わ

２
年
度

ね
ん

ど

か
ら

開
始

か
い

し

し
た

依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

関
連

か
ん
れ
ん

機
関

き
か

ん

連
携

れ
ん
け
い

会
議

か
い

ぎ

で
は

、
 

よ
り

正
確

せ
い

か
く

な
文
言

も
ん

ご
ん

と
す

る
た
め
。

 

3
4
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

ト
ピ
ッ

ク
 

「
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

の
依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

対
策

た
い

さ
く

」
 

ギ
ャ

ン
ブ

ル
等と

う

の
依

存
症

い
ぞ
ん
し
ょ
う

に
悩な

や

む
ご

本
人

ほ
ん

に
ん

や
ご

家
族

か
ぞ

く

へ
の

支
援

し
え

ん

 

ギ
ャ

ン
ブ

ル
等と

う

の
依

存
症

い
ぞ
ん
し
ょ
う

に
悩な
や

む
ご

本
人

ほ
ん
に
ん

や
ご

家
族

か
ぞ

く

等と
う

へ
の

支
援

し
え

ん

 

依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

地
域

ち
い

き

支
援

し
え

ん

計
画

け
い

か
く

の
表

現
ひ

ょ
う

げ
ん

に
合あ

わ
せ

修
正

し
ゅ

う
せ
い

。
 

3
4
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

ト
ピ
ッ

ク
 

「
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

の
依
存
症

い
ぞ

ん
し
ょ

う

対
策

た
い

さ
く

」
 

令
和

れ
い

わ

２
年
度

ね
ん

ど

か
ら

策
定

さ
く
て
い

に
向む

け
た

検
討

け
ん
と
う

を
始は

じ

め
、

 

令
和

れ
い

わ

２
年

度
ね

ん
ど

か
ら

検
討

け
ん
と
う

を
始は
じ

め
、

 
表

現
ひ

ょ
う

げ
ん

の
修

正
し

ゅ
う

せ
い

。
 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

3
6
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

１
－
１

（
１
）

 

「
民
間

み
ん
か
ん

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

入
居

に
ゅ

う
き
ょ

の
 

促
進

そ
く
し
ん

」
 

障
害

し
ょ

う
が
い

者し
ゃ

が
民

間
み
ん
か
ん

賃
貸

ち
ん
た
い

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

へ
の

入
居

に
ゅ

う
き
ょ

を
し

や
す

く
す

る
仕
組

し
く

み
と

し

て
「

住
宅

じ
ゅ

う
た
く

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

制
度

せ
い

ど

」

を
活
用

か
つ

よ
う

し
て
い

き
ま

す
。

 

「
居

住
き

ょ
じ

ゅ
う

支
援

し
え

ん

協
議

き
ょ
う
ぎ

会か
い

」
に

よ
る

オ
ー

ナ

ー
や

不
動
産

ふ
ど

う
さ

ん

業
者

ぎ
ょ
う
し
ゃ

向む

け
の

周
知

し
ゅ
う
ち

や

相
談

そ
う

だ
ん

窓
口

ま
ど

ぐ
ち

で
の

支
援

し
え

ん

等と
う

を
行お
こ
な

い
ま

す
。

 

ま
た

、
民
間

み
ん

か
ん

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

あ
ん

し
ん

入
居

に
ゅ
う
き
ょ

事
業

じ
ぎ

ょ
う （

家
賃

や
ち

ん

等と
う

の
支

払
し
は
ら
い

能
力

の
う
り
ょ
く

が
あ

る
も

の
の

連
帯

れ
ん

た
い

保
証

ほ
し

ょ
う

人に
ん

が
い

な
い

こ
と

を

理
由

り
ゆ

う

に
民
間

み
ん

か
ん

賃
貸

ち
ん
た
い

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

へ
の

入
居

に
ゅ
う
き
ょ

を

断こ
と

わ

ら
れ

て
し

ま
う

障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

等と
う

へ
の

支
援

し
え

ん

）
に

つ
い

て
は

、「
住

宅
じ
ゅ
う
た
く

セ
ー

フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
制
度

せ
い

ど

」
と

の
統
合

と
う
ご
う

を
検
討

け
ん
と
う

し
ま
す
。

 

障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

が
民

間
み
ん
か
ん

賃
貸

ち
ん
た
い

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

へ
の

入
居

に
ゅ
う
き
ょ

を
し

や
す

く
す

る
仕
組

し
く

み
と

し

て
「

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

制
度

せ
い

ど

」

を
活

用
か
つ
よ
う

し
て

い
き

ま
す

。
 

ま
た

、
障

害
し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

等と
う

の
住

宅
じ
ゅ
う
た
く

確
保

か
く

ほ

要
配

慮
よ
う
は
い
り
ょ

者し
ゃ

の
居

住
き
ょ
じ
ゅ
う

支
援

し
え

ん

を
充

実
じ
ゅ
う
じ
つ

さ
せ

る
た

め
、
横

浜
市

よ
こ

は
ま

し

居
住

き
ょ
じ
ゅ
う

支
援

し
え

ん

協
議

き
ょ
う

ぎ

会か
い

と

不
動

産
ふ

ど
う

さ
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

者し
ゃ

や
福
祉

ふ
く

し

支
援

し
え

ん

団
体

だ
ん

た
い

、

区
局

く
き
ょ
く

の
連
携

れ
ん
け
い

を
強
化

き
ょ
う
か

す
る

制
度

せ
い

ど

の
検
討

け
ん

と
う

を
進す
す

め
ま

す
。

 

民
間

み
ん

か
ん

住
宅

じ
ゅ

う
た
く

あ
ん
し
ん

入
居

に
ゅ

う
き
ょ

事
業

じ
ぎ

ょ
う

は
、「

制
度

せ
い

ど

対
象

た
い

し
ょ
う

者し
ゃ

や
制
度

せ
い

ど

内
容

な
い

よ
う

が
重

複
ち

ょ
う

ふ
く

し
て

い
る

こ
と

」
や

、

「
相

談
そ

う
だ

ん

窓
口

ま
ど

ぐ
ち

の
一
本
化

い
っ

ぽ
ん

か

」
等と
う

を
理

由
り

ゆ
う

に
、

住
宅

じ
ゅ

う
た
く

セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
制

度
せ

い
ど

と
の
統
合

と
う

ご
う

を
図は
か

る
こ
と
で

、

発
展

は
っ

て
ん

的て
き

解
消

か
い

し
ょ
う

を
す
る
こ

と
と
し
、
今
後

こ
ん

ご

、
障

害
し

ょ
う

が
い

者し
ゃ

を
含

む
住

宅
じ

ゅ
う

た
く

確
保

か
く

ほ

要
配
慮

よ
う

は
い
り

ょ

者し
ゃ

へ
の

支
援

し
え

ん

に
つ

い
て

は
、
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

居
住

き
ょ

じ
ゅ
う

支
援

し
え

ん

協
議

き
ょ

う
ぎ

会か
い

と
連

携
れ

ん
け

い

し
、
住

宅
じ

ゅ
う

た
く

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

制
度

せ
い

ど

を
活

用
か

つ
よ

う

し
な

が
ら

進す
す

め

て
い
く
こ

と
と
し
た
た

め
。

 

3
7
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

１
－
１

（
１
）

 

「
福

祉
ふ

く
し

施
設

し
せ

つ

入
所

に
ゅ

う
し
ょ

者し
ゃ

の

地
域

ち
い

き

生
活

せ
い
か
つ

へ
の

移
行

い
こ

う

施
設

し
せ

つ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

者し
ゃ

数す
う

」
 

福
祉

ふ
く

し

施
設

し
せ

つ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

者し
ゃ

の
地

域
ち

い
き

生
活

せ
い
か
つ

へ
の

移
行

い
こ

う

施
設

し
せ

つ

入
所

に
ゅ
う
し
ょ

者し
ゃ

数す
う

 

（
項

目
こ
う
も
く

削
除

さ
く
じ
ょ

）
 

直
下

ち
ょ

っ
か

の
「

施
設

し
せ

つ

入
所

に
ゅ

う
し
ょ

支
援

し
え

ん

」
と

同お
な

じ
数
値

す
う

ち

（
い
ず
れ

も
各か

く

年
度

ね
ん

ど

末ま
つ

の
支

給
し

き
ゅ

う

決
定

け
っ

て
い

者し
ゃ

数す
う

を
示し

め

す
）
を
指
標

し
ひ

ょ
う

と

し
て
お
り

、
よ
り
わ
か

り
や
す
く
す

る
た
め

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

4
2
ペ
ー
ジ
～

4
3
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

１
－
２

（
１
）

 

「
精

神
せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

に
も

対
応

た
い

お
う

し

た
地
域

ち
い

き

包
括

ほ
う
か
つ

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
の

構
築

こ
う
ち
く

」
 

・
共

同
き

ょ
う

ど
う

生
活

せ
い

か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

の
利

用
り

よ
う

者し
ゃ

数す
う （

精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ

う
が
い

）
 

・
地
域

ち
い

き

移
行

い
こ

う

支
援

し
え

ん

の
利

用
り

よ
う

者し
ゃ

数す
う

（
精
神

せ
い
し
ん

障
害

し
ょ

う
が
い

）
 

・
地
域

ち
い

き

定
着

て
い

ち
ゃ
く

支
援

し
え

ん

利
用

り
よ

う

者し
ゃ

数す
う

（
精

神
せ
い
し
ん

障
害

し
ょ

う
が
い

）
 

・
自
立

じ
り

つ

生
活

せ
い

か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

利
用

り
よ

う

者し
ゃ

数す
う

（
精

神
せ
い
し
ん

障
害

し
ょ

う
が
い

）
 

・
共

同
き
ょ
う
ど
う

生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

の
利
用

り
よ

う

者し
ゃ

数す
う （

精
神

せ
い

し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

）
○福

 

・
地

域
ち

い
き

移
行

い
こ

う

支
援

し
え

ん

の
利

用
り

よ
う

者し
ゃ

数す
う

（
精
神

せ
い

し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

）
○福

 

・
地

域
ち

い
き

定
着

て
い
ち
ゃ
く

支
援

し
え

ん

利
用

り
よ

う

者し
ゃ

数す
う

（
精
神

せ
い

し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

）
○福

 

・
自
立

じ
り

つ

生
活

せ
い
か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

利
用

り
よ

う

者し
ゃ

数す
う

（
精

神
せ

い
し

ん

障
害

し
ょ
う
が
い

）
○福

 

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

及お
よ

び
障

害
し

ょ
う

が
い

児じ

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

策
定

さ
く

て
い

に

つ
い
て

厚
生

こ
う

せ
い

労
働

省
ろ

う
ど

う
し

ょ
う

が
定さ

だ

め
た
「

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー

ビ
ス

等と
う

及お
よ

び
障

害
し

ょ
う

が
い

児じ

通
所

つ
う

し
ょ

支
援

し
え

ん

等と
う

の
円
滑

え
ん

か
つ

な
実
施

じ
っ

し

を
確
保

か
く

ほ

す
る
た

め
の
基
本

き
ほ

ん

的て
き

な
指

針
し

し
ん

」
に

記
載

き
さ

い

が
あ

る
項

目
こ

う
も

く

で
あ

り
、

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

に
該

当
が

い
と

う

す
る

た

め
 

4
2
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

１
－
２

（
１
）

 

「
精

神
せ
い
し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

に
も

対
応

た
い

お
う

し

た
地
域

ち
い

き

包
括

ほ
う
か
つ

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
の

構
築

こ
う
ち
く

」
共

同
き

ょ
う

ど
う

生
活

せ
い

か
つ

援
助

え
ん
じ
ょ

の
利

用
り

よ
う

者し
ゃ

数す
う

（
精
神

せ
い

し
ん

障
害

し
ょ
う
が
い

）
 

・
令
和

れ
い

わ

３
年
度

ね
ん

ど

：
調

整
中

ち
ょ
う
せ
い
ち
ゅ
う

 

・
令
和

れ
い

わ

４
年
度

ね
ん

ど

：
調

整
中

ち
ょ
う
せ
い
ち
ゅ
う

 

・
令
和

れ
い

わ

５
年
度

ね
ん

ど

：
調

整
中

ち
ょ
う
せ
い
ち
ゅ
う

 

・
令

和
れ

い
わ

３
年
度

ね
ん

ど

：
9

5
9
人

 

・
令

和
れ

い
わ

４
年
度

ね
ん

ど

：
9

9
7
人

 

・
令

和
れ

い
わ

５
年
度

ね
ん

ど

：
1

,0
3

5
人

 

－
 

4
4
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

１
－
２

（
１
）

 

「
精

神
せ
い
し
ん

病
床

び
ょ
う
し
ょ

う

に
お

け
る

１
年ね

ん

以
上

い
じ
ょ
う

長
期

ち
ょ
う

き

入
院

に
ゅ

う
い
ん

 

患
者
数

か
ん
じ
ゃ
す
う

」
 

・（
6

5
歳さ
い

以
上

い
じ

ょ
う

）
 

・（
6

5
歳さ
い

未
満

み
ま

ん

）
 

（
項

目
こ
う
も
く

削
除

さ
く
じ
ょ

）
 

厚
生

こ
う

せ
い

労
働

省
ろ

う
ど

う
し

ょ
う

が
定さ

だ

め
た
「

第だ
い

６
期き

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

及お
よ

び
第だ

い

２
期き

障
害

し
ょ

う
が
い

児じ

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

の
作

成
さ

く
せ

い

に
係か

か

る

Ｑき
ゅ

ー

＆あ
ん

ど

Ａえ
ー

」
に
よ
り
、
当
該

と
う

が
い

項
目

こ
う

も
く

は
都
道
府
県

と
ど

う
ふ

け
ん

で
の

設
定

せ
っ

て
い

を
想
定

そ
う

て
い

し
て

お
り

、
さ

ら
に

本
市

ほ
ん

し

全
体

ぜ
ん

た
い

と
し
て

の
数
値

す
う

ち

を
出だ

す
こ
と

が
現
在

げ
ん

ざ
い

不
可
能

ふ
か

の
う

で
あ

る
た

め
 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

4
4
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

１
－
２

（
１
）

 

「
精

神
せ
い
し
ん

病
床

び
ょ
う
し
ょ

う

に
お

け
る

早
期

そ
う

き

退
院
率

た
い
い
ん
り
つ

」
 

・（
入
院
後

に
ゅ

う
い
ん

ご

３
か

月
時

点
じ

て
ん

）
 

・（
入
院
後

に
ゅ

う
い
ん

ご

６
か

月
時

点
じ

て
ん

）
 

・（
入
院
後

に
ゅ

う
い
ん

ご

１
年ね
ん

時
点

じ
て

ん

）
 

（
項

目
こ
う
も
く

削
除

さ
く
じ
ょ

）
 

厚
生

こ
う

せ
い

労
働

省
ろ

う
ど

う
し

ょ
う

が
定さ

だ

め
た
「

第だ
い

６
期き

障
害

し
ょ

う
が
い

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

及お
よ

び
第だ

い

２
期き

障
害

し
ょ

う
が
い

児じ

福
祉

ふ
く

し

計
画

け
い

か
く

の
作

成
さ

く
せ

い

に
係か

か

る

Ｑき
ゅ

ー

＆あ
ん

ど

Ａえ
ー

」
に
よ
り
、
当
該

と
う

が
い

項
目

こ
う

も
く

は
都
道
府
県

と
ど

う
ふ

け
ん

で
の

設
定

せ
っ

て
い

を
想
定

そ
う

て
い

し
て

お
り

、
さ

ら
に

本
市

ほ
ん

し

全
体

ぜ
ん

た
い

と
し
て

の
数
値

す
う

ち

を
出だ

す
こ
と

が
現
在

げ
ん

ざ
い

不
可
能

ふ
か

の
う

で
あ

る
た

め
 

6
5
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

３
－
２

（
２
）

 

「
Ｉあ
い

Ｃし
ー

Ｔて
ぃ
ー

を
活
用

か
つ

よ
う

し
た

教
育

き
ょ
う
い
く

環
境

か
ん
き
ょ
う

の
充

実
じ

ゅ
う

じ
つ

」
 

オ
ン
ラ
イ

ン
授

業
じ
ゅ
ぎ
ょ
う

 
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

学
習

が
く
し
ゅ
う

保
障

ほ
し
ょ
う

 
他た

計
画

け
い

か
く

と
の

整
合

せ
い

ご
う

性せ
い

を
と
る

た
め
の

文
言

も
ん

ご
ん

整
理

せ
い

り

 

6
6
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

３
－
２

（
２
）

 

「
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ

こ
う

の
 

充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

」
 

通
学

つ
う

が
く

支
援

し
え

ん

の
新あ
ら

た
な

方
策

ほ
う
さ
く

の
 

福
祉

ふ
く

し

車
両

し
ゃ
り
ょ
う

の
活

用
か
つ
よ
う

な
ど

通
学

つ
う
が
く

支
援

し
え

ん

の

新あ
ら

た
な

方
策

ほ
う
さ
く

の
 

よ
り

正
確

せ
い

か
く

な
文
言

も
ん

ご
ん

と
す

る
た
め
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

6
7
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

３
－
２

（
３
）

 

「
特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ

こ
う

就
労

し
ゅ

う
ろ
う

 

支
援

し
え

ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

」
 

企
業

き
ぎ

ょ
う

就
労

し
ゅ

う
ろ
う

を
目

指
め

ざ

す
生

徒
せ

い
と

の
実

習
先

じ
っ
し
ゅ
う
さ
き

開
拓

か
い

た
く

や
職
場

し
ょ

く
ば

定
着

て
い
ち
ゃ
く

支
援

し
え

ん

を
行お
こ
な

う
た

 

め
、高

等
こ

う
と

う

特
別

と
く

べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ
こ
う （

若
葉

台
わ

か
ば

だ
い

特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ

こ
う

知ち

的て
き

障
害

し
ょ
う
が
い

教
育

き
ょ
う
い
く

部
門

ぶ
も

ん

を
含ふ
く

む
）
に

就
労

し
ゅ

う
ろ
う

支
援

し
え

ん

指
導

員
し

ど
う

い
ん

を
配

置
は

い
ち

し
ま

す
。

 

障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え

ん

セ
ン

タ
ー

等と
う

関
係

か
ん

け
い

機
関

き
か

ん

と
連

携
れ
ん
け
い

し
な
が

ら
、
生

徒
せ

い
と

の
就

労
し

ゅ
う

ろ
う

を
支

援
し

え
ん

し
ま

す
。

 

ま
た

、
実

習
先

じ
っ
し
ゅ
う
さ
き

開
拓

か
い
た
く

や
職

場
し
ょ
く
ば

定
着

て
い
ち

ゃ
く

 

支
援

し
え

ん

の
た

め
、

高
等

こ
う
と
う

特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ

こ
う

（
若

葉
台

わ
か

ば
だ

い

特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ
こ
う

知ち

的て
き

障
害

し
ょ

う
が
い

教
育

き
ょ
う
い
く

部
門

ぶ
も

ん

を
含ふ
く

む
）

に
就

労
し
ゅ
う
ろ
う

支
援

し
え

ん

指
導

員
し

ど
う

い
ん

を
配

置
は

い
ち

し
ま

す
。

 

他た

機
関

き
か

ん

と
の

連
携

れ
ん

け
い

状
況

じ
ょ

う
き
ょ

う

に
つ

い
て

イ
メ

ー
ジ

し

や
す
い
よ

う
、
具
体
例

ぐ
た

い
れ

い

を
追

記
つ

い
き

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

6
7
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

３
－
２

（
３
）

 

「
特

別
と
く
べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ

こ
う

就
労

し
ゅ

う
ろ
う

支
援

し
え

ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

」
の

下し
た

 

（
記
載

き
さ

い

な
し
）

 
事

業
じ
ぎ
ょ
う

名め
い

：
 

特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ
こ
う

進
路

し
ん

ろ

担
当

た
ん
と
う

間か
ん

の
連

携
れ

ん
け

い

強
化

き
ょ
う
か

 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

内
容

な
い
よ
う

：
 

市
立

し
り

つ

特
別

と
く
べ
つ

支
援

し
え

ん

学
校

が
っ
こ
う

の
進

路
し

ん
ろ

担
当

た
ん
と

う

者し
ゃ

が

障
害

し
ょ
う
が
い

種
別

し
ゅ
べ
つ

を
超こ

え
て

定
期

て
い

き

的て
き

に
情

報
じ

ょ
う

ほ
う

交
換

こ
う
か
ん

や
事
例

じ
れ

い

研
究

け
ん
き
ゅ
う

を
行お
こ
な

い
、

幅
広

は
ば

ひ
ろ

い

進
路

し
ん

ろ

選
択

せ
ん
た
く

に
対
応

た
い
お
う

で
き

る
よ

う
連
携

れ
ん

け
い

を

強
化

き
ょ
う
か

し
ま

す
。

 

中
間

期
ち
ゅ
う
か
ん
き

目
標

も
く
ひ
ょ
う

：
 

推
進

す
い
し
ん

 

目
標

も
く
ひ
ょ
う

：
 

推
進

す
い
し
ん

 

第だ
い

３
期き

障
害

し
ょ

う
が
い

者し
ゃ

プ
ラ

ン
期
間

き
か

ん

中ち
ゅ

う

に
経

常
け

い
じ

ょ
う

的て
き

な

取
組

と
り

く
み

と
な
っ
た

た
め
当
初

と
う

し
ょ

除
外

じ
ょ

が
い

し
て
い

た
も
の
。
第だ

い

４
期き

障
害

し
ょ

う
が
い

者し
ゃ

プ
ラ

ン
で

取と

り
上あ

げ
る

必
要

ひ
つ

よ
う

性せ
い

を

改あ
ら

た

め
て

検
討

け
ん

と
う

し
、

継
続

け
い

ぞ
く

し
て

掲
載

け
い

さ
い

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

6
8
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

４
－
１

（
２
）

 

幅
広

は
ば
ひ
ろ

い
仕
事

し
ご

と

や
工
賃

こ
う

ち
ん

の
向こ

う

上じ
ょ
う

に
よ
る

生
活

せ
い

か
つ

の
充

実
じ

ゅ
う

じ
つ

 

働は
た

ら

く
人ひ

と

そ
れ

ぞ
れ

の
働は
た
ら

き
が

い
を

引ひ

き
出だ

せ
る
よ

う
、

 

障
害

し
ょ
う
が
い

福
祉

ふ
く

し

サ
ー

ビ
ス

等と
う

で
働は
た
ら

く
人ひ
と

そ

れ
ぞ

れ
の

働は
た
ら

き
が

い
を

引ひ

き
出だ

せ
る

よ
う

、
 

施
策

し
さ

く

の
対

象
た

い
し

ょ
う

者し
ゃ

を
明

確
め

い
か

く

に
す
る

た
め
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 



素
案

そ
あ

ん

の
該

当
が

い
と

う

箇
所

か
し

ょ

 
素

案
そ

あ
ん

 
反

映
後

は
ん

え
い

ご

の
原

案
げ

ん
あ

ん

(案あ
ん

) 
修

正
し

ゅ
う

せ
い

の
理

由
り

ゆ
う

 

7
0
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

４
－
１

（
２
）

 

「
共

同
き
ょ
う
ど
う

受
注

じ
ゅ
ち
ゅ
う

セ
ン

タ
ー

に
よ
る

受
注

じ
ゅ
ち
ゅ
う

促
進

そ
く
し
ん

」
 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

名め
い

：
 

共
同

き
ょ
う
ど
う

受
注

じ
ゅ
ち
ゅ
う

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
受

注
じ
ゅ
ち
ゅ
う

促
進

そ
く
し
ん

 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

名め
い

：
 

共
同

き
ょ
う
ど
う

受
注

じ
ゅ
ち
ゅ
う

セ
ン

タ
ー

等と
う

に
よ

る

受
注

じ
ゅ
ち
ゅ
う

促
進

そ
く
し
ん

 

事
業

じ
ぎ
ょ
う

内
容

な
い
よ
う

と
の

整
合

せ
い
ご
う

性せ
い

を
図は
か

る
た

め
の

文
言

も
ん
ご
ん

整
理

せ
い

り

。
 

7
1
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

３
章し
ょ
う

４
－
１

（
３
）

 

「
ふ

れ
あ

い
シ

ョ
ッ

プ
等と
う

を
活
用

か
つ
よ
う

し
た

障
害

し
ょ
う
が
い

者し
ゃ

就
労

し
ゅ
う
ろ
う

に
関か
ん

す
る

理
解

り
か

い

促
進

そ
く
し
ん

」
 

新し
ん

市
庁
舎

し
ち
ょ
う
し
ゃ

内な
い

の
ふ

れ
あ

い
シ

ョ
ッ

プ
を

は
じ
め
、

 

市
庁
舎

し
ち
ょ
う
し
ゃ

内な
い

の
ふ

れ
あ

い
シ

ョ
ッ

プ
を

は

じ
め
、

 

市
庁
舎

し
ち
ょ
う
し
ゃ

の
移
転

い
て

ん

が
完

了
か
ん
り
ょ
う

し
た
た

め
 

7
８
ペ
ー
ジ

 

第だ
い

４
章し
ょ
う

３
 

「
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

の
取
組

と
り
く
み

」
 

地
域

ち
い

き

活
動

か
つ
ど
う

ホ
ー

ム
や

基
幹

き
か

ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

セ

ン
タ

ー
、

自
立

じ
り

つ

支
援

し
え

ん

協
議

き
ょ
う
ぎ

会か
い

な
ど

を
は

じ
め
と
す

る
様
々

さ
ま
ざ
ま

な
社
会

し
ゃ
か
い

資
源

し
げ

ん

を
 

地ち

活か
つ

ホ
ー

ム
や

基
幹

き
か

ん

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え

ん

セ
ン

タ

ー
、

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え

ん

セ
ン

タ
ー

、
自
立

じ
り

つ

支
援

し
え

ん

協
議

き
ょ
う
ぎ

会か
い

な
ど

を
は

じ
め

と
す

る
様
々

さ
ま
ざ
ま

な

社
会

し
ゃ
か
い

資
源

し
げ

ん

を
 

地
域

ち
い

き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え

ん

拠
点

き
ょ
て
ん

機
能

き
の

う

を
推
進

す
い
し
ん

す
る

３
機
関

き
か

ん

を

明
確

め
い
か
く

に
す
る
た

め
。

 

 ※
こ

の
ほ

か
、
誤

字
ご

じ

脱
字

だ
つ

じ

等と
う

は
事

務
局

じ
む

き
ょ

く

に
て

修
正

し
ゅ

う
せ

い

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
 

 



 

 

 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

3
8

6
 

1
、
（
精
神

せ
い

し
ん

障
害

し
ょ
う
が

い

）
の
部
分

ぶ
ぶ

ん

へ
の
追
加

つ
い

か

記
載

き
さ

い

（
P

ぺ
ー
じ

1
2
）

 

精
神

せ
い

し
ん

保
健

ほ
け

ん

福
祉

ふ
く

し

手
帳

て
ち

ょ
う

の
等

級
別

と
う
き
ゅ

う
べ
つ

推
移

す
い

い

等と
う

の
記
載

き
さ

い

が
あ

り
ま

す
が

、
全
体
像

ぜ
ん

た
い

ぞ
う

を
つ

か
む

上う
え

で
自
立

じ
り

つ

支
援

し
え

ん

医
療

い
り

ょ
う

発
行
者
数

は
っ

こ
う

し
ゃ

す
う

、
サ
ー
ビ
ス

受
給

者
証

じ
ゅ
き
ゅ

う
し
ゃ

し
ょ
う

発
行
者
数

は
っ

こ
う

し
ゃ

す
う

の
数
値

す
う

ち

を
併あ

わ

せ
て
記
載

き
さ

い

す
る
よ
う
、
お

願ね
が

い
し
ま
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

は
第だ

い

２
章し
ょ
う

３
（
４
）
精
神

せ
い

し
ん

障
害

し
ょ
う
が

い

の
説
明

せ
つ

め
い

に
盛も

り
込こ

み
ま
す
。

 

5
2

 
基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く
ひ
ょ

う

と
取
組

と
り

く
み

の
と
こ
ろ
に
書か

か
れ
て
あ
る
主
語

し
ゅ

ご

に
つ
い
て
で
す
。
 

「
障

害
し
ょ
う
が

い

の
あ
る
人ひ

と

も
な
い
人ひ

と

も
、
相
互

そ
う

ご

に
…
」
障

害
し
ょ
う
が

い

が
あ
る
な
い
と
い
う
言
葉

こ
と

ば

を
障

害
し
ょ
う
が

い

が
あ
る
、

な
い
と
区
別

く
べ

つ

を
し
な
い
ほ
う
が
い
い
。

障
害

者
し
ょ
う
が

い
し
ゃ

プ
ラ
ン
素
案

そ
あ

ん

で
あ
っ
て
も
、
「

横
浜
市
民

よ
こ

は
ま

し
み

ん

は
誰だ

れ

も

が
」
な
ど
の
よ
う
に
「
誰だ

れ

で
も
」
と
い
う
よ
う
な
主
語

し
ゅ

ご

に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
感か

ん

じ
ま
し
た
。

 

    
 

 

反
映

は
ん

え
い

 
障

害
者

し
ょ
う
が

い
し
ゃ

プ
ラ
ン
は
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

の
障

害
者

し
ょ
う
が

い
し
ゃ

施
策

し
さ

く

の
方
向
性

ほ
う

こ
う

せ
い

を
定さ

だ

め
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
素
案

そ
あ

ん

で
は
基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く
ひ
ょ

う

に
「

障
害

し
ょ
う
が

い

の
あ
る
人ひ

と

も
な
い
人ひ

と

も
」
と
い
う
言
葉

こ
と

ば

を
入い

れ
て
い
ま
す
。
 

頂い
た
だ

い
た

ご
意
見

い
け

ん

を
受う

け
、

基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く
ひ
ょ

う

に
掲か

か

げ
た

考か
ん
が

え
が

正
確

せ
い

か
く

に
伝つ

た

わ
ら

ず
障

害
し
ょ
う
が

い

の
有
無

う
む

に
よ

る
分わ

け
隔へ

だ

て
を

感か
ん

じ

さ
せ

て
し

ま
う

の
で

は
な

い
か

と
考か
ん
が

え
、

原
案

げ
ん

あ
ん

で
は

表
現

ひ
ょ
う
げ

ん

を
修

正
し
ゅ
う
せ

い

い
た
し
ま
す
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 

じ
こ

う

資料
しりょう

２－３ 
原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
一
覧

 



 

 

 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

5
5

4
 

概
要
版

が
い

よ
う

ば
ん

（
２
）
基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く
ひ
ょ

う

の
実
現

じ
つ

げ
ん

に
向む

け
て
必
要

ひ
つ

よ
う

な
視
点

し
て

ん

 

（
意
見

い
け

ん

）
 

議
論

ぎ
ろ

ん

が
尽つ

く
さ
れ
た
こ
と
と
思お

も

い
ま
す
が
な
お
常つ

ね

に
残
念

ざ
ん

ね
ん

な
こ
と
が
お
き
る
の
で
「
当
事
者

と
う

じ
し

ゃ

の

視
点

し
て

ん

を
い
れ
る
」
と
い
う
こ
と
が
１
〜
７
の
中な

か

に
明
確

め
い

か
く

に
盛も

り
込こ

ん
で
い
け
た
ら
と
願ね

が

い
ま
す
。

行
政

ぎ
ょ

う
せ

い

が
縦
割

た
て

わ

り
で
あ
る
か
の
前ま

え

に
、
プ
ラ
ン
策
定

さ
く

て
い

執
務

し
つ

む

に
あ
た
る
人
材

じ
ん

ざ
い

の
選
定

せ
ん

て
い

か
ら
の
問
題

も
ん

だ
い

に

な
る
と
思お

も

い
ま
す
。
プ
ラ
ン
の
精
度

せ
い

ど

に
関か

か

わ
る
基
本

き
ほ

ん

事
項

じ
こ

う

で
あ
り
、
た
だ
当
事
者

と
う

じ
し

ゃ

が
い
れ
ば
い
い

（
ア
リ
バ
イ
）
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

健
常

者
け

ん
じ

ょ
う

し
ゃ

社
会

し
ゃ

か
い

へ
の
忖
度

そ
ん

た
く

、
当
事
者

と
う

じ
し

ゃ

で
あ
る
だ
け
に
発
言

は
つ

げ
ん

を
遠
慮

え
ん

り
ょ

し
て
し
ま
う
こ
と
も
大お

お

い
に
あ
る
か
と
思お

も

い
ま
す
。
真し

ん

の
共

生
き

ょ
う

せ
い

社
会

し
ゃ

か
い

の
た
め
の
厳き

び

し
い

対
等

た
い

と
う

姿
勢

し
せ

い

で
基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く
ひ
ょ

う

の
策
定

さ
く

て
い

に
向む

け
て
、
い
ま
い
ち
ど
、
基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く

ひ
ょ

う

か
ら
の
見
直

み
な

お

し
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
障

害
者

し
ょ
う
が

い
し
ゃ

プ
ラ

ン
の

推
進

す
い

し
ん

に
あ

た
っ

て
障

害
し
ょ
う
が

い

当
事
者

と
う

じ
し

ゃ

の
視
点

し
て

ん

を
持も

つ
こ
と
は

必
要

ひ
つ

よ
う

不
可
欠

ふ
か

け
つ

で
す
。
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

も
踏ふ

ま

え
、

第だ
い

３
章し
ょ
う

「
２

 
基
本

き
ほ

ん

目
標

も
く
ひ
ょ

う

の
実
現

じ
つ

げ
ん

に
向む

け
て

必
要

ひ
つ

よ
う

な

視
点

し
て

ん

」
に
つ
い
て
、
新あ

ら

た
に
「

障
害

し
ょ
う
が

い

の
あ
る
人ひ

と

の
立
場

た
ち

ば

に
立た

っ
て
」
と
い
う

考か
ん
が

え
方か

た

を
明
記

め
い

き

し
ま
す
。

 

8
6

 
2

7
ペ
ー

ジ
 
指
標
名

し
ひ

ょ
う

め
い

が
成
年

せ
い

ね
ん

後
見
人

こ
う

け
ん

に
ん

申
立

も
う
し

た
て

及お
よ

び
報

酬
ほ

う
し

ゅ
う

助
成

じ
ょ

せ
い

件
数

け
ん

す
う

と
あ
り
ま
す
が
、
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

管
轄
内

か
ん

か
つ

な
い

の
後
見

こ
う

け
ん

等と
う

開
始

か
い

し

申
立

も
う
し
た

て

件
数

け
ん

す
う

と
報

酬
ほ
う
し
ゅ

う

助
成

じ
ょ

せ
い

件
数

け
ん

す
う

は
別
々

べ
つ

べ
つ

の
指
標

し
ひ

ょ
う

と
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

 

＜
理
由

り
ゆ

う

＞
 

こ
の
指
標

し
ひ

ょ
う

の
意
味

い
み

は
、

申
立

も
う
し
た

て

件
数

け
ん

す
う

に
対た

い

し
て
ど
の
程
度

て
い

ど

の
割
合

わ
り

あ
い

の
報

酬
ほ

う
し

ゅ
う

助
成

じ
ょ

せ
い

件
数

け
ん

す
う

が
あ
る
か
を

知し

ら
し
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
も
そ
も
成
年

せ
い

ね
ん

後
見

こ
う

け
ん

申
立

も
う

し
た

て

件
数

け
ん

す
う

と
報

酬
ほ

う
し

ゅ
う

助
成

じ
ょ

せ
い

件
数

け
ん

す
う

の

合
算
値

が
っ

さ
ん

ち

に
は
、
意
味

い
み

が
な
い
か
ら
で
す
。
な
お
、
蛇
足

だ
そ

く

で
す
が

申
立

も
う

し
た

て

費
用

ひ
よ

う

助
成

じ
ょ

せ
い

の
区
長

く
ち

ょ
う

申
立

も
う

し
た

て

限
定

げ
ん

て
い

は
、
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

と
し
て

早
急

さ
っ
き
ゅ

う

に
改
善

か
い

ぜ
ん

す
べ
き
で
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
こ
の
指
標

し
ひ

ょ
う

は
、
成
年

せ
い

ね
ん

後
見

こ
う

け
ん

制
度

せ
い

ど

に
お
け
る
区
長

く
ち

ょ
う

申
立

も
う
し
た

て

件
数

け
ん

す
う

と
報

酬
ほ
う
し
ゅ

う

助
成

じ
ょ

せ
い

件
数

け
ん

す
う

を
合
計

ご
う

け
い

し
た
も
の
で
す
。
ご
意
見

い
け

ん

の

趣
旨

し
ゅ

し

も
踏ふ

ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々

べ
つ

べ
つ

の
指
標

し
ひ

ょ
う

と
し
て
示し

め

し
ま

す
。

 

な
お
、
横
浜
市
内

よ
こ

は
ま

し
な

い

の
障

害
者

し
ょ
う
が

い
し
ゃ

の
後
見

こ
う

け
ん

等と
う

開
始

か
い

し

申
立

も
う
し
た

て

件
数

け
ん

す
う

は

把
握

は
あ

く

が
困
難

こ
ん

な
ん

で
あ
り
、
掲
載

け
い

さ
い

し
て
い
ま
せ
ん
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り

 

原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
一

覧
 



 

 

 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

8
7

 
2

7
ペ
ー

ジ
の
指
標
名

し
ひ

ょ
う

め
い

に
は
、
区
長

く
ち

ょ
う

申
立

も
う
し
た

て

件
数

け
ん

す
う

も
設も

う

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

＜
理
由

り
ゆ

う

＞
 

市
民

し
み

ん

か
ら
見み

る
と
、
適
切

て
き

せ
つ

な
申

立
者

も
う
し
た

て
し
ゃ

の
い

な
い
場
合

ば
あ

い

の
区
長

く
ち

ょ
う

申
立

も
う

し
た

て

件
数

け
ん

す
う

の
動
向

ど
う

こ
う

を
注
視

ち
ゅ

う
し

し
て
い

る
か
ら
で
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

も
踏ふ

ま
え
、
区
長

く
ち

ょ
う

申
立

も
う
し
た

て

件
数

け
ん

す
う

を
別べ

つ

に
示し

め

し

ま
す
。

 

3
0

3
 

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

に
つ

い
て

の
説
明
文

せ
つ

め
い

ぶ
ん

が
曖
昧
模
糊

あ
い

ま
い

も
こ

と
し

て
い

て
分わ

か
り

辛づ
ら

い
。

相
談

そ
う

だ
ん

と
は

何な
に

か
、

分わ

か

ら
な
い
人ひ

と

が
書か

い
て
い
る
よ
う
に
感か

ん

じ
る
。
相
談

そ
う

だ
ん

機
関

き
か

ん

に
つ
い
て
の
記
載

き
さ

い

も
、

著
い

ち
じ

る

し
く
ず
れ
て
い

る
。
制
度

せ
い

ど

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
今
一
度

い
ま

い
ち

ど

理
解

り
か

い

し
た
う
え
で
、

文
章

ぶ
ん

し
ょ

う

を
書か

き
直な

お

し
て
ほ
し
い
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
、
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な
る

よ
う
検
討

け
ん

と
う

い
た
し
ま
す
。

 

6
3

 
第だ

い

４
期き

横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

障
害

者
し
ょ
う
が

い
し
ゃ

プ
ラ
ン
の
「
代
筆

だ
い

ひ
つ

・
代
読

だ
い

ど
く

」
に
か
か
る

目
標

も
く

ひ
ょ

う

に
つ
い
て
、
視
覚

し
か

く

障
害

者
し

ょ
う

が
い

し
ゃ

の
み
が
記
載

き
さ

い

さ
れ
て
い
る
が
、
文
字

も
じ

が
読よ

め
な
い
人ひ

と

、
書か

け
な
い
人ひ

と

に
は
、
手
足

て
あ

し

の
欠
損

け
っ

そ
ん

・

麻
痺

ま
ひ

、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
や

学
習

が
く
し
ゅ

う

障
害

し
ょ
う
が

い

等と
う

多
様

た
よ

う

な
人ひ

と

が
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
慮

こ
う

り
ょ

い
た
だ
き

た
い
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

も
踏ふ

ま
え
、
「

0
-
3
権
利

け
ん

り

擁
護

よ
う

ご

」
の
取
組

と
り

く
み

（
４
）
の
「
代
筆

だ
い

ひ
つ

・
代
読

だ
い

ど
く

サ
ー
ビ
ス
」
事
業

じ
ぎ

ょ
う

に
つ
い
て
、

「
視
覚

し
か

く

に
障

害
し
ょ
う
が

い

が
あ
る
人ひ

と

」
を
「
視
覚

し
か

く

等と
う

に
障

害
し
ょ
う
が

い

が
あ
る

人ひ
と

」
に

修
正

し
ゅ
う
せ

い

し
ま
す
。

 

4
0

8
 

・
困こ

ま

っ
た

時と
き

相
談

そ
う

だ
ん

で
き

、
適
切

て
き

せ
つ

に
課
題

か
だ

い

解
決

か
い

け
つ

で
き

る
よ

う
に

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

の
充

実
じ

ゅ
う

じ
つ

を
図は

か

る
こ

と
が

重
要

じ
ゅ

う
よ

う

と
思お

も

わ
れ
ま
す
が
、

P
ぺ
ー
じ

3
0
の
総
合

的
そ

う
ご

う
て

き

・
専
門
的

せ
ん

も
ん

て
き

な
相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

と
は
何な

に

を
指さ

す
の
か
、
具
体
的

ぐ
た

い
て

き

に
示し

め

す
べ
き
。
ま
た
、
地
域

ち
い

き

の
相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

事
業
者

じ
ぎ

ょ
う

し
ゃ

の
人
材

じ
ん

ざ
い

育
成

い
く

せ
い

の
実
施

じ
っ

し

地
域

ち
い

き

の
相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

と
の

連
携

れ
ん

け
い

強
化

き
ょ

う
か

の
取

組
と

り
く

み

の
数か

ず

が
増ふ

え
て

い
か

な
い

の
で

具
体
的

ぐ
た

い
て

き

な
対
策

た
い

さ
く

を
計
画

け
い

か
く

に
盛も

り
込こ

む
べ

き
と

考か
ん

が

え

ま
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え

、
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な
る
よ

う
参
考

さ
ん

こ
う

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 

原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
一

覧
 



 

 

 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

8
8

 
3

5
ペ
ー

ジ
の

現
状

げ
ん
じ
ょ

う

と
施
策

し
さ

く

の
方
向
性

ほ
う

こ
う

せ
い

、
生
活

せ
い

か
つ

の
場
面

ば
め

ん

１
の
７
行
目

ぎ
ょ

う
め

に
「
自
分

じ
ぶ

ん

の
意
志

い
し

で
選
択

せ
ん

た
く

」

と
あ
り
ま
す
。

文
中

ぶ
ん
ち
ゅ

う

に
「
意
志

い
し

」
と
「
意
思

い
し

」
が
混
在

こ
ん

ざ
い

し
て
い
ま
す
が
「
意
思

い
し

」
に
統
一

と
う

い
つ

す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

＜
理
由

り
ゆ

う

＞
 

8
2
ペ
ー
ジ
の
イ
メ
ー
ジ
図ず

で
も
意
思

い
し

決
定

け
っ

て
い

支
援

し
え

ん

と
し
て
お
り
、

障
害

者
し

ょ
う

が
い

し
ゃ

権
利

け
ん

り

条
約

じ
ょ

う
や

く

で
も
意
思

い
し

決
定

け
っ

て
い

支
援

し
え

ん

が
求も

と

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
指
摘

し
て

き

の
と
お
り
、
「
意
思

い
し

」
に
統
一

と
う

い
つ

し
ま
す
。

 

2
1

 
住す

ま
い
に
つ
い
て

 

息
子

む
す

こ

は
重

度
じ

ゅ
う

ど

の
知
的

ち
て

き

障
害

し
ょ
う
が

い

（
Ａえ

ー

２
）

を
も
ち

行
動

こ
う

ど
う

障
害

し
ょ

う
が

い

（
区
分

く
ぶ

ん

６
）
で
す
。

住す

ま
い
を

考か
ん

が

え
る

と
き

に
１

．
住す

む
と

こ
ろ

 
２

．
通か

よ

う
と

こ
ろ

 
３

．
移
動

い
ど

う

の
三
点

さ
ん

て
ん

は
セ

ッ
ト

で
あ

る
と

思お
も

い
ま

す
。

現
在

げ
ん

ざ
い

で
は

社
会

し
ゃ

か
い

福
祉

ふ
く

し

法
人

ほ
う

じ
ん

の
運
営

う
ん

え
い

だ
け

で
な

く
株
式
会
社

か
ぶ

し
き

が
い

し
ゃ

運
営

う
ん

え
い

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

も
視
野

し
や

に
入い

れ
る

こ
と

が
出
来

で
き

れ
ば

と
思お

も

い
ま

す
が

や
は

り
前
記

ぜ
ん

き

の
三
点

さ
ん

て
ん

が
ネ

ッ
ク

と
な

り
ま

す
。

住す

ま

い
・
通か

よ

う
先さ

き

・
そ
の
間か

ん

の
移
動

い
ど

う

な
ど
を
総
合
的

そ
う

ご
う

て
き

に
支
援

し
え

ん

い
た
だ
く
こ
と
を
望の

ぞ

み
ま
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

も
踏ふ

ま
え

、
「
生
活

せ
い

か
つ

の
場
面

ば
め

ん

１
 

住す

む
・
暮く

ら
す
」
の
説
明
文

せ
つ

め
い

ぶ
ん

に
つ
い
て
、
必
要

ひ
つ

よ
う

な
支
援

し
え

ん

に
つ
い
て
、「

通か
よ

い
先さ

き

や
そ
の
間か

ん

の
移
動

い
ど

う

」
を
例
示

れ
い

じ

を
盛も

り
込こ

み
ま
す
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 

原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
一

覧
 



 

 

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

2
4

8
 

片
麻
痺

か
た

ま
ひ

の
女
性

じ
ょ

せ
い

で
、
出

産
し
ゅ
っ
さ

ん

直
後

ち
ょ

く
ご

の
方か

た

か
ら
相
談

そ
う

だ
ん

を
受う

け
た
。
障

害
し

ょ
う

が
い

の
た
め
、
自
分

じ
ぶ

ん

だ
け
で
育
児

い
く

じ

を

す
る
の
が

難む
ず
か

し
い
。
今い

ま

は
産
前

さ
ん

ぜ
ん

産
後

さ
ん

ご

ヘ
ル

パ
ー
を
利
用

り
よ

う

し
て
い
る
が
、
回
数

か
い

す
う

や
時
間

じ
か

ん

が
限か

ぎ

ら
れ
て

い
る

の
で

、
た

と
え

ば
、

ミ
ル

ク
を

つ
く

る
の

も
本
当

ほ
ん

と
う

は
都
度

つ
ど

つ
く

り
た

い
の

に
、

ま
と

め
て

一
日
分

い
ち

に
ち

ぶ
ん

産
前

さ
ん

ぜ
ん

産
後

さ
ん

ご

ヘ
ル

パ
ー

に
つ

く
っ

て
も

ら
っ

た
り

し
て

い
る

。
み

ん
な

同お
な

じ
回
数

か
い

す
う

や
時
間

じ
か

ん

産
前

さ
ん

ぜ
ん

産
後

さ
ん

ご

ヘ
ル

パ
ー

の
回
数

か
い

す
う

に
限か

ぎ

り
が

あ
る

た
め

、
障

害
し

ょ
う

が
い

の
制
度

せ
い

ど

の
ヘ

ル
パ

ー
を

利
用

り
よ

う

し
た

い

が
、
ヘ
ル
パ
ー
に
は
育
児

い
く

じ

は
で
き
な
い
、
と

断こ
と

わ

ら
れ
て
い
る
。
で
も
自
分

じ
ぶ

ん

自
身

じ
し

ん

で
は
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を

柔
軟

じ
ゅ

う
な

ん

に
対
応

た
い

お
う

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

 

障
害

し
ょ

う
が

い

の
あ

る
人ひ

と

も
当あ

た
り

前ま
え

に
暮く

ら
せ

る
社
会

し
ゃ

か
い

を
つ

く
る

な
ら

、
障

害
し

ょ
う

が
い

の
あ

る
女
性

じ
ょ

せ
い

が
親お

や

と
し

て
当あ

た
り
前ま

え

に
子
育

こ
そ

だ

て
で
き
る
よ
う
、
必
要

ひ
つ

よ
う

な
支
援

し
え

ん

を
考か
ん

が

え
る
べ
き
。
で
は
な
く
、
障

害
し

ょ
う

が
い

が
あ
れ

ば
回
数

か
い

す
う

が
多お

お

く
使つ

か

え
る
と
か
、
そ
う
い
う
風ふ

う

に
融
通

ゆ
う

ず
う

が
利き

く
制
度

せ
い

ど

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え
、
「
１
－
２
暮く

ら
し
」
に
つ
い
て
、

「
障

害
し
ょ
う
が

い

の
あ

る
人ひ

と

が
出

産
し
ゅ
っ
さ

ん

や
子
育

こ
そ

だ

て
を

す
る

こ
と

に
対た

い

す

る
理
解

り
か

い

や
支
援

し
え

ん

が
必
要

ひ
つ

よ
う

」
と

い
う
要
素

よ
う

そ

を
新あ

ら

た
に

盛も

り
込こ

み

ま
す
。
な
お
、
障

害
し
ょ
う
が

い

福
祉

ふ
く

し

制
度

せ
い

ど

の
ヘ
ル
パ
ー
で
は
、
障

害
し
ょ
う
が

い

に

よ
っ

て
家
事

か
じ

や
付つ

き
添そ

い
が

困
難

こ
ん

な
ん

な
場
合

ば
あ

い

、
個
々

こ
こ

の
状

況
じ
ょ
う
き

ょ
う

を
勘
案

か
ん

あ
ん

の
上う

え

、
ヘ
ル

パ
ー
に
よ
る

育
児

い
く

じ

支
援

し
え

ん

を
家
事

か
じ

援
助

え
ん

じ
ょ

と

し
て
支
給

し
き

ゅ
う

決
定

け
っ

て
い

し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
産
前

さ
ん

ぜ
ん

産
後

さ
ん

ご

ヘ
ル
パ
ー

に
つ
い
て
は

、
子こ

ど
も
・

子
育

こ
そ

だ

て
支
援

し
え

ん

事
業

じ
ぎ

ょ
う

計
画

け
い

か
く

の
事
業

じ
ぎ

ょ
う

と

し
て
の
位
置

い
ち

づ
け
で
す
。
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

は
、今

後
こ

ん
ご

、具
体
的

ぐ
た

い
て

き

な
取
組

と
り

く
み

を
行お
こ
な

う
に
あ
た
っ
て
の
参
考

さ
ん

こ
う

に
い
た
し
ま
す
。

 

4
5

8
 

障
害

者
し

ょ
う

が
い

し
ゃ

が
、
子こ

を
産う

み
、
育そ

だ

て
、
家
庭

か
て

い

を
持も

つ
こ
と
に
、
理
解

り
か

い

と
支
援

し
え

ん

が
な
い
。
介
護

か
い

ご

を
必
要

ひ
つ

よ
う

と

す
る
場
合

ば
あ

い

、
保
育
園

ほ
い

く
え

ん

へ
の

入
園

に
ゅ
う
え

ん

を
ま
ず
進す

す

め
ら
れ
る
が
、
送
迎

そ
う

げ
い

に
関か

ん

し
て
は
自
助

じ
じ

ょ

努
力

ど
り

ょ
く

ば
か
り
を

突つ

き
付つ

け
ら
れ
る
。
か
つ
、
保
育
園

ほ
い

く
え

ん

と
い
う
場
所

ば
し

ょ

の
情

報
じ

ょ
う

ほ
う

共
有

き
ょ

う
ゆ

う

は
、
お
迎む

か

え
時じ

に
口
頭

こ
う

と
う

説
明

せ
つ

め
い

と
い

う
こ
と
で
、
送
迎

そ
う

げ
い

の
で
き
な
い
親お

や

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

ば
あ

い

の
子こ

の
把
握

は
あ

く

が
充

分
じ

ゅ
う

ぶ
ん

に
で
き
な
く
、

送
迎

そ
う

げ
い

に
関か

ん

す
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
の
拡
大

か
く

だ
い

解
釈

か
い

し
ゃ

く

な
ど
が
な
い
と
、
親お

や

の
つ
な
が
り
も
な
く
孤
立

こ
り

つ

し
、

子こ

の
園え

ん

生
活

せ
い

か
つ

に
も

影
響

え
い
き
ょ

う

が
あ
る
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え
、
「
１
－
２
暮く

ら
し
」
に
つ
い
て
、

「
障

害
し
ょ
う
が

い

の
あ

る
人ひ

と

が
出

産
し
ゅ
っ
さ

ん

や
子こ

育そ
だ

て
を

す
る

こ
と

に
対た

い

す

る
理
解

り
か

い

や
支
援

し
え

ん

が
必
要

ひ
つ

よ
う

」
と

い
う
要
素

よ
う

そ

を
新あ

ら

た
に

盛も

り
込こ

み

ま
す
。

 

原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
一

覧
 



 

 

 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

4
7

8
 

「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
→
結
婚

け
っ

こ
ん

は
？
子
供

こ
ど

も

は
？

 
反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え
、
「
１
－
２
暮く

ら
し
」
に
つ
い
て
、

「
障

害
し
ょ
う
が

い

の
あ

る
人ひ

と

が
出

産
し
ゅ
っ
さ

ん

や
子こ

育そ
だ

て
を

す
る

こ
と

に
対た

い

す

る
理
解

り
か

い

や
支
援

し
え

ん

が
必
要

ひ
つ

よ
う

」
と

い
う
要
素

よ
う

そ

を
新あ

ら

た
に

盛も

り
込こ

み

ま
す
。

 

4
8

0
 

「
相
互

そ
う

ご

に
人
格

じ
ん

か
く

と
個
性

こ
せ

い

を
尊

重
そ
ん
ち
ょ

う

し
合あ

い
、

自み
ず

か

ら
の

意
思

い
し

に
よ

り
自
分

じ
ぶ

ん

ら
し

い
生
活

せ
い

か
つ

を
送お

く

る
」

→

恋
愛

れ
ん

あ
い

・
結
婚

け
っ

こ
ん

・
出

産
し
ゅ
っ
さ

ん

・
育
児

い
く

じ

っ
て
フ
ツ
ウ
の
コ
ト
だ
と
思お

も

う
よ
！

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え
、
「
１
－
２
暮く

ら
し
」
に
つ
い
て
、

「
障

害
し
ょ
う
が

い

の
あ

る
人ひ

と

が
出

産
し
ゅ
っ
さ

ん

や
子こ

育そ
だ

て
を

す
る

こ
と

に
対た

い

す

る
理
解

り
か

い

や
支
援

し
え

ん

が
必
要

ひ
つ

よ
う

」
と

い
う
要
素

よ
う

そ

を
新あ

ら

た
に

盛も

り
込こ

み

ま
す
。

 

5
2

4
 

こ
の

8
3
ペ
ー
ジ
の
冊
子

さ
っ

し

の
中な

か

に
恋
愛

れ
ん

あ
い

、
結
婚

け
っ

こ
ん

、
終

活
し

ゅ
う

か
つ

と
い
う
具
体
的

ぐ
た

い
て

き

な
文
字

も
じ

は
な
か
っ
た
と
思お

も

う
。
そ
れ
だ
け

障
害

者
し
ょ
う
が

い
し
ゃ

は
恋
愛

れ
ん

あ
い

し
な
い
（

恋
愛

れ
ん

あ
い

で
き
な
い
）
、
結
婚

け
っ

こ
ん

し
な
い
（
結
婚

け
っ

こ
ん

で
き
な
い
）

と
思お

も

わ
れ

て
い

る
の

か
？

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
と

い
う

言
葉

こ
と

ば

は
よ

く
出で

て
き

て
い

た
が

、
こ

れ
も

恋
愛

れ
ん

あ
い

、
結
婚

け
っ

こ
ん

を
さ
し
て
い
る
も
の
と
は
思お

も

え
な
い
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え
、
「
１
－
２
暮く

ら
し
」
に
つ
い
て
、

「
障

害
し
ょ
う
が

い

の
あ
る
人ひ

と

が
恋
愛

れ
ん

あ
い

・
結
婚

け
っ

こ
ん

な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

を
迎む

か

え
た
際さ

い

に
、

理
解

り
か

い

や
支
援

し
え

ん

が
必
要

ひ
つ

よ
う

」
と
い

う
要
素

よ
う

そ

を
新あ

ら

た
に
盛も

り
込こ

み
ま
す
。

 

3
9

4
 

5
, 
精
神

せ
い

し
ん

障
害

し
ょ
う
が

い

に
も
対
応

た
い

お
う

し
た
地
域

ち
い

き

包
括

ほ
う

か
つ

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

こ
う

ち
く

（
P

ぺ
ー

じ

4
2
）

 

①
文

中
ぶ

ん
ち

ゅ
う

に
、
「
協
議

き
ょ

う
ぎ

の
場ば

」
に
お
い
て
関
係
者

か
ん

け
い

し
ゃ

・
関
係

か
ん

け
い

機
関

き
か

ん

が
共

通
き

ょ
う

つ
う

の
認
識

に
ん

し
き

の
中な

か

で
課
題

か
だ

い

解
決

か
い

け
つ

に

向
け
た
取と

り
組く

み
の
検
討

け
ん

と
う

」
ど
こ
が
旗
振

は
た

ふ

り
役や

く

で
あ
る
の
か
責
任

せ
き

に
ん

体
制

た
い

せ
い

を
明
確

め
い

か
く

に
示し

め

し
て
下く

だ

さ
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
区
域

く
い

き

で
の

情
報

じ
ょ
う
ほ

う

共
有

き
ょ
う
ゆ

う

の
円
滑
化

え
ん

か
つ

か

、
業
務

ぎ
ょ

う
む

フ
ロ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
の
具
体
化

ぐ
た

い
か

に
つ

な
げ

る
た

め
の

ご
検
討

け
ん

と
う

を
お

願ね
が

い
し

ま
す

。
ま

た
、

こ
の

検
討

け
ん

と
う

に
あ

た
っ

て
は

、
ズ

ー
ム

や
サ

イ

ボ
ー
ズ
な
と

I
C

T
あ
い
し
ー

て
ぃ
ー

の
活
用

か
つ

よ
う

も
併あ

わ

せ
て
ご

検
討

け
ん

と
う

を
お
願ね

が

い
し
ま
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご

意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

も
踏ふ

ま
え

4
2

ペ
ー

ジ
の

記
載

き
さ

い

に
「

各
区

か
く

く

福
祉

ふ
く

し

保
健

ほ
け

ん

セ
ン
タ
ー
、
精
神

せ
い

し
ん

障
害

者
し
ょ
う
が

い
し
ゃ

生
活

せ
い

か
つ

支
援

し
え

ん

セ
ン
タ
ー
、

基
幹

き
か

ん

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

セ
ン
タ
ー
を

核か
く

と
し
た
」
と

い
う
文
言

も
ん

ご
ん

を
追つ

い

記き

し
ま
す
。

 

5
7

 
１
－
２
 
暮く

ら
し

 後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

 
「
伴
走
型

ば
ん

そ
う

が
た

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

」
と
書か

か
れ
て
い
る
が
、
相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

事
業

じ
ぎ

ょ
う

で
は
な
い
の
で
「
相
談

そ
う

だ
ん

」
は
要い

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

 
反
映

は
ん

え
い

 
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
、
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な

る
よ
う
検
討

け
ん

と
う

い
た
し
ま
す
。

 

じ
こ

う

原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
一

覧
 



 

 

 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

1
3

9
 

「
伴
走
型

ば
ん

そ
う

が
た

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

」
と

い
う

記
述

き
じ

ゅ
つ

が
気き

に
な

る
。

相
談

そ
う

だ
ん

と
銘
打

め
い

う

っ
て

し
ま

う
と

，
例た

と

え
ば

基
幹

き
か

ん

相
談

そ
う

だ
ん

の
よ

う
な

具
体
的

ぐ
た

い
て

き

な
問
題

も
ん

だ
い

解
決

か
い

け
つ

に
向む

け
て

の
相
談

そ
う

だ
ん

を
受う

け
て

い
る

と
こ

ろ
と

捉と
ら

え
ら

れ
る

な

ど
、
違ち

が

い
が
分わ

か
ら
な
く
な
る
。
混
乱

こ
ん

ら
ん

し
て
し
ま
う
。

 

多
種

た
し

ゅ

多
様

た
よ

う

な
相
談

そ
う

だ
ん

が
あ
る
中な

か

で
，
現
場

げ
ん

ば

の
職

員
し

ょ
く

い
ん

が
誰だ

れ

で
も
相
談

そ
う

だ
ん

を
受う

け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。

 

「
伴
走
型

ば
ん

そ
う

が
た

」
と

い
う

記
述

き
じ

ゅ
つ

が
突
然

と
つ

ぜ
ん

出で

て
き

た
よ

う
に

思お
も

え
る

。
伴
走
型

ば
ん

そ
う

が
た

と
い

う
言
葉

こ
と

ば

が
一
人

ひ
と

り

歩あ
る

き

し
て
し
ま
う
懸
念

け
ね

ん

が
あ
る
。
い
ろ
ん
な

解
釈

か
い

し
ゃ

く

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
伝つ

た

わ
り
に
く
い
制
度

せ
い

ど

な
の
で
、
補
足

ほ
そ

く

の
事
例

じ
れ

い

が
あ
る
と
伝つ

た

わ
り
や
す
い
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
、
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な
る

よ
う
検
討

け
ん

と
う

い
た
し
ま
す
。

 

5
0

5
 

「
伴
走
型

ば
ん

そ
う

が
た

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

」
→
な
ん
で
相
談

そ
う

だ
ん

が
入は

い

っ
た
？
相
談

そ
う

だ
ん

じ
ゃ
後
見

こ
う

け
ん

じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
。

 
反
映

は
ん

え
い

 
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
、
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な
る

よ
う
検
討

け
ん

と
う

い
た
し
ま
す
。

 

7
4

3
 

【
1

-
2
暮く

ら
し
】
・

Ｐぺ
ー
じ

4
7
の
後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

の
事
業

じ
ぎ

ょ
う

内
容

な
い

よ
う

に
『
「
伴
走
型

ば
ん

そ
う

が
た

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

」
と
し
て

－
』
と
あ
る
が
、
後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

は
相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

で
は
な
い
。
横
浜

よ
こ

は
ま

の
相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

体
制

た
い

せ
い

の
中な

か

の
身
近

み
ぢ

か

な
相
談
者

そ
う

だ
ん

し
ゃ

に
は

該
当

が
い

と
う

す
る

と
思お

も

わ
れ

る
が

、
後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

は
一
次

い
ち

じ

相
談

そ
う

だ
ん

や
二
次

に
じ

相
談

そ
う

だ
ん

と
は

立
場

た
ち

ば

が
違ち

が

う
。
今
回

こ
ん

か
い

の
第だ

い

4
期き

障
害

者
し
ょ
う
が

い
し
ゃ

プ
ラ
ン
に
は

所
々

と
こ

ろ
ど

こ
ろ

『
伴
走
型

ば
ん

そ
う

が
た

の
相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

』
と
の
記
述

き
じ

ゅ
つ

が

あ
っ
た
り
、

Ｐぺ
ー
じ

7
6
の
地
域

ち
い

き

生
活

せ
い

か
つ

支
援

し
え

ん

拠
点

き
ょ

て
ん

の
将

来
像

し
ょ

う
ら

い
ぞ

う

の
部
分

ぶ
ぶ

ん

に
も
後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

の
記
載

き
さ

い

が

あ
り

、
基
幹

き
か

ん

相
談

そ
う

だ
ん

の
機
能

き
の

う

の
一
部

い
ち

ぶ

と
捉と

ら

え
ら

れ
る

様よ
う

な
印

象
い

ん
し

ょ
う

も
あ

る
た

め
、

こ
の

後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

の
事
業

じ
ぎ

ょ
う

内
容

な
い

よ
う

の
説
明

せ
つ

め
い

で
は

混
同

こ
ん

ど
う

さ
れ

て
し

ま
う

。
適

切
て

き
せ

つ

な
表

現
ひ

ょ
う

げ
ん

へ
の

変
更

へ
ん

こ
う

を
し

て
頂い
た

だ

き
た

い
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
、
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な
る

よ
う
検
討

け
ん

と
う

い
た
し
ま
す
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り

 

原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
一

覧
 



 

 

 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

7
7

0
 

横
浜

よ
こ

は
ま

独
自

ど
く

じ

の
事
業

じ
ぎ

ょ
う

は
国く

に

と
の
か
ね
あ
い
も
あ
り
、
継
続

け
い

ぞ
く

が
ど
う
な
る
か
と
（
自じ

ア
シ
）
心
配

し
ん

ぱ
い

し
て
い

た
が

、
基
本

き
ほ

ん

は
今い

ま

ま
で

と
の

お
な

し
と

な
り

ホ
ッ

ト
し

た
。

し
か

し
、

区く

に
よ

っ
て

や
ら

な
い

区く

が
で

た
り

と
混
乱

こ
ん

ら
ん

し
て

い
る

こ
と

は
聞き

い
て

い
る

。
そ

も
そ

も
市し

と
し

て
利
用
者

り
よ

う
し

ゃ

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

等と
う

行お
こ
な

っ
て
い
た
の
か
が
疑
問

ぎ
も

ん

に
思お

も

う
。
そ
の
よ
う
な
中な

か

、
後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

で
も
今
日

き
ょ

う

は
じ
め
て
相
談

そ
う

だ
ん

が
付つ

い
た
。
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？
ほ
か
の
相
談

そ
う

だ
ん

と
の
住す

み
分わ

け
し
づ
ら
く
わ
か
り
に
く
い
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
自
立

じ
り

つ

生
活

せ
い

か
つ

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ヒ
ア
リ
ン

グ

等と
う

を
行お
こ
な

っ
て
検
討

け
ん

と
う

し
て
お
り
、
引ひ

き
続つ

づ

き
推
進

す
い

し
ん

し
て
ま
い
り

ま
す
。
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え
、

後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

に
つ

き
ま
し
て
は
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な
る
よ
う
参
考

さ
ん

こ
う

に
さ

せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

7
7

2
 

後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

は
、
立た

ち
位
置

い
ち

は
ご
本
人

ほ
ん

に
ん

で
あ
る
は
ず
。
事
業

じ
ぎ

ょ
う

内
容

な
い

よ
う

に
「
相
談

そ
う

だ
ん

」
が
入は

い

る
こ
と
に

つ
い
て
疑
問

ぎ
も

ん

に
思お

も

う
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
、
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な
る

よ
う
検
討

け
ん

と
う

い
た
し
ま
す
。

 

7
7

4
 

Ｐぺ
ー

じ

4
2
後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

「
伴
走
型

ば
ん

そ
う

が
た

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

」
と
あ
り
ま
す
が
、
後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

は
、
ご
本
人

ほ
ん

に
ん

、
ご

家
族

か
ぞ

く

と
共と

も

に
将

来
し
ょ
う
ら

い

の
こ

と
を

考か
ん
が

え
る

と
い

う
視
点

し
て

ん

で
始は

じ

め
ら

れ
た

も
の

で
す

。
相
談

そ
う

だ
ん

と
は

違ち
が

う

と
い
う
こ
と
を
様
々

さ
ま

ざ
ま

な
研

修
け
ん
し
ゅ

う

で
も
伝つ

た

え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
相
談

そ
う

だ
ん

は
入い

れ
な

い
で
進す

す

め
て
い
く
こ
と
が
望の

ぞ

ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
共と

も

に
考か
ん

が

え
る
と
い
う
視
点

し
て

ん

か
ら

す
る
と
、
伴
走
型

ば
ん

そ
う

が
た

支
援

し
え

ん

も
少す

こ

し
違
和
感

い
わ

か
ん

が
あ
る
こ
と
は
お
伝つ

た

え
し
た
い
で
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
、
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な
る

よ
う
検
討

け
ん

と
う

い
た
し
ま
す
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 

原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
一

覧
 



 

 

 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

7
4

2
 

【
1

-
1
住す

ま
い

】
【

1
-
2
暮く

ら
し

】
・

医
療
的

い
り

ょ
う

て
き

ケ
ア

の
な

い
重

症
じ

ゅ
う

し
ょ

う

心
身

し
ん

し
ん

障
害
児
者

し
ょ

う
が

い
じ

し
ゃ

の
住す

ま
い

や

居
場
所

い
ば

し
ょ

が
ご

く
限か

ぎ

ら
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
。

医
療
的

い
り

ょ
う

て
き

ケ
ア

が
あ

れ
ば

受う

け
入い

れ
て

く
れ

る
が

、

医
療
的

い
り

ょ
う

て
き

ケ
ア

が
な

く
手て

を
伸の

ば
し

て
何な

に

か
を

触さ
わ

っ
て

し
ま

う
方か

た

な
ど

は
短

期
た

ん
き

入
所

に
ゅ

う
し

ょ

も
断こ
と

わ

ら
れ

た

り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
な
い
。
そ
う
い
っ
た
方か

た

へ
の
施
策

し
さ

く

の
検
討

け
ん

と
う

を
プ
ラ
ン
に
入い

れ
て

頂い
た

だ

き
た

い
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
医
療
的

い
り

ょ
う

て
き

ケ
ア

の
な

い
重

症
じ
ゅ
う
し

ょ
う

心
身

し
ん

し
ん

障
害
児
者

し
ょ

う
が

い
じ

し
ゃ

は
、

住す

ま
い

や

居
場
所

い
ば

し
ょ

が
限か

ぎ

ら
れ

る
等と

う

の
ニ

ー
ズ

の
面め

ん

で
は

医
療
的

い
り

ょ
う

て
き

ケ
ア

児
者

じ
し

ゃ

と
同お

な

じ
課
題

か
だ

い

が
あ
る

と
捉と

ら

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

に
つ
い

て
は
、
素
案

そ
あ

ん

の
「

２
－
１
 
健
康

け
ん

こ
う

・

医
療

い
り

ょ
う

」
（
２
）
に

あ
る
ト
ピ
ッ
ク
「
医
療
的

い
り

ょ
う

て
き

ケ
ア
児じ

・
者し

ゃ

へ

の
支
援

し
え

ん

」
に
盛も

り
込こ

ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え

、
重

症
じ
ゅ
う
し

ょ
う

心
身

し
ん

し
ん

障
害
児
者

し
ょ

う
が

い
じ

し
ゃ

の
支
援

し
え

ん

に
つ

い
て

、
新あ

ら

た
に

明
記

め
い

き

し
ま
す
。

 

5
3

9
 

6
.素

案
そ

あ
ん

6
2
ペ
ー
ジ
の
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

実
施
者

じ
っ

し
し

ゃ

養
成

よ
う

せ
い

研
修

け
ん
し
ゅ

う

1
5
か
所し

ょ

（
3

0
か
所し

ょ

）
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
で

研
修

け
ん

し
ゅ

う

を
行お
こ

な

う
こ
と
を

考か
ん

が

え

て
い
ま
す
か
。

研
修

け
ん
し
ゅ

う

内
容

な
い

よ
う

の
検
討

け
ん

と
う

が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
非
常

ひ
じ

ょ
う

に
不
安

ふ
あ

ん

で
す
。
ま
ず
、
ペ
ア
レ
ン

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

な
ぜ

必
要

ひ
つ

よ
う

な
の

か
、

何な
に

を
め

ざ
し

て
い

る
の

か
、

素
案

そ
あ

ん

の
中な

か

で
ビ

ジ
ョ

ン
を

明あ
き

ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え
、「

３
－
１

療
育

り
ょ
う
い

く

」（
２
）
の
「
切き

れ
目め

の
な
い
支
援

し
え

ん

体
制

た
い

せ
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ

つ

」
に
、
「
ペ
ア

レ
ン
ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
実
施
者

じ
っ

し
し

ゃ

の
養
成

よ
う

せ
い

」を
新あ

ら

た
に
盛も

り
込こ

み
、事

業
じ

ぎ
ょ

う

内
容

な
い

よ
う

等と
う

を
説
明

せ
つ

め
い

し
ま
す
。

 

5
7

2
 

「
地
域

ち
い

き

訓
練
会

く
ん

れ
ん

か
い

」
は
素
晴

す
ば

ら
し
い
実
践

じ
っ

せ
ん

で
あ
り
、
助
成

じ
ょ

せ
い

事
業

じ
ぎ

ょ
う

も
継
続

け
い

ぞ
く

が
必
要

ひ
つ

よ
う

で
す
が
、
そ
れ
以
外

い
が

い

の

保
護
者

ほ
ご

し
ゃ

の
つ

な
が

り
づ

く
り

を
支
援

し
え

ん

し
て

ほ
し

い
で

す
。

「
ペ

ア
レ

ン
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

実
施
者

じ
っ

し
し

ゃ

養
成

よ
う

せ
い

研
修

け
ん

し
ゅ

う

」
が
こ
れ
に
あ
た
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
ご
意
見

い
け

ん

の
趣
旨

し
ゅ

し

を
踏ふ

ま
え
、「

３
－
１

療
育

り
ょ
う
い

く

」（
２
）
の
「
切き

れ
目め

の
な
い
支
援

し
え

ん

体
制

た
い

せ
い

の
充

実
じ
ゅ
う
じ

つ

」
に
、
「
ペ
ア

レ
ン
ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
実
施
者

じ
っ

し
し

ゃ

の
養
成

よ
う

せ
い

」
を
新あ

ら

た
に
盛も

り
込こ

み
、
事じ

業ぎ
ょ
う

内な
い

容よ
う

等と
う

を
説
明

せ
つ

め
い

し
ま
す
。

 

次
頁

じ
こ

う

あ
り
 

原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
一

覧
 



 

 

 

通と
お

し

番
号

ば
ん

ご
う

 
意

見
い

け
ん

 

対
応

た
い

お
う

方
法

ほ
う

ほ
う

等と
う

 

対
応

た
い

お
う

 

分
類

ぶ
ん

る
い

 
本ほ

ん

市し

の
考か
ん

が

え
方か

た

 

4
1

0
 

・
学
齢
期

が
く

れ
い

き

の
余
暇

よ
か

支
援

し
え

ん

は
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
増ふ

え
た
こ
と
で
、
充

実
じ

ゅ
う

じ
つ

し
た
も
の
に
な
っ

て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
素
案

そ
あ

ん

で
は
、
今
後

こ
ん

ご

3
年
間

ね
ん

か
ん

で
更さ

ら

に
約や

く

1
5

0
か
所し

ょ

増ふ

や
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方

い
っ

ぽ
う

障
害
児

し
ょ

う
が

い
じ

相
談

そ
う

だ
ん

は
現

状
げ
ん
じ
ょ

う

不
足

ふ
そ

く

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
後

こ
ん

ご

3
年
間

ね
ん

か
ん

で
約や

く

2
0
か
所し

ょ

程
度

て
い

ど

し

か
増ふ

や
さ
な
い
計
画

け
い

か
く

で
す
。
放
課
後

ほ
う

か
ご

等と
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
障
害
児

し
ょ

う
が

い
じ

相
談

そ
う

だ
ん

は
セ
ッ
ト
で

考か
ん

が

え
る
べ
き

で
す

。
そ

う
で

な
け

れ
ば

、
今
後

こ
ん

ご

も
多お

お

く
の

障
害
児

し
ょ

う
が

い
じ

が
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

こ
ど

も
サ

ポ
ー

ト
プ

ラ
ン

を
継
続

け
い

ぞ
く

し
続つ

づ

け
ざ

る
を
得え

ま
せ

ん
。
第だ

い

3
者し

ゃ

が
関か
か
わ

り
計
画

け
い

か
く

を
立た

て
、

支
援
者

し
え

ん
し

ゃ

間か
ん

の
連
携

れ
ん

け
い

を
構
築

こ
う

ち
く

し
て

い
く

事こ
と

は
こ
ど
も
の
生
活

せ
い

か
つ

に
と
て
も
必
要

ひ
つ

よ
う

な
事こ

と

で
す
。
障
害
児

し
ょ

う
が

い
じ

相
談

そ
う

だ
ん

を
も
っ
と

積
極

的
せ

っ
き

ょ
く

て
き

に
増ふ

や
し
て
い

く
べ
き
で
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
障
害
児

し
ょ

う
が

い
じ

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

事
業
所

じ
ぎ

ょ
う

し
ょ

を
増ふ

や
し
、

希
望

き
ぼ

う

す
る
す
べ
て
の

人ひ
と

が
障
害
児

し
ょ

う
が

い
じ

相
談

そ
う

だ
ん

を
受う

け
ら
れ

る
体
制

た
い

せ
い

を
つ
く
る

こ
と
に
よ

り
、

障
害
児

し
ょ

う
が

い
じ

が
将

来
し
ょ
う
ら

い

臨の
ぞ

む
暮く

ら
し

を
実
現

じ
つ

げ
ん

す
る

た
め

に
、

必
要

ひ
つ

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
を

継
続
的

け
い

ぞ
く

て
き

に
選
択

せ
ん

た
く

す
る

こ
と

が
で

き
る

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

体
制

た
い

せ
い

を
、
引ひ

き
続つ

づ

き
、
目
指

め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

 

な
お
、
障
害
児

し
ょ

う
が

い
じ

相
談

そ
う

だ
ん

支
援

し
え

ん

事
業
所

じ
ぎ

ょ
う

し
ょ

数す
う

に
つ

い
て
は
、

最
近

さ
い

き
ん

の

事
業
所
数

じ
ぎ

ょ
う

し
ょ

す
う

の
増
加

ぞ
う

か

傾
向

け
い

こ
う

等と
う

も
踏ふ

ま
え
、
原
案

げ
ん

あ
ん

の
策
定

さ
く

て
い

に
向む

け

て
検
討

け
ん

と
う

を
進す

す

め
て
い
き
ま
す
。

 

1
0

6
 

・
ロ
ン
ド
ン

2
0

1
2
で
「
社
会

し
ゃ

か
い

モ
デ
ル
」
の
課
題

か
だ

い

を
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ぶ
つ
け
、
事
前

じ
ぜ

ん

事
後

じ
ご

と

活
動

か
つ

ど
う

し
て
い
る
。

東
京

と
う
き
ょ

う

で
開
催

か
い

さ
い

が
な
く
な

り
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
会

き
か

い

と
し
な
い
場
合

ば
あ

い

、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
ど
う
伝つ

た

え
る
か
？

考か
ん

が

え
る
必
要

ひ
つ

よ
う

が
あ
る
と
感か

ん

じ
て
い
ま
す
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

で
は
、

東
京

と
う
き
ょ

う

2
0

2
0
大
会

た
い

か
い

の
開
催

か
い

さ
い

決
定

け
っ

て
い

以
降

い
こ

う

、
よ
り

一
層

い
っ

そ
う

の
障

害
者

し
ょ
う
が

い
し
ゃ

ス
ポ

ー
ツ

普
及

ふ
き

ゅ
う

啓
発

け
い

は
つ

を
図は

か

る
た

め
の

取
組

と
り

く
み

を
進す

す

め
て
お
り
ま
す
。
つ
い
て
は
、
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

も
踏ふ

ま

え
、
素
案

そ
あ

ん

の
取
組

と
り

く
み （

１
）
ス
ポ
ー
ツ
活
動

か
つ

ど
う

の
推
進

す
い

し
ん

の
「

障
害

者
し
ょ
う
が

い
し
ゃ

ス
ポ

ー
ツ

の
啓
発

け
い

は
つ

と
理
解

り
か

い

の
促
進

そ
く

し
ん

」
に

お
け

る
２

行
目

ぎ
ょ

う
め

の

「
大
会
後

た
い

か
い

ご

の
」と

い
う
表
記

ひ
ょ

う
き

を
削
除

さ
く

じ
ょ

し
、引

ひ

き
続つ

づ

き
、
障

害
者

し
ょ
う
が

い
し
ゃ

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

ふ
き

ゅ
う

啓
発

け
い

は
つ

に
取と

り
組く

む
位
置
付

い
ち

づ

け
と
し
ま
す
。

 

5
4

3
 

9
.素

案
そ

あ
ん

7
6

ペ
ー

ジ
地
域

ち
い

き

生
活

せ
い

か
つ

支
援

し
え

ん

拠
点

き
ょ

て
ん

の
機
能

き
の

う

１
相
談

そ
う

だ
ん

の
将

来
像

し
ょ

う
ら

い
ぞ

う

の
と

こ
ろ

に
、

「
横
浜
市

よ
こ

は
ま

し

後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

な
ど

～
」

の
記
述

き
じ

ゅ
つ

が
あ

り
ま

す
が

、
後
見
的

こ
う

け
ん

て
き

支
援

し
え

ん

制
度

せ
い

ど

を
相
談

そ
う

だ
ん

の
と

こ
ろ

に
載の

せ
る

の
は

、
少す

こ

し
違ち

が

う
よ

う
に

思お
も

い
ま

す
。

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

、
機
能

き
の

う

５
地
域

ち
い

き

の
体
制

た
い

せ
い

づ
く

り

に
入い

れ
る
べ
き
制
度

せ
い

ど

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

反
映

は
ん

え
い

 
頂い
た
だ

い
た
ご
意
見

い
け

ん

を
参
考

さ
ん

こ
う

に
し
、
わ
か
り
や
す
い
表
記

ひ
ょ

う
き

に
な
る

よ
う
検
討

け
ん

と
う

い
た
し
ま
す
。

 

 

原
案

げ
ん
あ
ん

(案あ
ん

)に
反
映

は
ん

え
い

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
一

覧
 



第
だ い

 ４ 期
き

 横
よ こ

 浜
は ま

 市
し

 障
し ょ う

 害
が い

 者
し ゃ

 プ ラ ン 

原
げ ん

  案
あ ん

 （案
あ ん

） 

資料
しりょう

２－４

令和２年第２回横浜市障害者施策推進協議会資料



第
だい

１章
しょう

  計画
けいかく

の概要
がいよう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

１  計画
けいかく

策定
さくてい

の趣旨
し ゅ し

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

２  計画
けいかく

の位置
い ち

づけ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

３  計画
けいかく

の構成
こうせい

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

４  国
くに

の動向
どうこう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

  第
だい

２章
しょう

 横浜市
よ こ は ま し

における障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の現状
げんじょう

・・・・・・・・・・・・・・・・６

１ 横浜市
よ こ は ま し

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

のあゆみ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

２ 将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

３ 各障害
かくしょうがい

手帳
てちょう

等
とう

統計
とうけい

の推移
す い い

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９

４  第
だい

３期
き

障害者
しょうがいしゃ

プランの振
ふ

り返
かえ

り ・・・・・・・・・・・・・・・・・１４  

  第
だい

３章
しょう

  第
だい

４期
き

障害者
しょうがいしゃ

プランの基本目標
きほんもくひょう

と取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

 ・・・・・・・・・・１８

１  基本
き ほ ん

目標
もくひょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８

２  基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて必要
ひつよう

な視点
し て ん

 ・・・・・・・・・・・・・・・１９

３  生活
せいかつ

の場面
ば め ん

ごとの取組
とりくみ

様々
さまざま

な生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの   ・・・・・・・・・・・・・・２０

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

１  住
す

む・暮
く

らす ・・・・・・・・・・・・・・３６

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

２  安全
あんぜん

・安心
あんしん

・・・・・・・・・・・・・・５２

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

３ 育
はぐく

む・学
まな

ぶ ・・・・・・・・・・・・・・６０

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

４ 働
はたら

く・楽
たの

しむ ・・・・・・・・・・・・・・６９

  第
だい

４章
しょう

 障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

で支
ささ

える基盤
き ば ん

の整備
せ い び

  ・・・・・・・・・・・・・・・７７

１  本
ほん

章
しょう

の位
い

置
ち

づけ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７７

２  国
くに

の動向
どうこう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７７

３ 横浜市
よこはまし

の取組
とりくみ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７８

４  今後
こ ん ご

の方向性
ほうこうせい
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だい
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しょう
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しー

Ａ
えー

サイクルによる計画
けいかく

の見直
み な お

し ・・・・・・・・・・・・・・８５

目
もく

次
じ
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横浜市
よこはまし

では、障害
しょうがい

施策
し さ く

に関
かか

わる中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

な計画
けいかく

である「障害者
しょうがいしゃ

プラン」（以下
い か

「プラン」

といいます。）を、平成
へいせい

16年度
ね ん ど

に策定
さくてい

しました。その後
ご

、21年度
ね ん ど

に「第
だい

２期
き

プラン」、27年度
ね ん ど

に「第
だい

３期
き

プラン」を策定
さくてい

し、障害者
しょうがいしゃ

が自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のできる社会
しゃかい

の構築
こうちく

という視点
し て ん

を中心
ちゅうしん

に、

施策
し さ く

を推進
すいしん

してきました。 

このプランは、次
つぎ

の三
みっ

つの法定
ほうてい

計画
けいかく

（策定
さくてい

するよう法令
ほうれい

で決
き

められている計画
けいかく

）の性質
せいしつ

を持
も

つ

計画
けいかく

です。 

一
ひと

つ目
め

は、「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」に基
もと

づく、障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

する施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

等
とう

を定
さだ

める基本的
きほんてき

な計画
けいかく

である「障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」です。二
ふた

つ目
め

は、「障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合
そうごう

的
てき

に支援
し え ん

する

ための法律
ほうりつ

」（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

）に基
もと

づき、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

におけるサービスごとに、必要
ひつよう

な利用
り よ う

の

見
み

込
こ

み 量
りょう

を定
さだ

め、その円滑
えんかつ

な実施
じ っ し

の確保
か く ほ

を進
すす

めていくことを定
さだ

める「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」です。三
みっ

つ目
め

は、「児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

」に基
もと

づく、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

におけるサービスごとに、必要
ひつよう

な利用
り よ う

の見
み

込
こ

み 量
りょう

を定
さだ

め、その円滑
えんかつ

な実施
じ っ し

の確保
か く ほ

を進
すす

めていくことを定
さだ

める「障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」です。 

第
だい

４期
き

プランも、引
ひ

き続
つづ

き、横浜市
よこはまし

の施策
し さ く

と、国
くに

が定
さだ

める障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの連携
れんけい

を図
はか

ってい

く必要
ひつよう

があることから、この三
みっ

つの計画
けいかく

を一体的
いったいてき

に策定
さくてい

します。 

 

障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず、すべての市民
し み ん

が、等
ひと

しく基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享有
きょうゆう

するかけがえのな

い個人
こ じ ん

として尊重
そんちょう

されることを前提
ぜんてい

に、障害
しょうがい

のあるなしによって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら暮
く

らすことのできるまちを実現
じつげん

していくことが必要
ひつよう

です。 

そのため、第
だい

４期
き

プランでは、「誰
だれ

もが人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることができるまちヨコハマを目
め

指
ざ

す」を基本
き ほ ん

目標
もくひょう

として掲
かか

げました。また、基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

け必要
ひつよう

な７つの視点
し て ん

を設定
せってい

し、本市
ほ ん し

における障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

をしっかりと進
すす

めていきます。 

 

  

 

第
だい

３期
き

プランは、平成
へいせい

27年度
ね ん ど

（2015年度
ね ん ど

）から令和
れ い わ

２年
ねん

度
ど

（2020年度
ね ん ど

）までの６年
ねん

間
かん

を計画
けいかく

期間
き か ん

として策定
さくてい

しました。 

   また、中間期
ちゅうかんき

である平成
へいせい

29年度
ね ん ど

末
まつ

（2017年度
ね ん ど

末
まつ

）には、「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」部分
ぶ ぶ ん

について、３年
ねん

を１期
き

として作成
さくせい

することとしている「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

及
およ

び 障
しょう

害
がい

児
じ

通
つう

所
しょ

支
し

援
えん

等
とう

の円滑
えんかつ

な

実施
じ っ し

を確保
か く ほ

するための基本的
きほんてき

な指針
し し ん

」（国
くに

が障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

及
およ

び障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の策定
さくてい

に関
かん

して定
さだ

第
だ い

１章
しょう

 計画
け い か く

の概要
が い よ う

 

１ 計画
けいかく

策定
さくてい

の趣旨
し ゅ し

 

２ 計画
けいかく

の位置
い ち

づけ 

（１）計画
けいかく

期間
き か ん
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めたもの）に基
もと

づく見
み

直
なお

しのほか、児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

の改正
かいせい

に伴
ともな

う「障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」の一体的
いったいてき

策定
さくてい

を

行
おこな

うとともに、プラン全体
ぜんたい

の振
ふ

り返
かえ

りと後
こう

期
き

３年
ねん

間
かん

の方
ほう

向性
こうせい

をまとめた改訂版
かいていばん

を策定
さくてい

しました。 

   第
だい

４期
き

プランについても、第
だい

３期
き

プランと同
おな

じく、中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

なビジョンをもって施策
し さ く

を進
すす

め

ていくために、計画
けいかく

期間
き か ん

を６年
ねん

間
かん

として策定
さくてい

します。 

また、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

及
およ

び障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計
けい

画
かく

の部
ぶ

分
ぶん

については、３年
ねん

後
ご

に見
み

直
なお

しを実施
じ っ し

します。そ

のほかにも、プランの進行
しんこう

管理
か ん り

や進捗
しんちょく

を評価
ひょうか

し、その施策
し さ く

・事業
じぎょう

の必要性
ひつようせい

の検討
けんとう

、事業
じぎょう

規
き

模
ぼ

や期間
き か ん

などを見
み

直
なお

すとともに、社会
しゃかい

情勢
じょうせい

やニーズの変化
へ ん か

に 伴
ともな

う 新
あたら

しい課題
か だ い

に柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

するための

施策
し さ く

の再構築
さいこうちく

なども併
あわ

せて実施
じ っ し

します。 

 障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

：施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

及
およ

び個別
こ べ つ

の事業
じぎょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

：障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み量
りょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

 

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

：障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み量
りょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

 

 
 

横浜市
よこはまし

では、個別
こ べ つ

の法律
ほうりつ

を根拠
こんきょ

とする福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

等
とう

の分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

として、「よこはま地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア

計画
けいかく

（横浜市
よこはまし

高齢者
こうれいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

・認知症
にんちしょう

施策
し さ く

推進
すいしん

計画
けいかく

）」、「健康
けんこう

横浜
よこはま

21」、

「横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

」、「横浜市
よこはまし

住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」、「横浜市
よこはまし

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」

があります。これに加
くわ

えて、「よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プラン」という横浜市
よこはまし

独自
ど く じ

の保健
ほ け ん

医療
いりょう

施策
し さ く

に関
かん

す

る総合的
そうごうてき

な計画
けいかく

があります。 

また、「横浜市
よこはまし

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

」は、地域
ち い き

の視点
し て ん

から高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

、子
こ

ども・若者
わかもの

等
とう

の対象者
たいしょうしゃ

や、保健
ほ け ん

や健康
けんこう

に関
かん

する分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

に 共
きょう

通
つう

する理念
り ね ん

、方針
ほうしん

及
およ

び取組
とりくみ

推進
すいしん

の方向性
ほうこうせい

等
とう

を明示
め い じ

し、

対象者
たいしょうしゃ

全体
ぜんたい

の地域
ち い き

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることを目指
め ざ

しています。また、住民
じゅうみん

、事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び公的
こうてき

機関
き か ん

が協働
きょうどう

する基本的
きほんてき

な事項
じ こ う

を横断的
おうだんてき

に示
しめ

すことで、地域
ち い き

における展開
てんかい

を総括
そうかつ

する役割
やくわり

を果
は

たします。

分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

に掲
かか

げた事業
じぎょう

や地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

は、地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

と相互
そ う ご

に取組
とりくみ

を進
すす

めることで

対象者
たいしょうしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

このように、障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず、地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支援
し え ん

するためには、人々
ひとびと

の暮
く

らし

の場
ば

である地域
ち い き

において、様々
さまざま

な取組
とりくみ

をそれぞれの関係性
かんけいせい

や相互
そ う ご

のつながり、取組
とりくみ

全体
ぜんたい

の方向性
ほうこうせい

、

連続性
れんぞくせい

といった視点
し て ん

で捉
とら

え、それぞれを関
かん

連
れん

付
づ

けて行
おこな

うことが必要
ひつよう

です。 

年
度

ね
ん
ど 

平 成
へいせい

 

27年度
ねんど

 

（2015 

年度
ねんど

) 

28年度
ねんど

 

(2016 

年度
ねんど

) 

29年度
ねんど

 

(2017 

年度
ねんど

) 

30年度
ねんど

 

(2018 

年度
ねんど

) 

令
れい

和
わ
 

元
がん

年度
ねんど

 

(2019 

年度
ねんど

) 

２年度
ねんど

 

(2020年度
ねんど

) 

３年度
ねんど

 

(2021 

年度
ねんど

) 

４年度
ねんど

 

(2022年度
ねんど

) 

５年度
ねんど

 

(2023年度
ねんど

) 

６年度
ねんど

 

(2024年度
ねんど

) 

７年度
ねんど

 

(2025年度
ねんど

) 

８年度
ねんど

 

(2026年度
ねんど

) 

名

称

め
い
し
ょ
う 

第
だい

３期
き
横浜 市
よこはまし

障 害 者
しょうがいしゃ

プラン 第
だい

４期
き
横浜 市
よこはまし

障 害 者
しょうがいしゃ

プラン 

構

成

こ
う
せ
い 

障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

 障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 
障 害

しょうがい
福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 障 害 児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

 

（２）他
た

計画
けいかく

との関係性
かんけいせい
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施策
し さ く

の展開
てんかい

にあたっては、関係
かんけい

するそれぞれの分野
ぶ ん や

別
べつ

計画
けいかく

が、有機的
ゆうきてき

に連動
れんどう

していくことによっ

て、一層
いっそう

の効果
こ う か

があがってきます。 

行政
ぎょうせい

分野
ぶ ん や

ごとの専門性
せんもんせい

を充実
じゅうじつ

させ、質
しつ

の高
たか

い施策
し さ く

を展開
てんかい

していくとともに、関連
かんれん

する分野
ぶ ん や

を

意識
い し き

し、整合性
せいごうせい

を図
はか

りながら一体的
いったいてき

に推進
すいしん

していきます。 

 

名称
めいしょう

 根拠法
こんきょほう

 

横浜市
よこはまし

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法
ほう

 

よこはま地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア計画
けいかく

 

（横浜市
よこはまし

高齢者
こうれいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

・

認知症
にんちしょう

施策
し さ く

推進
すいしん

計画
けいかく

） 

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

法
ほう

、 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

法
ほう

 

健康
けんこう

横浜
よこはま

２１ 健康
けんこう

増進
ぞうしん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

推進
すいしん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

） 

※第
だい

3期
き

健康
けんこう

横浜
よこはま

２１と一体的
いったいてき

に策定
さくてい

予定
よ て い

 

横浜市
よこはまし

歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

の推進
すいしん

に

関
かん

する条例
じょうれい

 

横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

 
子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

法
ほう

、 

次
じ

世代
せ だ い

育成
いくせい

支援
し え ん

対策
たいさく

推進
すいしん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

 住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

 教育
きょういく

基本
き ほ ん

法
ほう

 

☆横浜市
よこはまし

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

・地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

） 

 ※策定
さくてい

作業中
さぎょうちゅう

 

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

総合
そうごう

支援
し え ん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

要綱
ようこう

（国
くに

要綱
ようこう

） 

よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プラン ― 

☆：第
だい

４期
き

プランから新
あら

たに取
と

り上
あ

げた計画
けいかく

 

 

 

第
だい

３期
き

プランに引
ひ

き続
つづ

き、施策
し さ く

分野
ぶ ん や

別
べつ

や障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

にまとめた行政
ぎょうせい

や支援者
しえんしゃ

の側
がわ

に立
た

った

視点
し て ん

をもとにした構成
こうせい

ではなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえでの視点
し て ん

に立
た

った枠
わく

組
ぐ

み

を設定
せってい

しました。 

第
だい

４期
き

プランでは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を４つにわけて考
かんが

えました。また、「普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

、人材
じんざい

確保
か く ほ

など特定
とくてい

の生活
せいかつ

場面
ば め ん

に限定
げんてい

できないものが大切
たいせつ

だ」という意見
い け ん

を受
う

け、「様々
さまざま

な

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの」を１つにまとめました。 

３ 計画
けいかく

の構成
こうせい

 



- 4 - 
 

こうして、計
けい

５つの分野
ぶ ん や

に障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かん

する施策
し さ く

・事業
じぎょう

を分類
ぶんるい

しました。 

分類
ぶんるい

 内容
ないよう

 

様々
さまざま

な生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

、人材
じんざい

確保
か く ほ

・育成
いくせい

、権利
け ん り

擁護
よ う ご

、相談
そうだん

支援
し え ん

 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

１ 住
す

む・暮
く

らす 住
す

まい、暮
く

らし、移
い

動
どう

支援
し え ん

、まちづくり 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

２ 安全
あんぜん

・安心
あんしん

 健康
けんこう

・医療
いりょう

、防災
ぼうさい

・減災
げんさい

 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

３ 育
はぐく

む・学
まな

ぶ 療育
りょういく

、教育
きょういく

 

生活
せいかつ

の場面
ば め ん

４ 働
はたら

く・楽
たの

しむ 就労
しゅうろう

、日中
にっちゅう

活動
かつどう

、スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

 

また、様々
さまざま

な施策
し さ く

・事業
じぎょう

をつなぎあわせ、障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

で支
ささ

えるための基盤
き ば ん

を整備
せ い び

する

取組
とりくみ

として進
すす

めている「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」と「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステ

ム」については、別
べつ

にまとめ、将来像
しょうらいぞう

とそれに向
む

けた取組
とりくみ

を総合的
そうごうてき

に記載
き さ い

しました。 

 

 

 

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

に関
かか

わる大
おお

きな流
なが

れとしては、平成
へいせい

19年
ねん

９月
がつ

に署名
しょめい

をした「障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

」（障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

）への対応
たいおう

があります。22年
ねん

には、「相互
そ う ご

に個性
こ せ い

の差異
さ い

と多様性
たようせい

を

尊重
そんちょう

し、人格
じんかく

を認
みと

め合
あ

う共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

」を掲
かか

げることや、その考
かんが

えを基
もと

にした「障害者
しょうがいしゃ

制度
せ い ど

改革
かいかく

の基本的
きほんてき

方向
ほうこう

と今後
こ ん ご

の進
すす

め方
かた

」や「横断的
おうだんてき

課題
か だ い

における改革
かいかく

の基本的
きほんてき

方向
ほうこう

と今後
こ ん ご

の進
すす

め

方
かた

」が閣議
か く ぎ

決定
けってい

されました。 

そして、障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の趣旨
し ゅ し

に沿
そ

った施策
し さ く

の推進
すいしん

を図
はか

るため、「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」が差別
さ べ つ

の

禁止
き ん し

や防災
ぼうさい

及
およ

び防犯
ぼうはん

などを盛
も

り込
こ

んだ改正
かいせい

となり、23年
ねん

８月
がつ

に施行
し こ う

されました。 

また、24年
ねん

６月
がつ

に、虐待
ぎゃくたい

を発見
はっけん

した人
ひと

の通報
つうほう

を義務付
ぎ む づ

け、自治体
じ ち た い

などが調査
ちょうさ

・保護
ほ ご

を行
おこな

う仕
し

組
く

みの構
こう

築
ちく

など、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する支援
し え ん

のための措置
そ ち

を盛
も

り込
こ

んだ「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

、

障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
し え ん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

法
ほう

）が成立
せいりつ

しました。そし

て、25年
ねん

６月
がつ

には、障害者
しょうがいしゃ

への差別
さ べ つ

的
てき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

について、自治体
じ ち た い

・民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

ともに法
ほう

的
てき

義務
ぎ む

を設
もう

け、合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

の不提供
ふていきょう

の禁止
き ん し

を、自治体
じ ち た い

には法
ほう

的
てき

義務
ぎ む

、民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

には努力
どりょく

義務
ぎ む

とし

て盛
も

り込
こ

んだ「障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

）が

制定
せいてい

されました。 

 さらに、差別
さ べ つ

を解消
かいしょう

するための具体
ぐ た い

的
てき

な対応
たいおう

として、政府
せ い ふ

全体
ぜんたい

の方針
ほうしん

である差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の

推進
すいしん

に関
かん

する基本
き ほ ん

方針
ほうしん

が閣議
か く ぎ

決定
けってい

されたほか、国
くに

や地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

では、各機関
かくきかん

における取組
とりくみ

に

関
かん

する対応
たいおう

要領
ようりょう

（ガイドライン）が策定
さくてい

されました。このように、近年
きんねん

は「障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

法
ほう

」の

ほかにも多
おお

くの法
ほう

整備
せ い び

が行
おこな

われました。 

 こうした法
ほう

整備
せ い び

を受
う

け、26年
ねん

１月
がつ

には障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

を批准
ひじゅん

し、障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

の実現
じつげん

に向
む

け

た取組
とりくみ

を一層
いっそう

強化
きょうか

するための歩
あゆ

みを始
はじ

めました。 

 

４ 国
くに

の動向
どうこう

 

（１）地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて 
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平成
へいせい

28年
ねん

４月
がつ

 「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

」施行
し こ う

 

 ◆障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

の禁止
き ん し

、合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

義務
ぎ む

 など 

平成
へいせい

28年
ねん

４月
がつ

 「障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こ よ う

の促進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

促進
そくしん

法
ほう

）一部
い ち ぶ

施行
し こ う

 

 ◆雇用
こ よ う

分野
ぶ ん や

における障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

の禁止
き ん し

、合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

義務
ぎ む

 など 

平成
へいせい

28年
ねん

５月
がつ

 「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
し え ん

法
ほう

」及
およ

び「児童
じ ど う

福祉
ふ く し

法
ほう

」改正
かいせい

 

 ◆自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

や就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の創設
そうせつ

、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

の規定
き て い

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の策定
さくてい

義務
ぎ む

 など ※平成
へいせい

30年
ねん

４月
がつ

施行
し こ う

 

平成
へいせい

28年
ねん

８月
がつ

 改正
かいせい

「発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

法
ほう

」施行
し こ う

 

 ◆社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

などの理念
り ね ん

への追加
つ い か

 など 

平成
へいせい

29年
ねん

４月
がつ

 「住宅
じゅうたく

確保
か く ほ

要配慮者
ようはいりょしゃ

に対
たい

する賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の供 給
きょうきゅう

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（改正
かいせい

住宅
じゅうたく

セーフティネット法
ほう

）制定
せいてい

 

 ◆セーフティネット住宅
じゅうたく

の登録
とうろく

制度
せ い ど

、入居
にゅうきょ

支援
し え ん

 など 

 ※平成
へいせい

29年
ねん

10月
がつ

施行
し こ う

 

平成
へいせい

30年
ねん

５月
がつ

 「高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の移動
い ど う

等
とう

の円滑化
えんかつか

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」改正
かいせい

（改正
かいせい

バリ

アフリー法
ほう

） 

 ◆社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

除去
じょきょ

等
とう

の理念
り ね ん

の明記
め い き

 など 

 ※平成
へいせい

30年
ねん

11月
がつ

施行
し こ う

 

平成
へいせい

30年
ねん

５月
がつ

 「学校
がっこう

教育
きょういく

法
ほう

」及
およ

び「著作権
ちょさくけん

法
ほう

」改正
かいせい

 

 ◆デジタル教科書
きょうかしょ

の併用制
へいようせい

 など 

平成
へいせい

30年
ねん

６月
がつ

 「障害者
しょうがいしゃ

による文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（障害者
しょうがいしゃ

文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

推進
すいしん

法
ほう

）制定
せいてい

、施行
し こ う

 

 ◆計画
けいかく

策定
さくてい

の努力
どりょく

義務
ぎ む

 など 

令和
れ い わ

元
がん

年
ねん

６月
がつ

 「視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の読書
どくしょ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（読書
どくしょ

バリアフリー

法
ほう

）制定
せいてい

、施行
し こ う

 

 ◆計画
けいかく

策定
さくてい

の努力
どりょく

義務
ぎ む

 など 

令和
れ い わ

２年
ねん

６月
がつ

 「聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

による電話
で ん わ

の利用
り よ う

の円滑
えんかつ

化
か

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

電話
で ん わ

利用
り よ う

円滑
えんかつ

化
か

法
ほう

）制定
せいてい

 

 ◆電話
で ん わ

リレーサービスの制度
せ い ど

化
か

 など 

  

（２）近年
きんねん

の動向
どうこう
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 横浜
よこはま

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

には、全国
ぜんこく

に先駆
さ き が

けて始
はじ

まった事業
じぎょう

や、横浜市
よこはまし

独自
ど く じ

の取組
とりくみ

なども

多
おお

くあります。こうした施策
し さ く

・事業
じぎょう

は、行政
ぎょうせい

だけで進
すす

めてきたものではありません。障害
しょうがい

のある人
ひと

たちやその家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

と行政
ぎょうせい

が対話
た い わ

を重
かさ

ね、ともに検討
けんとう

をして、

実現
じつげん

してきたという歴史
れ き し

的
てき

な流
なが

れがあります。 

まだ横浜
よこはま

市内
し な い

に障害
しょうがい

のある人
ひと

を支援
し え ん

する社会
しゃかい

資源
し げ ん

が乏
とぼ

しかった昭和
しょうわ

40年代
ねんだい

、障害
しょうがい

の

ある子
こ

を育
そだ

てている保護者
ほ ご し ゃ

たちが、障害
しょうがい

のある子
こ

の療育
りょういく

・レクリエ－ションや保護者
ほ ご し ゃ

向
む

けの学習会
がくしゅうかい

などを行
おこな

う「地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

」を自分
じ ぶ ん

たちで立
た

ち上
あ

げていきました。そして、

障害
しょうがい

のある子
こ

たちが成長
せいちょう

し、成人
せいじん

した後
あと

に通
かよ

う日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

として、「地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

」

をつくっていきます。こうした動
うご

きに対
たい

して、横浜市
よこはまし

は、運営費
うんえいひ

を助成
じょせい

する仕組
し く

みをつ

くり、活動
かつどう

を支
ささ

えてきました。その後
ご

、地域
ち い き

で暮
く

らし続
つづ

けられる住
す

まいについて、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちやその家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

と行政
ぎょうせい

が対話
た い わ

と検討
けんとう

を重
かさ

ね、「グループホーム」の制度
せ い ど

化
か

へつながっていくことになります。 

こうした活動
かつどう

の輪
わ

が広
ひろ

がっていくにつれて、その活動
かつどう

場所
ば し ょ

を確保
か く ほ

することが難
むずか

しくな

っていきました。そこで、安定
あんてい

的
てき

な地域
ち い き

活動
かつどう

の場
ば

を設
もうけ

けるため、地域
ち い き

住民
じゅうみん

もまじえ、

「横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム」（以下
い か

「地活
ち か つ

ホーム」といいます。）の建設
けんせつ

・運営
うんえい

が

始
はじ

まりました。この地活
ち か つ

ホームは、昭和
しょうわ

55年
ねん

に１か所目
し ょ め

が建設
けんせつ

されてから、平成
へいせい

６年
ねん

に

は23か所
しょ

にまで広
ひろ

まります。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

たちを支
ささ

える社会
しゃかい

資源
し げ ん

が増
ふ

えてきたことによって、生活
せいかつ

の場
ば

は自宅
じ た く

だけ

ではなく地域
ち い き

へと広
ひろ

がりを見
み

せるようになります。それに伴
ともな

って、地活
ち か つ

ホームに求
もと

めら

れる役割
やくわり

も、地域
ち い き

活動
かつどう

の場
ば

だけではなく、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の拠点
きょてん

といえるようなものが必要
ひつよう

と

されるようになっていきました。こうした流
なが

れを受
う

けて、地活
ち か つ

ホームでは、平成
へいせい

７年
ねん

か

ら、夜間
や か ん

の介助
かいじょ

や見守
み ま も

りをする「ショートステイ事業
じぎょう

」などの機能
き の う

を増
ふ

やした「機能
き の う

強化型
きょうかがた

地活
ち か つ

ホーム」への転換
てんかん

が、行政
ぎょうせい

との対話
た い わ

の中
なか

で進
すす

められていくことになります。さらに、

地活
ち か つ

ホームの自主的
じしゅてき

な運営
うんえい

を支
ささ

えてきた横浜市
よこはまし

も、平成
へいせい

11年
ねん

からは行政
ぎょうせい

施策
し さ く

として、

機能
き の う

強化型
きょうかがた

地活
ち か つ

ホームよりも事業
じぎょう

・施設
し せ つ

の規模
き ぼ

を拡大
かくだい

した「社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホーム」

の各区
か く く

１館
かん

設置
せ っ ち

を進
すす

めていくことになります。機能
き の う

強化型
きょうかがた

地活
ち か つ

ホームへの転換
てんかん

と社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホームの設置
せ っ ち

は、ともに平成
へいせい

25年
ねん

に完了
かんりょう

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える拠点
きょてん

として機能
き の う

しています。 

 

地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

が立
た

ち上
あ

がった頃
ころ

からこれまでの活動
かつどう

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちを支
ささ

える担
にな

い

手
て

も地域
ち い き

で増
ふ

えていきました。個人
こ じ ん

としての活動
かつどう

だけでなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの

第
だい

２章
しょう

 横浜市
よこはまし

における障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

の現 状
げんじょう

 

１ 横浜市
よ こ は ま し

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

のあゆみ 
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保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

が集
あつ

まって活動
かつどう

をすることも多
おお

くありました。そうした活動
かつどう

などをき

っかけとして、小規模
しょうきぼ

ながらも障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の専門性
せんもんせい

が高
たか

い社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

が数多
かずおお

く立
た

ち上
あ

げ

られたことや、こうした法人
ほうじん

が地域
ち い き

の活動
かつどう

を支
ささ

えることで更
さら

に地域
ち い き

での障害
しょうがい

福祉
ふ く し

が活発
かっぱつ

になってきたことは、横浜市
よこはまし

の特徴
とくちょう

であり強
つよ

みとなっています。 

この大
おお

きな流
なが

れは、ここまで触
ふ

れてきた身体
しんたい

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

や知的
ち て き

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

だけでな

く、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

にも同
おな

じように広
ひろ

がっていました。精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

では、各区
か く く

役所
やくしょ

に

専任
せんにん

で配置
は い ち

された医療
いりょう

ソーシャルワーカーが中心
ちゅうしん

となって家族
か ぞ く

会
かい

を立
た

ち上
あ

げるなど、

発端
ほったん

は行政
ぎょうせい

が主導
しゅどう

的
てき

でした。しかし、その後
ご

、「横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

」（以下
い か

「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

」といいます）やグループホームの設置
せ っ ち

など、地域
ち い き

で生活
せいかつ

する

ための場
ば

づくりに、家族
か ぞ く

会
かい

を含
ふく

む地域
ち い き

の担
にな

い手
て

が行政
ぎょうせい

とともに早
はや

い時期
じ き

から取
と

り組
く

んで

いきます。社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

の場所
ば し ょ

として市内
し な い

初
はつ

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

が２か所
しょ

設置
せ っ ち

されたの

は昭和
しょうわ

57年
ねん

、「社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

の促進
そくしん

」が法的
ほうてき

に位置
い ち

づけられる５年
ねん

ほど前
まえ

のことでした。 

地域
ち い き

での活動
かつどう

が活発
かっぱつ

になるにしたがって、社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホームの設置
せ っ ち

に向
む

けた

動
うご

きと同様
どうよう

に、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

での居
い

場所
ば し ょ

や地域
ち い き

活動
かつどう

の拠点
きょてん

が必要
ひつよう

とされるようにな

ります。平成
へいせい

11年
ねん

には、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える拠点
きょてん

として、各区
か く く

に横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター（以下
い か

「生活
せいかつ

支援
し え ん

センター」といいます）が設置
せ っ ち

されていくこ

ととなります。平成
へいせい

25年
ねん

には、各区
か く く

１館
かん

設置
せ っ ち

が完了
かんりょう

し、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

への充実
じゅうじつ

した支援
し え ん

を行
おこな

ってきています。 

こうして、現在
げんざい

、横浜市
よこはまし

では、区
く

役所
やくしょ

に設置
せ っ ち

された福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター、社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

地活
ち か つ

ホームに設置
せ っ ち

された基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター、生活
せいかつ

支援
し え ん

センターの３機関
き か ん

が一体
いったい

とな

り、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える体制
たいせい

をつくっています。 

 

近年
きんねん

では、国
くに

で定
さだ

める制度
せ い ど

や横浜市
よこはまし

独自
ど く じ

の事業
じぎょう

など、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスはかなり充足
じゅうそく

してきました。しかし、国
くに

の事業
じぎょう

が充実
じゅうじつ

していく過程
か て い

で、もともと横浜市
よこはまし

が独自
ど く じ

に実施
じ っ し

してきた事業
じぎょう

が利用
り よ う

しづらいものになってしまうことも多々
た た

あります。また、福祉
ふ く し

や保健
ほ け ん

などの分野
ぶ ん や

だけでなく医療
いりょう

も含
ふく

めた視点
し て ん

や、各制度間
かくせいどかん

の連携
れんけい

などもますます重要
じゅうよう

になっ

てきています。今後
こ ん ご

は、既存
き そ ん

の支援
し え ん

制度
せ い ど

の狭間
は ざ ま

にある人
ひと

たちをどう支
ささ

え、見過
み す

ごされが

ちなニーズをどう汲
く

み取
と

っていくかが課題
か だ い

といえます。 

そうした人
ひと

たちの生活
せいかつ

を支
ささ

えるのが行政
ぎょうせい

の役割
やくわり

である一方
いっぽう

、横浜市
よこはまし

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

を更
さら

に良
よ

いものにしていくためには、対話
た い わ

・協働
きょうどう

は必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

なものです。 

第
だい

４期
き

プランの計画
けいかく

期間
き か ん

中
ちゅう

も、過去
か こ

から大切
たいせつ

にしてきた「障害
しょうがい

のある人
ひと

たちやその

家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

と行政
ぎょうせい

とが協 力
きょうりょく

し合
あ

って、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちが地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

るための施策
し さ く

をともに考
かんが

え、一緒
いっしょ

に進
すす

めていく」という姿勢
し せ い

を貫
つらぬ

いてい
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くこと、これまで続
つづ

けてきた協働
きょうどう

のあゆみを止
と

めず進
すす

めていくことが、行政
ぎょうせい

に求
もと

めら

れていると考
かんが

えています。 

 

 

将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

は、「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

」の質的
しつてき

転換
てんかん

策
さく

として、平成
へいせい

21

年度
ねんど

から進めて
すす

きた施策
しさく

です。 

「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

」とは、障害
しょうがい

のある人
ひと

への在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービスがほとんどなか

った昭和
しょうわ

48年
ねん

につくられた制度
せいど

です。その後
ご

、30年
ねん

以上
いじょう

経過
けいか

する中
なか

で、障害
しょうがい

基礎
きそ

年金
ねんきん

の

創設
そうせつ

やグループホーム、地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

、地
ち

活
かつ

ホーム、ホームヘルプなど、在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービ

スが充実
じゅうじつ

してきました。 

 このような変化
へ ん か

のもと、障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

などが参加
さ ん か

する横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

施
し

策
さく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

で在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

のあり方
    かた

について話し合い
はな  あ

を重
かさ

ね、ニー

ズ把握
は あ く

調査
ちょうさ

などを行
おこな

いました。その結果
けっか

、個人
こじん

に支給
しきゅう

する手当
てあて

を、障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

の多
おお

くが切実
せつじつ

に求めて
もと

いる「親
おや

亡
な

き後
あと

の生活
せいかつ

の安心
あんしん

」「障害者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への対応
たいおう

」

「地域
ち い き

生活
せいかつ

のためのきめ細
こま

やかな対応
たいおう

」などの必要
ひつよう

な施策
しさく

に転換
てんかん

すべきであると確認
かくにん

さ

れました。 

 これらの声
こえ

を受けて
う

、本市
ほんし

では在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

を廃止
はいし

して、その財源
ざいげん

を活用
かつよう

し、

特
とく

に重要
じゅうよう

で緊急
きんきゅう

と思
おも

われる課題
かだい

認識
にんしき

を示す
しめ

ものとして「将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

」

としてとりまとめた施策
しさく

に転換
てんかん

することとしました。これらの施策
しさく

は第２期
だい  き

プランに

明記
めいき

し、取
と

り組
く

んできました。続
つづ

く第
だい

３期
き

プランにおいても、その考
かんが

え方
かた

を障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

全体
ぜんたい

の基本的
きほんてき

視点
し て ん

として捉
とら

えて様々
さまざま

な施策
し さ く

展開
てんかい

を図
はか

ることによって、障害
しょうがい

のある人
ひと

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

えてきました。根底
こんてい

に流
なが

れる考
かんが

え方
かた

はとても重要
じゅうよう

で、普遍的
ふへんてき

なものだ

と捉
とら

えています。 

 その上
うえ

で、本人
ほんにん

を中心
ちゅうしん

に据
す

えて考
かんが

えると、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

と同
おな

じで、ご家
か

族
ぞく

が健在
けんざい

なうちから「自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きる」ことが、障害
しょうがい

のある人
ひと

のご家
か

族
ぞく

にとっての「親
おや

亡
な

き後
あと

の生活
せいかつ

の安
あん

心
しん

」につながるのではないか、と捉
とら

えることもでき

ます。時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に応
おう

じ、「将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

」の本質
ほんしつ

を見失
みうしな

わぬよう、様々
さまざま

な

事業
じぎょう

に取
と

り組
く

んでいく責務
せ き む

が私
わたし

たちには課
か

せられています。 

 

  

２ 将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く
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トピック「障害
しょうがい

」の表記
ひょうき

について 

「障害
しょうがい

」という言葉
こ と ば

は、ほかにも、ひらがなを使
つか

った「障
しょう

がい」、当用
とうよう

漢字
か ん じ

使用
し よ う

以前
い ぜ ん

の表記
ひょうき

である「障碍
しょうがい

」という書
か

き方
かた

が使
つか

われることがあります。こ

うした書
か

き方
かた

は、「害
がい

」という字
じ

には悪
わる

いイメージがある、という考
かんが

えがも

とになっているようです。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が社会
しゃかい

的
てき

に不利
ふ り

になる原因
げんいん

が「障害
しょうがい

者
しゃ

個人
こ じ ん

の身体
しんたい

能力
のうりょく

・

機能
き の う

に障害
しょうがい

がある」とする考
かんが

え方
かた

は「医学
い が く

モデル」、「社会
しゃかい

の構造
こうぞう

、社会
しゃかい

的
てき

な障壁
しょうへき

に問題
もんだい

がある」とする考
かんが

え方
かた

は「社会
しゃかい

モデル」と呼
よ

ばれています。

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて重要
じゅうよう

な考
かんが

え方
かた

は、「障害
しょうがい

者
しゃ

を取
と

り巻
ま

く社会
しゃかい

の側
がわ

に

物理
ぶ つ り

的
てき

・心理
し ん り

的
てき

な壁
かべ

があることにより、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を送
おく

ることに

支障
ししょう

がある」と捉
とら

えることです。例
たと

えば、車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

が段差
だ ん さ

を上
のぼ

れないときは、「その人
ひと

に障害
しょうがい

があるから」とその人
ひと

の身体
しんたい

能力
のうりょく

に着目
ちゃくもく

す

るのではなく、「そこにスロープがないから」という社会
しゃかい

の側
がわ

の課題
か だ い

として捉
とら

え、考
かんが

えていこうということです。 

横浜市
よこはまし

では、第
だい

２期
き

プランを策定
さくてい

するときから、このことについて障害
しょうがい

の

ある人
ひと

たちと議論
ぎ ろ ん

を重
かさ

ね、「障害
しょうがい

」という書
か

き方
かた

に統一
とういつ

してきました。とい

うのも、書
か

き方
かた

を変
か

えることで、生活
せいかつ

をする上
うえ

での支障
ししょう

がもう無
な

くなったか

のように思
おも

われることを心配
しんぱい

しているためです。そこで、横浜市
よこはまし

では、今後
こ ん ご

も、

これまでと同
おな

じように「障害
しょうがい

」と表記
ひょうき

します。 

 そして、「障害
しょうがい

」の表記
ひょうき

とともに、「社会
しゃかい

モデル」の考
かんが

え方
かた

を広
ひろ

めるこ

とで、社会
しゃかい

の障害
しょうがい

や障壁
しょうへき

を解消
かいしょう

できるよう様々
さまざま

な施策
し さ く

を進
すす

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

横浜市
よこはまし

発行
はっこう

の各障害者
かくしょうがいしゃ

手帳
てちょう

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

・愛
あい

の手帳
てちょう

（療育
りょういく

手帳
てちょう

）・精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

）の平成
へいせい

31年
ねん

３月
がつ

末
まつ

時
じ

点
てん

での所持者数
しょじしゃすう

の合計
ごうけい

は、約
やく

17万
まん

１千
せん

人
にん

（横浜市
よこはまし

全体
ぜんたい

人口比
じんこうひ

で 4.45 ％
ぱーせんと

）となっています。 

平成
へいせい

26年
ねん

度
ど

は、約
やく

15万
まん

３千
せん

人
にん

でしたので、現在
げんざい

までに、約
やく

１万
まん

８千
せん

人
にん

増加
ぞ う か

したという

ことになります（増加率
ぞうかりつ

約
やく

12.0 ％
ぱーせんと

）。表
ひょう

１からも年々
ねんねん

取得者数
しゅとくしゃすう

が伸
の

びていることが分
わ

かります。 

３ 各障害
かくしょうがい

手帳
て ち ょ う

等
と う

統計
と う け い

の推移
す い い

 

（１）障害者
し ょ う が い し ゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う
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また、表
ひょう

２から見
み

られるように、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の増加率
ぞうかりつ

については、ここ数年
すうねん

は約２ ％
ぱーせんと

程度
て い ど

で推移
す い い

しており、人口
じんこう

増加率
ぞうかりつ

よりも大
おお

きいことから、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

する方
かた

の割合
わりあい

が増
ふ

えてきているといえます。今後
こ ん ご

も高齢化
こうれいか

の進展
しんてん

等
とう

とも相
あい

まって、

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の割合
わりあい

は増
ふ

えていくことが推測
すいそく

されます。 

 

表
ひょう

１ 横浜市
よこはまし

人口
じんこう

と障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の比較
ひ か く

 

（各年度
かくねんど

の３月
がつ

末
まつ

時点
じ て ん

、ただし、横浜市
よこはまし

人口
じんこう

のみ翌
よく

４月
がつ

１日
にち

時点
じ て ん

。以下
い か

同様
どうよう

）（人
にん

） 

 26年
ねん

度
ど

 27年
ねん

度
ど

 28年
ねん

度
ど

 29年
ねん

度
ど

 30年
ねん

度
ど

 31年
ねん

度
ど

 

横浜市
よこはまし

人口
じんこう

 3,712,170 3,725,042 3,728,124 3,731,706 3,741,317 3,753,771 

身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

 99,120 99,199 99,356 99,361 99,515 99,732 

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

 25,447 26,712 27,958 29,409 30,822 32,281 

精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

 28,285 30,225 32,249 34,578 36,901 39,232 

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

全体
ぜんたい

 152,852 156,136 159,563 163,348 167,238 171,245 

横浜市
よこはまし

人口
じんこう

における

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

割合
わりあい

 

4.12 %
ぱーせんと

 4.1 %
ぱーせんと

 4.28 %
ぱーせんと

 4.38 %
ぱーせんと

 4.47 %
ぱーせんと

 4.45 %
ぱーせんと

 

 

 

表
ひょう

２ 横浜市
よこはまし

人口
じんこう

と障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の増加数
ぞうかすう

の比較
ひかく

  （人
にん

） 

 26～27年
ねん

度
ど

 27～28年
ねん

度
ど

 28～29年
ねん

度
ど

 29～30年
ねん

度
ど

 30～31年
ねん

度
ど

 

横浜市
よこはまし

人口
じんこう

増加数
ぞうかすう

 12,872 3,082 3,582 9,611 12,454 

（増加率
ぞうかりつ

） 0.35 %
ぱーせんと

 0.08 %
ぱーせんと

 0.10 %
ぱーせんと

 0.26 %
ぱーせんと

 0.33 %
ぱーせんと

 

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の増加数
ぞうかすう

 3,284 3,427 3,785 3,890 4,007 

（増加率
ぞうかりつ

） 2.15 %
ぱーせんと

 2.19 %
ぱーせんと

 2.37 %
ぱーせんと

 2.38 %
ぱーせんと

 2.4 %
ぱーせんと

 

 

 

 

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の所持者数
しょじしゃすう

は、肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

が最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで、内部
な い ぶ

障害
しょうがい

となって

います。肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

は徐々
じょじょ

に減少
げんしょう

していますが、それ以外
い が い

は少
すこ

しずつ増加
ぞ う か

しています。 

年齢
ねんれい

ごとに見
み

ると、「18歳
さい

未満
み ま ん

」「18歳
さい

から 65歳
さい

未満
み ま ん

」の人数
にんずう

がともに減少
げんしょう

傾向
けいこう

にあ

りますが、65歳
さい

以上
いじょう

の人数
にんずう

は年々
ねんねん

増加
ぞ う か

しており、手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の約
やく

70 ％
ぱーせんと

が 65歳
さい

以上
いじょう

とな

っています。 

 

（２）身体
しんたい

障害
しょうがい
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表
ひょう

３ 身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 障 害
しょうがい

種別
しゅべつ

推移
すいい

 各年
かくねん

度
ど

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

） 

  26年
ねん

度
ど

 27年
ねん

度
ど

 28年
ねん

度
ど

 29年
ねん

度
ど

 30年
ねん

度
ど

 31年
ねん

度
ど

 

視覚
しかく

障 害
しょうがい

 6,447 6,397 6,370 6,349 6,397 6,438 

聴 覚
ちょうかく

･
・

平衡
へいこう

機能
きのう

障 害
しょうがい

 8,452 8,585 8,643 8,706 8,842 8,919 

音声
おんせい

・言語
げんご

・ 

そしゃく機能
きのう

障 害
しょうがい

 
982 993 979 995 1,021 1,031 

肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

 52,284 51,420 50,669 49,700 48,893 48,233 

内部
ないぶ

障 害
しょうがい

 30,955 31,804 32,695 33,611 34,362 35,111 

計
けい

 99,120 99,199 99,356 99,361 99,515 99,732 

 

表
ひょう

４ 身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 年齢
ねんれい

別
べつ

推移
すいい

    各年
かくねん

度
ど

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

） 
 

  26年
ねん

度
ど

 27年
ねん

度
ど

 28年
ねん

度
ど

 29年
ねん

度
ど

 30年
ねん

度
ど

 31年
ねん

度
ど

 

18歳
さい

未満
みまん

 2,426 2,428 2,397 2,377 2,360 2,353 

18歳
さい

～65歳
さい

未満
みまん

 28,823 28,193 27,903 27,638 27,542 27,555 

65歳
さい

以上
いじょう

 67,871 68,578 69,056 69,346 69,613 69.824 

計
けい

 99,120 99,199 99,356 99,361 99,515 99,732 

全体
ぜんたい

における 

65歳
さい

以上
いじょう

の割合
わりあい

 
68.5 %

ぱーせんと

 69.1 %
ぱーせんと

 69.5 %
ぱーせんと

 69.8 %
ぱーせんと

 70.0 %
ぱーせんと

 70.0 %
ぱーせんと

 

 

 

 

愛
あい

の手帳
てちょう

（療育
りょういく

手帳
てちょう

）の所持者数
しょじしゃすう

は、５年間
ねんかん

で 25 ％
ぱーせんと

以上
いじょう

、７千
せん

人
にん

近
ちか

く増
ふ

えていま

す。中
なか

でも、Ｂ
びー

２の手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

している人
ひと

の増加数
ぞうかすう

は、全体
ぜんたい

の増加数
ぞうかすう

の約
やく

68 ％
ぱーせんと

となっ

ており、多
おお

くを占
し

めています。   

全体
ぜんたい

の所持者数
しょじしゃすう

における各年齢
かくねんれい

の所持者数
しょじしゃすう

の割合
わりあい

は、この６年間
ねんかん

を通
とお

して、ほぼ横
よこ

ば

いとなっていて、年齢
ねんれい

別
べつ

に見
み

たとき、統計上
とうけいじょう

の特徴
とくちょう

は見
み

られません。 

表
ひょう

５ 愛
あい

の手帳
てちょう

 障 害
しょうがい

程度
ていど

別
べつ

推移
すいい

                              各年
かくねん

度
ど

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

） 

  26年
ねん

度
ど

 27年
ねん

度
ど

 28年
ねん

度
ど

 29年
ねん

度
ど

 30年
ねん

度
ど

 31年
ねん

度
ど

 

Ａ
えー

１ 4,908 4,995 5,087 5,209 5,340 5,498 

Ａ
えー

２ 4,799 4,923 5,040 5,140 5,222 5,300 

Ｂ
びー

１ 5,646 5,843 6,009 6,296 6,556 6,724 

Ｂ
びー

２ 10,094 10,951 11,822 12,764 13,704 14,759 

計
けい

 25,447 26,712 27,958 29,409 30,822 32,281 

（３）知的
ち て き

障害
しょうがい
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表
ひょう

６ 愛
あい

の手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

 年齢
ねんれい

別
べつ

推移
すいい

                           各年
かくねん

度
ど

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

） 
 

  26年
ねん

度
ど

 27年
ねん

度
ど

 28年
ねん

度
ど

 29年
ねん

度
ど

 30年
ねん

度
ど

 31年
ねん

度
ど

 

18歳
さい

未満
みまん

 
9,646 10,141 10,612 11,237 11,809 12,348 

37.9 %
ぱーせんと

 38.0 %
ぱーせんと

 38.0 %
ぱーせんと

 38.2 %
ぱーせんと

 38.3 %
ぱーせんと

 38.3 %
ぱーせんと

 

18歳
さい

～65歳
さい

未満
みまん

 
15,058 15,746 16,485 17,261 18,033 18,915 

59.2 %
ぱーせんと

 58.9 %
ぱーせんと

 59.0 %
ぱーせんと

 58.7 %
ぱーせんと

 58.5 %
ぱーせんと

 58.6 %
ぱーせんと

 

65歳
さい

以上
いじょう

 
743 825 861 911 980 1,018 

2.9 %
ぱーせんと

 3.1 %
ぱーせんと

 3.1 %
ぱーせんと

 3.1 %
ぱーせんと

 3.2 %
ぱーせんと

 3.2 %
ぱーせんと

 

計
けい

 25,447 26,712 27,958 29,409 30,822 32,281 

 

 

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

の所持者数
しょじしゃすう

は、５年間
ねんかん

で１万人
まんにん

以上
いじょう

増
ふ

えていて、その増加率
ぞうかりつ

は約
やく

39 ％
ぱーせんと

です。特
とく

に増加
ぞ う か

しているのは２級
きゅう

で、全体
ぜんたい

の増加数
ぞうかすう

の約
やく

62 ％
ぱーせんと

となってい

ます。 

年齢
ねんれい

ごとに見
み

ると、手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

はすべての年齢層
ねんれいそう

で増
ふ

えていますが、増加率
ぞうかりつ

として

は、特
とく

に 20歳
さい

未満
み ま ん

は２倍
ばい

以上
いじょう

増
ふ

えています。 

なお、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

は、長期
ちょうき

にわたり日常
にちじょう

生活
せいかつ

または社会
しゃかい

生活
せいかつ

への制約
せいやく

が

ある人
ひと

を対象
たいしょう

とするものです。一方
いっぽう

で、医療
いりょう

の観点
かんてん

で捉
とら

えた場合
ば あ い

、自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通院
つういん

医
い

療
りょう

）の受給者数
じゅきゅうしゃすう

は、令和元
れいわがん

年度
ね ん ど

で約
やく

63,000人
にん

となっています。通院
つういん

を継続
けいぞく

しな

がら生活
せいかつ

を保
たも

てている人
ひと

がいることを踏
ふ

まえつつ、手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

だけでは全体像
ぜんたいぞう

を捉
とら

え

きれないことを認識
にんしき

しておく必要があります。 

 

 

表
ひょう

７ 精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

 等
とう

級 別
きゅうべつ

推移
すいい

 各年
かくねん

度
ど

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

） 

  26年
ねん

度
ど

 27年
ねん

度
ど

 28年
ねん

度
ど

 29年
ねん

度
ど

 30年
ねん

度
ど

 31年
ねん

度
ど

 

１ 級
きゅう

 2,994 3,118 3,308 3,457 3,673 3,809 

２ 級
きゅう

 15,477 16,623 17,844 19,313 20,731 22,264 

３ 級
きゅう

 9,814 10,484 11,097 11,808 12,497 13,159 

計
けい

 28,285 30,225 32,249 34,578 36,901 39,232 

 

 

（４）精神
せいしん

障害
しょうがい
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表
ひょう

８ 精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

 年齢
ねんれい

別
べつ

推移
すいい

 各年
かくねん

度
ど

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

） 

  26年
ねん

度
ど

 27年
ねん

度
ど

 28年
ねん

度
ど

 29年
ねん

度
ど

 30年
ねん

度
ど

 31年
ねん

度
ど

 

20歳
さい

未満
みまん

 
596 727 869 1,021 1,150 1,341 

2.1 %
ぱーせんと

 2.4 %
ぱーせんと

 2.7 %
ぱーせんと

 3.0 %
ぱーせんと

 3.1 %
ぱーせんと

 3.4 %
ぱーせんと

 

20歳
さい

～65歳
さい

未満
みまん

 
23,682 25,126 26,666 28,523 30,428 32,246 

83.7 %
ぱーせんと

 83.1 %
ぱーせんと

 82.7 %
ぱーせんと

 82.5 %
ぱーせんと

 82.5 %
ぱーせんと

 82.2 %
ぱーせんと

 

65歳
さい

以上
いじょう

 
4,007 4,372 4,714 5,034 5,323 5,645 

14.2 %
ぱーせんと

 14.5 %
ぱーせんと

 14.6 %
ぱーせんと

 14.6 %
ぱーせんと

 14.4 %
ぱーせんと

 14.4 %
ぱーせんと

 

計
けい

 28,285 30,225 32,249 34,578 36,901 39,232 

※ 精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

については、18歳
さい

未満
みまん

での統計
とうけい

を取
と

っていないため、20歳
さい

未満
みまん

として

います。 

 

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

独自
ど く じ

の障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

は無
な

く、知的
ち て き

障害
しょうがい

を伴
ともな

う場合
ば あ い

は愛
あい

の手帳
てちょう

、知的
ち て き

障害
しょうがい

を

伴
ともな

わない場合
ば あ い

は精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

の交付
こ う ふ

またはその両方
りょうほう

の交付
こ う ふ

を受
う

けていることがあ

ります。一方
いっぽう

で、医師
い し

の診断
しんだん

のみを受
う

け、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を取得
しゅとく

していない人
ひと

もいることか

ら、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

のみで、発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の人数
にんずう

を把握
は あ く

することは困難
こんなん

です。 

とはいえ、発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する相談
そうだん

件数
けんすう

や診断
しんだん

件数
けんすう

の推移
す い い

から推測
すいそく

すると、明
あき

らかに

増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあると考
かんが

えられます。また、発達
はったつ

障害
しょうがい

の診断
しんだん

を受
う

けた人
ひと

だけでなく、本人
ほんにん

や

家族
か ぞ く

も発達
はったつ

障害
しょうがい

に気
き

づかないまま過
す

ごしている人
ひと

も少
すく

なからずいます。特
とく

に、知的
ち て き

障害
しょうがい

が軽度
け い ど

である場合
ば あ い

や、あるいは知的
ち て き

障害
しょうがい

を伴
ともな

わない場合
ば あ い

には、生活
せいかつ

に関
かん

する困
こま

りごと

を抱
かか

えていても障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

などにつながっていないことも多
おお

いのが現状
げんじょう

です。こうした人
ひと

たちをどう把握
は あ く

し、適切
てきせつ

な支援
し え ん

につなげていくかが課題
か だ い

のひとつです。 

 

 

 

対象者数
たいしょうしゃすう

を正確
せいかく

に把握
は あ く

できる統計
とうけい

はありません。行動上
こうどうじょう

著
いちじる

しい困難
こんなん

があるとされ

る、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

認定
にんてい

調査
ちょうさ

の行動
こうどう

関連
かんれん

項目
こうもく

が 10点
てん

以上
いじょう

の人
ひと

は、令和
れ い わ

元年
がんねん

８月
がつ

時点
じ て ん

で約
やく

3,400人
にん

いますが、そのほかに障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない人
ひと

もいるため、実際
じっさい

に

は更
さら

に多
おお

いと考
かんが

えられます。 

強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

の多
おお

くは、障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

し適切
てきせつ

な支援
し え ん

を行
おこな

うことで、減少
げんしょう

し、安定
あんてい

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができるとされています。そのためには、専門的
せんもんてき

な人材
じんざい

育成
いくせい

や支援
し え ん

（５）発達
はったつ

障害
しょうがい

 

（６）強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい
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体制
たいせい

が必要
ひつよう

ですが、施策
し さ く

を検討
けんとう

するために必要
ひつよう

な対象者
たいしょうしゃ

の全体像
ぜんたいぞう

を把握
は あ く

すること自体
じ た い

が

難
むずか

しいことも課題
か だ い

となっています。 

 

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

（日常的
にちじょうてき

に医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする人
ひと

）は、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も

って

いない人
ひと

もいるため、統計上
とうけいじょう

、人数
にんずう

が把握
は あ く

できていないのが現状
げんじょう

です。 

国
くに

の調査
ちょうさ

によれば、平成
へいせい

30年度
ね ん ど

には日本
に ほ ん

全国
ぜんこく

で約
やく

19,000 人と推計
すいけい

されています。これ

は、平成
へいせい

17年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

すると、10年
ねん

程度
て い ど

で約
やく

２倍
ばい

に増
ふ

えているという計算
けいさん

になります。

横浜市
よこはまし

では、約
やく

1,200人
にん

程度
て い ど

が対象児
たいしょうじ

・者
しゃ

だと推計
すいけい

しています。正確
せいかく

な人数
にんずう

は把握
は あ く

できて

いませんが、医療
いりょう

技術
ぎじゅつ

の進歩
し ん ぽ

などにより、増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあるのは間違
ま ち が

いないと考
かんが

えていま

す。 

 

 

 

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

では、障害者
しょうがいしゃ

の範囲
は ん い

に、難病
なんびょう

等
とう

を加
くわ

えました。対象
たいしょう

となる難病
なんびょう

は、361疾病
しっぺい

です（令和
れ い わ

元年
がんねん

７月
がつ

時点
じ て ん

）。 

このことにより、症 状
しょうじょう

が変
か

わりやすいなどの理由
り ゆ う

で身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を取得
しゅとく

すること

ができず制度
せ い ど

の谷間
た に ま

にあった人
ひと

が、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

できるようになっています。 

特定
とくてい

医療費
いりょうひ

（指定
し て い

難病
なんびょう

）受給者証
じゅきゅうしゃしょう

所持者数
しょじしゃすう

は徐々
じょじょ

に増
ふ

えており、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービ

スの推進
すいしん

にあたっては、今後
こ ん ご

も、難病
なんびょう

等
とう

患者数
かんじゃすう

も考慮
こうりょ

しながら進
すす

めていく必要
ひつよう

がありま

す。 

 

表
ひょう

９ 横浜市
よこはまし

特定
とくてい

医療費
いりょうひ

（指定
し て い

難 病
なんびょう

）受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

所持者数
しょじしゃすう

 推移
す い い

 各年
かくねん

度
ど

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

） 

  26年
ねん

度
ど

 27年
ねん

度
ど

 28年
ねん

度
ど

 29年
ねん

度
ど

 30年
ねん

度
ど

 31年度
ね ん ど

 

横
よこ

浜
はま

市
し

特
とく

定
てい

医
い

療
りょう

費
ひ

（指
し

定
てい

難
なん

病
びょう

）受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

証
しょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

数
すう

 

23,469 24,683 25,794 22,573 23,748 24,145 

※ 29年度
ね ん ど

の受給者証
じゅきゅうしゃしょう

所持者数
しょじしゃすう

の減
げん

は、法
ほう

施行後
し こ う ご

に認定
にんてい

対象外
たいしょうがい

となった患者
かんじゃ

に対
たい

する経
けい

過
か

措
そ

置
ち

が

終 了
しゅうりょう

したためです。 

 

 

第
だい

３期
き

プランは、「自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のもと、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で『安心
あんしん

』して『学
まな

び』

『育
そだ

ち』暮
く

らしていくことができるまち ヨコハマを目指
め ざ

す」を基本
き ほ ん

目標
もくひょう

としました。

また、全体
ぜんたい

の構成
こうせい

としては、施策
し さ く

を推進
すいしん

する視点
し て ん

で組
く

み立
た

てた第
だい

２期
き

プランについて「ど

４ 第
だい

３期
き

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プランの振
ふ

り返
かえ

り 

（７）医療的
いりょうてき

ケア 

（８）難病
なんびょう

患者
かんじゃ
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こに何
なに

が書
か

いてあるかわかりにくい」という声
こえ

を受
う

け、障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

にかかわらず、

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえでの視
し

点
てん

に立
た

った枠
わく

組
ぐ

みとして、５つのテーマを設定
せってい

しました。 

 

 

【振
ふ

り返
かえ

り】 

「障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の相互
そうご

理解
りかい

と、日常
にちじょう

から災害
さいがい

等
とう

の緊急
きんきゅう

時
じ

まで支
ささ

え合
あ

うことがで

きるまち」を目指
め ざ

し、障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

を中心
ちゅうしん

とした普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

イベントや、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

での出前
でまえ

講座
こうざ

などの実施
じっし

、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

などによる相談
そうだん

支援
しえん

システムの強化
きょうか

、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえた通知
つうち

文書
ぶんしょ

の点字化
て ん じ か

等
とう

情報
じょうほう

保障
ほしょう

の取組
とりくみ

などを推進
すいしん

しました。一方
いっぽう

で、

障害
しょうがい

理解
りかい

の更
さら

なる推進
すいしん

や防災
ぼうさい

対策
たいさく

を求
もと

める声
こえ

のほか、どこに相談
そうだん

に行
い

ったらよいかわからな

いなどといった声
こえ

が挙
あ

がっています。 

 

【課題
か だ い

】 

生活
せいかつ

を支
ささ

える環境
かんきょう

整備
せ い び

の充実
じゅうじつ

 

 障害
しょうがい

に対
たい

する周囲
しゅうい

の理解
り か い

や配慮
はいりょ

を進
すす

めるためには、互
たが

いの存在
そんざい

に気
き

付
づ

き、身
み

近
ぢか

に感
かん

じ

る仕
し

組
く

みづくりが必要
ひつよう

です。また、各相談先
かくそうだんさき

については、機能
き の う

の整理
せ い り

や連携
れんけい

など更
さら

なる

充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

だと考
かんが

えられます。 

 

 

 

 

【振
ふ

り返
かえ

り】 

「自
みずか

ら住
す

まいの場
ば

を選択
せんたく

し、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らし・生活
せいかつ

し続
つづ

けられるまち」を

目指
め ざ

し、親
おや

亡
な

き後
あと

の暮
く

らしを支
ささ

える後見的
こうけんてき

支援
しえん

制度
せいど

の全区
ぜんく

展開
てんかい

や、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

え

るための支援力
しえんりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

の開催
かいさい

、グループホームの設置
せっち

のほか、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

機能
きのう

の

全区
ぜんく

での整備
せいび

などを推進
すいしん

しました。 

 

【課題
か だ い

】 

住
す

まい・暮
く

らしの充実
じゅうじつ

 

住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

・住
す

みたい地域
ち い き

での暮
く

らしや、グループホームでの暮
く

らし、高齢化
こうれいか

・

重度化
じゅうどか

への対応
たいおう

、退院後
たいいんご

や施設
し せ つ

からの地域
ち い き

移行
い こ う

など、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や状態
じょうたい

等
とう

に応
おう

じた多
た

様
よう

なニーズに応
こた

えられるよう、住
す

まい・暮
く

らしに関
かん

する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や環境
かんきょう

整備
せ い び

が求
もと

めら

れています。 

テーマ１ 出会
で あ

う・つながる・助
たす

け合
あ

う 

テーマ２ 住
す

む、そして暮
く

らす 
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【振
ふ

り返
かえ

り】 

「毎日
まいにち

を安心
あんしん

して過
す

ごし、地域
ちいき

の中
なか

で健
すこ

やかに育
そだ

ち、共
とも

に生
い

きていくことができるまち」を目
め

指
ざ

し、障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

を理解
りかい

し、適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

できるよう知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

専門
せんもん

外来
がいらい

を５病 院
びょういん

で開設
かいせつ

し、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

の関連
かんれん

分野
ぶんや

の支援
しえん

を調整
ちょうせい

するコーディネーターの配置
はいち

、公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

・学校
がっこう

のバリアフリー化
か

や、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえた各取組
かくとりくみ

などを推進
すいしん

しました。 

 

【課題
か だ い

】 

安心
あんしん

・安全
あんぜん

に暮
く

らせる生活
せいかつ

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

 医療
いりょう

受診
じゅしん

環境
かんきょう

の向上
こうじょう

や、障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえた心身
しんしん

の健
けん

康
こう

対
たい

策
さく

等
とう

をライフステージに

応
おう

じて推進
すいしん

するため、医
い

療
りょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

の連携
れんけい

強化
きょうか

が必要
ひつよう

です。また、災害
さいがい

時
じ

に

は、要援護者
ようえんごしゃ

への必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

が行
おこな

われるよう環境
かんきょう

整備
せ い び

を進
すす

めるほか、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の仕
し

組
く

みの構築
こうちく

や公
こう

助
じょ

の役割
やくわり

を明確化
めいかくか

する必要
ひつよう

があります。 

 

 

 

【振
ふ

り返
かえ

り】 

「乳幼児期
にゅうようじき

から学齢期
がくれいき

を通
つう

じて、家族
かぞく

や友
とも

だち、学校
がっこう

の先生
せんせい

などの大人
おとな

たちと関
かか

わり、語
かた

り合
あ

い、

学
まな

び合
あ

い、生
い

きる力
ちから

を身
み

に付
つ

けていくことができるまち」を目
め

指
ざ

し、地域
ちいき

療育
りょういく

センターの初診
しょしん

待機
たいき

期間
きかん

短縮
たんしゅく

に向
む

けた取組
とりくみ

の実施
じっし

や、教育環境
きょういくかんきょう

の充実
じゅうじつ

のほか、障害福祉人材確保
しょうがいふくしじんざいかくほ

に向
む

けたＰＲ
ぴーあーる

動画
どうが

の制作
せいさく

・公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

での一斉
いっせい

放映
ほうえい

などを行
おこな

いました。 

 

【課題
か だ い

】 

療育
りょういく

・教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の増加
ぞ う か

、障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・多様化
た よ う か

を踏
ふ

まえ、様々
さまざま

なニーズに対応
たいおう

できるよう、

地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

、教 職 員
きょうしょくいん

の専門性
せんもんせい

の

向上
こうじょう

や教育
きょういく

環境
かんきょう

、教育
きょういく

活動
かつどう

の更
さら

なる充実
じゅうじつ

が求
もと

められています 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

人材
じんざい

確保
か く ほ

への対応
たいおう

 

 労働
ろうどう

人口
じんこう

減少
げんしょう

の中
なか

、必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

するための人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

が

分野
ぶ ん や

を超
こ

えて求
もと

められています。 

 

 

テーマ４ いきる力
ちから

を学
まな

び・育
はぐく

む 

テーマ３ 毎日
まいにち

を安心
あんしん

して健
すこ

やかに過
す

ごす 
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【振
ふ

り返
かえ

り】 

「一人
ひとり

ひとりの適性
てきせい

や希望
きぼう

に合
あ

った仕事
しごと

を見
み

つけることができ、また、外出
がいしゅつ

や趣味
しゅみ

・スポー

ツを楽
たの

しむなど、様々
さまざま

な余暇
よ か

が充
じゅう

実
じつ

したまち」を目指
め ざ

し、就労
しゅうろう

支援
しえん

センター等
とう

を中心
ちゅうしん

とし

た就労
しゅうろう

支
し

援
えん

の促進
そくしん

・定着
ていちゃく

支援
しえん

や、障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

と企業
きぎょう

のコーディネートを担
にな

う横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

センターの開設
かいせつ

、移動
いどう

情報
じょうほう

センターの全区
ぜんく

展開
てんかい

、ラポール上
かみ

大岡
おおおか

の整備
せいび

などを行
おこな

いました。 

 

【課題
か だ い

】 

自分
じ ぶ ん

らしく過
す

ごすための環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

 社会
しゃかい

と関
かか

わりながら様々
さまざま

な形
かたち

で過
す

ごすため、就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターを中心
ちゅうしん

にした、就労
しゅうろう

支援
し え ん

の促進
そくしん

や工賃
こうちん

の向上
こうじょう

などのほか、生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

の設置
せ っ ち

など希望
き ぼ う

や状態
じょうたい

に合
あ

った

日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の設置
せ っ ち

促進
そくしん

、障害者
しょうがいしゃ

スポーツ・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

のさらなる充実
じゅうじつ

が求
もと

められてい

ます。 

 

 

テーマ５ 働
はたら

く・活動
かつどう

する・余暇
よ か

を楽
たの

しむ 
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誰
だれ

もが人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら、地域
ち い き

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることができるまちヨコハマを目
め

指
ざ

す 

第
だい

３期
き

プラン策
さく

定
てい

時
じ

から比
くら

べると、様々
さまざま

な障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

・事業
じぎょう

は充実
じゅうじつ

に向
む

かっている

と捉
とら

えています。一方
いっぽう

で、平成
へいせい

28年
ねん

７月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

」で起
お

きた

事件
じ け ん

などを通
とお

して、障害
しょうがい

のある人
ひと

への偏見
へんけん

はいまだ深
ふか

く、社会
しゃかい

の理解
り か い

もまだ十分
じゅうぶん

には進
すす

んでいないということを思
おも

い知
し

らされました。 

このように障害
しょうがい

のある人
ひと

の生命
せいめい

・生活
せいかつ

が脅
おびや

かされる出来事
で き ご と

も起
お

きる中
なか

、改
あらた

めて、障害
しょうがい

のある人
ひと

の尊厳
そんげん

と人権
じんけん

を尊重
そんちょう

することの大切
たいせつ

さを社会
しゃかい

に示
しめ

したいと 考
かんが

え、「障害者
しょうがいしゃ

の

権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

」（以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

」という。）に基
もと

づき、この基本
き ほ ん

目標
もくひょう

を設定
せってい

しました。 

トピック「障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

とは何
なに

か」 

「障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
かん

する条約
じょうやく

」（障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

）は、障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

を

守
まも

るために各国
かっこく

がすべきことを定
さだ

めた条約
じょうやく

です。 

条約
じょうやく

をつくる話
はな

し合
あ

いは、「私
わたし

たち抜
ぬ

きに、私
わたし

たちのことを決
き

めないで。

（Nothing
な っ し ん ぐ

 about
あばうと

 us
あす

, without
うぃずあうと

 us
あす

.）」というスローガンのもと、世界中
せかいじゅう

の

障害者
しょうがいしゃ

が参加
さ ん か

しました。政府
せ い ふ

だけでなく障害
しょうがい

のある人
ひと

たちが加
くわ

わってつく

る条約
じょうやく

は初
はじ

めてで、画期的
かっきてき

なことでした。 

この条約
じょうやく

は、すべての障害者
しょうがいしゃ

のあらゆる人権
じんけん

や基本的
きほんてき

自由
じ ゆ う

を実現
じつげん

するこ

とを促進
そくしん

し、「障害
しょうがい

は個人
こ じ ん

ではなく社会
しゃかい

の側
がわ

にある」という「社会
しゃかい

モデル」

の視点
し て ん

で障害
しょうがい

を捉
とら

えています。障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

にしたあらゆる差別
さ べ つ

の禁止
き ん し

、

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

、法
ほう

の下
もと

の 平
びょう

等
どう

などを定
さだ

めるとともに、教育
きょういく

を受
う

ける

権利
け ん り

、 働
はたら

く権利
け ん り

、文化
ぶ ん か

やスポーツを楽
たの

しむ権利
け ん り

など、障害
しょうがい

のある人
ひと

が自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることを大切
たいせつ

にしています。 

障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

は2006年
ねん

12月
がつ

に国連
こくれん

総会
そうかい

で採択
さいたく

され、2008年
ねん

５月
がつ

に発効
はっこう

しました。日本
に ほ ん

は2007年
ねん

９月
がつ

に署名
しょめい

した後
あと

、条約
じょうやく

で定
さだ

められた基準
きじゅん

を満
み

たす

ために法
ほう

制度
せ い ど

の整備
せ い び

を進
すす

め、2014年
ねん

１月
がつ

に批准
ひじゅん

しました。 

2020年
ねん

７月
がつ

現在
げんざい

、182か国
こく

が批准
ひじゅん

しています。 

 

第
だ い

３章
しょう

 第
だ い

４期
き

障害者
しょうがいしゃ

プランの基本
き ほ ん

目標
もくひょう

と取組
と り く み

の方向性
ほ う こ う せ い

 

１ 基本
き ほ ん

目標
もくひょう
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行政
ぎょうせい

が様々
さまざま

な施策
し さ く

・事業
じぎょう

を進
すす

めていく上
うえ

では、まず、障害
しょうがい

のある人
ひと

の視点
し て ん

を踏
ふ

まえて

いくことが重要
じゅうよう

です。ここでは、それに加
くわ

えて必要
ひつよう

となる考
かんが

え方
かた

・視点
し て ん

を設定
せってい

しました。

一
ひと

つひとつの事業
じぎょう

を個別
こ べ つ

・縦割
た て わ

りで 行
おこな

うのではなく、共通
きょうつう

の視点
し て ん

を持
も

って進
すす

めていくこ

とで、基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けた幅広
はばひろ

い取組
とりくみ

として推進
すいしん

していくことができると 考
かんが

えてい

ます。 

 

１ 障害
しょうがい

のある人
ひと

個人
こ じ ん

の尊重
そんちょう

と人権
じんけん

の保障
ほしょう

の視点
し て ん

 

２ 障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

やライフステージに合
あ

わせたニーズを捉
とら

えていく視点
し て ん

 

３ 将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く

を踏
ふ

まえた視点
し て ん

 

４ 親
おや

なき後
あと

の安心
あんしん

と、親
おや

あるうちからの自立
じ り つ

につなげていく視点
し て ん

 

５ 障害
しょうがい

のある人
ひと

すべてが生
い

きがいを実感
じっかん

できるようにしていく視点
し て ん

 

６ 障害
しょうがい

理解
り か い

を進
すす

め、社会
しゃかい

の変容
へんよう

を促
うなが

していく視点
し て ん

 

７ 必要
ひつよう

なサービスの提供
ていきょう

体制
たいせい

を確保
か く ほ

し続
つづ

けていく視点
し て ん

 

 

 

 

凡例
はんれい

 

○福…障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

として定
さだ

めるサービス等
とう

の「見込
み こ

み」の量
りょう

 

○児…障害
しょうがい

児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

として定
さだ

めるサービス等
とう

の「見込
み こ

み」の量
りょう

 

○新…第
だい

４期
き

障害者
しょうがいしゃ

プランから初
はじ

めて障害者
しょうがいしゃ

プランに記載
き さ い

する事業
じぎょう

 

○あ…将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く

 

※表
ひょう

の中の単位
た ん い

の考
かんが

え方
かた

は次
つぎ

のとおりです。 

・「人分
にんぶん

」…月間
げっかん

の利用
り よ う

人数
にんずう

 

・「人日
にんにち

」…月間
げっかん

の利用
り よ う

人数
にんずう

×一人
ひ と り

一
いっ

か月
げつ

あたりの平均
へいきん

利用
り よ う

日数
にっすう

 

 

 

 

  

２ 基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の実現
じつげん

に向
む

けて必要
ひつよう

な視点
し て ん
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障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として生
い

きていくには、互
たが

いの存在
そんざい

に

気
き

づき、互
たが

いを理解
り か い

し合
あ

い、同
おな

じ社会
しゃかい

に生
い

きている身近
み ぢ か

な存在
そんざい

だと感
かん

じられる仕組
し く

みが大
たい

切
せつ

です。そのためには、障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

などと行政
ぎょうせい

が協
きょう

力
りょく

し、障害
しょうがい

理解
り か い

に向
む

けた普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を進
すす

めていくことが重要
じゅうよう

です。啓発
けいはつ

活動
かつどう

にはこれま

でも長年
ながねん

にわたって力
ちから

を入
い

れてきました。しかし、誰
だれ

もが生
い

きやすい社会
しゃかい

をつくるた

め、これからも、私
わたし

たちは不断
ふ だ ん

の努力
どりょく

を続
つづ

けていかなければなりません。 

また、障害
しょうがい

ゆえに支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする人
ひと

が自分
じ ぶ ん

の人生
じんせい

をどう生
い

きていくのかを考
かんが

える

と、ご家族
か ぞ く

が健在
けんざい

であるうちから、「誰
だれ

もが人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

い、自
みずか

らの意思
い し

によ

り自
じ

分
ぶん

らしい生活
せいかつ

を送
おく

る」という将来
しょうらい

を見据
み す

えた取組
とりくみ

が重要
じゅうよう

になります。 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を支
ささ

えるには、困
こま

った時
とき

にいつでも相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

や、どこに

相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に対応
たいおう

できる体制
たいせい

、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じて必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を必要
ひつよう

な時
とき

に得
え

られる

ような発信
はっしん

なども必要
ひつよう

です。 

これらの工夫
く ふ う

や配慮
はいりょ

などによって、日常
にちじょう

生活
せいかつ

のあらゆる場面
ば め ん

で、すべての人
ひと

が障害
しょうがい

の

あるなしによる分
わ

け隔
へだ

てがなく互
たが

いの人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

しあうことができる社
しゃ

会
かい

が生
う

み

出
だ

せると私
わたし

たちは考
かんが

えています。さらに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

を送
おく

るには、

障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

える人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

や、福祉
ふ く し

サービスを提供
ていきょう

する側
がわ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

のた

めの新
あら

たな取組
とりくみ

など、労働
ろうどう

人口
じんこう

が減少
げんしょう

しても、必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

する

体制
たいせい

を維持
い じ

・強化
きょうか

するための施策
し さ く

が急務
きゅうむ

となっています。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 誰
だれ

もが人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

う地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を目指
め ざ

して、横浜
よこはま

市
し

は疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

に対
たい

す

る理解
り か い

の促進
そくしん

に努
つと

めてきました。しかし、「第
だい

４期
き

横浜市
よこはまし

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プラン策定
さくてい

に向
む

けた当事者
とうじしゃ

向
む

けアンケート調査
ちょうさ

」（以下
い か

「アンケート調査
ちょうさ

」という。）では、日常
にちじょう

生活
せいかつ

での困
こま

りごとと

して、障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

によっては５割
わり

前後
ぜ ん ご

の人
ひと

が「周
しゅう

囲
い

の理解
り か い

が足
た

りない」と答
こた

えています。

さらに、外出
がいしゅつ

時
じ

の困
こま

りごととして「人
ひと

の目
め

が気
き

になる」「いじめや意地悪
い じ わ る

がこわい」など

の項目
こうもく

が上位
じょうい

に来
き

ています。障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

等
とう

に対
たい

して実施
じ っ し

した、グループインタビューでも、

自分
じ ぶ ん

たちの障害
しょうがい

について、「偏見
へんけん

を持
も

たず正
ただ

しく知
し

ってほしい」という意見
い け ん

が多
おお

く挙
あ

げら

れており、より一層
いっそう

の障害
しょうがい

理解
り か い

が求
もと

められています。 

行政
ぎょうせい

は、様々
さまざま

な機会
き か い

を捉
とら

え、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

に向
む

けた普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を充実
じゅうじつ

させる責務
せ き む

があります。

効果的
こうかてき

な普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

うためには、行政
ぎょうせい

だけでなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちや支援
し え ん

者
しゃ

などの

３ 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

ごとの取組
とりくみ

 

様々
さまざま

な生活
せいかつ

の場面
ば め ん

を支
ささ

えるもの 

０－１ 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ
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障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

や地域
ち い き

に根差
ね ざ

した団体
だんたい

、民間
みんかん

企業
きぎょう

など、多様
た よ う

な主体
しゅたい

が互
たが

い

の強
つよ

みを生
い

かしながら協 力
きょうりょく

して取
と

り組
く

んでいくことが重要
じゅうよう

です。 

 そこで、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）互
たが

いの存在
そんざい

に気
き

づき、身近
み ぢ か

に感
かん

じる仕組
し く

みづくり 

「障害
しょうがい

者
しゃ

週間
しゅうかん

」や「世界
せ か い

自閉症
じへいしょう

啓発
けいはつ

デー」など様々
さまざま

なイベントなどをきっかけと

して、誰
だれ

もが障害
しょうがい

のある人
ひと

の存在
そんざい

に気
き

づき、日頃
ひ ご ろ

の生活
せいかつ

の中
なか

で互
たが

いに関
かか

わって身近
み ぢ か

に

感
かん

じる仕組
し く

みづくりを進
すす

めていきます。また、障害
しょうがい

のある人
ひと

が健康
けんこう

づくり活動
かつどう

や地域
ち い き

活動
かつどう

に参加
さ ん か

し、日常
にちじょう

的
てき

なふれあいの中
なか

で地域
ち い き

の誰
だれ

もがお互
たが

いを理解
り か い

し受
う

け止
と

める機会
き か い

を増
ふ

やすなどの取組
とりくみ

を進
すす

めます。 

（２）障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

障害
しょうがい

の特性
とくせい

や障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

する配慮
はいりょ

の理解
り か い

促進
そくしん

のため、各種
かくしゅ

媒体
ばいたい

や様々
さまざま

な機会
き か い

を通
つう

じて疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

の情報
じょうほう

を発信
はっしん

するとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
か ぞ く

、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

による普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

への支援
し え ん

や地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

の取組
とりくみ

を通
とお

した 住
じゅう

民
みん

同士
ど う し

の

交流
こうりゅう

の推進
すいしん

など、地域
ち い き

住民
じゅうみん

の障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

を進
すす

めていきます。 

（３）学齢期
がくれいき

への重点
じゅうてん

的
てき

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、幼児期
よ う じ き

・学齢期
がくれいき

から障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

とともに取
と

り組
く

む様々
さまざま

な活動
かつどう

や体験
たいけん

などの機会
き か い

を通
とお

して、児童
じ ど う

・生徒
せ い と

や、その保護者
ほ ご し ゃ

の障害
しょうがい

理解
り か い

を進
すす

めてい

きます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）互
たが

いの存在
そんざい

に気
き

づき、身近
み ぢ か

に感
かん

じる仕組
し く

みづくり 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の 

実
じつ

現
げん

に向
む

けた取
とり

組
くみ

等
とう

の

推進
すいしん

 

地域
ち い き

のあらゆる方
かた

が、「支
ささ

え手
て

」と「受
う

け手
て

」に分
わ

かれるのではなく、地域
ち い き

、

暮
く

らし、生
い

きがいをともに創
つく

り、高
たか

め

あうことができる「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の

実現
じつげん

に向
む

けた「障害
しょうがい

者
しゃ

週間
しゅうかん

」などの

取組
とりくみ

を実施
じ っ し

・推進
すいしん

していきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

各区
か く く

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

の促進
そくしん

 

各区
か く く

の住民
じゅうみん

に対
たい

して、疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

等
とう

に対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるための研
けん

修
しゅう

や
推進
すいしん

 推進
すいしん
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啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

の支
し

援
えん

を行
おこな

います。 

（２）障害
しょうがい

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

当事
と う じ

者
しゃ

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

 

関連
かんれん

施設
し せ つ

、市民
し み ん

団体
だんたい

等
とう

による普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

への支援
し え ん

 

セイフティーネットプロジェクト

横浜
よこはま

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関連
かんれん

施設
し せ つ

、市民
し み ん

団体
だんたい

等
とう

による障害
しょうがい

理解
り か い

のための研修
けんしゅう

や

講演
こうえん

、地域
ち い き

活動
かつどう

を支援
し え ん

・協働
きょうどう

するな

ど、様々
さまざま

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

本
ほん

人
にん

及
およ

び家
か

族
ぞく

 

による普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センターが 中心
ちゅうしん

とな

り、障害
しょうがい

者
しゃ

本
ほん

人
にん

、家
か

族
ぞく

及
およ

び各
かく

団体
だんたい

と

連携
れんけい

・協働
きょうどう

し、障害
しょうがい

理解
り か い

の促
そく

進
しん

に向
む

けた普
ふ

及
きゅう

・啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

に関
かん

する 

情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

 

ホームページなどの媒体
ばいたい

を活用
かつよう

して、

疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

や支
し

援
えん

に

関
かか

わる活
かつ

動
どう

を紹
しょう

介
かい

し、市民
し み ん

や当事
と う じ

者
しゃ

・

関係
かんけい

者
しゃ

の理解
り か い

促進
そくしん

に努
つと

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（３）学齢期
がくれいき

への重点
じゅうてん

的
てき

な普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

学齢期
がくれいき

児童
じ ど う

及
およ

び保護
ほ ご

者
しゃ

への障害
しょうがい

理解
り か い

啓発
けいはつ

 

学齢期
がくれいき

児童
じ ど う

と保護
ほ ご

者
しゃ

が、障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

と

交
こう

流
りゅう

したり、障害
しょうがい

について理解
り か い

を深
ふか

めたりする機会
き か い

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

副学籍
ふくがくせき

による交流
こうりゅう

 

教育
きょういく

及
およ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

に在籍
ざいせき

する児童
じ ど う

生徒
せ い と

が、

居住地
きょじゅうち

の小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

と一
いっ

緒
しょ

に学
まな

ぶ機
き

会
かい

の拡
かく

大
だい

を図
はか

るなど、

共同
きょうどう

学習
がくしゅう

を進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 横浜
よこはま

市
し

は、様々
さまざま

な団体
だんたい

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

の方々
かたがた

とも 協 力
きょうりょく

しながら、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

や障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスなどの社会
しゃかい

資源
し げ ん

の整備
せ い び

を進
すす

めてきました。しかし、現在
げんざい

では多
おお

くの業界
ぎょうかい

で

人材
じんざい

不足
ぶ そ く

が社会
しゃかい

問題
もんだい

となっており、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

でも、サービス提供
ていきょう

事業者
じぎょうしゃ

の多
おお

くは、

現場
げ ん ば

で 働
はたら

く人材
じんざい

の確保
か く ほ

に苦慮
く り ょ

しています。また、人材
じんざい

を確保
か く ほ

できても、定着
ていちゃく

させること

が難
むずか

しく、将来
しょうらい

を担
にな

う人材
じんざい

の育成
いくせい

もままならないという声
こえ

が挙
あ

がっています。障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

での雇用
こ よ う

を安定
あんてい

させることは喫緊
きっきん

の課題
か だ い

といえます。 

しかし、横浜
よこはま

市
し

の労働
ろうどう

人口
じんこう

も減少
げんしょう

が見込
み こ

まれる中
なか

、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

の魅力
みりょく

発信
はっしん

などこれ

まで取
と

り組
く

んできた施策
し さ く

だけで人材
じんざい

の確保
か く ほ

・定着
ていちゃく

・育成
いくせい

を進
すす

めるのは容易
よ う い

ではありません。

他
ほか

の分野
ぶ ん や

とも 協 力
きょうりょく

した人材
じんざい

確保
か く ほ

支援
し え ん

策
さく

に加
くわ

え、事務
じ む

の効率
こうりつ

化
か

や業務
ぎょうむ

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

、安定
あんてい

し

た生活
せいかつ

を支
ささ

えられる労働
ろうどう

環境
かんきょう

の整備
せ い び

などを進
すす

めていかなければなりません。様々
さまざま

な角度
か く ど

か

ら障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

での 働
はたら

き方
かた

を見直
み な お

し、 働
はたら

き続
つづ

けやすい仕事
し ご と

にしていく必要
ひつよう

があります。 

アンケート調査
ちょうさ

では、将来
しょうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

にとって特
とく

に重要
じゅうよう

なものとして「必要
ひつよう

なときに

十分
じゅうぶん

な介助
かいじょ

が受
う

けられること」という回答
かいとう

が１位
い

でした。また、グループインタビューで

も、支援
し え ん

者
しゃ

やサービスの担
にな

い手
て

の団体
だんたい

だけでなく、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちからも「人材
じんざい

の確保
か く ほ

に 力
ちから

を入
い

れてほしい」という意見
い け ん

が挙
あ

げられています。こういった声
こえ

に応
こた

え、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの提供
ていきょう

を将来
しょうらい

にわたって安定
あんてい

的
てき

に続
つづ

けていくために直面
ちょくめん

する課題
か だ い

に対応
たいおう

する

には、民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

や関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

と行政
ぎょうせい

が協働
きょうどう

し、継続
けいぞく

的
てき

に取
と

り組
く

んでいくことが必要
ひつよう

で

す。 

 そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事
じゅうじ

者
しゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

 

民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

関係
かんけい

機関
き か ん

との協働
きょうどう

により、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

で 働
はたら

く魅力
みりょく

の発信
はっしん

、求 人
きゅうじん

支援
し え ん

、雇用
こ よ う

支援
し え ん

、専門
せんもん

性
せい

向上
こうじょう

等
とう

に係
かか

る研修
けんしゅう

実施
じ っ し

などの人材
じんざい

育成
いくせい

支援
し え ん

を検討
けんとう

・実施
じ っ し

しま

す。 

（２）業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

に向
む

けたロボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

等
とう

の導入
どうにゅう

検討
けんとう

 

煩雑
はんざつ

な事務
じ む

作業
さぎょう

などの業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

や介護
か い ご

業務
ぎょうむ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

などを進
すす

めるため、ロボッ

ト・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

などの導入
どうにゅう

検討
けんとう

を進
すす

めます。 

  

０－２ 人材
じんざい

確保
か く ほ

・育成
いくせい
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取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事
じゅうじ

者
しゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

人材
じんざい

の確保
か く ほ

 

○あ 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の仕事
し ご と

の魅力
みりょく

を発信
はっしん

し、

求人
きゅうじん

や雇用
こ よ う

の支援
し え ん

を 行
おこな

うことで

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

人材
じんざい

の確保
か く ほ

につなげていき

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた 

支援
し え ん

のための研修
けんしゅう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

や行動
こうどう

障害
しょうがい

を有
ゆう

する方
かた

、

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な方
かた

等
とう

に対
たい

し、

専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を 行
おこな

うことのできる

人材
じんざい

を育成
いくせい

するための研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

 

市域
し い き

と区
く

域
いき

での人
にん

材
ざい

育成
いくせい

に関
かん

する

取組
とりくみ

を整理
せ い り

し、相互
そ う ご

に連動
れんどう

させた

効果的
こうかてき

・効率的
こうりつてき

な人
じん

材
ざい

育成
いくせい

体系
たいけい

を整備
せ い び

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

職員
しょくいん

等
とう

への支援
し え ん

 ○新  

障害
しょうがい

者
しゃ

の ＱＯＬ
きゅーおーえる

の 向上
こうじょう

を目指
め ざ

し

て、障害
しょうがい

特性
とくせい

やライフステージに応
おう

じ た 障害
しょうがい

の 重度化
じゅうどか

の 緩和
か ん わ

、 生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

等
とう

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を図
はか

る

ため、 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

における衛生
えいせい

管理
か ん り

、栄養
えいよう

管理
か ん り

に関
かん

する研修
けんしゅう

、連絡会
れんらくかい

等
とう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の支援
し え ん

 ○あ  

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の定
てい

着
ちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

を 行
おこな

うとともに、

人材
じんざい

確保
か く ほ

の方策
ほうさく

について検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センター 

職員
しょくいん

の人材
じんざい

育成
いくせい

 

多様
た よ う

なニーズに対応
たいおう

できるよう、

就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルを向
こう

上
じょう

させるため、

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

など、人材
じんざい

育成
いくせい

を進
すす

めま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

就労
しゅうろう

促進
そくしん

を目的
もくてき

と 

した事業所
じぎょうしょ

職員
しょくいん

向
む

け 

研修
けんしゅう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を 行
おこな

っている企業
きぎょう

での

「 就 業
しゅうぎょう

体験
たいけん

」の 研修
けんしゅう

を通
つう

じて、

事業所
じぎょうしょ

職員
しょくいん

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルの向
こう

上
じょう

、就労
しゅうろう

に向
む

けた意
い

識
しき

付
づ

けにつなげ

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

○あ  

病気
びょうき

や 障害
しょうがい

のある小児
しょうに

及
およ

び 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の支援
し え ん

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

・

技術
ぎじゅつ

の向
こう

上
じょう

を図
はか

り、障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

を育成
いくせい

するための

研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

ガイドヘルパー等
とう

 

研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

助成
じょせい

 

○あ  

ガイドヘルパー等
とう

の資格
し か く

取得
しゅとく

のため

の研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

し、人材
じんざい

確保
か く ほ

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

ガイドヘルパースキル 

アップ研修
けんしゅう

 ○あ  

より質
しつ

の高
たか

いサービスが提供
ていきょう

できる

よ う 、 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の 従 業
じゅうぎょう

者
しゃ

を

対象
たいしょう

に研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センター 

による団体
だんたい

活動
かつどう

支援
し え ん

 

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

者
しゃ

本人
ほんにん

の活動
かつどう

を支
ささ

える人材
じんざい

の

育成
いくせい

を進
すす

めるとともに、同
おな

じ障害
しょうがい

が

ある人
ひと

たちの交流
こうりゅう

やコミュニケーシ

ョンの機会
き か い

を拡充
かくじゅう

し、各
かく

団体
だんたい

活動
かつどう

を

促進
そくしん

する取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（２）業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

に向
む

けたロボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

等
とう

の導入
どうにゅう

検討
けんとう

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

に向
む

けたロ

ボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

等
とう

の導入
どうにゅう

検討
けんとう

 ○新  

煩雑
はんざつ

な事務
じ む

作業
さぎょう

などの業務
ぎょうむ

効率
こうりつ

化
か

や

介護
か い ご

業務
ぎょうむ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

などを進
すす

めるた

め、ロボット・ＡＩ
えーあい

・ＩＣＴ
あいしーてぃー

などの

導入
どうにゅう

検討
けんとう

を進
すす

めます。 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

推進
すいしん

 

 
 



- 26 - 

 

 

 現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

「誰
だれ

もが人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、自
みずか

らの意思
い し

によ

り自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きるまち」を実現
じつげん

するためには、障害
しょうがい

者
しゃ

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

について積極
せっきょく

的
てき

に取
と

り組
く

み、一人
ひ と り

ひとりの人権
じんけん

が十分
じゅうぶん

に尊重
そんちょう

される仕組
し く

みを構
こう

築
ちく

することが必要
ひつよう

です。平成
へいせい

26年
ねん

１月
がつ

の障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

や、障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

の施行
し こ う

など、障害
しょうがい

者
しゃ

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

に関
かん

する様々
さまざま

な法
ほう

整備
せ い び

が進
すす

められてきましたが、それだけでは十分
じゅうぶん

ではありません。

法
ほう

の趣旨
し ゅ し

などを私
わたし

たち一人
ひ と り

ひとりが理解
り か い

し、社会
しゃかい

をより良
よ

く変
か

えていく取組
とりくみ

が求
もと

められて

います。 

また、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

が得
え

られること、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の意思
い し

を決
き

めること、決
き

めた意思
い し

を伝
つた

えら

れることなど、自身
じ し ん

の権利
け ん り

を守
まも

るために必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

なことを 行
おこな

う際
さい

、障害
しょうがい

ゆえに支援
し え ん

が

必要
ひつよう

な人
ひと

たちを支
ささ

える仕組
し く

みも無
な

くてはならないものです。 

 そこで、４つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

の具体
ぐ た い

例
れい

などの市民
し み ん

向
む

け広報
こうほう

や障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業者
じぎょうしゃ

を対象
たいしょう

とし

た研修
けんしゅう

等
とう

を通
つう

じて、障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

が重大
じゅうだい

な人権
じんけん

侵害
しんがい

であることや予防
よ ぼ う

や早期
そ う き

発見
はっけん

の

重要
じゅうよう

性
せい

などを啓発
けいはつ

することで、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

を図
はか

っていきます。 

（２）成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

を必要
ひつよう

とする知
ち

的
てき

障害
しょうがい

者
しゃ

や精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の増加
ぞ う か

に対応
たいおう

し地域
ち い き

で安心
あんしん

した

生活
せいかつ

を送
おく

ることができるよう、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の啓発
けいはつ

や利用
り よ う

の促進
そくしん

を進
すす

めていきます。 

（３）障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

に基
もと

づく取組
とりくみ

 

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に向
む

けて周知
しゅうち

を図
はか

るとともに、障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

に関
かん

する

相談
そうだん

、紛争
ふんそう

の防止
ぼ う し

等
とう

のための体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させます。 

（４）情報
じょうほう

保障
ほしょう

の取組
とりくみ

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

者
しゃ

、聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び知
ち

的
てき

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

について定
さだ

めた行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

発信
はっしん

のルールに基
もと

づき、本人
ほんにん

の意向
い こ う

や障害
しょうがい

に応
おう

じた配慮
はいりょ

を行
おこな

うよう徹底
てってい

します。

また、必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

について検討
けんとう

を行
おこな

っていきます。 

  

０－３ 権利
け ん り

擁護
よ う ご
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取組
とりくみ

 

（１）虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

事業
じぎょう

 

（普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

） 

市民
し み ん

向
む

けのリーフレット作成
さくせい

等
とう

によ

り広報
こうほう

を 行
おこな

います。また、虐待
ぎゃくたい

や

不適切
ふてきせつ

支援
し え ん

をなくしていくため、

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サ ー ビ ス の 事業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

を

対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（２）成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

横浜
よこはま

市
し

市民
し み ん

後見人
こうけんにん

養成
ようせい

・活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

地域
ち い き

における権利
け ん り

擁護
よ う ご

を市民
し み ん

参画
さんかく

で

進
すす

めるため、よこはま成年
せいねん

後見
こうけん

推進
すいしん

セ

ンターが全区
ぜ ん く

で市民
し み ん

後見人
こうけんにん

の養成
ようせい

を

実施
じ っ し

し、区
く

役所
やくしょ

、市
し

・区
く

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協
きょう

議会
ぎ か い

、専門
せんもん

職
しょく

団体
だんたい

等
とう

が連携
れんけい

した活動
かつどう

支援
し え ん

の体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

法
ほう

人後
じんこう

見
けん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

よこはま成年
せいねん

後見
こうけん

推進
すいしん

センターが、こ

れまでの法
ほう

人後
じんこう

見
けん

受任
じゅにん

実績
じっせき

を踏
ふ

まえ

て、市内
し な い

の社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

等
とう

への法
ほう

人後
じんこう

見
けん

実施
じ っ し

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の 

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

がより利用
り よ う

しやすいも

のとなるよう、関係
かんけい

機関
き か ん

と調整
ちょうせい

して

当事
と う じ

者
しゃ

及
およ

び 家族
か ぞ く

、 支援
し え ん

団体
だんたい

等
とう

へ の

説明会
せつめいかい

などを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

事業
じぎょう

 

権利
け ん り

を守
まも

るための相談
そうだん

や契約
けいやく

に基
もと

づ

く金銭
きんせん

管理
か ん り

サービスなどの日常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
し え ん

を、区
く

あんしんセンターが、

契約
けいやく

に基
もと

づいて実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

区長
くちょう

申
もうし

立
た

て件数
けんすう

 30件
けん

 30件
けん

 30件
けん

 

成年
せいねん

後見人
こうけんにん

等
とう

報酬
ほうしゅう

助成
じょせい

件数
けんすう

 210件
けん

 240件
けん

 270件
けん

 

（３）障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

に基
もと

づく取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

 

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

市民
し み ん

等
とう

への普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 

障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に当
あ

たっては、市民
し み ん

等
とう

の方々
かたがた

に関心
かんしん

と理解
り か い

を深
ふか

めていただくことが何
なに

よりも

大切
たいせつ

であることから、市民
し み ん

等
とう

に向
む

けた

広報
こうほう

及
およ

び啓発
けいはつ

活動
かつどう

を効果的
こうかてき

に実施
じ っ し

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

相談
そうだん

体制
たいせい

等
とう

の周知
しゅうち

 

障害
しょうがい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

に関
かん

する相
そう

談
だん

、紛
ふん

争
そう

の防
ぼう

止
し

等
とう

のための体制
たいせい

を周知
しゅうち

します。ま

た、相談
そうだん

及
およ

び紛争
ふんそう

の防止
ぼ う し

等
とう

を地域
ち い き

にお

いて推進
すいしん

するための地域
ち い き

協
きょう

議会
ぎ か い

を

開催
かいさい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

市
し

職員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

の 

周知
しゅうち

 

本市
ほ ん し

職員
しょくいん

が適切
てきせつ

な対応
たいおう

を 行
おこな

ってい

くための指針
し し ん

として策定
さくてい

した市
し

職員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

を周知
しゅうち

し、差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いと

なり得
う

る事
じ

例
れい

や、合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

の

好事例
こうじれい

等
とう

の浸透
しんとう

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（４）情報
じょうほう

保障
ほしょう

の取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

情報
じょうほう

発信
はっしん

時
じ

の合理的
ごうりてき

 

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

 

行
ぎょう

政
せい

情報
じょうほう

発信
はっしん

時
じ

の 視覚
し か く

障害
しょうがい

者
しゃ

、

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

者
しゃ

及
およ

び知的
ち て き

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

に対
たい

して、一人
ひ と り

ひとりの障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じ

た合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

代筆
だいひつ

・代読
だいどく

サービス 

○新  

視覚
し か く

等
とう

に障害
しょうがい

のある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

で代筆
だいひつ

または代読
だいどく

が必要
ひつよう

なとき

に支援者
しえんしゃ

によるサービス提供
ていきょう

を 行
おこな

います。 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

者
しゃ

の派遣
は け ん

 

（派遣
は け ん

人
にん

数
すう

）○福  
11,000人

にん

 11,000人
にん

 11,000人
にん

 

要約
ようやく

筆記
ひ っ き

者
しゃ

の派遣
は け ん

 

（派遣
は け ん

人
にん

数
すう

）○福  
1,900人

にん

 1,900人
にん

 1,900人
にん

 

手話
し ゅ わ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

（養成
ようせい

人
にん

数
すう

）○福  
172人

にん

 172人
にん

 172人
にん

 

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

者
しゃ

・筆記
ひ っ き

者
しゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

（養成
ようせい

人
にん

数
すう

）○福  
90人

にん

 90人
にん

 90人
にん

 

盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

（養成
ようせい

人
にん

数
すう

）○福  
30人

にん

 30人
にん

 30人
にん

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、どこに

相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に課題
か だ い

解決
かいけつ

が 行
おこな

えるよう、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

の充実
じゅうじつ

や連携
れんけい

強化
きょうか

といった体制
たいせい

整備
せ い び

を進
すす

めてきました。しかし、グループインタビューやアンケート調査
ちょうさ

の結果
け っ か

では、依然
い ぜ ん

として、困
こま

ったときどこに相談
そうだん

したらいいかわからない、相談
そうだん

した内容
ないよう

が共有
きょうゆう

されず何度
な ん ど

も同
おな

じ説明
せつめい

をしなければならない、などの声
こえ

も挙
あ

がっています。 

 障害
しょうがい

のある人
ひと

が「 自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きる」ためには、相談
そうだん

支援
し え ん

は非常
ひじょう

に

重要
じゅうよう

な役割
やくわり

を持
も

っています。わかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

調
ちょう

整
せい

、

本人
ほんにん

が 自
みずか

ら解決
かいけつ

する 力
ちから

を高
たか

めていくための支援
し え ん

、家族
か ぞ く

支援
し え ん

、困
こま

っている人
ひと

に寄
よ

り添
そ

う伴
ばん

走
そう

型
がた

支
し

援
えん

などを 行
おこな

います。障害
しょうがい

特性
とくせい

やライフステージなどに応
おう

じて、各機関
かくきかん

の様々
さまざま

な機
き

能
のう

や役割
やくわり

を活用
かつよう

し、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

する暮
く

らしを実現
じつげん

できるよう支えていきます。 

そこで、障害
しょうがい

のある人
ひと

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていく相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

強化
きょうか

や相談
そうだん

支援
し え ん

システムの整理
せ い り

、相談
そうだん

支援
し え ん

従事
じゅうじ

者
しゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

や当事者
とうじしゃ

による相談
そうだん

の活用
かつよう

促進
そくしん

を進
すす

め、相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

０－４ 相談
そうだん

支援
し え ん
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取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の周知
しゅうち

及
およ

び 

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センタ

ー、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センターの３機関
き か ん

を中心
ちゅうしん

に地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の機能
き の う

を充足
じゅうそく

させながら、相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の周知
しゅうち

、啓発
けいはつ

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

 

【再掲
さいけい

】 

市域
し い き

と区
く

域
いき

での人材
じんざい

育成
いくせい

に関
かん

する取組
とりくみ

を

整理
せ い り

し、相互
そ う ご

に連動
れんどう

させた効果的
こうかてき

・効率的
こうりつてき

な

人
じん

材
ざい

育成
いくせい

体系
たいけい

を整備
せ い び

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

市
し

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

と区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

 

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の連携
れんけい

・

連動
れんどう

 

市
し

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

、ブロック連絡会
れんらくかい

、区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

を連携
れんけい

・連動
れんどう

させ、地域
ち い き

づくりに

効果的
こうかてき

に取
と

り組
く

める体制
たいせい

を整備
せ い び

します。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

当事
と う じ

者
しゃ

による 

相談
そうだん

の充実 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センターに設置
せ っ ち

するピア相談
そうだん

センターでの当事
と う じ

者
しゃ

相談
そうだん

の周知
しゅうち

を図
はか

り、当事
と う じ

者
しゃ

による相談
そうだん

支援
し え ん

を推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

既存
き そ ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

(地域
ち い き

ケアプラザ

等
とう

)による連携
れんけい

 

日頃
ひ ご ろ

の関
かか

わりの中
なか

で、何
なに

気
げ

ない会
かい

話
わ

に含
ふく

まれ

ている相談
そうだん

を身近
み ぢ か

な相談
そうだん

者
しゃ

としてとらえ、

必要
ひつよう

に応
おう

じて、一次
い ち じ

及
およ

び二次
に じ

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

に

つなげます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

難病患
なんびょうかん

者
しゃ

等
とう

への

必
ひつ

要
よう

な 

情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

難病患
なんびょうかん

者
じゃ

等
とう

に対して必要
ひつよう

な 情報
じょうほう

提供
ていきょう

を

行
おこな

うこと等
とう

により、難病患
なんびょうかん

者
じゃ

等
とう

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の活用
かつよう

が 促
うなが

されるよう検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センター運営
うんえい

 

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターと、地域
ち い き

の支援
し え ん

機関
き か ん

との連携
れんけい

の仕
し

組
く

みを整
せい

理
り

し、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

に関
かか

わる関係
かんけい

 

機関
き か ん

の連携
れんけい

促進
そくしん

 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

支援
し え ん

センターと地域
ち い き

の関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を促進
そくしん

し、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

における

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

に対する支援
し え ん

体制
たいせい

を強化
きょうか

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

 

・専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

・助言
じょげん

○福○新  
400件

けん

 440件
けん

 480件
けん

 

・地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

者
しゃ

の人
じん

材
ざい

育成
いくせい

の

実施
じ っ し

 ○福○新  
72回

かい

 72回
かい

 72回
かい

 

・地域
ち い き

の相談
そうだん

機関
き か ん

との連携
れんけい

強化
きょうか

の取組
とりくみ

 

○福○新  
36回

かい

 36回
かい

 36回
かい

 

障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

や各種
かくしゅ

のニーズに対応
たいおう

で

きる総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

○福○新  
48,000件

けん

 49,000件
けん

 50,000件
けん

 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（年間
ねんかん

）○福  
16322人

にん

 18805人
にん

 21453人
にん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

地域
ち い き

協
きょう

議会
ぎ か い

の 

開催
かいさい

件
けん

数
すう

○福  
3件

けん

 3件
けん

 3件
けん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターによる相談
そうだん

件
けん

数
すう

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く）○福  

3,500件
けん

 3,500件
けん

 3,500件
けん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センター及
およ

び発達
はったつ

 

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャーの外部
が い ぶ

 

機関
き か ん

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く）○福  

55件
けん

 55件
けん

 55件
けん

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコーディネーター 

の配置
は い ち

（人
にん

）○児  

6人
にん

 6人
にん

 6人
にん
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トピック「発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
し え ん

」 

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

法
ほう

の施行
し こ う

は、平成
へいせい

17年
ねん

４月
がつ

。横浜市
よこはまし

は、それ以前
い ぜ ん

から市内
し な い

の法人
ほうじん

に自閉症
じへいしょう

に特化
と っ か

した相談
そうだん

支援
し え ん

室
しつ

を委託
い た く

し（のちの発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

セン

ター）、法
ほう

施行
し こ う

と同時期
ど う じ き

には、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

や福祉
ふ く し

・医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

、当事者
とうじしゃ

やその

家族
か ぞ く

で構成
こうせい

される「発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」を設置
せ っ ち

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

への

課題
か だ い

解決
かいけつ

の議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

ってきました。 

この15年間
ねんかん

、ライフステージごとの現状
げんじょう

と課題
か だ い

に対応
たいおう

するため、乳幼児期
にゅうようじき

・

学齢期
がくれいき

・成人期
せいじんき

に分
わ

けて議論
ぎ ろ ん

するとともに、ライフステージを通
とお

した切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

に向
む

けた検討
けんとう

も行
おこな

ってきました。 

横浜市
よこはまし

では現在
げんざい

、「発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

」「地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャ

ーによる障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

への支援
し え ん

」「障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

のた

めの研修
けんしゅう

（行動
こうどう

障害
しょうがい

のある方
かた

への支援
し え ん

を行
おこな

うことのできる人材
じんざい

を育成
いくせい

する

ための研修
けんしゅう

）」「サポートホーム事業
じぎょう

（生活
せいかつ

アセスメント付
つ

き住宅
じゅうたく

での一人
ひ と り

暮
ぐ

らし支援
し え ん

）」「地域
ち い き

療育
りょういく

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

」「学齢
がくれい

後期
こ う き

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

の発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

等
とう

への相談
そうだん

支援
し え ん

）」等
とう

、発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

支援
し え ん

に関
かん

する、多
おお

くの事業
じぎょう

や取組
とりくみ

を推進
すいしん

しています。 

 近年
きんねん

では、「発達
はったつ

障害
しょうがい

」という言葉
こ と ば

が社会
しゃかい

的
てき

にある程度
て い ど

認知
に ん ち

され、発達
はったつ

障害
しょうがい

に対
たい

する市民
し み ん

の理解
り か い

も広
ひろ

がってきています。一方
いっぽう

で、発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

法
ほう

の

施行
し こ う

から10年
ねん

が経過
け い か

し、時代
じ だ い

の変化
へ ん か

に対応
たいおう

したよりきめ細
こま

かな支援
し え ん

が求
もと

めら

れていること、また、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた新
あら

たな取組
とりくみ

（障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

に向
む

けた一連
いちれん

の法
ほう

整備
せ い び

など）が進
すす

められていることを背景
はいけい

とし、平成
へいせい

28年
ねん

に同法
どうほう

の改正
かいせい

が行
おこな

われました。 

また横浜市
よこはまし

では、発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

のこれまでの議論
ぎ ろ ん

や福祉
ふ く し

・教育
きょういく

機関
き か ん

の相談
そうだん

状 況
じょうきょう

等
とう

において、発達
はったつ

障害
しょうがい

、特
とく

に「軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

う、ある

いは知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

」に対
たい

して、従来
じゅうらい

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・

教育
きょういく

等
とう

の施策
し さ く

では、十分
じゅうぶん

対応
たいおう

できていない現状
げんじょう

が見
み

えてきました。 

令和
れ い わ

元
がん

年
ねん

、この課題
か だ い

に対応
たいおう

する支援
し え ん

策
さく

の再構築
さいこうちく

が求
もと

められているとの認識
にんしき

から、横浜市
よこはまし

として、発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

の上部
じょうぶ

機関
き か ん

である障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

へ、課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けた具体的
ぐたいてき

施策
し さ く

の展開
てんかい

について諮問
し も ん

を行
おこな

い、令和
れ い わ

２

年
ねん

６月
がつ

に答申
とうしん

を受
う

け取
と

りました。 

令和
れ い わ

３年
ねん

度
ど

から始
はじ

まる第
だい

４期
き

プランでは、新
あら

たな施策
し さ く

を展開
てんかい

していくこと

となります。地域
ち い き

の療育
りょういく

の中核
ちゅうかく

機関
き か ん

である地域
ち い き

療育
りょういく

センターにおける
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療育
りょういく

体制
たいせい

の抜
ばっ

本的
ぽんてき

な見直
み な お

しや、支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

・役割
やくわり

分担
ぶんたん

の整理
せ い り

等
とう

の取組
とりくみ

と

ともに、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

に発達
はったつ

障害
しょうがい

への理解
り か い

を深
ふか

めるための取組
とりくみ

、更
さら

に多様性
たようせい

を

尊重
そんちょう

できる社会
しゃかい

風土
ふ う ど

の醸成
じょうせい

を進
すす

めていきます。 

 

＜令和
れ い わ

２年
ねん

６月
がつ

 答申
とうしん

概要
がいよう

＞ 

１ 気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）  

幼少期
ようしょうき

には、本人
ほんにん

・周囲
しゅうい

とも、軽度
け い ど

の知的
ち て き

な遅
おくれ

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な 遅
おくれ

れを 伴
ともな

わない発達
はったつ

障害
しょうがい

に気
き

づかないことがあります。そのため、

早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

だけでなく、その人
ひと

にとって適切
てきせつ

な時期
じ き

に適切
てきせつ

な支援
し え ん

につなげることが重要
じゅうよう

だと 考
かんが

えます。この理念
り ね ん

を「気
き

づきの促進
そくしん

と未来
み ら い

につながる支援
し え ん

（Right
ら い と

 time
た い む

 &
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）」と表
あらわ

します。 

２ 地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の、包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

 

今回
こんかい

対象
たいしょう

とした発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

は、発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

についての理解
り か い

や

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を得
え

られないことに起因
き い ん

する生
い

きづらさを、障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を主
しゅ

た

る支援
し え ん

対象
たいしょう

としない支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

（保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、就労先
しゅうろうさき

等
とう

）に

相談
そうだん

することも多
おお

いと考
かんが

えられます。そのため、地域
ち い き

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で包括的
ほうかつてき

な

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

する必要
ひつよう

があります。 

３ 「０
ぜろ

次
じ

支援
し え ん

」の重要性
じゅうようせい

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

への相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

による適切
てきせつ

な対応
たいおう

につながるためには、

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を主
しゅ

たる支援
し え ん

対象
たいしょう

としない支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

（保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、学校
がっこう

、

就労先
しゅうろうさき

等
とう

）が、身近
み じ か

な地域
ち い き

の中
なか

で、本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

が抱
かか

える生
い

きづらさに気
き

づ

き、受
う

け止
と

めることが重要
じゅうよう

です。 
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トピック「計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の課題
か だ い

と今後
こ ん ご

の取組
とりくみ

」 

 

平成
へいせい

27年
ねん

４月
がつ

から、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

を利用
り よ う

する場合
ば あ い

には、サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の提出
ていしゅつ

が必須
ひ っ す

となっています。サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

には、指定
し て い

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

（計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

）の相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

が作成
さくせい

するものと、

本人
ほんにん

が自
みずか

ら作成
さくせい

するセルフプランの２種類
しゅるい

があります。計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

は前者
ぜんしゃ

を指
さ

し、相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

が、本人
ほんにん

やご家族
か ぞ く

の生活
せいかつ

全体
ぜんたい

の希望
き ぼ う

や目標
もくひょう

、それに

向
む

けた支援
し え ん

方針
ほうしん

や解決
かいけつ

すべき課題
か だ い

などをともに考
かんが

え計画
けいかく

を作成
さくせい

し、定期的
ていきてき

に

確認
かくにん

・振
ふ

り返
かえ

り（モニタリング）を行
おこな

います。 

 横浜市
よこはまし

では計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の実施率
じっしりつ

が令和
れ い わ

元
がん

年度
ね ん ど

末
まつ

時点
じ て ん

で約
やく

50 ％
ぱーせんと

に留
とど

ま

っています。その理由
り ゆ う

のひとつとして、事業所
じぎょうしょ

及
およ

び職員
しょくいん

の不足
ふ そ く

から、利用
り よ う

に

つながっていないことが考
かんが

えられます。今後
こ ん ご

、制度
せ い ど

のさらなる周知
しゅうち

や、実施
じ っ し

する人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

、市
し

及
およ

び各区
か く く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協
きょう

議会
ぎ か い

との連携
れんけい

などを通
つう

じて、

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な方
かた

に行
い

き届
とど

くよう、引
ひ

き続
つづ

き推進
すいしん

に取
と

り組
く

みます。 
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トピック「横浜市
よこはまし

の依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

」 

１ 従来
じゅうらい

からの取組
とりくみ

 

横浜市
よこはまし

では、従来
じゅうらい

から、アルコールをはじめとした依存症
いぞんしょう

への対応
たいおう

は、

区
く

における精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

相談
そうだん

やこころの健康
けんこう

相談
そうだん

センターで実施
じ っ し

してきま

した。また、医療
いりょう

機関
き か ん

とともに、市内
し な い

における依存症
いぞんしょう

の自助
じ じ ょ

グループや回復
かいふく

支援
し え ん

施設
し せ つ

等
とう

の民間
みんかん

支援
し え ん

団体
だんたい

が様々
さまざま

な支援
し え ん

を行
おこな

ってきました。 

２ 国
くに

の動
うご

きを踏
ふ

まえた横浜市
よこはまし

における取組
とりくみ

の拡充
かくじゅう

 

近年
きんねん

、アルコール・薬物
やくぶつ

・ギャンブル等
とう

の総合
そうごう

的
てき

な依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

について、

国
くに

におけるアルコールやギャンブル等
とう

の基本法
きほんほう

、及
およ

び基本
き ほ ん

計画
けいかく

、事業
じぎょう

体系
たいけい

を示
しめ

した依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

総合
そうごう

支援
し え ん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

要綱
ようこう

を踏
ふ

まえ、こころの健康
けんこう

相談
そうだん

セ

ンターにおいて、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の強化
きょうか

、家族
か ぞ く

教室
きょうしつ

の対象者
たいしょうしゃ

の拡大
かくだい

、依存症
いぞんしょう

専門
せんもん

相談
そうだん

や回復
かいふく

プログラムの開始
か い し

など、取組
とりくみ

を拡充
かくじゅう

しています。 

また、民間
みんかん

支援
し え ん

団体
だんたい

や関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

も進
すす

め、令和
れ い わ

２年
ねん

３

月
がつ

に、こころの健康
けんこう

相談
そうだん

センターを、国
くに

が設置
せ っ ち

を求
もと

める『依存症
いぞんしょう

相談
そうだん

拠点
きょてん

』

に位置
い ち

づけました。令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

から開始
か い し

した依存症
いぞんしょう

関連
かんれん

機関
き か ん

連携
れんけい

会議
か い ぎ

では、

幅広
はばひろ

い関係
かんけい

者
しゃ

と支援
し え ん

に関
かん

する情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

うなど、関係
かんけい

者
しゃ

間
かん

のネットワ

ークづくりを進
すす

めています。 

３ 横浜市
よこはまし

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

（仮称
かしょう

）の策定
さくてい

 

アルコール・薬物
やくぶつ

・ギャンブル等
とう

の依存症
いぞんしょう

に悩
なや

むご本人
ほんにん

やご家族
か ぞ く

等
とう

への

支援
し え ん

に着目
ちゃくもく

し、関係
かんけい

者
しゃ

と支援
し え ん

の方向性
ほうこうせい

を共有
きょうゆう

することで、包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

の提供
ていきょう

を目指
め ざ

すため、依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

総合
そうごう

支援
し え ん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

要綱
ようこう

に基
もと

づく地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

を策定
さくてい

します。令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

から検討
けんとう

を始
はじ

め、令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

中
ちゅう

に策定
さくてい

する

予定
よ て い

です。依存症
いぞんしょう

全体
ぜんたい

の取組
とりくみ

方針
ほうしん

に加
くわ

え、アルコール・薬物
やくぶつ

・ギャンブル等
とう

の各
かく

依存症
いぞんしょう

の現状
げんじょう

や課題
か だ い

を整理
せ い り

し、支援
し え ん

内容
ないよう

等
とう

を盛
も

り込
こ

む予定
よ て い

です。 
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近
きん

年
ねん

、在宅
ざいたく

の障害
しょうがい

者
しゃ

を支
ささ

える福祉
ふ く し

サービスや相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

などの社会
しゃかい

資源
し げ ん

は増
ふ

えてきて

いますが、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ち い き

の中
なか

で希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを選択
せんたく

することが、まだ十分
じゅうぶん

できているとは言
い

えません。障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

も様々
さまざま

で、高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

によるニーズの変化
へ ん か

もあります。障害
しょうがい

のある人
ひと

が、自分
じ ぶ ん

が住
す

みたいと思
おも

う地域
ち い き

で希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを安心
あんしん

し

て続
つづ

けるには、福祉
ふ く し

サービスや社会
しゃかい

資源
し げ ん

を充実
じゅうじつ

させることが重要
じゅうよう

です。その上
うえ

で、でき

る限
かぎ

り自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で「住
す

まいの場
ば

」を選択
せんたく

できることが理想
り そ う

です。 

しかし、自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で選択
せんたく

するためには、どこに自分
じ ぶ ん

が希望
き ぼ う

する住
す

まいがあるのか、通
かよ

い先
さき

や行
い

きたいところへの移動
い ど う

手段
しゅだん

なども含
ふく

め、どのような支援
し え ん

があれば希望
き ぼ う

どおり暮
く

ら

せるのか、情報
じょうほう

を得
え

たり、体験
たいけん

したりすることが必要
ひつよう

です。 

そのため、多様
た よ う

な「住
す

まいの場
ば

」を確保
か く ほ

し、提供
ていきょう

できる情報
じょうほう

や体験
たいけん

の機会
き か い

を増
ふ

やすこ

とで本人
ほんにん

の選択
せんたく

肢
し

を広
ひろ

げ、暮
く

らしていくうえでの困
こま

りごとに対
たい

する支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させるなど、

一人
ひ と り

ひとりが地域
ち い き

で望
のぞ

む生活
せいかつ

を送
おく

ることができる環境
かんきょう

を整
ととの

えることが求
もと

められています。 

そこで、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

を含
ふく

む多様
た よ う

な形態
けいたい

で住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

を増
ふ

やし、また本人
ほんにん

に寄
よ

り添
そ

って

支
ささ

える仕組
し く

みなどを、ハード及
およ

びソフトの両面
りょうめん

から充実
じゅうじつ

させる施策
し さ く

を展開
てんかい

していきます。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

住
す

まいは生活
せいかつ

の基本
き ほ ん

です。誰
だれ

もが、重度化
じゅうどか

や高齢化
こうれいか

による障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

の変化
へ ん か

などにかか

わらず、可能
か の う

な限
かぎ

り、自分
じ ぶ ん

が住
す

みたいと思
おも

う場所
ば し ょ

で住
す

み続
つづ

けられることが望
のぞ

まれます。自分
じ ぶ ん

の意思
い し

で「住
す

まいの場
ば

」を選
えら

べるようにするには、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

だけでなく、住宅
じゅうたく

施策
し さ く

との連動
れんどう

も図
はか

り、多様
た よ う

なニーズに合
あ

った「住
す

まいの場
ば

」の拡充
かくじゅう

、情報
じょうほう

の集約
しゅうやく

と提供
ていきょう

な

どを継続
けいぞく

的
てき

に進
すす

めていく仕組
し く

みづくりが不可欠
ふ か け つ

です。横浜
よこはま

市
し

は、福祉
ふ く し

施策
し さ く

と住宅
じゅうたく

施策
し さ く

の

連携
れんけい

により、不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

と協 力
きょうりょく

し、平成
へいせい

30年
ねん

度
ど

に横浜
よこはま

市
し

居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

を設立
せつりつ

しま

した。従来
じゅうらい

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

では実施
じ っ し

が 難
むずか

しかった分野
ぶ ん や

にも取
と

り組
く

むことができるようになる

ため、これを活用
かつよう

した支援
し え ん

が望
のぞ

まれています。 

障害
しょうがい

の重度
じゅうど

化
か

や高齢
こうれい

化
か

など障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

により専門
せんもん

的
てき

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

とされる場合
ば あ い

でも、

本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

する住
す

まいを実現
じつげん

できるよう対応
たいおう

可能
か の う

な仕組
し く

みも必要
ひつよう

です。 

一方
いっぽう

で、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

などで生活
せいかつ

している人
ひと

にとって、そのときの「住
す

まいの場
ば

」が安心
あんしん

し

て生活
せいかつ

できる場
ば

であるように支援
し え ん

していくことも重要
じゅうよう

です。 

 そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の希望
き ぼ う

や 状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた多様
た よ う

なニーズに応
おう

えられるよう、多様
た よ う

な

形態
けいたい

の住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めていきます。 

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

１ 住
す

む・暮
く

らす 

１－１ 住
す

まい 
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（２）高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構築
こうちく

 

今後
こ ん ご

も進
すす

むとみられる高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえ、ニーズに対応
たいおう

したグループホーム

の整備
せ い び

や、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるバリアフリー改修
かいしゅう

等
とう

を通
つう

じて、安心
あんしん

できる住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めていきます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた住
す

まいの選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

民間
みんかん

住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

の促進
そくしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

が民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

をしやす

くする仕組
し く

みとして「 住
じゅう

宅
たく

セーフティネッ

ト制
せい

度
ど

」を活用
かつよう

していきます。 

また、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の住宅
じゅうたく

確保
か く ほ

要配慮者
ようはいりょしゃ

の居
きょ

住
じゅう

支
し

援
えん

を充実
じゅうじつ

させるため、横
よこ

浜
はま

市
し

居
きょ

住
じゅう

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

と不動産事
ふ ど う さ ん じ

業者
ぎょうしゃ

や福祉
ふ く し

支援
し え ん

団体
だんたい

、

区局
くきょく

の連携
れんけい

を強化
きょうか

する制度
せ い ど

の検討
けんとう

を進
すす

めま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

サポートホーム

事業
じぎょう

 ○あ  

発達
はったつ

障害
しょうがい

のある入居
にゅうきょ

者
しゃ

に対
たい

し、地域
ち い き

生活
せいかつ

に

向
む

けた準備
じゅんび

のため、生活
せいかつ

面
めん

のアセスメントと

支援
し え ん

を実施
じ っ し

する「サポートホーム」の効果
こ う か

を

検証
けんしょう

するとともに、支援
し え ん

方
ほう

法
ほう

を地域
ち い き

の事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

へ拡大
かうだい

させていきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

児
じ

施設
し せ つ

の 

再整備
さいせいび

 ○あ  

老朽化
ろうきゅうか

が進
すす

んでいる 障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の

再整備
さいせいび

を進
すす

めます。 検討
けんとう

 検討
けんとう

 

松
しょう

風
ふう

学
がく

園
えん

再
さい

整
せい

備
び

事業
じぎょう

 

 入居
にゅうきょ

者
しゃ

の居住
きょじゅう

環境
かんきょう

改善
かいぜん

のため、個室化
こ し つ か

等
とう

を進
すす

めます。また、同園
どうえん

敷地
し き ち

の一部
い ち ぶ

を活用
かつよう

して民設
みんせつ

新
しん

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

を整備
せ い び

します。 

・中間期
ちゅうかんき

：個室化
こ し つ か

等
とう

の居住
きょじゅう

環境
かんきょう

や設備
せ つ び

の

改善
かいぜん

及
およ

び民設
みんせつ

新
しん

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の工事
こ う じ

実施
じ っ し

 

・計
けい

画期
か く き

間中
かんちゅう

：個室化
こ し つ か

等
とう

の居
きょ

住
じゅう

環
かん

境
きょう

や設
せつ

備
び

の 改善
かいぜん

及
およ

び民設
みんせつ

新
しん

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の 工事
こ う じ

実施
じ っ し

完了
かんりょう

 

工事
こ う じ

実施
じ っ し

 

工事
こ う じ

実施
じ っ し

完了
かんりょう
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

【 再掲
さいけい

】 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 

働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の 

支援
し え ん

 ○あ  

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の定
てい

着
ちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

を 行
おこな

うとともに、人
じん

材
ざい

確保
か く ほ

の方策
ほうさく

について検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム) 

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

(新規
し ん き

設置
せ っ ち

/年
ねん

）○福  
200人

にん

 200人
にん

 200人
にん

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム) 

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

(利用
り よ う

人
にん

数
すう

/年
ねん

) ○福  
5,000人

にん

 5,200人
にん

 5,400人
にん

 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

（利用
り よ う

人
にん

数
すう

/月
つき

）○福  
1,426人

にん

 1,420人
にん

 1,414人
にん

 

福祉
ふ く し

型
がた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

(利用
り よ う

児
じ

童
どう

数
すう

/月
つき

）○児  
190人

にん

 190人
にん

 190人
にん

 

医療
いりょう

型
がた

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

(利用
り よ う

児
じ

童
どう

数
すう

/月
つき

）○児  
90人

にん

 90人
にん

 90人
にん

 

障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

における18歳
さい

以上
いじょう

の入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

 ○児  
0人
にん

 0人
にん

 0人
にん

 

宿泊
しゅくはく

型
がた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（利用
り よ う

人
にん

数
すう

/月
つき

）○福  87人
にん

分
ぶん

 87人
にん

分
ぶん

 87人
にん

分
ぶん

 

 2,364人
にん

日
にち

 2,364人
にん

日
にち

 2,364人
にん

日
にち

 

療養
りょうよう

介護
か い ご

 ○福  279人
にん

 279人
にん

 284人
にん
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トピック「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

の考
かんが

え方
かた

」 

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

の希望
き ぼ う

や 状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた多様
た よ う

なニーズに応
こた

えられるよう、

多様
た よ う

な形態
けいたい

の住
す

まいの構築
こうちく

を進
すす

めることで、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

の 状 況
じょうきょう

を

十分
じゅうぶん

に踏
ふ

まえながら地域
ち い き

移行
い こ う

を進
すす

めます。 

国
くに

の第
だい

６期
き

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

指針
し し ん

に基
もと

づき、令和
れ い わ

元年度
がんねんど

末
まつ

から令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

末
まつ

ま

でに、地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

の目標数
もくひょうすう

を87人
にん

（令和
れ い わ

元年度
がんねんど

末
まつ

時点
じ て ん

の施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

の約
やく

６ ％
ぱーせんと

）、施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

数
すう

は23人
にん

（約
やく

1.6 ％
ぱーせんと

）の減少
げんしょう

を見込
み こ

むこと

とします。なお、市内
し な い

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の定員数
ていいんすう

については、新規
し ん き

利用
り よ う

者
しゃ

などへのサ

ービス提供
ていきょう

を確保
か く ほ

する必要
ひつよう

があること、及
およ

び市外
し が い

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の利用
り よ う

者
しゃ

への

対応
たいおう

等
とう

から、各
かく

施設
し せ つ

の 状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえつつ、現状
げんじょう

を維持
い じ

することとします。 

これまで本市
ほ ん し

の入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

は、一
いっ

生涯
しょうがい

を送
おく

る施設
し せ つ

ではなく、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援型
しえんがた

施設
し せ つ

」と位置
い ち

づけ、障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることが

できるよう、支援
し え ん

に取
と

り組
く

んできました。入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

が「通過型
つうかがた

施設
し せ つ

」として

の役割
やくわり

・機能
き の う

を担
にな

い、本人
ほんにん

の意向
い こ う

に沿
そ

った地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

が可能
か の う

となるよ

う、必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を検討
けんとう

・実施
じ っ し

します。また、施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して支援
し え ん

を受
う

けるこ

とが真
しん

に必要
ひつよう

とされている人
ひと

の把握
は あ く

を 行
おこな

い、適切
てきせつ

なサービス提供
ていきょう

を確保
か く ほ

で

きるよう、多様
た よ う

なニーズに応
こた

える住
す

まいのあり方
かた

を含
ふく

め、必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を検討
けんとう

・

実施
じ っ し

します。 

 

（２）高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

を踏
ふ

まえた住
す

まいの構築
こうちく

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

・高
こう

齢
れい

者
しゃ

の住
じゅう

宅
たく

改
かい

 

造
ぞう

及
およ

び模様替
も よ う が

え 

市営
し え い

住宅
じゅうたく

に入居
にゅうきょ

している障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

の要望
ようぼう

に対
たい

し、トイレや浴室
よくしつ

への手
て

すりの取付
とりつけ

など

の住宅
じゅうたく

改造
かいぞう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

対応
たいおう

のグループ

ホームの検討
けんとう

・

拡充
かくじゅう

 

現在
げんざい

、実施
じ っ し

している高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

対応
たいおう

グル

ープホーム事業
じぎょう

を踏
ふ

まえ、持続的
じぞくてき

に実現
じつげん

可能
か の う

な制度
せ い ど

の検討
けんとう

を 行
おこな

っていきます。今後
こ ん ご

も進
すす

んでいくことが見込
み こ

まれる障害
しょうがい

者
しゃ

の高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

に対
たい

応
おう

していくため、高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

対
たい

応
おう

グループホームを拡充
かくじゅう

していきま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

 

対
たい

応
おう

バリアフリ

ー改修
かいしゅう

事業
じぎょう

 

グループホームを利用
り よ う

する障害
しょうがい

者
しゃ

が高齢
こうれい

に

なり、それに伴
ともな

う身
しん

体
たい

機
き

能
のう

の低
てい

下
か

等
とう

により、

従来
じゅうらい

のホームの設備
せ つ び

で生活
せいかつ

することが困難
こんなん

となる場合
ば あ い

でも、居住
きょじゅう

しているホームで安
あん

心
しん

して生活
せいかつ

し続
つづ

けることができるよう、バリ

アフリー等
とう

改
かい

修
しゅう

に係
かか

る経
けい

費
ひ

を補
ほ

助
じょ

します。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が希望
き ぼ う

に合
あ

った暮
く

らしを送
おく

るために必要
ひつよう

な支援
し え ん

は人
ひと

それぞれであり、本人
ほんにん

の意向
い こ う

や障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

によって異
こと

なる障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを安定
あんてい

して提供
ていきょう

していくことが

重要
じゅうよう

です。横浜市
よこはまし

は、地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくうえで、障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を支
ささ

える核
かく

とし

て、横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム（以下
い か

「地
ち

活
かつ

ホーム」という。）や横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター（以下
い か

「生活
せいかつ

支援
し え ん

センター」という。）、多機能型
た き の う が た

拠点
きょてん

など様々
さまざま

な拠点
きょてん

の整備
せ い び

を進
すす

めてきました。これらの拠点
きょてん

機能
き の う

を更
さら

に充実
じゅうじつ

させ、十分
じゅうぶん

に活用
かつよう

していく必要
ひつよう

があり

ます。また、行動
こうどう

障害
しょうがい

、医療
いりょう

的
てき

ケアなど専門
せんもん

的
てき

なニーズがある人
ひと

も安心
あんしん

して暮
く

らしていけ

るような支援
し え ん

も欠
か

かせません。 

日々
ひ び

の暮
く

らしだけでなく、人生
じんせい

には節目
ふ し め

となる様々
さまざま

な出来事
で き ご と

があります。障害
しょうがい

のある人
ひと

が恋愛
れんあい

、結婚
けっこん

、出産
しゅっさん

、子育
こ そ だ

て、家族
か ぞ く

の介護
か い ご

などを 考
かんが

えたときに、周囲
しゅうい

の無理解
む り か い

が本人
ほんにん

の

選択肢
せんたくし

を狭
せば

めないよう、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の理解
り か い

促進
そくしん

が大切
たいせつ

です。 

そして、本人
ほんにん

が自分
じ ぶ ん

にとって良
よ

いと思
おも

う選択
せんたく

ができるよう、家族
か ぞ く

や支援者
しえんしゃ

など周囲
しゅうい

の人
ひと

たちが困
こま

りごとや悩
なや

みを受
う

け止
と

め、寄
よ

り添
そ

い、丁寧
ていねい

に相談
そうだん

に乗
の

ることが求
もと

められます。加
くわ

えて、本人
ほんにん

が知識
ち し き

や情報
じょうほう

を得
え

ることができる環境
かんきょう

づくりなども重要
じゅうよう

な要素
よ う そ

の一
ひと

つです。 

１－２ 暮
く

らし 



- 41 - 

 

また、長期
ちょうき

入院
にゅういん

中
ちゅう

の人
ひと

や施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

中
ちゅう

の人
ひと

がグループホームでの生活
せいかつ

や一人
ひ と り

暮
ぐ

らしに

移
うつ

ることができるよう、地域
ち い き

移行
い こ う

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

や退院
たいいん

促進
そくしん

などの取組
とりくみ

も継続
けいぞく

して進
すす

めていか

なければなりません。地域
ち い き

で活動
かつどう

する様々
さまざま

な団体
だんたい

・サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

や医療
いりょう

機関
き か ん

を含
ふく

め、

障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

えていく体制
たいせい

づくりが求
もと

められています。 

その中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

が自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができるようになるために、本人
ほんにん

が

生活
せいかつ

力
りょく

を身
み

につけて安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう、本人
ほんにん

の持
も

つ 力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の

必要
ひつよう

性
せい

も見逃
み の が

せません。意思
い し

決定
けってい

を支
ささ

え、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で想定
そうてい

されるトラブルなどの

予防
よ ぼ う

や対応
たいおう

を学
まな

ぶ機会
き か い

を設
もう

けることや、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や思
おも

いに寄
よ

り添
そ

う伴走型
ばんそうがた

の相談
そうだん

支援
し え ん

を

充実
じゅうじつ

させていくことが大切
たいせつ

になります。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に関
かか

わる社会
しゃかい

資源
し げ ん

をもとに、既存
き そ ん

のサービスを充実
じゅうじつ

させていくことで、

地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができる体制
たいせい

づくりを目指
め ざ

します。 

 

（２）本人
ほんにん

の力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

が変
か

わっても、自
みずか

ら希望
き ぼ う

するところで暮
く

らしていくために、障害
しょうがい

児
じ

・

者
しゃ

やその家族
か ぞ く

にとって必要
ひつよう

なサービスを提供
ていきょう

する事業
じぎょう

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じ っ し

します。 

 

取組
とりくみ

 

（１）地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活
かつ

動
どう

ホーム事業
じぎょう

 

在
ざい

宅
たく

の障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

とその家族
か ぞ く

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を

支援
し え ん

する拠点
きょてん

施設
し せ つ

として、横浜
よこはま

市
し

が独自
ど く じ

に

設置
せ っ ち

しているものです。主
おも

なサービスとし

て、生活
せいかつ

介護
か い ご

や地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

デ

イサービス型
がた

等
とう

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

のほか、ショー

トステイや一時
い ち じ

ケア等
とう

の生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

を

実施
じ っ し

しています。施設
し せ つ

規模
き ぼ

等
とう

により、社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホ ー ム と 機能
き の う

強化
きょうか

型
がた

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホームの２種類
しゅるい

に分
ぶん

類
るい

されています。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

統
とう

合
ごう

失
しっ

調
ちょう

症
しょう

をはじめとした精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の 推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

生活
せいかつ

支援
し え ん

センタ

ー事業
じぎょう

 

社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

、自立
じ り つ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さ ん か

を支援
し え ん

するため

各
かく

区
く

に１か所
しょ

設置
せ っ ち

している精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

における本
ほん

市
し

の拠点
きょてん

施設
し せ つ

です。 

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

士
し

を配置
は い ち

し、日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

に関
かん

す

る相談
そうだん

や助言
じょげん

、情報
じょうほう

提供
ていきょう

のほか、専門医
せんもんい

に

よる相談
そうだん

や生活
せいかつ

維持
い じ

のためのサービス

（食事
しょくじ

、入浴
にゅうよく

、洗濯
せんたく

等
とう

）等
とう

を提
てい

供
きょう

していま

す。区
く

や基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターとともに、本
ほん

市
し

の「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

」や「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも

対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の中核
ちゅうかく

に

位置付
い ち づ

けられています。 

多機能
た き の う

型
がた

拠点
きょてん

の 

整備
せ い び

・運営
うんえい

 

○あ  

常
つね

に医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

とその家族
か ぞ く

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を支援
し え ん

するため、相談
そうだん

支援
し え ん

、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

、生活
せいかつ

介護
か い ご

、

診療
しんりょう

、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

や居宅
きょたく

介護
か い ご

などを一体的
いったいてき

に

提
てい

供
きょう

する多
た

機
き

能
のう

型
がた

拠点
きょてん

の整備
せ い び

を市
し

内
ない

６方面
ほうめん

に進
すす

めます。 

市
し

内
ない

４

方面
ほうめん

整備
せ い び

完了
かんりょう

 

市
し

内
ない

６

方面
ほうめん

整備
せ い び

完了
かんりょう

 

行
こう

動
どう

障害
しょうがい

のある

方
かた

の地域
ち い き

移
い

行
こう

や

地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

え

る仕
し

組
く

みづくり 

行
こう

動
どう

障害
しょうがい

のある方
かた

に必要
ひつよう

とされる支援
し え ん

体制
たいせい

について、特
とく

に地域
ち い き

移
い

行
こう

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える

機能
き の う

の検討
けんとう

を進
すす

めます。 
検討
けんとう

 推進
すいしん

 

地域
ち い き

支援
し え ん

マネジ

ャーによる 障
しょう

害
がい

福祉
ふ く し

サービス

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

への支
し

援
えん

 ○新  

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターに「地域
ち い き

支援
し え ん

マネ

ジャー」を配置
は い ち

し、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

に対
たい

し、行
こう

動
どう

障害
しょうがい

・発達
はったつ

障害
しょうがい

に係
かか

るコン

サルテーションを実施
じ っ し

します。 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

機
き

能
のう

の充
じゅう

実
じつ

 

障
しょう

害
がい

のある方
かた

の高
こう

齢
れい

化
か

・重
じゅう

度
ど

化
か

、親
おや

なき後
あと

に備
そな

えるとともに、地域
ち い き

移行
い こ う

を進
すす

めるため、

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター・精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター・区
く

役
やく

所
しょ

の３機
き

関
かん

一
いっ

体
たい

の運
うん

営
えい

に

より、地
ち

域
いき

のあらゆる社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

を有
ゆう

機
き

的
てき

につ

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

なぐネットワーク型
がた

の拠
きょ

点
てん

機
き

能
のう

を整
せい

備
び

し、

地域
ち い き

での居住
きょじゅう

支援
し え ん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

にも 

対応
たいおう

した地域
ち い き

 

包括
ほうかつ

ケアシステ

ムの構築
こうちく

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

のある方
かた

の生活
せいかつ

のしづらさを地域
ち い き

で支
ささ

えていくため、医療
いりょう

・保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

の連携
れんけい

のもと、各区
か く く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを

核
かく

とした「協
きょう

議
ぎ

の場
ば

」において関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

が共通
きょうつう

の認識
にんしき

の中
なか

で課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けた

取組
とりくみ

の検討
けんとう

と実施
じ っ し

をしていきます。また、

地域
ち い き

ごとの課題
か だ い

に対
たい

して特性
とくせい

を踏まえた

対応
たいおう

ができるよう、これまでの社会
しゃかい

資源
し げ ん

を

十
じゅう

分
ぶん

に活用
かつよう

しながら、ネットワーク機能
き の う

の

見
み

直
なお

しや新
あら

たなつながりを構築
こうちく

していきま

す。 

※この取組
とりくみ

のため、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

を把握
は あ く

し、基盤
き ば ん

整備
せ い び

の過不足
か ぶ そ く

等
とう

について把握
は あ く

するため、以下
い か

の

事項
じ こ う

について、活動
かつどう

指標
しひょう

として設定
せってい

しま

す。 

 

・共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

）○福  

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

959人
にん

 997人
にん

 1,035人
にん

 

・地域
ち い き

移
い

行
こう

支援
し え ん

の利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

）○福  

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

108人
にん

／年
ねん

 120人
にん

／年
ねん

 132人
にん

／年
ねん

 

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

）○福  

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

480人
にん

／年
ねん

 576人
にん

／年
ねん

 672人
にん

／年
ねん

 

 

・自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

）○福  

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

60人
にん

／年
ねん

 75人
にん

／年
ねん

 90人
にん

／年
ねん

 

・自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシスタント利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

（精神
せいしん

障害
しょうがい

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

323人
にん

／年
ねん

 323人
にん

／年
ねん

 323人
にん

／年
ねん

 

・精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

退院
たいいん

サポート事業
じぎょう

利用
り よ う

者
しゃ

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

180人
にん

／年
ねん

 180人
にん

／年
ねん

 180人
にん

／年
ねん

 

  

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の 

家族
か ぞ く

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

○あ  

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

とその家族
か ぞ く

が適切
てきせつ

な関係
かんけい

を保
たも

つ

ため、緊急
きんきゅう

滞在
たいざい

場所
ば し ょ

を準備
じゅんび

するとともに、

家族
か ぞ く

が精神
せいしん

疾患
しっかん

について理解
り か い

を深
ふか

める機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・ 

者
しゃ

等
とう

の支援
しえん

のた 

めの関
かん

係
けい

機
き

関
かん

の 

協
きょう

議
ぎ

の場
ば

の開
かい

催
さい

 

○あ  

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

への地域
ち い き

における更
さら

なる

支援
し え ん

の 充
じゅう

実
じつ

に向
む

けて、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

・保育
ほ い く

・教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

が連携
れんけい

を図
はか

る

ため、横浜
よこはま

市
し

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

において、課題
か だ い

共有
きょうゆう

、意見
い け ん

交換
こうかん

、対応
たいおう

策
さく

等
とう

の検討
けんとう

を行
おこな

います。 

 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 



- 45 - 

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・

者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

者
しゃ

養成
ようせい

 

○あ○新  

受入
うけいれ

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、所属
しょぞく

する施設
し せ つ

・

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

において、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

の受
うけ

入
い

れを積
せっ

極
きょく

的
てき

に行
おこな

えるよう、支援
し え ん

に必要
ひつよう

な

知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を 行
おこな

う支援
し え ん

者
しゃ

を養成
ようせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

メディカルショ

ートステイ事業
じぎょう

 

○あ  

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

を、在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の安定
あんてい

を目的
もくてき

として、一時的
いちじてき

に在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

などに、 病
びょう

院
いん

での受
う

け

入
い

れを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の整備
せ い び

 ○福  全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

 全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

 全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

 

・地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

が有
ゆう

する機
き

能
のう

の充
じゅう

実
じつ

に向
む

けた検証
けんしょう

及
およ

び検討
けんとう

の実施
じ っ し

回
かい

数
すう

 ○福○新  

1回
かい

 1回
かい

 1回
かい

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア

システム 

・保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふ く し

関係
かんけい

者
しゃ

による協
きょう

議
ぎ

の場
ば

の開催
かいさい

回
かい

数
すう

 ○福○新  

3回
かい

(市
し

域
いき

) 

定期
て い き

(区
く

域
いき

) 

3回
かい

(市
し

域
いき

) 

定期
て い き

(区
く

域
いき

) 

3回
かい

(市
し

域
いき

) 

定期
て い き

(区
く

域
いき

) 

・保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふ く し

関係
かんけい

者
しゃ

による

目標
もくひょう

設
せっ

定
てい

及
およ

び評
ひょう

価
か

の実施
じ っ し

回
かい

数
すう

 

○福○新  

1回
かい

 1回
かい

 1回
かい

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センター及
およ

び発達
はったつ

 

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャーの関係
かんけい

 

機関
き か ん

への助言
じょげん

件
けん

数
すう

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

 

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

を除
のぞ

く）○福  

1,000件
けん

 1,000件
けん

 1,000件
けん

 

居宅
きょたく

介護
かいご

 ○福  
127,601

時間
じ か ん

分
ぶん

 

129,642

時間
じ か ん

分
ぶん

 

131,716

時間
じ か ん

分
ぶん
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指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

 8,070人
にん

 8,417人
にん

 8,778人
にん

 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 ○福  
89,044 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

99,640 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

111,497 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 544人
にん

 613人
にん

 691人
にん

 

同
どう

行
こう

援
えん

護
ご

 ○福  
16,360 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

17,112 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

17,899 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 856人
にん

 894人
にん

 934人
にん

 

行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

 ○福  
13,544 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

15,792 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

18,413 

時間
じ か ん

分
ぶん

 

 855人
にん

 1,072人
にん

 1,344人
にん

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（福祉
ふくし

型
がた

）（／月
つき

）○福  1,100人
にん

分
ぶん

 1,120人
にん

分
ぶん

 1,140人
にん

分
ぶん

 
 

5,500人
にん

日
にち

 5,600人
にん

日
にち

 5,700人
にん

日
にち

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（医療
いりょう

型
がた

）（／月
つき

）○福  400人
にん

分
ぶん

 410人
にん

分
ぶん

 420人
にん

分
ぶん

 
 

2,000人
にん

日
にち

 2,050人
にん

日
にち

 2,100人
にん

日
にち

 

日
にっ

中
ちゅう

一
いち

時
じ

支援
しえん

（／月
つき

）○福  240人
にん

分
ぶん

 240人
にん

分
ぶん

 240人
にん

分
ぶん

 
 

800回
かい

 800回
かい

 800回
かい

 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

給付
きゅうふ

・貸与
た い よ

（／年
ねん

）○福  86,000件
けん

 86,000件
けん

 86,000件
けん

 

地域
ち い き

移
い

行
こう

支援
し え ん

（／年
ねん

）○福  120人
にん

分
ぶん

 132人
にん

分
ぶん

 144人
にん

分
ぶん

 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

（／年
ねん

）○福  600人
にん

分
ぶん

 720人
にん

分
ぶん

 840人
にん

分
ぶん
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指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

退院
たいいん

サポート事業
じぎょう

 

（／年
ねん

） 
180人

にん

 180人
にん

 180人
にん

 

 

 

 

 

トピック「行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
し え ん

」 

 

横浜市
よこはまし

では、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
み じ か

な地域
ち い き

の中
なか

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できる

仕組
し く

みづくりのため、横浜市
よこはまし

障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

の部会
ぶ か い

の中
なか

で、障害
しょうがい

の

ある人
ひと

の家族
か ぞ く

や外部
が い ぶ

有識者
ゆうしきしゃ

などによる検討
けんとう

を 行
おこな

って方向性
ほうこうせい

を定
さだ

め、様々
さまざま

な

施策
し さ く

を実現
じつげん

・推進
すいしん

してきました。 

 平成
へいせい

28年度
ね ん ど

から、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

の職員
しょくいん

を対象
たいしょう

に、行動
こうどう

障害
しょうがい

に係
かか

る支援力
しえんりょく

向上
こうじょう

を図
はか

るための「強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

支援力
しえんりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

」を開催
かいさい

しています。この研修
けんしゅう

は、市内
し な い

法人
ほうじん

が協働
きょうどう

し、「オール横浜市
よこはまし

」として実施
じ っ し

しています。 

 また平成
へいせい

28年度
ね ん ど

から、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターに「地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャー」

を配置
は い ち

し、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

を訪問
ほうもん

して、行動
こうどう

障害
しょうがい

・発達
はったつ

障害
しょうがい

に

関
かん

して支援者
しえんしゃ

がより良
よ

い支援
し え ん

を提供
ていきょう

するためのアセスメントや助言
じょげん

を実施
じ っ し

しています。 

今後
こ ん ご

、こうした取組
とりくみ

を継続的
けいぞくてき

に実施
じ っ し

するとともに、行動
こうどう

障害
しょうがい

のある人
ひと

の

地域
ち い き

移行
い こ う

や地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みづくりについて、更
さら

に検討
けんとう

を進
すす

めていき

ます。  
 
  

  



- 48 - 

 

 
（２）本人

ほんにん

の力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

 

自
じ

立
りつ

生活
せいかつ

 

アシスタント 

○あ  

地域
ち い き

で単身
たんしん

等
とう

で生活
せいかつ

する障害
しょうがい

者
しゃ

に対
たい

して、

自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシスタントが、その障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえて、具体的
ぐたいてき

な生活
せいかつ

場面
ば め ん

での社会
しゃかい

適応力
てきおうりょく

を

高
たか

める助言
じょげん

を中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

を行
おこな

います。国
くに

の実施
じ っ し

事業
じぎょう

との関係
かんけい

を整理
せ い り

しながら推進
すいしん

して

いきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

後見的
こうけんてき

支援
し え ん

制度
せ い ど

 

○あ  

障害
しょうがい

者
しゃ

本
ほん

人
にん

や家族
か ぞ く

に寄
よ

り添
そ

い、漠然
ばくぜん

とした

将来
しょうらい

の不安
ふ あ ん

や悩
なや

みを一緒
いっしょ

に考
かんが

え、親
おや

なきあと

も安心
あんしん

して暮
く

らすことができる地域
ち い き

での見守
み ま も

り体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

教育
きょういく

事業
じぎょう

 ○あ  

障害
しょうがい

者
しゃ

や家族
か ぞ く

及
およ

び支援
し え ん

者
しゃ

が、商品
しょうひん

・サービス

の利用
り よ う

及
およ

び契約
けいやく

に関
かか

わるトラブル等
とう

を学
まな

ぶこ

とにより、安心
あんしん

した日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

を送
おく

れるよう、

意識
い し き

啓発
けいはつ

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 ○福  80人
にん

分
ぶん

 100人
にん

分
ぶん

 120人
にん

分
ぶん

 

自立
じりつ

生活
せいかつ

アシスタント ○あ  690人
にん

分
ぶん

 690人
にん

分
ぶん

 690人
にん

分
ぶん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

アンケート調査
ちょうさ

では、「日常
にちじょう

の生活
せいかつ

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」とした人
ひと

のうち50％以上
いじょう

の人
ひと

が、外出
がいしゅつ

する際
さい

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

だと回答
かいとう

しています。外出
がいしゅつ

の際
さい

のニーズは以前
い ぜ ん

から高
たか

く、横浜
よこはま

市
し

でも

障害
しょうがい

のある人
ひと

の移動
い ど う

を支
ささ

える制度
せ い ど

を拡充
かくじゅう

してきました。本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

に沿
そ

った移動
い ど う

支援
し え ん

に

関
かん

する情報
じょうほう

を整理
せ い り

して提供
ていきょう

できる体制
たいせい

として設置
せ っ ち

した移動
い ど う

情報
じょうほう

センターは、平成
へいせい

29年
ねん

度
ど

から全区
ぜ ん く

で展開
てんかい

しています。また、グループインタビューなどでは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で

必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

な外出
がいしゅつ

に限
かぎ

らず、趣味
し ゅ み

や余暇
よ か

、観光
かんこう

など様々
さまざま

な外出
がいしゅつ

について移動
い ど う

支援
し え ん

を求
もと

め

る声
こえ

がありました。 

このような多様
た よ う

なニーズに応
こた

えるためには、移動
い ど う

時
じ

の付
つ

き添
そ

い支援
し え ん

、経済
けいざい

的
てき

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

１－３ 移動
い ど う

支援
し え ん
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など、障害
しょうがい

のある人
ひと

に合
あ

わせた適切
てきせつ

な支援
し え ん

を行
おこな

う必要
ひつよう

があります。地域
ち い き

の窓口
まどぐち

となる移動
い ど う

情報
じょうほう

センターの運営
うんえい

推進
すいしん

やガイドヘルパー等
とう

担
にな

い手
て

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

の強化
きょうか

等
とう

を通
つう

じ、移動
い ど う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。 

 

取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

移動
い ど う

情報
じょうほう

センタ 

ー運営
うんえい

等
とう

事業
じぎょう

の 

推進
すいしん

 ○あ  

移
い

動
どう

支
し

援
えん

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

を 集
しゅう

約
やく

し、一人
ひ と り

ひ

とりにあった適切
てきせつ

な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

すること

や、移動
い ど う

支援
し え ん

を支
ささ

える人
じん

材
ざい

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

を

行
おこな

う移動
い ど う

情報
じょうほう

センターを全
ぜん

区
く

に設置
せ っ ち

し、

市
し

内
ない

のどの地域
ち い き

でも移動
い ど う

支援
し え ん

の仕
し

組
く

みを効
こう

果
か

的
てき

に利用
り よ う

できるようにします。 

相談
そうだん

 

件
けん

数
すう

 

3,300件
けん

 

相談
そうだん

 

件
けん

数
すう

 

3,600件
けん

 

【再掲
さいけい

】ガイドヘ 

ルパー等
とう

研修
けんしゅう

 

受講料
じゅこうりょう

助成
じょせい

○あ  

ガイドヘルパー等
とう

の資格
し か く

取得
しゅとく

のための

研修
けんしゅう

受講料
じゅこうりょう

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

し、人
じん

材
ざい

確保
か く ほ

を

図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】ガイドヘ

ルパースキルア 

ップ研修
けんしゅう

 ○あ  

より質
しつ

の高
たか

いサービスが提供
ていきょう

できるよう、

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の 従 業
じゅうぎょう

者
しゃ

を対象
たいしょう

に研修
けんしゅう

を

実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

難病患
なんびょうかん

者
じゃ

外
がい

出
しゅつ

支援
し え ん

サービス 

事業
じぎょう

 

一般
いっぱん

の交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

して外出
がいしゅつ

に困難
こんなん

を

伴
ともな

う、車
くるま

いす等
とう

を利用
り よ う

する難
なん

病
びょう

患
かん

者
じゃ

に 

福祉
ふ く し

車両
しゃりょう

による送迎
そうげい

サービスを提供
ていきょう

しま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

在
ざい

宅
たく

重
じゅう

症
しょう

患
かん

者
じゃ

外
がい

出
しゅつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

車
くるま

いすによる移動
い ど う

が困難
こんなん

でストレッチャ

ー対応車
たいおうしゃ

を使
し

用
よう

せざるを得
え

ない難病
なんびょう

患者
かんじゃ

が、通院
つういん

等
とう

の際
さい

、所定
しょてい

の患者
かんじゃ

等
とう

搬送用
はんそうよう

自動車
じどうしゃ

を利用
り よ う

した場合
ば あ い

に、その移送費
い そ う ひ

の一部
い ち ぶ

を 

助成
じょせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

福祉
ふ く し

有償
ゆうしょう

移動
い ど う

サ 

ービス事業
じぎょう

 

移動
い ど う

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に、登録
とうろく

されたＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

等
とう

による、自家用
じ か よ う

自動車
じどうしゃ

を利用
り よ う

した移動
い ど う

サービスを促進
そくしん

しま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

へ 

の移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

の拡充
かくじゅう

 ○新  

公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

での外出
がいしゅつ

が困難
こんなん

な重度
じゅうど

 

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

に対
たい

して、移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の拡充
かくじゅう

を図
はか

ります。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

（移動
い ど う

介護
か い ご

・通学通所
つうがくつうしょ

支援
し え ん

）○福  

781,554

時間
じ か ん

分
ぶん

 

797,185

時間
じ か ん

分
ぶん

 

813,128

時間
じ か ん

分
ぶん

  

6,479人
にん

分
ぶん

 6,673人
にん

分
ぶん

 6,873人
にん

分
ぶん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

これまでの取組
とりくみ

によって、公共
こうきょう

施設
し せ つ

やターミナル駅
えき

などにおけるハード面
めん

の整備
せ い び

状 況
じょうきょう

については、グループインタビューでも高
たか

い評価
ひょうか

を得
え

ることができました。一方
いっぽう

で、公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の施設
し せ つ

や、公共
こうきょう

施設
し せ つ

などから離
はな

れた地域
ち い き

は、バリアフリーが進
すす

んでいないという

声
こえ

もありました。こうした意見
い け ん

の中
なか

には、建物
たてもの

や設備
せ つ び

のことだけでなく、障害
しょうがい

理解
り か い

などの

ソフト面
めん

の取組
とりくみ

が進
すす

んでいないといった指摘
し て き

も含
ふく

まれています。 

こうした意見
い け ん

を踏
ふ

まえ、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も過
す

ごしやすいまちづくりを推進
すいしん

するた

めには、これまで取
と

り組
く

んできた以上
いじょう

に、福祉
ふ く し

や交通
こうつう

、建築
けんちく

など様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

で、市民
し み ん

・民間
みんかん

企業
きぎょう

・行政
ぎょうせい

などの多様
た よ う

な主体
しゅたい

が、さらなる連携
れんけい

を図
はか

ってバリアフリーを推進
すいしん

するとともに、

一人
ひ と り

ひとりが障害
しょうがい

を理解
り か い

し、必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

を知
し

ったうえで、誰
だれ

もが支
ささ

え合
あ

う地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

をつくるという意識
い し き

を持
も

つことが重要
じゅうよう

です。 

 そこで、施策
し さ く

として、市民
し み ん

・事業者
じぎょうしゃ

・行政
ぎょうせい

が協 力
きょうりょく

して、誰
だれ

もが安全
あんぜん

に安心
あんしん

してまちを

移動
い ど う

し、様々
さまざま

な施設
し せ つ

を利用
り よ う

できる環境
かんきょう

をハードとソフトと一体
いったい

的
てき

に 整
ととの

えるなど、福祉
ふ く し

の

まちづくりを更
さら

に推進
すいしん

していきます。 

  

１－４ まちづくり 
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取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

福祉
ふ く し

の 

まちづくり推進
すいしん

 

事業
じぎょう

 

｢横浜
よこはま

に関
かか

わる全
すべ

ての人
ひと

がお互
たが

いを尊重
そんちょう

し、

助
たす

け合
あ

う、人
ひと

の優
やさ

しさにあふれたまちづく

り｣を実現
じつげん

するため、ハードとソフト（環境
かんきょう

整備
せ い び

や福祉
ふ く し

教育
きょういく

など）を一
いっ

体
たい

的
てき

に取
と

り組
く

み、

福祉
ふ く し

のまちづくりを推進
すいしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の 

バリアフリー化
か

 

誰
だれ

もが移動
い ど う

しやすい環境
かんきょう

整備
せ い び

の一環
いっかん

とし

て、鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

へのエレベーター等
とう

の設置
せ っ ち

及
およ

び

ノンステップバスの導入
どうにゅう

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

バリアフリーの 

推進
すいしん

 

・バリアフリー基
き

本
ほん

構想
こうそう

の検討
けんとう

・

作成
さくせい

 

バリアフリー法
ほう

に基
もと

づき、駅
えき

周
しゅう

辺
へん

の重
じゅう

点
てん

的
てき

かつ一体的
いったいてき

なバリアフリー整備
せ い び

を推進
すいしん

する

ため、区
く

ごとにバリアフリー基
き

本
ほん

構想
こうそう

を作成
さくせい

します。 

・策
さく

定
てい

済
ず

み地
ち

区
く

の見直
み な お

しや、未策定地
み さ く て い ち

区
く

の

新規
し ん き

作成
さくせい

等
とう

 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

・バリアフリー歩
ほ

行
こう

空
くう

間
かん

の整備
せ い び

 

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

のバリアフリー化
か

を推進
すいしん

するため、

バリアフリー基
き

本
ほん

構
こう

想
そう

に基
もと

づき、道路
ど う ろ

のバリ

アフリー化
か

を、引
ひ

き続
つづ

き、進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

横浜
よこはま

市
し

公共
こうきょう

サイ 

ンガイドライン 

の運用
うんよう

推進
すいしん

 

公的
こうてき

機関
き か ん

により設置
せ っ ち

される歩
ほ

行
こう

者
しゃ

用
よう

案
あん

内
ない

・

誘導
ゆうどう

サインの規格
き か く

や表示
ひょうじ

内容
ないよう

等
とう

の統
とう

一
いつ

を図
はか

るためのガイドラインの運用
うんよう

を推進
すいしん

します。 

また、公共
こうきょう

サインの掲載
けいさい

基準
きじゅん

等
とう

について必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて見
み

直
なお

しを検討
けんとう

し、より歩
ほ

行
こう

者
しゃ

にわ

かりやすいサイン整備
せ い び

を進
すす

めていきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

エレベーター 

設置
せ っ ち

事業
じぎょう

 

エレベーターの整備
せ い び

など、学校
がっこう

施設
し せ つ

のバリア

フリー化
か

を進
すす

め、障害
しょうがい

児
じ

が学
まな

びやすい環
かん

境
きょう

を整備
せ い び

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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アンケート調査
ちょうさ

では、将来
しょうらい

に不安
ふ あ ん

を感
かん

じることとして「健康
けんこう

や体力
たいりょく

が保
たも

てるかどう

か」ということが最
もっと

も多
おお

く挙
あ

げられています。障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

にとって、健康
けんこう

や

老後
ろ う ご

のことが大
おお

きな課題
か だ い

であると考
かんが

えられます。そこで、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も誰
だれ

も

が健康
けんこう

づくりに取
と

り組
く

みやすくなる施策
し さ く

を検討
けんとう

し、地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らせるよう、一人
ひ と り

ひ

とりその人
ひと

なりの健康
けんこう

づくりを支
ささ

えていきます。さらに、医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

が障害
しょうがい

理解
り か い

を深
ふか

め

ることなどにより必要
ひつよう

な時
とき

に適切
てきせつ

な医療
いりょう

を受
う

けられる環境
かんきょう

を充実
じゅうじつ

させていきます。 

また、地域
ち い き

で安全
あんぜん

に暮
く

らすためには、防災
ぼうさい

・減災
げんさい

の観点
かんてん

も欠
か

かせません。障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

やあるなしにかかわらず地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

い、助
たす

け合
あ

うことができるような関係
かんけい

づくりが必要
ひつよう

です。そのため、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

などを通
とお

した地域
ち い き

への障害
しょうがい

の理解
り か い

啓発
けいはつ

を進
すす

め、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の取組
とりくみ

を支援
し え ん

し、震災
しんさい

・風水害
ふうすいがい

など様々
さまざま

な災害
さいがい

に対応
たいおう

す

ることが求
もと

められています。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

今後
こ ん ご

、障害
しょうがい

者
しゃ

自身
じ し ん

の高齢
こうれい

化
か

・重度
じゅうど

化
か

も更
さら

に進
すす

むと予測
よ そ く

される中
なか

、障害
しょうがい

の重度
じゅうど

化
か

の緩
かん

和
わ

、

生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

病
びょう

の予防
よ ぼ う

及
およ

び合併症
がっぺいしょう

や重 症
じゅうしょう

化
か

の予防
よ ぼ う

は、地域
ち い き

の中
なか

で暮
く

らし続
つづ

けていくうえで

非常
ひじょう

に重要
じゅうよう

です。アンケート調査
ちょうさ

では、およそ半数
はんすう

の人
ひと

が、健康
けんこう

・医療
いりょう

について必要
ひつよう

なこ

ととして「十分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

と栄養
えいよう

」「適度
て き ど

な運動
うんどう

」と回答
かいとう

しています。これは、第
だい

３期
き

プラン

で取
と

り組
く

んできた生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

病
びょう

予防
よ ぼ う

などの普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の成果
せ い か

が出
で

ているとも 考
かんが

えられます。

一方
いっぽう

、「運動
うんどう

はしていない」と回答
かいとう

した人
ひと

は半数
はんすう

を超
こ

えています。健康
けんこう

づくり・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

な

どをどのように取
と

り組
く

めばよいのか、伝
つた

えきれていないのが現状
げんじょう

だといえます。 

また、受診
じゅしん

が必要
ひつよう

になったとき、医療
いりょう

機関
き か ん

に受
じゅ

診
しん

しやすい環境
かんきょう

も重要
じゅうよう

です。グループ

インタビューでも、ちょっとした体調
たいちょう

不良
ふりょう

や歯科
し か

検診
けんしん

などは、自身
じ し ん

の障害
しょうがい

についてよく

わかっている近隣
きんりん

の医療
いりょう

機関
き か ん

で受
じゅ

診
しん

したいという意見
い け ん

が聞
き

かれました。障害
しょうがい

を専門
せんもん

とする

医療
いりょう

機関
き か ん

だけではなく、障害
しょうがい

のことをよく理解
り か い

して対応
たいおう

ができる医療
いりょう

機関
き か ん

が増
ふ

えていくこ

とは、障害
しょうがい

のある人
ひと

にとっての安心
あんしん

になります。いざというとき速
すみ

やかに対応
たいおう

できる医療
いりょう

環境
かんきょう

を 整
ととの

えることと併
あわ

せ、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

や研修
けんしゅう

など、医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

に対
たい

して障害
しょうがい

のことをよ

り深
ふか

く知
し

ってもらうことにも引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があります。 

 そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

  

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

２ 安全
あんぜん

・安心
あんしん

 

２－１ 健康
けんこう

・医療
いりょう
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（１）障害
しょうがい

者
しゃ

の健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

 

運動
うんどう

、歯
は

・口腔
こうくう

や食
しょく

生活
せいかつ

など健康
けんこう

増進
ぞうしん

の基本
き ほ ん

要素
よ う そ

となる分野
ぶ ん や

について、障害
しょうがい

者
しゃ

団体
だんたい

とも協 力
きょうりょく

しながら、健康
けんこう

増進
ぞうしん

計画
けいかく

と連動
れんどう

させて検討
けんとう

・推進
すいしん

します。また、障害
しょうがい

者
しゃ

に

必要
ひつよう

な体力
たいりょく

づくりやリハビリテーションが地域
ち い き

で 行
おこな

えるよう、人材
じんざい

育成
いくせい

も含
ふく

めた

環境
かんきょう

の整備
せ い び

を進
すす

めます。 

（２）医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

に、適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

できるよう、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

や医療
いりょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

や、医療
いりょう

機関
き か ん

・医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

に対
たい

する障害
しょうがい

特性
とくせい

への理解
り か い

を深
ふか

める研修
けんしゅう

などを通
つう

じて、医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

また、精神
せいしん

科
か

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

について、土曜日
ど よ う び

・日曜日
にちようび

・祝日
しゅくじつ

などの病院
びょういん

が救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を取
と

ることが困難
こんなん

な日
ひ

及
およ

び時間帯
じかんたい

における受入
うけいれ

病 床
びょうしょう

を確保
か く ほ

し、体制
たいせい

が充実
じゅうじつ

され

るよう努
つと

めます。 

取組
とりくみ

 

（１）障害
しょうがい

者
しゃ

の健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

へのスポ 

ーツを通
つう

じた健
けん

 

康
こう

・体
たい

力
りょく

作
づく

り 

支援
し え ん

 

障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ文
ぶん

化
か

センターのスタッフ等
とう

が、障害
しょうがい

者
しゃ

が体
たい

力
りょく

作
づく

りや余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

を身
み

近
ぢか

な場
ば

所
しょ

で行
おこな

えるよ

う、地域
ち い き

の人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

も含
ふく

めた環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

を進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【 再掲
さいけい

】 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

職員
しょくいん

等
とう

への支援
し え ん

 ○新  

障害
しょうがい

者
しゃ

のＱＯＬ
きゅーおーえる

の向上
こうじょう

を目指
め ざ

して、

障害
しょうがい

特性
とくせい

やライフステージに応
おう

じた障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

の緩和
か ん わ

、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

等
とう

の

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を図
はか

るため、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

におけ

る衛生
えいせい

管理
か ん り

、栄養
えいよう

管理
か ん り

に関
かん

する研修
けんしゅう

、

連絡会
れんらくかい

等
とう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 
 
 
 

  



- 54 - 

 

トピック「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

への支援
し え ん

」 

医療
いりょう

技術
ぎじゅつ

の進歩
し ん ぽ

を背景
はいけい

として、病院
びょういん

を退院
たいいん

後
ご

、人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

や胃
い

ろう、吸引
きゅういん

などの医療的
いりょうてき

ケアを日常的
にちじょうてき

に受
う

けながら在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

をされている人
ひと

（以下
い か

で

は「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

」と言
い

います）が増
ふ

えています。 

 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

の家族
か ぞ く

には、夜中
よ な か

も人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

の管理
か ん り

や痰
たん

の吸引
きゅういん

などが

必要
ひつよう

なために長
なが

い時間
じ か ん

は眠
ねむ

れなかったり、介護
か い ご

や見守
み ま も

りのために時間的
じかんてき

な制約
せいやく

があったりして、大
おお

きな負担
ふ た ん

がかかっている人
ひと

が多
おお

くいます。 

 また、医療
いりょう

や福祉
ふ く し

などで必要
ひつよう

とするサービスも専門的
せんもんてき

なものが多
おお

いことか

ら、調整
ちょうせい

役
やく

を務
つと

められる人
ひと

が少
すく

ないため、家族
か ぞ く

が自分
じ ぶ ん

で調整
ちょうせい

することを強
し

い

られています。情報
じょうほう

が少
すく

ない中
なか

で、なかなか適切
てきせつ

なサービスが見
み

つからなか

ったりすることが課題
か だ い

となっています。 

加
くわ

えて、風邪
か ぜ

や予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

などのときに近所
きんじょ

で受診
じゅしん

しようとしても受診
じゅしん

できる

クリニックが見
み

つからなかったり、希望
き ぼ う

どおり医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

に対応
たいおう

できる

サービスや施設
し せ つ

が少
すく

なかったりすることも課題
か だ い

です。こうした課題
か だ い

は、日
にち

常
じょう

的
てき

な医療的
いりょうてき

ケアのない重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

についても同様
どうよう

です。 

 そこで、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

や重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

するのに

必要
ひつよう

な医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

などの支援
し え ん

を総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

する体制
たいせい

をつくり、サー

ビス利用
り よ う

を充実
じゅうじつ

させようと「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

促進
そくしん

事業
じぎょう

」を実施
じ っ し

して

います。ここで「等
とう

」とあるのは、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

と同
おな

じ課題
か だ い

がある重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

を含
ふく

む幅広
はばひろ

い意味合
い み あ

いがあります。 

現在
げんざい

取
と

り組
く

んでいることは、 

① 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

や重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

とその家族
か ぞ く

、地域
ち い き

の支援
し え ん

者
しゃ

や

関係機関
かんけいきかん

とのつなぎ役
やく

として必要
ひつよう

な支援
し え ん

を総合的
そうごうてき

に調整
ちょうせい

する「横浜型
よこはまがた

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

コーディネーター」の養成
ようせい

・配置
は い ち

 

② 施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

などで積極的
せっきょくてき

に支援
し え ん

を行
おこな

うため必要
ひつよう

な知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

・

啓発
けいはつ

を行
おこな

う「横浜型
よこはまがた

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

者
しゃ

」の養成
ようせい

 

③ 医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
とう

の関係機関
かんけいきかん

が一堂
いちどう

に会
かい

して、地域
ち い き

での支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に

向
む

けて議論
ぎ ろ ん

する「横浜市
よこはまし

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」の開催
かいさい

 

④ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

、重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

や地域
ち い き

の施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

などの

実態
じったい

を継続的
けいぞくてき

に把握
は あ く

する仕組
し く

みづくり 

 の４つです。 

この取組
とりくみ

により、地域
ち い き

の支援
し え ん

者
しゃ

や関係機関
かんけいきかん

とのネットワークをつくり、

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

や重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

とその家族
か ぞ く

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

ができる

ようにしていきます。 
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（２）医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

難病
なんびょう

患
かん

者
じゃ

一時
い ち じ

入院
にゅういん

事業
じぎょう

 

医療
いりょう

依存度
い ぞ ん ど

の高
たか

い難病
なんびょう

患
かん

者
じゃ

が介助
かいじょ

者
しゃ

の事情
じじょう

により、在宅
ざいたく

で介助
かいじょ

を受
う

けることが困難
こんなん

に

なった場合
ば あ い

、一時的
いちじてき

に入院
にゅういん

できるようにし

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

歯
し

科
か

保健
ほ け ん

医療
いりょう

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

(心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

歯
し

科
か

診
しん

療
りょう

） 

通
つう

常
じょう

の歯
し

科
か

診
しん

療
りょう

では対
たい

応
おう

が困
こん

難
なん

な心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

に対
たい

する歯科
し か

治療
ちりょう

の確保
か く ほ

を、引
ひ

き続
つづ

き、図
はか

ります。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】メディカ

ルショートステ 

イ事業
じぎょう

 ○あ  

医療的
いりょうてき

ケアが必
ひつ

要
よう

な重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

を、在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

と

在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の安定
あんてい

を目的
もくてき

として、一時的
いちじてき

に

在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が困難
こんなん

となった場合
ば あ い

などに、病
びょう

院
いん

での受
う

け入
い

れを実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

難病
なんびょう

患
かん

者
じゃ

在宅
ざいたく

療養
りょうよう

計画
けいかく

策定
さくてい

・ 

評価
ひょうか

事業
じぎょう

 

在宅
ざいたく

難病
なんびょう

患
かん

者
じゃ

に対
たい

し、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

の

各
かく

サービスを適切
てきせつ

に提供
ていきょう

するために、関係
かんけい

者
しゃ

が合同
ごうどう

でサービス内容
ないよう

を検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

連
れん

携
けい

事業
じぎょう

 ○あ  

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

が身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で適切
てきせつ

な医療
いりょう

が受
う

けられる環境
かんきょう

づくりを推進
すいしん

するため、

障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

を理解
り か い

し適切
てきせつ

な医療
いりょう

を提供
ていきょう

で

きる医療
いりょう

機関
き か ん

を増
ふ

やします。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

重度
じゅうど

神経
しんけい

難病
なんびょう

 

患
かん

者
じゃ

在宅
ざいたく

支援
し え ん

 

システムの構築
こうちく

 

発病
はつびょう

から数
すう

年
ねん

で急
きゅう

速
そく

に進
しん

行
こう

する神経
しんけい

難病
なんびょう

患
かん

者
じゃ

に対
たい

する在
ざい

宅
たく

支援
し え ん

システムを、専門
せんもん

医療
いりょう

機関
き か ん

・在宅
ざいたく

リハビリテーション等
とう

の

保健
ほ け ん

・医療
いりょう

関係
かんけい

者
しゃ

と障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業
じぎょう

等
とう

との連携
れんけい

により、構築
こうちく

します。 

・Ａ
えー

Ｌ
える

Ｓ
えす

者
しゃ

に加
くわ

え、筋
きん

ジストロフィー症
しょう

者
しゃ

のライフステージに合
あ

わせた生活
せいかつ

障害
しょうがい

支援
し え ん

を目的
もくてき

に、在宅
ざいたく

リハビリテーション

を活用
かつよう

する流
なが

れを構築
こうちく

します。 

構築
こうちく

 構築
こうちく
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

在
ざい

宅
たく

療
りょう

養
よう

児
じ

の 

地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を支
ささ

え 

るネットワーク 

連絡会
れんらくかい

 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の医療
いりょう

（入院
にゅういん

・在宅
ざいたく

）に関
かか

わ

る医療
いりょう

関係
かんけい

者
しゃ

を中心
ちゅうしん

に、福祉
ふ く し

・教育
きょういく

関係
かんけい

者
しゃ

を対象
たいしょう

として、在宅
ざいたく

支援
し え ん

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

交換
こうかん

や人
じん

的
てき

交
こう

流
りゅう

を通
つう

じて、障害
しょうがい

理解
り か い

を促
そく

進
しん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるための 

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

える

ための医療
いりょう

体制
たいせい

をはじめとする検討
けんとう

を行
おこな

い、支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 
検討
けんとう

 推進
すいしん

 

重
じゅう

度
ど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

入
にゅう

院
いん

時
じ

コミュニ 

ケーション支援
し え ん

 

事業
じぎょう

 ○あ  

入
にゅう

院
いん

先
さき

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

の医
い

師
し

・看
かん

護
ご

師
し

等
とう

との

意思
い し

疎通
そ つ う

が十
じゅう

分
ぶん

に図
はか

れない障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

を

対象
たいしょう

に、入院先
にゅういんさき

にコミュニケーション

支援
し え ん

員
いん

を派遣
は け ん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

健康
けんこう

ノート 

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

の住
す

む地域
ち い き

の医療
いりょう

機関
き か ん

で

受
じゅ

診
しん

する際
さい

に活用
かつよう

できる「健康
けんこう

ノート」に

ついて、入手
にゅうしゅ

しやすくなるよう検討
けんとう

し、よ

り活用
かつよう

できるようにします。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】医療
いりょう

従事
じゅうじ

者
しゃ

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

○あ  

疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

のある小
しょう

児
に

及
およ

び重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の支援
し え ん

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の

向上
こうじょう

を図
はか

り、障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した医療
いりょう

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

を育成
いくせい

するための研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【再掲
さいけい

】障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で 働
はたら

く看
かん

護
ご

師
し

の支援
し え ん

 ○あ  

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

で働
はたら

く看護師
か ん ご し

の定着
ていちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

うとともに、確保
か く ほ

の方策
ほうさく

につ

いて検討
けんとう

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

精
せい

神
しん

科
か

救
きゅう

急
きゅう

 

医
い

療
りょう

対
たい

策
さく

事
じ

業
ぎょう

 

精神
せいしん

疾
しっ

患
かん

の急激
きゅうげき

な発症
はっしょう

や精神
せいしん

症 状
しょうじょう

の悪
あっ

化
か

などで、早急
そうきゅう

に適切
てきせつ

な精神
せいしん

科
か

医療
いりょう

を必要
ひつよう

とする場合
ば あ い

に、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

法
ほう

に基
もと

づく診
しん

察
さつ

や病
びょう

院
いん

の紹
しょう

介
かい

を行
おこな

うとともに、必
ひつ

要
よう

な

医療
いりょう

施設
し せ つ

を確
かく

保
ほ

すること等
とう

により、引
ひ

き続
つづ

き救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
じゃ

の円
えん

滑
かつ

な医
い

療
りょう

及
およ

び保護
ほ ご

を図
はか

り

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

精神
せいしん

疾
しつ

患
かん

を合
がっ

併
ぺい

 

する身
しん

体
たい

救
きゅう

急
きゅう

 

患
かん

者
じゃ

の救
きゅう

急
きゅう

 

医
い

療
りょう

体
たい

制
せい

整
せい

備
び

 

事
じ

業
ぎょう

 

精神
せいしん

疾
しっ

患
かん

を合
がっ

併
ぺい

する身
しん

体
たい

救
きゅう

急
きゅう

患
かん

者
じゃ

を適切
てきせつ

な医療
いりょう

機関
き か ん

へ円滑
えんかつ

に搬送
はんそう

できるよう、

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

横浜
よこはま

市
し

では、災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に要援護
ようえんご

者
しゃ

の安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

等
とう

が迅速
じんそく

に行
おこな

えるよう、日頃
ひ ご ろ

からの地
ち

域
いき

の支
ささ

え合
あ

いの取組
とりくみ

を支援
し え ん

する災害
さいがい

時
じ

要援護
ようえんご

者
しゃ

支援
し え ん

事業
じぎょう

などを推進
すいしん

してきました。その成
せい

果
か

として、災害
さいがい

時
じ

要援護
ようえんご

者
しゃ

支援
し え ん

の取組
とりくみ

を実施
じ っ し

している自治会
じ ち か い

・町内会
ちょうないかい

の割合
わりあい

は毎年
まいとし

高
たか

ま

っています。 

また、アンケート調査
ちょうさ

でも、およそ半数
はんすう

の人
ひと

が「自分
じ ぶ ん

の避難先
ひなんさき

を確認
かくにん

している」「災害
さいがい

時
じ

の水
みず

や食 料
しょくりょう

を準備
じゅんび

している」と答
こた

えています。一方
いっぽう

で、現在
げんざい

の避難所
ひなんじょ

へ辿
たど

り着
つ

くこと

ができるか、避難所
ひなんじょ

で周
まわ

りの人
ひと

や知
し

らない人
ひと

とうまく過
す

ごしていけるか、自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

の

ことを理解
り か い

してもらえるかなどの不安
ふ あ ん

を持
も

っている人
ひと

は４割
わり

以上
いじょう

に上
のぼ

りました。 

障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

も参加
さ ん か

した地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

での訓練
くんれん

の

実施
じ っ し

など、災害
さいがい

に備
そな

えた自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の取組
とりくみ

は継続
けいぞく

して推進
すいしん

する必要
ひつよう

があります。 

 行政
ぎょうせい

として、障害
しょうがい

のある人
ひと

や関係
かんけい

機関
き か ん

に対
たい

し、災害
さいがい

に向
む

けた準備
じゅんび

や避難
ひ な ん

行動
こうどう

について

日頃
ひ ご ろ

から啓発
けいはつ

を行
おこな

うとともに、防災
ぼうさい

訓練
くんれん

などを通
つう

じて障害
しょうがい

のある人
ひと

が日頃
ひ ご ろ

から困
こま

ってい

ることや一人
ひ と り

ひとりに必要
ひつよう

な支援
し え ん

について地域
ち い き

に理解
り か い

していただくなど、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の

取組
とりくみ

を支援
し え ん

し、震災
しんさい

・風水害
ふうすいがい

など様々
さまざま

な災害
さいがい

に対応
たいおう

できるよう検討
けんとう

していきます。 

 また、感染症
かんせんしょう

などの大流行
だいりゅうこう

が発生
はっせい

したときでも必要
ひつよう

な障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを提供
ていきょう

する

ことができるよう備
そな

えておくことも重要
じゅうよう

です。平常
へいじょう

時
じ

にそれぞれの事業所
じぎょうしょ

などがどう備
そな

え、また緊急
きんきゅう

時
じ

にどのような支援
し え ん

を必要
ひつよう

とするのか、検討
けんとう

と準備
じゅんび

を進
すす

めます。 

  

２－２ 防災
ぼうさい

・減災
げんさい
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取組
とりくみ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

災
さい

害
がい

時
じ

要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

災
さい

害
がい

時
じ

に自
じ

力
りき

避
ひ

難
なん

が困
こん

難
なん

な要
よう

援
えん

護
ご

者
しゃ

の安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

や避
ひ

難
なん

支援
し え ん

等
とう

の活動
かつどう

が円滑
えんかつ

に行
おこな

われる

よう、災害
さいがい

時
じ

要援護
ようえんご

者
しゃ

名簿
め い ぼ

や避難
ひ な ん

支援
し え ん

に必
ひつ

要
よう

な情報
じょうほう

を地域
ち い き

に提
てい

供
きょう

し、日
ひ

頃
ごろ

からの地
ち

域
いき

における自
じ

主
しゅ

的
てき

な支
ささ

え合
あ

いの取組
とりくみ

を支援
し え ん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

・支援
し え ん

者
しゃ

による災害
さいがい

時
じ

等
とう

 

の障害
しょうがい

理解
り か い

促進
そくしん

 

セイフティーネットプロジェクト横浜
よこはま

や

関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

と連携
れんけい

し、各
かく

区
く

で実施
じ っ し

される

地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

訓練
くんれん

等
とう

で障害
しょうがい

者
しゃ

理解
り か い

を促進
そくしん

し

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

災
さい

害
がい

時
じ

等
とう

の自
じ

助
じょ

 

力
りょく

向上
こうじょう

に向
む

け 

たツールの作
さく

成
せい

 

及
およ

び普
ふ

及
きゅう

・啓発
けいはつ

 

○新  

風
ふう

水
すい

害
がい

を含
ふく

めた災
さい

害
がい

時
じ

に備
そな

え、自助力
じじょりょく

の向
こう

上
じょう

のためのツールの検討
けんとう

・作成
さくせい

と、本
ほん

市
し

ウ

ェブサイト等
とう

を活用
かつよう

した普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を行
おこな

っ

ていきます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

災害
さいがい

時
じ

における 

自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

の 情
じょう

報
ほう

共
きょう

有
ゆう

の推進
すいしん

 

○新  

横浜
よこはま

市
し

障害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

推進
すいしん

協
きょう

議会
ぎ か い

や各
かく

団体
だんたい

の

会
かい

議
ぎ

体
たい

にて、災害
さいがい

時
じ

における自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

に

ついて情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

います。 
実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

応
おう

急
きゅう

備
び

蓄
ちく

物
ぶっ

資
し

連
れん

携
けい

 

事
じ

業
ぎょう

 

障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた応
おう

急
きゅう

備
び

蓄
ちく

物
ぶっ

資
し

につい

て、引
ひ

き続
つづ

き保
ほ

管
かん

できるよう、普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

を実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービ

ス事業所
じぎょうしょ

等
とう

にお 

けるサービス 

提供
ていきょう

等
とう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 

○新  

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

に対
たい

して、

平常
へいじょう

時
じ

から、感染症
かんせんしょう

の流行
りゅうこう

に備
そな

え、衛生
えいせい

物品
ぶっぴん

等
とう

の備蓄
び ち く

、事業
じぎょう

継続
けいぞく

計画
けいかく

の策定
さくてい

など

必要
ひつよう

な準備
じゅんび

について、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

いま

す。また、緊急
きんきゅう

時
じ

にはサービス提供
ていきょう

等
とう

の

継続
けいぞく

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

います。 

検討
けんとう

 

・ 

推進
すいしん

 

推進
すいしん
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トピック「セイフティーネットプロジェクト横浜
よこはま

（Ｓ
えす

－ｎｅｔ
ね っ と

横浜
よこはま

）の活動
かつどう

」 

 「セイフティーネットプロジェクト横浜
よこはま

（ S
えす

-net
ねっと

横浜
よこはま

）」とは、横浜
よこはま

市内
し な い

の15の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

と機関
き か ん

による組織
そ し き

です。障害
しょうがい

のある人
ひと

やその家族
か ぞ く

が主体
しゅたい

となって、自分
じ ぶ ん

たちのできることから活動
かつどう

することを大切
たいせつ

にしなが

ら、地域
ち い き

の人々へ様々
さまざま

な障害
しょうがい

についての理解
り か い

を深
ふか

めてもらい、障害
しょうがい

のある

人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らしていけるよう、活動
かつどう

しています。 

 

■「コミュニケーションボード・カード」の活用
かつよう

促進
そくしん

 

 文字
も じ

や言葉
こ と ば

によるコミュニケーションが苦手
に が て

な人
ひと

が、ボードやカードに描
か

かれた絵
え

や記号
き ご う

を指
ゆび

さすことで、意思
い し

を伝
つた

えやすくする「コミュニケーショ

ンボード・カード」を作成
さくせい

し、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行っています。 

 ※ これまでに作成
さくせい

した「お店用
みせよう

」「救 急
きゅうきゅう

用
よう

」「災害用
さいがいよう

」のボードやカー

ドについては、次
つぎ

のＵＲＬ
ゆーあーるえる

から自由
じ ゆ う

にダウンロードして使えます。 

http://www.yokohamashakyo.jp/siencenter/safetynet/cboard.html 

 

■出前
で ま え

講座
こ う ざ

の実施 

障害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

が、地域
ち い き

の人
ひと

たちと災害
さいがい

時
じ

の備
そな

えを一緒
いっしょ

に

取
と

り組
く

めるような関係
かんけい

を作
つく

っていくために、「避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

での自閉症
じへいしょう

や知的
ち て き

障害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
し え ん

」などをテーマとした講座
こ う ざ

を行
おこな

っています。 

 

■「黄色
き い ろ

と緑
みどり

のバンダナ」の取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

災害
さいがい

時
じ

、配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

であることがわかりにくい障害
しょうがい

のある人
ひと

も、必要
ひつよう

な

支援
し え ん

を受
う

けることができるよう、「配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な人
ひと

は【黄色
き い ろ

】」「支援
し え ん

ができ

る人
ひと

は【緑色
みどりいろ

】」のものを身
み

に着
つ

けようという取組
とりくみ

を進
すす

めています。 
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障害
しょうがい

のある子
こ

どもも、子
こ

どもとしての育
そだ

ちを支
ささ

えるとともに、発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

です。 

横浜
よこはま

市
し

では、障害
しょうがい

のある子
こ

どもとその家族
か ぞ く

を支援
し え ん

するため、障害
しょうがい

の早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

の仕組
し く

みづくりを進
すす

め、地域
ち い き

療育
りょういく

センターの機能
き の う

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、療育
りょういく

と

教育
きょういく

の連携
れんけい

に取
と

り組
く

んできました。 

昨今
さっこん

、横浜
よこはま

市
し

における統計
とうけい

では、子
こ

どもの人口
じんこう

が減少
げんしょう

傾向
けいこう

にある中
なか

、障害
しょうがい

のある子
こ

ど

もは増加
ぞ う か

しています。一方
いっぽう

で、保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

では障害
しょうがい

のある子
こ

どもの積極
せっきょく

的
てき

な受入
う け い

れ

が進
すす

むとともに、障害
しょうがい

児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

するなど、障害
しょうがい

のある子
こ

どもを取
と

り巻
ま

く

環境
かんきょう

は大
おお

きく変化
へ ん か

しています。 

引
ひ

き続
つづ

き、障害
しょうがい

児
じ

に関
かか

わる機関
き か ん

が連携
れんけい

し、障害
しょうがい

のある子
こ

どもがそれぞれの生活
せいかつ

の場面
ば め ん

で、きめ細
こま

かな支援
し え ん

が受
う

けられることが必要
ひつよう

です。 

教育
きょういく

の場
ば

では、すべての子
こ

どもが一貫
いっかん

して適切
てきせつ

な指導
し ど う

・支援
し え ん

を受
う

け、必要
ひつよう

な合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

が提
てい

供
きょう

されることが大切
たいせつ

です。そのため、すべての教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

し

て理解
り か い

を深
ふか

め、校内
こうない

支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させていくことが必要
ひつよう

になります。 

そして、「療育
りょういく

、保育
ほ い く

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

等
とう

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

が

多様
た よ う

な人間
にんげん

関係
かんけい

を育
はぐく

み、社会
しゃかい

生活
せいかつ

の経験
けいけん

を積
つ

むことにつながる」という視点
し て ん

で、施策
し さ く

を

展開
てんかい

する必要
ひつよう

があります。 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

近年
きんねん

、障害
しょうがい

のある子
こ

どもが増加
ぞ う か

している中
なか

でも、特
とく

に軽度
け い ど

の知的
ち て き

障害児
しょうがいじ

や知的
ち て き

に遅
おく

れの

ない発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の増加
ぞ う か

が顕著
けんちょ

になっています。 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターにおいても利用
り よ う

希望者
きぼうしゃ

の増加
ぞ う か

だけでなく障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

やニーズの

多様化
た よ う か

に対応
たいおう

するため、新
あら

たな療育
りょういく

の仕組
し く

みを構築
こうちく

していくことが求
もと

められています。 

また、障害
しょうがい

のある子
こ

どももない子
こ

どもも分
わ

け隔
へだ

てなく、ともに育
そだ

ち、学
まな

ぶという理念
り ね ん

の

浸透
しんとう

や、保護者
ほ ご し ゃ

の就労
しゅうろう

をはじめとしたライフスタイルの変化
へ ん か

の影響
えいきょう

で、保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

に通
かよ

う障害児
しょうがいじ

が増加
ぞ う か

しています。他
ほか

にも児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス

事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

し、障害
しょうがい

のある子
こ

どもが利用
り よ う

できるサービスも拡充
かくじゅう

しています。 

さらに、学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

）における発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する相談
そうだん

件数
けんすう

等
とう

も増加
ぞ う か

しており、支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。 

障害児
しょうがいじ

やその家族
か ぞ く

の様々
さまざま

なニーズに的確
てきかく

に応
こた

え、地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、障害児
しょうがいじ

を

取
と

り巻
ま

く環境
かんきょう

の変化
へ ん か

に合
あ

わせ、支援
し え ん

体制
たいせい

の見直
み な お

しを 行
おこな

うとともに、それぞれの機関
き か ん

がサ

ービスの質
しつ

の向上
こうじょう

に取
と

り組
く

み、これまで以上
いじょう

に各機関
かくきかん

が連携
れんけい

して支援
し え ん

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があ

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

３ 育
はぐく

む・学
まな

ぶ 

３－１ 療育
りょういく
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ります。 

そこで３つの方
ほう

向性
こうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

０歳
さい

から小学校
しょうがっこう

期
き

の障害
しょうがい

がある子
こ

どもやその保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

に、相談
そうだん

から評価
ひょうか

及
およ

び療育
りょういく

までの一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

います。 

相談
そうだん

の初期
し ょ き

段階
だんかい

から、地域
ち い き

療育
りょういく

センターの持
も

つ知識
ち し き

や経験
けいけん

に基
もと

づく適切
てきせつ

な評価
ひょうか

、

療育
りょういく

計画
けいかく

の作成
さくせい

及
およ

び支援
し え ん

を行
おこな

います。また、保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

等
とう

と地域
ち い き

療育
りょういく

センター

を併用
へいよう

する障害児
しょうがいじ

が増加
ぞ う か

していることから、並行
へいこう

通園
つうえん

を前提
ぜんてい

とした集団
しゅうだん

療育
りょういく

、保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

への支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

します。 

（２）切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センター等
とう

と保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

及
およ

び、自主的
じしゅてき

な活動
かつどう

である地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

との

連携
れんけい

により、乳幼児期
にゅうようじき

から学齢期
がくれいき

まで、切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を目指
め ざ

します。 

国
くに

の 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づいて、福祉
ふ く し

と教育
きょういく

と各家庭
かくかてい

が連携
れんけい

して障害児
しょうがいじ

を支援
し え ん

する体制
たいせい

の

整備
せ い び

や保護者
ほ ご し ゃ

に対する支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

を増
ふ

やし、希望
き ぼ う

するすべての人
ひと

が障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

を受
う

けられ

る体制
たいせい

をつくることにより、障害児
しょうがいじ

が将来
しょうらい

望
のぞ

む暮
く

らしを実現
じつげん

するために、必要
ひつよう

なサー

ビスを継続的
けいぞくてき

に選択
せんたく

することができる相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を目指
め ざ

します 。 

（３）学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

に対する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

学齢期
がくれいき

の障害児
しょうがいじ

が、放課後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

みなどにのびのびと過
す

ごしながら療育
りょういく

訓練
くんれん

や余暇
よ か

支援
し え ん

を受
う

けられるよう、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどの居場所
い ば し ょ

の確保
か く ほ

を進
すす

めるとともに、

そのサービスの質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。また、引
ひ

き続
つづ

き、放課後
ほ う か ご

キッズクラブなど、

放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

育成
いくせい

事業
じぎょう

における受入
う け い

れも推進
すいしん

します。 

学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年代
ねんだい

）の発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

が、自立
じ り つ

した成人期
せいじんき

を迎
むか

えられるた

めの相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を拡充
かくじゅう

します。
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取組
とりくみ

 

（１）地域
ち い き

療育
りょういく

センターを中心
ちゅうしん

とした支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センタ

ー運営
うんえい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

がある、またはその 疑
うたが

いのある児
じ

童
どう

に、専
せん

門
もん

性
せい

の高
たか

い評
ひょう

価
か

や支援
し え ん

計
けい

画
かく

に基
もと

づき、

集
しゅう

団
だん

療
りょう

育
いく

や保育所
ほいくしょ

・幼
よう

稚
ち

園
えん

、学校
がっこう

への巡
じゅん

回
かい

訪問
ほうもん

、保護
ほ ご

者
しゃ

支援
し え ん

等
とう

を行
おこな

います。 

また、区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センターの療育
りょういく

相談
そうだん

への

スタッフ派遣
は け ん

等
とう

を行
おこな

います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 ○児  600人
にん

 650人
にん

 700人
にん

  
4,800人

にん

日
にち

 5,200人
にん

日
にち

 5,600人
にん

日
にち

 

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 ○児  

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 
190か所

しょ

 200か所
しょ

 210か所
しょ

 

 3,800人
にん

 4,000人
にん

 4,000人
にん

 

 297,000 

人
にん

日
にち

 

314,900 

人
にん

日
にち

 

327,500 

人
にん

日
にち

 

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

のうち、主
おも

に重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

 

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所
しょ

 ○児  
5か所

しょ

 6か所
しょ

 7か所
しょ

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 25人
にん

 30人
にん

 35人
にん

 

 
1,500人

にん

日
にち

 1,800人
にん

日
にち

 2,100人
にん

日
にち

 

医療
いりょう

型
がた

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 ○児  9か所
しょ

 9か所
しょ

 9か所
しょ

 

（地域
ち い き

療育
りょういく

センター実施
じ っ し

分
ぶん

を含
ふく

む） 185人
にん

 185人
にん

 185人
にん

 

 18,000人
にん

日
にち

 18,000人
にん

日
にち

 18,000人
にん

日
にち

 

居宅
きょたく

訪問
ほうもん

型
がた

児
じ

童
どう

発達
はったつ

支援
し え ん

 ○児  1か所
しょ

 1か所
しょ

 1か所
しょ

 

 30人
にん

 30人
にん

 30人
にん

 

 60人
にん

日
にち

 60人
にん

日
にち

 60人
にん

日
にち
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（２）切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

運営
うんえい

費
ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

児
じ

の保護
ほ ご

者
しゃ

等
とう

が自主的
じしゅてき

に組織
そ し き

し、地域
ち い き

で機
き

能
のう

回
かい

復
ふく

訓
くん

練
れん

や保
ほ

育
いく

を 行
おこな

う、地域
ち い き

訓練会
くんれんかい

の運営
うんえい

費
ひ

を助成
じょせい

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

ペアレントトレ

ーニング実施者
じっししゃ

の養成
ようせい

 

子
こ

ども本人
ほんにん

への支援
し え ん

と合
あ

わせて重要
じゅうよう

である

保護者
ほ ご し ゃ

への支援
し え ん

として、主
おも

に障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

において、職員
しょくいん

に対
たい

しペアレント

トレーニング実施者
じっししゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

を行います。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

障害
しょうがい

児
じ

相談
そうだん

 ○児  135か所
しょ

 147か所
しょ

 160か所
しょ

 

 学齢
がくれい

 

6,600人
にん

 

学齢
がくれい

 

7,275人
にん

 

学齢
がくれい

 

8,025人
にん

 

 未就学
みしゅうがく

2,850人
にん

 

未就学
みしゅうがく

3,000人
にん

 

未就学
みしゅうがく

3,150人
にん

 

ペアレントトレーニング実施者
じっししゃ

養成
ようせい

 

研修
けんしゅう

 ○児○新  
15か所

しょ

 30か所
しょ

 30か所
しょ

 

 

（３）学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

に対する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

学齢
がくれい

後期
こ う き

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

学齢
がくれい

後期
こ う き

（中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

年
ねん

代
だい

）の発達
はったつ

障害
しょうがい

児
じ

等
とう

が安定
あんてい

した成
せい

人
じん

期
き

を迎
むか

えられるよう、児
じ

童
どう

や家族
か ぞ く

等
とう

からの相談
そうだん

に専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

、助言
じょげん

を行
おこな

います。 

また、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

に起因
き い ん

す

る問題
もんだい

の解決
かいけつ

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

います。 

４か所
しょ

 ４か所
しょ
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指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

等
とう

（保育所
ほいくしょ

、放課後
ほ う か ご

児
じ

童
どう

健
けん

全
ぜん

育成
いくせい

事業
じぎょう

所
しょ

等
とう

）における障害
しょうがい

児
じ

の受入
う け い

れ体制
たいせい

の整備
せ い び

 ○児  

推進
すいしん

 推進
すいしん

 推進
すいしん

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

 ○児  410か所
しょ

 460か所
しょ

 510か所
しょ

 

 8,800人
にん

 9,700人
にん

 10,700人
にん

 

 1,128,000

人
にん

日
にち

 

1,274,700

人
にん

日
にち

 

1,440,500

人
にん

日
にち

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

のうち、主
おも

に

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所○児  
22か所

しょ

 23か所
しょ

 24か所
しょ

 

 
396人

にん

 414人
にん

 432人
にん

 

 
31,680人

にん

日
にち

 33,120人
にん

日
にち

 34,560人
にん

日
にち

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業
じぎょう

のうち、主
おも

に

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

所の 

ある区
く

の割合
わりあい

 ○児○新  

100 ％
ぱーせんと

 100 ％
ぱーせんと

 100 ％
ぱーせんと

 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターによる相談
そうだん

 

件数
けんすう

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

）○児  6,000件
けん

 6,000件
けん

 7,200件
けん

 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター及び発達
はったつ

 

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

マネジャーの外部
が い ぶ

機関
き か ん

や地域
ち い き

住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ

 

（学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

事業分
じぎょうぶん

）○児  

25件
けん

 25件
けん

 30件
けん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

一般
いっぱん

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

し特別
とくべつ

な指導
し ど う

や支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする子
こ

どものための通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

や、

個別
こ べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

の在籍
ざいせき

児童
じ ど う

数
すう

の増加
ぞ う か

はこの10年間
ねんかん

で1.7倍
ばい

になっており、特別
とくべつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

どもが増
ふ

えています。また、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

では障害
しょうがい

の多様
た よ う

化
か

・重度
じゅうど

化
か

・重複
ちょうふく

化
か

への

対応
たいおう

が求
もと

められています。 

障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や特性
とくせい

などが異
こと

なる子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりのニーズに対応
たいおう

した適切
てきせつ

な指導
し ど う

・

支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させていくには、教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

して理解
り か い

を深
ふか

め、専門
せんもん

性
せい

を

３－２ 教育
きょういく
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向上
こうじょう

させることが不可欠
ふ か け つ

です。さらに、医療
いりょう

的
てき

ケアを必要
ひつよう

とする子
こ

どもへの対応
たいおう

や多様
た よ う

な

ニーズに応
おう

じた学
まな

びの場
ば

の提供
ていきょう

、保護者
ほ ご し ゃ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

に向
む

けた取組
とりくみ

が求
もと

められています。 

また、グループインタビューなどでは、学齢期
がくれいき

の支援
し え ん

だけでなく、療育
りょういく

から教育
きょういく

、教 育
きょういく

から就労
しゅうろう

といったライフステージの継
つ

ぎ目
め

の部分
ぶ ぶ ん

で、切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

う

ことを求
もと

める声
こえ

が挙
あ

げられました。 

 こういった現状
げんじょう

を踏
ふ

まえ、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターや特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

等
とう

の専門
せんもん

性
せい

を活用
かつよう

した学校
がっこう

支援
し え ん

の実施
じ っ し

や、保育
ほ い く

・

療育
りょういく

機関
き か ん

と就学先
しゅうがくさき

の情報
じょうほう

の共有化
きょうゆうか

など、引
ひ

き続
つづ

き、療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ

目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

を行
おこな

います。 

（２）教育
きょういく

環境
かんきょう

・教育
きょういく

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

第
だい

３期
き

横浜
よこはま

市
し

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

に基
もと

づき、すべての子
こ

どもにあらゆる教育
きょういく

の場
ば

で、

一貫
いっかん

した支援
し え ん

、適切
てきせつ

な指導
し ど う

支援
し え ん

や必要
ひつよう

な合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

するとともに、すべての

教 職 員
きょうしょくいん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

に対
たい

して理解
り か い

を深
ふか

め、校内
こうない

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

（３）教育
きょういく

から就労
しゅうろう

への支援
し え ん

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

等
とう

と就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

をより一層
いっそう

強化
きょうか

し、就労
しゅうろう

支援
し え ん

・職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を進
すす

めていきます。 

取組
とりくみ

 

（１）療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

横浜
よこはま

型
がた

センター

的
てき

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センターや特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

、通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

等
とう

の担当
たんとう

者
しゃ

が、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

や児
じ

童
どう

生徒
せ い と

、保護
ほ ご

者
しゃ

からの相談
そうだん

に対応
たいおう

するなど、特
とく

別
べつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

な児
じ

童
どう

生徒
せ い と

を支援
し え ん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就学
しゅうがく

説明会
せつめいかい

 
特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

を希望
き ぼ う

する幼
よう

児
じ

の就学
しゅうがく

に関
かん

する説明会
せつめいかい

を開催
かいさい

します。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

就
しゅう

学
がく

・教
きょう

育
いく

 

相
そう

談
だん

の体制
たいせい

強化
きょうか

 

一人
ひ と り

ひとりの 教
きょう

育
いく

ニーズを的
てき

確
かく

に把
は

握
あく

し、

迅速
じんそく

で適正
てきせい

な就学
しゅうがく

・教育
きょういく

相談
そうだん

を 行
おこな

うため

に関係
かんけい

機関
き か ん

が相互
そ う ご

に連携
れんけい

しながら、 就
しゅう

学
がく

前
まえ

から卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

までを見
み

通
とお

した相談
そうだん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

保
ほ

護
ご

者
しゃ

教
きょう

室
しつ

 

開
かい

催
さい

事
じ

業
ぎょう

 

横浜
よこはま

市
し

立
りつ

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

、特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

の保護
ほ ご

者
しゃ

を対象
たいしょう

とした障害
しょうがい

に対
たい

する正
ただ

しい知
ち

識
しき

の啓発
けいはつ

を進めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

私立
し り つ

幼稚園
ようちえん

等
とう

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育費
きょういくひ

補助
ほ じ ょ

事業
じぎょう

 

私立
し り つ

幼稚園
ようちえん

等
とう

に在園
ざいえん

している障害
しょうがい

児
じ

に対
たい

す

る教
きょう

育
いく

が、障害
しょうがい

の種類
しゅるい

・程度
て い ど

などに応
おう

じて

適
てき

切
せつ

に 行
おこな

われるよう、その経費
け い ひ

の一部
い ち ぶ

を

設置
せ っ ち

者
しゃ

に補助
ほ じ ょ

し、障害
しょうがい

児
じ

の教育
きょういく

に役立
や く だ

てま

す。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

（２）教育
きょういく

環境
かんきょう

・教育
きょういく

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

ＩＣＴ
あいしーてぃー

を活用
かつよう

 

した教
きょう

育
いく

環
かん

境
きょう

 

の充実
じゅうじつ

 ○新  

個々
こ こ

の児
じ

童
どう

生徒
せ い と

の障害
しょうがい

の 状 況
じょうきょう

を十分
じゅうぶん

に

踏
ふ

まえ、学 習 上
がくしゅうじょう

、生活上
せいかつじょう

の様々
さまざま

な困難
こんなん

に対
たい

し、ＩＣＴ
あいしーてぃー

を活用
かつよう

した指導
し ど う

や支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

さ

せるとともに、緊急
きんきゅう

時
じ

におけるオンライン

での学習
がくしゅう

保障
ほしょう

や動画
ど う が

コンテンツ配信
はいしん

などに

ついて、検討
けんとう

、実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

 

じた教育
きょういく

の 

充実
じゅうじつ

 

個別
こ べ つ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

に加
くわ

えて、一般
いっぱん

学級
がっきゅう

において

も、特
とく

別
べつ

な支援
し え ん

を要
よう

する児
じ

童
どう

生徒
せ い と

が増加
ぞ う か

し、

支援
し え ん

のニーズが多様
た よ う

化
か

している 状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、ケーススタディを重視
じゅうし

した研修
けんしゅう

を充
じゅう

実
じつ

させます。すべての 教
きょう

員
いん

が障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や特性
とくせい

に応
おう

じた指導
し ど う

・支援
し え ん

が行えるよう

専門性
せんもんせい

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

また、 小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

の教員
きょういん

が特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

教諭
きょうゆ

免許状
めんきょじょう

を取得
しゅとく

するための受講料
じゅこうりょう

助成
じょせい

事業
じぎょう

を新
あら

たに実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネータ

ーの機能
き の う

強化
きょうか

と

スキルアップ 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コーディネーター養成
ようせい

研修
けんしゅう

を受講
じゅこう

して活動
かつどう

している特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

コー

ディネーター（教員
きょういん

）を対象
たいしょう

に、さらなる

スキルアップを目
め

指
ざ

して、事
じ

例
れい

研
けん

究
きゅう

などを

中
ちゅう

心
しん

とした研修
けんしゅう

を進
すす

めるとともに、関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、専門的
せんもんてき

な資質
し し つ

を高
たか

め

ます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援
し え ん

員
いん

事業
じぎょう

 

小
しょう

・中
ちゅう

・義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

で障害
しょうがい

により学
がく

習
しゅう

面
めん

、生
せい

活
かつ

面
めん

や安
あん

全
ぜん

面
めん

への配慮
はいりょ

等
とう

が必
ひつ

要
よう

な児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

に特
とく

別
べつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援
し え ん

員
いん

を配置
は い ち

し、校内
こうない

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

配置
は い ち

 配置
は い ち

 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

に在籍
ざいせき

する聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のある児
じ

童
どう

生徒
せ い と

にノートテイクによる情報
じょうほう

の保障
ほしょう

を

実施
じ っ し

します。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

巡回型
じゅんかいがた

指導
し ど う

の 

実施
じ っ し

による 

通級
つうきゅう

指導
し ど う

の 

充実
じゅうじつ

 

児童
じ ど う

生徒
せ い と

の在籍校
ざいせきこう

を 巡
じゅん

回
かい

して指導
し ど う

を 行
おこな

う

「協働型
きょうどうがた

巡回型
じゅんかいがた

指導
し ど う

」を実施
じ っ し

します。通級
つうきゅう

指導
し ど う

の担当
たんとう

教員
きょういん

が在籍校
ざいせきこう

を訪問
ほうもん

し、児童
じ ど う

生徒
せ い と

の指導
し ど う

や授業
じゅぎょう

参観
さんかん

を 行
おこな

うとともに、

学級
がっきゅう

担任
たんにん

等
とう

と日常的
にちじょうてき

に情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

する

など、協働
きょうどう

して学校
がっこう

生活
せいかつ

を支援
し え ん

します。 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

医療的
いりょうてき

ケア体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

や特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

における医療的
いりょうてき

ケアの実施
じ っ し

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させます。 

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

においては、人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

等
とう

高度
こ う ど

な医療的
いりょうてき

ケアにも対応
たいおう

できるよう、体制
たいせい

の

強化
きょうか

を図
はか

ります。 

整備
せ い び

 整備
せ い び

 

特
とく

別
べつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の

充実
じゅうじつ

 

在籍
ざいせき

児
じ

童
どう

生徒
せ い と

の 障害
しょうがい

の多様
た よ う

化
か

・重度
じゅうど

化
か

・

重複
じゅうふく

化
か

を踏
ふ

まえ、教育
きょういく

課程
か て い

の充実
じゅうじつ

、施設
し せ つ

設備
せ つ び

の改修
かいしゅう

や、福祉
ふ く し

車両
しゃりょう

の活用
かつよう

など通学
つうがく

支援
し え ん

の新
あら

たな方策
ほうさく

の検討
けんとう

・試行
し こ う

など 教
きょう

育
いく

環
かん

境
きょう

の充
じゅう

実
じつ

に取
と

り組
く

みます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

利用
り よ う

者
しゃ

の大
だい

学
がく

 

修
しゅう

学
がく

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

○新  

重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介護
か い ご

を 利用
り よ う

す る 重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

が

大学
だいがく

で修学
しゅうがく

するための支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

（３）教育
きょういく

から就労
しゅうろう

への支援
し え ん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

就労
しゅうろう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センター等
とう

関係
かんけい

機関
き か ん

と連
れん

携
けい

しながら、生徒
せ い と

の就労
しゅうろう

を支援
し え ん

します。 

また、実習先
じっしゅうさき

開拓
かいたく

や職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
し え ん

のため、

高等
こうとう

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（若葉
わ か ば

台
だい

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

知的
ち て き

障害
しょうがい

教育
きょういく

部門
ぶ も ん

を含
ふく

む）に就労
しゅうろう

支援
し え ん

指導員
しどういん

を配置
は い ち

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

進
しん

路
ろ

担
たん

当
とう

間
かん

の連
れん

携
けい

強
きょう

化
か

 

市立
し り つ

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の進路
し ん ろ

担当者
たんとうしゃ

が障害
しょうがい

種別
しゅべつ

を超
こ

えて定期的
ていきてき

に情報
じょうほう

交換
こうかん

や事例
じ れ い

研究
けんきゅう

を

行
おこな

い、幅広
はばひろ

い進路
し ん ろ

選択
せんたく

に対応
たいおう

できるよう連
れん

携
けい

を強化
きょうか

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず、「働
はたら

く」ことは、自立
じ り つ

した生活
せいかつ

や生
い

きがいにつなが

る、暮
く

らしの大切
たいせつ

な要素
よ う そ

です。企業
きぎょう

での障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

が進
すす

み、社会
しゃかい

状 況
じょうきょう

の変化
へ ん か

に合
あ

わせ

て、多
おお

くの業種
ぎょうしゅ

や短時間
たんじかん

での雇用
こ よ う

など、働
はたら

き方
かた

の選択
せんたく

肢
し

は広
ひろ

がっています。また、障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

での仕事
し ご と

は、働
はたら

く人
ひと

の得意
と く い

を生
い

かせる、様々
さまざま

な内容
ないよう

に変
か

わって

きています。 

ライフステージの変化
へ ん か

などに合
あ

わせて、どこで何
なに

をして働
はたら

くか、どう働
はたら

き続
つづ

けるかは

人
ひと

それぞれ違
ちが

ってきます。「働
はたら

きたい」「働
はたら

き続
つづ

けたい」という思
おも

いに寄
よ

り添
そ

った支援
し え ん

を

充実
じゅうじつ

させていくとともに、多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

を広
ひろ

く紹介
しょうかい

し、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

についての理解
り か い

を深
ふか

めていく必要
ひつよう

があります。 

また、充実
じゅうじつ

した生活
せいかつ

を過
す

ごすには、日中
にっちゅう

活動
かつどう

やスポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

に取
と

り組
く

め

る環境
かんきょう

も大切
たいせつ

です。文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

を創造
そうぞう

し、享受
きょうじゅ

することは、自己
じ こ

実現
じつげん

や生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

につながることから、身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

での様々
さまざま

な機会
き か い

や場
ば

の創出
そうしゅつ

に取
と

り組
く

みます。好
す

きな

活動
かつどう

などを通
つう

じて、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

とが住
す

む地域
ち い き

や通
かよ

う地域
ち い き

でのふれあいを望
のぞ

む

声
こえ

も、アンケート調査
ちょうさ

などから読
よ

み取
と

れます。一人
ひ と り

ひとりが自分
じ ぶ ん

のやりたいことなどに取
と

り組
く

むことができ、それが余暇
よ か

になり、生
い

きがいにつながっていくよう、機会
き か い

や場
ば

の

充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

第
だい

４期
き

プランを策定
さくてい

するために実施
じ っ し

した当事者
とうじしゃ

ワーキンググループに参加
さ ん か

した 中
ちゅう

学
がく

生
せい

が「なれる職 業
しょくぎょう

より、なりたい職 業
しょくぎょう

につきたい」という思
おも

いを伝
つた

えてくれました。働
はたら

くことは「自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きる」ことを実現
じつげん

させる、大切
たいせつ

な要素
よ う そ

の一つな

のです。 

近年
きんねん

、障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

を取
と

り巻
ま

く環 境
かんきょう

は変
へん

化
か

しています。平成
へいせい

30年
ねん

４月
がつ

の精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

義務
ぎ む

化
か

などの法
ほう

改正
かいせい

等
とう

を背景
はいけい

に、 働
はたら

く障害
しょうがい

者
しゃ

の数
かず

は年
ねん

々
ねん

増加
ぞ う か

しています。雇用
こ よ う

者
しゃ

数
すう

の増加
ぞ う か

だけでなく、平成
へいせい

27年
ねん

に国連
こくれん

が採択
さいたく

したＳ
えす

Ｄ
でぃー

Ｇ
じー

ｓ
ず

（持続
じ ぞ く

可能
か の う

な開発
かいはつ

目標
もくひょう

）の目標
もくひょう

の中
なか

に、障害
しょうがい

者
しゃ

を含
ふく

むすべての人
ひと

に「ディーセント・ワーク（ 働
はたら

きがいのある人間
にんげん

らし

い仕事
し ご と

）の実現
じつげん

」が掲
かか

げられるなど、「どんな仕事
し ご と

をして暮
く

らしていくのか」ということも、

今後
こ ん ご

ますます重要
じゅうよう

になってきます。 

アンケート調査
ちょうさ

では、全体
ぜんたい

の30 ％
ぱーせんと

弱
じゃく

の人
ひと

が企業
きぎょう

などで 働
はたら

く「一般
いっぱん

就労
しゅうろう

」をしてい

ます。 働
はたら

いていない人
ひと

でも、回答
かいとう

者
しゃ

の30 ％
ぱーせんと

強
きょう

の人
ひと

が就労
しゅうろう

意向
い こ う

を持
も

つなど、多
おお

くの人
ひと

 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

４ 働
はたら

く・楽
たの

しむ 

４－１ 就労
しゅうろう
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が一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を目指
め ざ

す傾向
けいこう

にあります。さらに、現在
げんざい

働
はたら

いている人
ひと

のうち約
やく

78 ％
ぱーせんと

の人
ひと

は

何
なん

らかの形
かたち

で働
はたら

き続
つづ

けたいと考
かんが

えており、ライフステージの変化
へ ん か

等
とう

に応
おう

じた、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

での就労
しゅうろう

の場
ば

も重要
じゅうよう

です。 

就労
しゅうろう

の支援
し え ん

はもちろん、就労
しゅうろう

後
ご

も、企業
きぎょう

の障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そくしん

など、安心
あんしん

して 働
はたら

き続
つづ

け

るための支援
し え ん

や就労
しゅうろう

の基盤
き ば ん

となる生活
せいかつ

面
めん

の支援
し え ん

も充実
じゅうじつ

が求
もと

められています。 

また、多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

が広
ひろ

がっている障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

について、企業
きぎょう

、市民
し み ん

の方
かた

の理解
り か い

を深
ふか

めるため、様々
さまざま

な機会
き か い

を設
もう

けていく必要
ひつよう

があります。 

 そこで、３つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

と雇用
こ よ う

後
ご

の定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

多様
た よ う

化
か

する就労
しゅうろう

ニーズや生活
せいかつ

面
めん

での支援
し え ん

も含
ふく

めた定着
ていちゃく

支援
し え ん

、障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

の広
ひろ

がり

を踏
ふ

まえた企業
きぎょう

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

など、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターを中心
ちゅうしん

に、関係
かんけい

機関
き か ん

と

連携
れんけい

を図
はか

りながら障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

を支
ささ

えます。 

（２）幅
はば

広
ひろ

い仕事
し ご と

や工賃
こうちん

の向上
こうじょう

による生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

で働
はたら

く人
ひと

それぞれの働
はたら

きがいを引
ひ

き出
だ

せるよう、共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

窓口
まどぐち

等
とう

を通
つう

じた企業
きぎょう

等
とう

からの様々
さまざま

な仕事
し ご と

のあっせん、障害
しょうがい

者
しゃ

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

推進
すいしん

法
ほう

に基
もと

づ

く行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の優
ゆう

先
せん

調
ちょう

達
たつ

、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

からの受注
じゅちゅう

促進
そくしん

や自主
じ し ゅ

製品
せいひん

の販路
は ん ろ

拡大
かくだい

に取
と

り組
く

みます。また、様々
さまざま

な発注
はっちゅう

ニーズに対応
たいおう

できるよう事業所
じぎょうしょ

のスキルを高
たか

めるなど、

受発注
じゅはっちゅう

双方
そうほう

の底
そこ

上
あ

げを行
おこな

うことで、工賃
こうちん

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

（３）多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

や障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

様々
さまざま

な業種
ぎょうしゅ

や勤務
き ん む

形態
けいたい

など、多様
た よ う

化
か

する 働
はたら

き方
かた

について、市民
し み ん

や民間
みんかん

企業
きぎょう

に向
む

け

て、シンポジウムやセミナー等
とう

を通
つう

じて広
ひろ

く紹介
しょうかい

します。また、ふれあいショップ等
とう

の就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

拠点
きょてん

を通
つう

じて、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

 

取組
とりくみ

（１）一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

と雇用
こ よ う

後
ご

の定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センタ 

ーを中心
ちゅうしん

とし 

た、地域
ち い き

における 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

ネット

ワークの構築
こうちく

 

障害
しょうがい

者
しゃ

の就労
しゅうろう

を支
ささ

える関係
かんけい

機関
き か ん

（特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学校
がっこう

、就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

事業
じぎょう

所
しょ

、ハローワー

ク等
とう

）との連携
れんけい

・協
きょう

力
りょく

体制
たいせい

を構築
こうちく

します｡

就労
しゅうろう

の継続
けいぞく

に欠
か

かせない生活
せいかつ

面
めん

でのサポー

トを充実
じゅうじつ

させるため、地域
ち い き

の関係
かんけい

機関
き か ん

と

連携
れんけい

し、本
ほん

人
にん

への支援
し え ん

を円滑
えんかつ

に進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

【 再掲
さいけい

】 就労
しゅうろう

支援
し え ん

センター 

職員
しょくいん

の人
じん

材
ざい

育成
いくせい

 

多様
た よ う

な就労
しゅうろう

ニーズに対応
たいおう

できるよう、

就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルを向
こう

上
じょう

させるため、研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

など、人
じん

材
ざい

育成
いくせい

を進
すす

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

【 再掲
さいけい

】 就労
しゅうろう

促進
そくしん

を目的
もくてき

とし 

た事業
じぎょう

所
しょ

職員
しょくいん

 

向
む

け研修
けんしゅう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を行
おこな

っている企業
きぎょう

での「就
しゅう

業
ぎょう

体
たい

験
けん

」の研修
けんしゅう

を通
つう

じて、事業
じぎょう

所
しょ

職員
しょくいん

の

就労
しゅうろう

支援
し え ん

スキルの向
こう

上
じょう

、就労
しゅうろう

に向
む

けた意
い

識
しき

付
づ

けにつなげます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

雇用
こ よ う

施策
し さ く

と福祉
ふ く し

 

施策
し さ く

の連携
れんけい

によ 

る重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

 

への就労
しゅうろう

支援
し え ん

 

（重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

特別
とくべつ

事業
じぎょう

）○新  

法定
ほうてい

サービスでの対象外
たいしょうがい

となっている重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の経済
けいざい

活動
かつどう

時
じ

間
かん

中
ちゅう

の支援
し え ん

を雇用
こ よ う

施策
し さ く

と福祉
ふ く し

施策
し さ く

が連携
れんけい

して行
おこな

う制度
せ い ど

を検討
けんとう

し、実施
じ っ し

します。 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

検討
けんとう

 

・ 

実施
じ っ し

 

 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移
い

行
こう

者
しゃ

数
すう

○福  460人
にん

 498人
にん

 536人
にん

 

就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

 ○福  1,476人
にん

分
ぶん

 1,547人
にん

分
ぶん

 1,617人
にん

分
ぶん

 

就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

の利用
り よ う

者
しゃ

のうち就労
しゅうろう

移
い

行
こう

率
りつ

が３割
わり

以上
いじょう

の事業
じぎょう

所
しょ

の割合
わりあい

 ○福  
34.2 ％

ぱーせんと

 42.1 ％
ぱーせんと

 50.0 ％
ぱーせんと

 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

利用
り よ う

者
しゃ

数
すう

 ○福  1,070人
にん

 1,190人
にん

 1,397人
にん
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（２）幅
はば

広
ひろ

い仕事
し ご と

や工賃
こうちん

の向上
こうじょう

による生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

セン 

ター等
とう

による受
じゅ

注
ちゅう

促
そく

進
しん

 

企業
きぎょう

・行
ぎょう

政
せい

機関
き か ん

から、事業
じぎょう

所
しょ

の特性
とくせい

を生
い

か

した幅
はば

広
ひろ

い仕
し

事
ごと

の受
じゅ

注
ちゅう

ができるよう、コー

ディネートを行
おこな

います。 

市
し

内
ない

イベント等
とう

への出店
しゅってん

や自主
じ し ゅ

製品
せいひん

の

紹介
しょうかい

等
とう

を通
つう

じ、販
はん

路
ろ

を拡
かく

大
だい

するとともに、

障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

への理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

事業
じぎょう

所
しょ

の受注
じゅちゅう

ス 

キルの向
こう

上
じょう

○新  

発注
はっちゅう

者
しゃ

側
がわ

のニーズに応
こた

えられる商
しょう

品
ひん

の開
かい

発
はつ

や作業
さぎょう

の受注
じゅちゅう

ができるよう、研修
けんしゅう

会
かい

や

モデルケースとなる事例
じ れ い

検討
けんとう

などを実施
じ っ し

し、事業
じぎょう

所
しょ

の受注
じゅちゅう

スキルの向
こう

上
じょう

を図
はか

り、

多
おお

くの受
じゅ

注
ちゅう

につなげます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

 

横浜
よこはま

市
し

役所
やくしょ

からの事業
じぎょう

所
しょ

への優先的
ゆうせんてき

な発注
はっちゅう

を更
さら

に推進
すいしん

します。 

また、庁内
ちょうない

LAN
ら ん

などを活用
かつよう

し、区
く

局
きょく

等
とう

の発
はっ

注
ちゅう

事
じ

例
れい

を広
ひろ

く周
しゅう

知
ち

し、新
あら

たな発
はっ

注
ちゅう

につな

げます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 
（３）多様

た よ う

な働
はたら

き方
かた

や障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に 

関
かん

する市民
し み ん

啓発
けいはつ

 

シンポジウムの開
かい

催
さい

等
とう

を通
つう

じ、様々
さまざま

な分
ぶん

野
や

で働
はたら

く障害
しょうがい

者
しゃ

や障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を進
すす

めている

企業
きぎょう

の「生
なま

の声
こえ

」を伝
つた

え、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に

対
たい

する理解
り か い

・関心
かんしん

を高
たか

めます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

に 

関
かん

する企業
きぎょう

啓発
けいはつ

 

障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

を検討
けんとう

している企業
きぎょう

に向
む

けて、

雇
こ

用
よう

に関
かん

するセミナー等
とう

を実施
じ っ し

し、合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の必
ひつ

要
よう

性
せい

など企業
きぎょう

内
ない

での障害
しょうがい

理解
り か い

の

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

ふれあいショッ 

プ等
とう

を活用
かつよう

した 

障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

に 

関
かん

する理解
り か い

促進
そくしん

 

○新  

新
あら

たに開
かい

業
ぎょう

するＪ Ｒ
じぇいあーる

関
かん

内
ない

駅
えき

北
きた

口
ぐち

高
こう

架
か

下
した

の

就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

施設
し せ つ

及
およ

び市
し

庁舎内
ちょうしゃない

のふれあいシ

ョップをはじめ、既存
き そ ん

のふれあいショップ

等
とう

の運営
うんえい

を通
つう

じて、就労
しゅうろう

に関
かん

する理解
り か い

の

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 

 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が日々
ひ び

の生活
せいかつ

を充実
じゅうじつ

したものにするうえで、日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の拡充
かくじゅう

が求
もと

められています。本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

やその人
ひと

の状態
じょうたい

に合
あ

った場所
ば し ょ

を選
えら

べるようにするためには、

専門
せんもん

的
てき

な支援
し え ん

ができるか、地域
ち い き

ごとにばらつきが生
しょう

じていないかなども考慮
こうりょ

し、各
かく

事業所
じぎょうしょ

がそれぞれの特徴
とくちょう

を生
い

かした運営
うんえい

ができるような仕組
し く

みをつくっていくことが必要
ひつよう

です。 

また、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスとしての日中
にっちゅう

活動
かつどう

だけではなく、自分
じ ぶ ん

が住
す

んでいる地域
ち い き

や

日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

に通
かよ

う地域
ち い き

などで、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も交流
こうりゅう

し、地域
ち い き

とのつながりを

深
ふか

めていくことで、互
たが

いにとって更
さら

に充実
じゅうじつ

した生活
せいかつ

になっていくと考
かんが

えられます。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が希望
き ぼ う

する活動
かつどう

場所
ば し ょ

を選択
せんたく

できる方法
ほうほう

や、医療
いりょう

的
てき

ケアなど専門
せんもん

的
てき

な

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な人
ひと

への支援
し え ん

方法
ほうほう

について検討
けんとう

を行
おこな

い、日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

を

進
すす

めていきます。 

（２）地域
ち い き

でのつながりと広
ひろ

がりの促進
そくしん

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

が住
す

んでいる地域
ち い き

や日中
にっちゅう

活動
かつどう

先
さき

がある地域
ち い き

で、様々
さまざま

な地域
ち い き

行事
ぎょうじ

や

施設
し せ つ

のイベント等
とう

を通
とお

して、障害
しょうがい

のない人
ひと

と一緒
いっしょ

になって活動
かつどう

したりすることで、

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も地域
ち い き

でつながり、暮
く

らしやすい地域
ち い き

をともにつくっていきま

す。 

  

４－２ 日中
にっちゅう

活動
かつどう
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取組
とりくみ

 

（１）日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の選択
せんたく

肢
し

の充実
じゅうじつ

 
 

指標名
しひょうめい

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

生活
せいかつ

介護
か い ご

 ○福  7,732人分
にんぶん

 7,982人分
にんぶん

 8,232人分
にんぶん

 
 

128,853人日
にんにち

 133,022人日
にんにち

 137,192人日
にんにち

 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

） ○福  42人分
にんぶん

 42人分
にんぶん

 42人分
にんぶん

 
 

826人日
にんにち

 826人日
にんにち

 826人日
にんにち

 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） ○福  359人分
にんぶん

 376人分
にんぶん

 393人分
にんぶん

 
 

5,812人日
にんにち

 6,088人日
にんにち

 6,363人日
にんにち

 

就労
しゅうろう

移
い

行
こう

支援
し え ん

事業
じぎょう

【再掲
さいけい

】○福  1,476人分
にんぶん

 1,547人分
にんぶん

 1,617人分
にんぶん

 
 

25,099人日
にんにち

 26,303人日
にんにち

 27,507人日
にんにち

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

事業
じぎょう

（Ａ
えー

型
がた

）○福  880人分
にんぶん

 919人分
にんぶん

 958人分
にんぶん

 
 

17,203人日
にんにち

 17,962人日
にんにち

 18,721人日
にんにち

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

事業
じぎょう

（Ｂ
びー

型
がた

）○福  4,605人分
にんぶん

 4,857人分
にんぶん

 5,109人分
にんぶん

 
 

79,012人日
にんにち

 83,339人日
にんにち

 87,666人日
にんにち

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター作業所
さぎょうじょ

型
がた

○福  130か所
しょ

 130か所
しょ

 130か所
しょ

 
 

2,600人
にん

 2,600人
にん

 2,600人
にん

 

中途
ちゅうと

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

センター○福  18か所
しょ

 18か所
しょ

 18か所
しょ

 
 

517人
にん

 517人
にん

 517人
にん

 

 
 

 

現状
げんじょう

と施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

 

スポーツや文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

に親
した

しむことで毎日
まいにち

の生活
せいかつ

が充実
じゅうじつ

する、という人
ひと

も少
すく

なくありま

せん。「今後
こ ん ご

の自由
じ ゆ う

時間
じ か ん

・余暇
よ か

の過
す

ごし方
かた

」を尋
たず

ねたアンケート調査
ちょうさ

では、全体
ぜんたい

の40 ％
ぱーせんと

以上
いじょう

の人
ひと

が「習
なら

い事
ごと

」、30 ％
ぱーせんと

以上
いじょう

の人
ひと

が「趣味
し ゅ み

のサークル」、約
やく

15 ％
ぱーせんと

の人
ひと

が「映画
え い が

や

コンサート、美術展
びじゅつてん

、図書館
としょかん

、スポーツ観戦
かんせん

に行
い

く」と回答
かいとう

しました。しかし、希望
き ぼ う

する過
す

ごし方
かた

を実際
じっさい

に 行
おこな

うことができている人
ひと

は、それぞれ５ ％
ぱーせんと

以上
いじょう

少
すく

ない結果
け っ か

となってい

４－３ スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ
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ます。 

このような中
なか

で、余暇
よ か

の過
す

ごし方
かた

として、スポーツや文
ぶん

化
か

活動
かつどう

に取
と

り組
く

むことは、外出
がいしゅつ

のきっかけづくりにもなり、生活
せいかつ

のさらなる充実
じゅうじつ

にもつながります。以前
い ぜ ん

から、スポーツ

や文
ぶん

化
か

活動
かつどう

を楽
たの

しむ場
ば

や機会
き か い

の少
すく

なさ、情報
じょうほう

の入手
にゅうしゅ

のしづらさを課題
か だ い

として挙
あ

げる声
こえ

が

あったことも踏
ふ

まえ、地域
ち い き

の様々
さまざま

な団体
だんたい

や施設
し せ つ

等
とう

と連携
れんけい

し、活動
かつどう

の場
ば

や地域
ち い き

の交流
こうりゅう

を深
ふか

め

る機会
き か い

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。スポーツや文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を楽
たの

しみたいと思
おも

う誰
だれ

もが、

障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず活動
かつどう

に参加
さ ん か

できるよう、引
ひ

き続
つづ

き、環境
かんきょう

を整
ととの

えていきます。 

そこで、２つの方向性
ほうこうせい

で施策
し さ く

を展開
てんかい

します。 

（１）スポーツ活動
かつどう

の推進
すいしん

 

市
し

内
ない

２か所
しょ

の障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ文
ぶん

化
か

センターを中核
ちゅうかく

拠点
きょてん

として、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の様々
さまざま

な団体
だんたい

や施設
し せ つ

等
とう

で、障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの取組
とりくみ

が 行
おこな

われるよう積極
せっきょく

的
てき

に 働
はたら

きかけ、

障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの場
ば

の充実
じゅうじつ

や支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

に取
と

り組
く

みます。 

（２）文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

を創造
そうぞう

し、享受
きょうじゅ

することができるよう、

平成
へいせい

25年
ねん

からこれまで開催
かいさい

してきた「ヨコハマ・パラトリエンナーレ」の取組
とりくみ

を生
い

か

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の協働
きょうどう

によるクリエイティブな活動
かつどう

の場
ば

の創出
そうしゅつ

等
とう

に引
ひ

き

続
つづ

き取
と

り組
く

むとともに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が身近
み ぢ か

な場所
ば し ょ

で文
ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

に親
した

しめる環境
かんきょう

づくりを進
すす

めます。 

 

取組
とりくみ

 

（１）スポーツ活動
かつどう

の推進
すいしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ 

の啓発
けいはつ

と理解
り か い

の 

促進
そくしん

 

東京
とうきょう

2020パラリンピックにより高
たか

まる関心
かんしん

を障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

につなげるた

め、障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ文
ぶん

化
か

センターや横浜
よこはま

市
し

スポーツ協
きょう

会
かい

、地域
ち い き

の様々
さまざま

な団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

し、障害者
しょうがいしゃ

スポーツの裾野
す そ の

を広
ひろ

げる取組
とりくみ

を

行
おこな

うとともに、障害者
しょうがいしゃ

スポーツを通
つう

じた

障害
しょうがい

への理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん
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事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

身近
み ぢ か

な地域
ち い き

に 

おける障害
しょうがい

者
しゃ

 

スポーツの推進
すいしん

 

引
ひ

き続
つづ

き、障害
しょうがい

者
しゃ

が身近
み ぢ か

な地域
ち い き

でスポーツ

に取
と

り組
く

めるよう、各
かく

区
く

のスポーツセンタ

ーや中途
ちゅうと

障害
しょうがい

者
しゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

センター等
とう

と連携
れんけい

し、地域
ち い き

の人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

を進
すす

めながら、障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツの推進
すいしん

を図
はか

ります。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

 
 
（２）文

ぶん

化
か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

事業名
じぎょうめい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 
中間期
ちゅうかんき

目標
もくひょう

 
目標
もくひょう

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の文
ぶん

化
か

 

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の支
し

援
えん

 

アートイベントの開催
かいさい

や、活動
かつどう

を支
ささ

える人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

、様々
さまざま

な団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

した文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

の場
ば

の創
そう

出
しゅつ

に取
と

り組
く

みます。 
推進
すいしん

 推進
すいしん

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の文
ぶん

化
か

 

芸
げい

術
じゅつ

鑑賞
かんしょう

の 

支
し

援
えん

 ○新  

様々
さまざま

な団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

し、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じ

た鑑賞
かんしょう

の機会
き か い

の充実
じゅうじつ

、円滑
えんかつ

な施設
し せ つ

利用
り よ う

の

ための環境
かんきょう

整備
せ い び

、活動
かつどう

を支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

等
とう

に取
と

り組
く

みます。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による 

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

 

実
じつ

現
げん

に向
む

けた 

取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

○新  

関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を深
ふか

め、文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

体験
たいけん

や

公演
こうえん

・展示
て ん じ

等
とう

鑑賞
かんしょう

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活動
かつどう

を通
とお

し

て、障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず誰
だれ

もが互
たが

いに対等
たいとう

な立場
た ち ば

で関
かか

わりあうことを進
すす

める

活
かつ

動
どう

を促進
そくしん

します。 

推進
すいしん

 推進
すいしん

 

仮称
かしょう

）読書
どくしょ

バリア

フリー法
ほう

に基
もと

づ 

く横
よこ

浜
はま

市
し

計
けい

画
かく

の 

策
さく

定
てい

、推進
すいしん

 ○新  

読書
どくしょ

バリアフリー法
ほう

に基
もと

づく、地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の計画
けいかく

として策定
さくてい

し、計画
けいかく

に基
もと

づく

取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

策定
さくてい

 

・ 

推進
すいしん

 

推進
すいしん
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第
だい

３章
しょう

では、様々
さまざま

な事業
じぎょう

を「障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

るうえでの視点
し て ん

に立
た

った

枠組
わ く ぐ

み」に沿
そ

って取
と

り上
あ

げました。 

一方
いっぽう

で、複合的
ふくごうてき

で多面的
ためんてき

な地域
ち い き

課題
か だ い

が表面化
ひょうめんか

する中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

を支
ささ

えていく

には、個々
こ こ

の事業
じぎょう

による支援
し え ん

だけでは十分
じゅうぶん

とはいえません。地域
ち い き

社会
しゃかい

の中
なか

で、行政
ぎょうせい

や関係
かんけい

機関
き か ん

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

など多
おお

くの担
にな

い手
て

が対話
た い わ

・協議
きょうぎ

を行
おこな

い、様々
さまざま

な事業
じぎょう

・施策
し さ く

・

取組
とりくみ

が連携
れんけい

することで、地域
ち い き

で支
ささ

える基盤
き ば ん

を整備
せ い び

・強化
きょうか

していくことが重要
じゅうよう

です。 

第
だい

４章
しょう

では、障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

で支
ささ

えるための基盤
き ば ん

として、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」と、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」について、将来像
しょうらいぞう

とそれ

に向
む

けた取組
とりくみ

を取
と

り上
あ

げます。 

 

 

 

国
くに

は、平成
へいせい

28年
ねん

に閣議
か く ぎ

決定
けってい

した「ニッポン一億
いちおく

総活躍
そうかつやく

プラン」において、「全
すべ

ての

人々
ひとびと

が地域
ち い き

、暮
く

らし、生
い

きがいを共
とも

に創
つく

り、高
たか

め合
あ

うことができる『地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

』

を実現
じつげん

する」と打
う

ち出
だ

しました。その中
なか

で、「支
ささ

え手
て

側
がわ

と受
う

け手
て

側
がわ

に分
わ

かれるのではな

く、地域
ち い き

のあらゆる住民
じゅうみん

が役割
やくわり

を持
も

ち、支
ささ

え合
あ

いながら、自分
じ ぶ ん

らしく活躍
かつやく

できる地域
ち い き

コミュニティを育成
いくせい

し、福祉
ふ く し

などの地域
ち い き

の公的
こうてき

サービスと協働
きょうどう

して助
たす

け合
あ

いながら

暮
く

らすことのできる仕組
し く

みを構築
こうちく

する」としています。 

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

のありようとしての「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」を実現
じつげん

する仕組
し く

みとして、高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

の分野
ぶ ん や

では「地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」が導入
どうにゅう

されています。「地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシス

テム」は、高齢者
こうれいしゃ

のケアとして必要
ひつよう

な支援
し え ん

を地域
ち い き

で包括
ほうかつ

的
てき

に提供
ていきょう

し地域
ち い き

での自立
じ り つ

した

生活
せいかつ

を支援
し え ん

するもので、障害
しょうがい

者
しゃ

や子
こ

どもの支援
し え ん

にも応用
おうよう

できると考
かんが

えられています。

そこで、平成
へいせい

28年
ねん

度
ど

に、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の一層
いっそう

の地域
ち い き

移行
い こ う

を進
すす

めるための地域
ち い き

づくりを

推進
すいしん

する視点
し て ん

から、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

を目指
め ざ

す

ことが新
あら

たな理念
り ね ん

とされました。 

一方
いっぽう

、障害
しょうがい

者
しゃ

の重度化
じゅうどか

・高齢化
こうれいか

や「親
おや

亡
な

き後
あと

」を見据
み す

え、障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で包括
ほうかつ

的
てき

に支
ささ

える体制
たいせい

が必要
ひつよう

とされてきたことから、平成
へいせい

27年
ねん

度
ど

に国
くに

は地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

整備
せ い び

推進
すいしん

モデル事業
じぎょう

を立
た

ち上
あ

げ、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

の整備
せ い び

」を進
すす

めて

きました。「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

」は、地域
ち い き

に存在
そんざい

する社会
しゃかい

資源
し げ ん

を有機
ゆ う き

的
てき

に結
むす

びつけ効率
こうりつ

的
てき

・効果
こ う か

的
てき

な地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

することにより、障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

第
だ い

４章
しょう

 障害
しょうがい

のある人
ひ と

を地域
ち い き

で支
さ さ

える基盤
き ば ん

の整備
せ い び

 

１ 本章
ほんしょう

の位置
い ち

づけ 

２ 国
くに

の動向
どうこう
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えていこうというものです。 

 

 

 

「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

は、まったく新
あたら

しい何
なに

かをつくるものではありま

せん。これまで、横浜市
よこはまし

は、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も含
ふく

め、支援
し え ん

者
しゃ

の方々
かたがた

、事業所
じぎょうしょ

の

みなさん、地域
ち い き

の方々
かたがた

と協 力
きょうりょく

しながら、地
ち

活
かつ

ホームや基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター、生活
せいかつ

支援
し え ん

センター、自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

などをはじめとする様々
さまざま

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

を整備
せ い び

・推進
すいしん

して

きました。こういった既存
き そ ん

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

を有機
ゆ う き

的
てき

につないでいくネットワーク型
がた

の手法
しゅほう

により、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

を進
すす

めてきています。 

また、精神
せいしん

障害
しょうがい

特有
とくゆう

の生活
せいかつ

のしづらさについて、地域
ち い き

における関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

が

共通
きょうつう

の認識
にんしき

を持
も

ち、これまでのつながりの中
なか

での機能
き の う

の見直
み な お

しや、制度
せ い ど

に基
もと

づかな

い支援
し え ん

も含
ふく

めたつながり同士
ど う し

の結
むす

びつきにより、地域
ち い き

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえた多
おお

くの課題
か だ い

に

対応
たいおう

できるよう、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

に取
と

り組
く

ん

できました。 

次
つぎ

から、具体
ぐ た い

的
てき

な「将来像
しょうらいぞう

」と「取組
とりくみ

」として、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

において取
と

り組
く

む５つの居住
きょじゅう

支援
し え ん

機能
き の う

と、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシ

ステム」の６つの仕組
し く

みを説明
せつめい

します。 

 

 

 

機能
き の う

１ 相談
そうだん

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 必要
ひつよう

な人
ひと

すべてが相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

につながっていて、緊急
きんきゅう

時
じ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を

関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

が適切
てきせつ

に共有
きょうゆう

するなどの取組
とりくみ

が展開
てんかい

されています。 

【取組
とりくみ

】 

 各区
か く く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

、研修
けんしゅう

、集団指導
しゅうだんしどう

などの様々
さまざま

な場
ば

を活用
かつよう

し、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

に

対
たい

し、緊急
きんきゅう

時
じ

のリスク把握
は あ く

や事前
じ ぜ ん

の備
そな

えの必要
ひつよう

性
せい

と、各
かく

機関
き か ん

が地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の

担
にな

い手
て

であるという認識
にんしき

を持
も

てるよう働
はたら

きかけます。 

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

や障害
しょうがい

のある人
ひと

ご本人
ほんにん

に対
たい

し、あらかじめ緊急
きんきゅう

事態
じ た い

を想定
そうてい

し、そ

の予防
よ ぼ う

とスムーズな対応
たいおう

を計画
けいかく

する「緊急
きんきゅう

時
じ

予防
よ ぼ う

・対応
たいおう

プラン」の作成
さくせい

などを促
うなが

し、それらを３機関
き か ん

で共有
きょうゆう

することにより、緊急
きんきゅう

時
じ

の支援
し え ん

が見込
み こ

めない世帯
せ た い

を

把握
は あ く

します。 

３ 横浜市
よこはまし

の取組
とりくみ

 

（１） 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う
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また、緊急
きんきゅう

事態
じ た い

が発生
はっせい

しないための予防
よ ぼ う

策
さく

や、緊急
きんきゅう

事態
じ た い

を想定
そうてい

した支援
し え ん

体制
たいせい

を

整
ととの

えるため、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

同士
ど う し

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

方法
ほうほう

や考
かんが

え方
かた

を整理
せ い り

し、共有
きょうゆう

しま

す。 

 

機能
き の う

２ 緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
う け い

れ・対応
たいおう

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

も含
ふく

め、それぞれの施設
し せ つ

の特性
とくせい

に応
おう

じた役割
やくわり

分担
ぶんたん

のもとで、レス

パイトや計画
けいかく

的
てき

な利用
り よ う

だけではなく、緊急
きんきゅう

時
じ

の利用
り よ う

にも対応
たいおう

できる状態
じょうたい

になって

います。また、横浜市
よこはまし

の拠点
きょてん

施設
し せ つ

である 18 か所
しょ

の社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

地
ち

活
かつ

ホーム及
およ

び 23

か所
しょ

の機能
き の う

強化
きょうか

型
がた

地
ち

活
かつ

ホーム並
なら

びに６か所
しょ

の多
た

機能
き の う

型
がた

拠点
きょてん

において、相
そう

互
ご

連携
れんけい

のも

と、ほかに受入
う け い

れ先
さき

がない方
かた

の利用
り よ う

が促進
そくしん

され、緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
う け い

れにも対応
たいおう

できてい

ます。 

【取組
とりくみ

】 

各
かく

事業所
じぎょうしょ

に対
たい

して、地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の担
にな

い手
て

との認識
にんしき

のもと、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

の

施設
し せ つ

種別
しゅべつ

（入所
にゅうしょ

、通所
つうしょ

、病院
びょういん

、診療所
しんりょうじょ

等
とう

）や、地
ち

活
かつ

ホームや多
た

機能
き の う

型
がた

拠点
きょてん

など施設
し せ つ

の設置
せ っ ち

目的
もくてき

に応
おう

じた役割
やくわり

を整理
せ い り

し、理解
り か い

促進
そくしん

及
およ

び協 力
きょうりょく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

また、医療
いりょう

的
てき

ケアが必要
ひつよう

な人
ひと

や重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

児
じ

・者
しゃ

、強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

がある人
ひと

な

どの受入
う け い

れ促進
そくしん

、拠点
きょてん

的
てき

施設
し せ つ

等
とう

の定期
て い き

的
てき

な評価
ひょうか

及
およ

び改善
かいぜん

（Ｐ
ぴー

Ｄ
でぃー

Ｃ
しー

Ａ
えー

サイクル）を通
つう

じ

た支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

っていきます。 

 

機能
き の う

３ 体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

の提供
ていきょう

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

を中心
ちゅうしん

に構築
こうちく

されたネットワークが強固
きょうこ

になり、一人
ひ と り

ひとりの

ニーズに合
あ

わせた「体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

」の提供
ていきょう

が行
おこな

われています。また、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターではグループホームや日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス事業所
じぎょうしょ

などの「体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

」

の情報
じょうほう

が随時
ず い じ

更新
こうしん

され、入手
にゅうしゅ

・活用
かつよう

できる状態
じょうたい

です。 

さらに、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、暮
く

らしの場
ば

や過
す

ごし方
かた

の体験
たいけん

をすることで様々
さまざま

な選
せん

択
たく

肢
し

の中
なか

から自分
じ ぶ ん

で選
えら

べるようになり、一人
ひ と り

暮
ぐ

らしを希望
き ぼ う

する人
ひと

も暮
く

らしたい地
ち

域
いき

で

自分
じ ぶ ん

らしい生活
せいかつ

を実現
じつげん

できます。 

【取組
とりくみ

】 

事業所
じぎょうしょ

情報
じょうほう

が基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターへ適時
て き じ

集約
しゅうやく

される 働
はたら

きかけと、情報
じょうほう

提供
ていきょう
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を 行
おこな

うための手法
しゅほう

を整理
せ い り

・検討
けんとう

します。相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

や基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターでの

相談
そうだん

内容
ないよう

等
とう

を活用
かつよう

して把握
は あ く

したニーズを踏
ふ

まえ、様々
さまざま

な住
す

まいの場
ば

の拡充
かくじゅう

と、体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

を提供
ていきょう

しやすくする仕組
し く

みを検討
けんとう

します。居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

を通
つう

じて、

不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

のオーナー等
とう

に、障害
しょうがい

理解
り か い

を促進
そくしん

する研修
けんしゅう

、サポート

体制
たいせい

の構築
こうちく

、入居
にゅうきょ

を拒
こば

まない住宅
じゅうたく

の戸数
こ す う

増
ぞう

への働
はたら

きかけ等
とう

を実施
じ っ し

します。宿泊
しゅくはく

型
がた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

など、生活
せいかつ

環境
かんきょう

を変
か

える意味
い み

での他
ほか

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

の活用
かつよう

・開発
かいはつ

を検討
けんとう

します。 

 

機能
き の う

４ 専門
せんもん

的
てき

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 区域
く い き

では、区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

での取組
とりくみ

により、人材
じんざい

育成
いくせい

、サービス水準
すいじゅん

の向上
こうじょう

・

標準化
ひょうじゅんか

ができています。また、市域
し い き

、区域
く い き

における人材
じんざい

育成
いくせい

の取組
とりくみ

を効果
こ う か

的
てき

に連動
れんどう

さ

せることにより、発達
はったつ

障害
しょうがい

、行動
こうどう

障害
しょうがい

、高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

、医療
いりょう

的
てき

ケア等
とう

、様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

において専門
せんもん

性
せい

の高
たか

い支援
し え ん

ができる人材
じんざい

が育成
いくせい

できています。 

【取組
とりくみ

】 

 区域
く い き

と市域
し い き

の研修
けんしゅう

が効果
こ う か

的
てき

に連動
れんどう

するよう、体系
たいけい

的
てき

な整理
せ い り

を行
おこな

うとともに、区域
く い き

での人材
じんざい

育成
いくせい

を担
にな

える人材
じんざい

を市域
し い き

で育成
いくせい

し、区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

が人材
じんざい

育成
いくせい

の場
ば

として

更
さら

に機能
き の う

するよう取
と

り組
く

みます。 

また、研修
けんしゅう

に参加
さ ん か

できない人
ひと

に対
たい

する人材
じんざい

育成
いくせい

手法
しゅほう

や、二次
に じ

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

のコンサ

ルテーション機能
き の う

の拡充
かくじゅう

及
およ

び効果
こ う か

的
てき

な運用
うんよう

方法
ほうほう

などを検討
けんとう

します。 

 

機能
き の う

５ 地域
ち い き

の体制
たいせい

づくり 

【将来像
しょうらいぞう

】 

区
く

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

、ブロック連絡
れんらく

会
かい

、市
し

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

の取組
とりくみ

が連携
れんけい

・連動
れんどう

し、

分野
ぶ ん や

を超
こ

えた多様
た よ う

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

が協 力
きょうりょく

することで、障害
しょうがい

のある人
ひと

への緩
ゆる

やかな見守
み ま も

りなど地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

える取組
とりくみ

を展開
てんかい

しています。 

【取組
とりくみ

】 

日
ひ

ごろの見守
み ま も

りの担
にな

い手
て

になる地域
ち い き

住民
じゅうみん

を含
ふく

め、障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

し

て暮
く

らすために、それぞれの立場
た ち ば

でできることを具体
ぐ た い

的
てき

に伝
つた

えることで、障害
しょうがい

分野
ぶ ん や

 

を超
こ

えた多様
た よ う

な方々
かたがた

に協 力
きょうりょく

してもらえる関係
かんけい

づくりを進
すす

めます。 

また、区域
く い き

での取組
とりくみ

や把握
は あ く

された地域
ち い き

課題
か だ い

を全市
ぜ ん し

で共有
きょうゆう

できる体制
たいせい

を整
ととの

えてい

きます。 
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仕組
し く

み１ 本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

が安心
あんしん

して相談
そうだん

できるための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】  

日常
にちじょう

生活
せいかつ

での困
こま

りごとや障害
しょうがい

により苦
くる

しんでいる場合
ば あ い

に、どこに相談
そうだん

したらよい

のか、わかりやすく情報
じょうほう

を受
う

け取
と

ることができます。 

また相談
そうだん

したことが関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

に適切
てきせつ

に共有
きょうゆう

され、普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

から一緒
いっしょ

に

考
かんが

えていくことで、もしもの事態
じ た い

を視野
し や

に入
い

れた支援
し え ん

が受
う

けられます。 

【取組
とりくみ

】 

   緊急
きんきゅう

時
じ

のリスクを含
ふく

めたニーズを把握
は あ く

・共有
きょうゆう

し、適切
てきせつ

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

できるよう、

関係
かんけい

者
しゃ

・関係
かんけい

機関
き か ん

それぞれが地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの担
にな

い手
て

となるような働
はたら

きかけ

を行
おこな

います。 

特
とく

に、未
み

治療
ちりょう

や治療
ちりょう

を中断
ちゅうだん

したことで苦
くる

しんでいる方
かた

やその家族
か ぞ く

をふくめ、緊急
きんきゅう

的
てき

な医療
いりょう

を確保
か く ほ

するための対応
たいおう

（精神
せいしん

科
か

救 急
きゅうきゅう

等
とう

）だけではなく、本人
ほんにん

が望
のぞ

まない

入院
にゅういん

や緊急
きんきゅう

事態
じ た い

にならないよう、地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

、自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシ

スタントなどを活用
かつよう

した訪問
ほうもん

活動
かつどう

など普段
ふ だ ん

からの支援
し え ん

が途切
と ぎ

れることなく提供
ていきょう

でき

る体制
たいせい

づくりを行
おこな

います。 

 

仕組
し く

み２ 入院
にゅういん

が長期化
ちょうきか

することなく、安心
あんしん

して退院
たいいん

できるための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

病気
びょうき

により入院
にゅういん

となった場合
ば あ い

でも、病気
びょうき

そのものや退院
たいいん

への不安
ふ あ ん

に対
たい

するサポー

トが受
う

けられます。 

また、病気
びょうき

の治療
ちりょう

が終
お

われば、その人
ひと

自身
じ し ん

が望
のぞ

む地域
ち い き

に退院
たいいん

し、生活
せいかつ

するうえで必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けられます。 

【取組
とりくみ

】 

 病気
びょうき

により入院
にゅういん

（再
さい

入院
にゅういん

）となった場合
ば あ い

でも、地域
ち い き

移行
い こ う

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

や退院
たいいん

サポート事業
じぎょう

を活用
かつよう

しつつ、医療
いりょう

機関
き か ん

、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

、ピアサポート等
とう

と連携
れんけい

し、支援
し え ん

体制
たいせい

をつくっていきます。 

 

仕組
し く

み３ 安心
あんしん

した生活
せいかつ

を確保
か く ほ

するための仕組
し く

み 

（２） 精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム 
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【将来像
しょうらいぞう

】 

 希望
き ぼ う

する地域
ち い き

で様々
さまざま

な暮
く

らしの場
ば

を自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

で選択
せんたく

できます。アパートなどを希望
き ぼ う

した時
とき

も、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

に 断
ことわ

られることなく、家事
か じ

や手
て

続
つづ

きなど日常
にちじょう

生活
せいかつ

の困
こま

りご

とについても必要
ひつよう

な時
とき

にサポートが受
う

けられる体制
たいせい

ができています。 

【取組
とりくみ

】 

  これまでの社会
しゃかい

資源
し げ ん

の効果
こ う か

的
てき

な活用
かつよう

や拡充
かくじゅう

、事業所
じぎょうしょ

情報
じょうほう

の収 集
しゅうしゅう

・提供
ていきょう

の働
はたら

き

かけや手法
しゅほう

を検討
けんとう

します。特
とく

に引
ひ

っ越
こ

しや退院
たいいん

などの環境
かんきょう

変化
へ ん か

に伴
ともな

う手
て

続
つづ

きや家事
か じ

、

体調
たいちょう

変化
へ ん か

などの不安
ふ あ ん

に対
たい

する継続
けいぞく

的
てき

なサポートや、日々
ひ び

の困
こま

りごとを解決
かいけつ

していく

ためのサポート体制
たいせい

を築
きず

いていきます。 

また、居住
きょじゅう

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

を通
つう

じて、不動産
ふどうさん

事業者
じぎょうしゃ

及
およ

び賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

のオーナー等
とう

に対
たい

し、サポート体制
たいせい

の構築
こうちく

、障害
しょうがい

理解
り か い

を促進
そくしん

する研修
けんしゅう

、入居
にゅうきょ

を拒
こば

まない住宅
じゅうたく

の戸
こ

数
すう

増
ぞう

への働
はたら

きかけを進
すす

めます。 

 

仕組
し く

み４ 支援
し え ん

者
しゃ

の知識
ち し き

や技術
ぎじゅつ

向上
こうじょう

のための仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

とほかの様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

者
しゃ

が、個別
こ べ つ

支援
し え ん

だけの関
かか

わりだけではなく、 

お互
たが

いの知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

・情報
じょうほう

の共有
きょうゆう

ができています。 

【取組
とりくみ

】 

 区域
く い き

と市域
し い き

の研修
けんしゅう

が効果
こ う か

的
てき

に連動
れんどう

するよう体系
たいけい

的
てき

な整理
せ い り

を行
おこな

うとともに、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

のみならず身体
しんたい

障害
しょうがい

・知的
ち て き

障害
しょうがい

との重複
ちょうふく

や高齢
こうれい

、生活
せいかつ

困窮
こんきゅう

をはじ

めとした多
おお

くの分野
ぶ ん や

と精神
せいしん

科
か

医療
いりょう

機関
き か ん

との情報
じょうほう

および技術
ぎじゅつ

交流
こうりゅう

の機会
き か い

を整
ととの

えてい

きます。 

 

 

 

仕組
し く

み５ 住民
じゅうみん

への障害
しょうがい

理解
り か い

に関
かん

する仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 地域
ち い き

における、緩
ゆる

やかな見守
み ま も

りの担
にな

い手
て

となる住民
じゅうみん

が精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

のしづら

さを理解
り か い

し、困
こま

った時
とき

には一緒
いっしょ

に協 力
きょうりょく

したり、支援
し え ん

者
しゃ

と相談
そうだん

したりできるような関
かん

係
けい

が築
きず

けています。 

  【取組
とりくみ

】 
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 研修
けんしゅう

や講演会
こうえんかい

その他
た

の地域
ち い き

活動
かつどう

等
とう

を通
つう

じて、それぞれの立場
た ち ば

でできることを具体
ぐ た い

的
てき

に伝
つた

えることで、精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の生活
せいかつ

のしづらさを理解
り か い

し、様々
さまざま

な方々
かたがた

から協 力
きょうりょく

を受
う

けられる関係
かんけい

づくりを進
すす

めます。 

 

仕組
し く

み６ お互
たが

いに支
ささ

え合
あ

える仕組
し く

み 

【将来像
しょうらいぞう

】 

 精神
せいしん

障害
しょうがい

によって悩
なや

み苦
くる

しんできた経験
けいけん

を、いま苦
くる

しんでいる仲間
な か ま

や家族
か ぞ く

、支援
し え ん

 

者
しゃ

に分
わ

かち合
あ

うことで、支援
し え ん

の「支
ささ

え手
て

」や「受
う

け手
て

」という枠
わく

を超
こ

えて、ともに 

支
ささ

え合
あ

っていけるような体制
たいせい

ができています。 

  【取組
とりくみ

】 

関係
かんけい

機関
き か ん

から本人
ほんにん

への支援
し え ん

だけでなく、同
おな

じ経験
けいけん

や立場
た ち ば

をもつ人
ひと

同士
ど う し

が互
たが

いに

精神
せいしん

的
てき

な支
ささ

えとなれるような場
ば

や機会
き か い

を整
ととの

えていきます。 
 

 

 

 

これまで横浜市
よこはまし

では、国
くに

の動向
どうこう

に沿
そ

って、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の整備
せ い び

と「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

を個別
こ べ つ

に検討
けんとう

してきました。しか

し、どちらの仕組
し く

みも、「地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

に向
む

けた地域
ち い き

づくりという面
めん

では同
おな

じです。 

今後
こ ん ご

、具体
ぐ た い

的
てき

な課題
か だ い

や必要
ひつよう

とされる事業
じぎょう

・取組
とりくみ

等
とう

が明確
めいかく

になってきた段階
だんかい

を見計
み は か

ら

い、一体
いったい

的
てき

な議論
ぎ ろ ん

を行
おこな

うことによる相乗
そうじょう

効果
こ う か

で、「精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の取組
とりくみ

の推進
すいしん

と「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

」の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

を進
すす

めていき

ます。第
だい

４期
き

プランの基本
き ほ ん

目標
もくひょう

である「誰
だれ

もが人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、自
みずか

らの意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きることができるまちヨコ

ハマを目指
め ざ

す」の実現
じつげん

に向
む

けた非常
ひじょう

に重要
じゅうよう

な取組
とりくみ

であり、様々
さまざま

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

の担
にな

い手
て

との連携
れんけい

・協働
きょうどう

と地域
ち い き

とのつながりを深
ふか

めながら推進
すいしん

していきます。 
 

４ 今後
こ ん ご

の方向性
ほうこうせい
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※「横浜市
よこはまし

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

機能
きのう

構築
こうちく

のための連携
れんけい

ガイドライン」から抜粋
ばっすい

したものですが、

おおまかな構造
こうぞう

は「精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム」も同様
どうよう

と 考
かんが

えられま

す。 
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第
だい

４期
き

プランは、令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

から８年
ねん

度
ど

までの６年
ねん

間
かん

を計
けい

画
かく

期
き

間
かん

としています。そのうち、「横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」及
およ

び「横浜市
よこはまし

障 害
しょうがい

児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」については、３年
ねん

後
ご

の令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

に改
かい

定
てい

を 行
おこな

う

予
よ

定
てい

です。その際
さい

、併
あわ

せてプラン全
ぜん

体
たい

の見
み

直
なお

しを 行
おこな

います。 

見
み

直
なお

しにあたっては、第
だい

４期
き

プランの策
さく

定
てい

過
か

程
てい

と同
おな

じように、障害者
しょうがいしゃ

やそのご家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

等
とう

との意
い

見
けん

交
こう

換
かん

やインタビューを 行
おこな

うほか、プランの進 捗
しんちょく

管理
か ん り

については「横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」及
およ

びその専
せん

門
もん

委
い

員
いん

会
かい

である「障 害
しょうがい

者
しゃ

施策
し さ く

検討
けんとう

部会
ぶ か い

」等
とう

の議論
ぎ ろ ん

や、毎
まい

年
ねん

欠
か

かさず開催
かいさい

している市
し

民
みん

向
む

け説
せつ

明
めい

会
かい

などの場
ば

で、各
かく

施
し

策
さく

・事
じ

業
ぎょう

の 評
ひょう

価
か

・検
けん

討
とう

を 行
おこな

います。 

また、社会
しゃかい

情 勢
じょうせい

やニーズの変化
へ ん か

に 伴
ともな

う新
あら

たな課
か

題
だい

にも、柔 軟
じゅうなん

に対応
たいおう

します。 

●見直
み な お

しの時期
じ き

 

 

 

 

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

：施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

及
およ

び個別
こ べ つ

の事業
じぎょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

：障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み量
りょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

 

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

：障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

サービス利用
りよう

の見
み

込
こ

み量
りょう

等
とう

を定
さだ

める計画
けいかく

 

 

 

●Ｐ
ぴー

Ｄ
でぃー

Ｃ
し ー

Ａ
え ー

サイクルのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
度

ね
ん
ど 

３年度
ねんど

 

(2021年度
ねんど

) 

４年度
ねんど

 

(2022年度
ねんど

) 

５年度
ねんど
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精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に向けた 

  令和２年度の取組状況について（報告） 

 

１ 地域移行・地域定着部会の開催 

区の協議の場における課題解決に向けた取組や解決困難な課題の抽出・検討、市域における

課題解決に対する取組等についての助言を求めるため、市自立支援協議会の部会として、地域

移行・地域定着部会を設置しました。令和２年度は２回の開催を予定しています。 

 

日時 内容 

令和２年 10 月 19日(月) 

19:00～20:30 

①横浜市精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築スタ

ートアップガイドについて 

（意見概要） 

・区での協議を進めるにあたり、「これで大丈夫なのか」と不 

安になりながら進めているところである 

・スタートアップガイドは協議の基本や目的が分かりやすく 

共有しやすい 

・地域づくりにつながるとてもいいツールとなる等 

②第４期障害者プランについて（報告） 

令和３年２月９日(火) 

19:00～20:30 【予定】 

・当事者ヒアリングについて 

・その他                ※ いずれも予定 

 

２ 各区における協議の場の設置への取組 

 (1) 構築スタートアップガイドの作成について 

    モデル区を始めとした各区へのヒアリングや、モデル区報告会（令和元年度実施）でのア 

ンケート結果から、協議の場の進め方や地域課題抽出への課題がみられました。 

そのため、システム構築に向けたプロセスを可視化するため、「横浜市精神障害にも対応 

した地域包括ケアシステム構築スタートアップガイド」を作成・配布しました。 

 

(2) 構築に向けた説明会の開催について（令和２年 11月 30日実施） 

    市の方向性やモデル区での取組を共有およびシステム構築に向けた共通認識と理解を深 

めるため、説明会を開催しました。 

日時 内容 

令和２年 11 月 30日（月） 

10:00～16:30 

 

・横浜市における精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

の構築に向けて 

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを構築するため

のポイント（山梨県精神保健福祉センター 弘田氏） 

・モデル区報告（神奈川区、保土ケ谷区、港北区、栄区） 

・横浜市精神障害者退院サポート事業の説明 

・地域課題抽出の考え方と展開 

（相談支援センターくらふと 吉澤氏） 

・横浜市精神障害者地域生活推進事業（チャレンジ事業）の説明 

 

３ 令和３年度の方向性について 

  区においては、協議の場の中でスタートアップガイドを活用しながら地域課題の抽出および

共有、到達目標を設定し、解決に向けた必要な取組を実施していきます。 

市として検討すべき課題等については、区では解決困難な課題の分析と併せ、引き続き地域

移行・地域定着部会から意見をいただきながら進めていきます。 

資料３ 



横浜市健康福祉局 

障害福祉保健部 
（令和２年11月作成） 

横浜市精神障害にも対応した 

地域包括ケアシステム 

スタートアップガイド 



スタートアップガイドについて 
 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（以下、システム）とは、『「地域生活中心」という

理念を基軸とし、地域づくりを推進する観点から、精神障害者が、地域の一員として、安心して自分

らしい暮らしができるよう、医療、障害福祉・介護、社会参加、住まい、地域の助け合い、教育が包

括的に確保された体制』とされています。 

 

 横浜市において、システム構築に向けた地域課題は、「個別支援・事例検討（ケースカンファレン

ス）」「区における関係者の協議」「市における関係者の協議」の３つの協議体を推進体として、解

決に向けた取組を検討・実施していきます。 

 スタートアップガイドは、主に地域に密着した区の「協議の場」での構築プロセスを重点的に記

し、取組を進めていく中での困りごとをサポートしていくために作成されました。 

 

ここに書いてあることが全てではありませんが、地域全体で共通の課題を認識し、その解決に向け

た連携体制をつくっていく際にご活用ください。 

 なお、本文中で示される地域とは、特別な記載のないかぎり「区の規模」を想定しています。 



－ 地域生活を継続していくために － 
 地域では、これまでも「当事者を地域の中で支えるための支援」として、機関同士の連携をもって、支援の

必要な方の問題解決にあたってきました。しかし精神障害者の「生活のしづらさ」は多様であり、単独のサー

ビスや既存の連携方法だけでは解決に難しさを感じることがあります。 

 特に横浜市は、市内各区に生活支援センターおよび基幹相談支援センターが配置され、また自立生活アシス

タント事業や退院サポート事業、後見的支援制度などの市独自制度も整備されています。 

 そのため、「他自治体と比較して社会資源が豊富」といわれていますが、それぞれがバラバラに関わってい

るだけでは、複雑で多様化する課題に対応できず、安心して自分らしい生活を支えることはできません。 

 精神障害特有の生活のしづらさについて、地域における関係者・関係機関が共通の認識を持ち、これまでの

連携の見直しや、制度に基づかない支援も含めた「つながり同士の結びつき」により、地域の特性を踏まえた

多くの課題に対応できるよう取り組んでいくことが求められています。 

 

 

－ 支援が必要、でもうまく届かない人へ － 
 安心して自分らしい生活がすでに可能な人に対して、さらに何かを考えていく必要はありません。むしろこ

れまでの支援がうまく届かず地域生活継続上のリスクがある状況に対し、「どのように支援を届けていくか」 

「どのように支援を繋ぎ続けていくか」が重要になります。 

 現在、地域生活をしている方はもちろん、将来的に地域生活が予定される方で、支援がうまく届かずに退院

できないような場合も含まれます。 

支援がなくても

地域生活が可能 

現状の支援の枠

組みの中で可能 

支援がうまく届かず、

地域生活継続のリスク

がある  

相当な期間入院

治療が必要 

精神障害のある人を地域で支える 

個別支援 

精神障害のある人を支えられ 

るような地域づくり 

循環 

イメージ図 



－ 構築のプロセス － 
 システム構築にあたっては、主に４つの段階をＰ

ＤＣＡサイクルに沿って進めていきます。 

 特に地域の課題を共有する最初の段階では、情報

交換にとどまらず、参加者全員で地域のつよみや課

題をはじめとした現状をアセスメントしましょう。 

 より具体的で達成可能な取組を検討していくため

にも、多くの視点で地域を捉えていくことが大切で

す。 

－ 横浜市 ６つの視点 － 
 システムには「個々の要素が有機的に組み合わされた，まとまりをもつもの」という意味があるよう

に、周りの協力を得ずに個別に進めていくものではありません。多様な役割を持った主体同士がスムーズ

に連動するように支援を繋げていく結果として形作られていくものです。 

 これは支援する側に過大な負担を強いるだけでは、長く続けることが難しくなってしまいますので、精

神障害のある方だけでなく、支援者側も安心して支援ができることにも意識して取り組んでみましょう。 



－ 取組シート － 

 地域で活躍する支援者が、常に同じメンバーで検討を続けることはできません。特に異動や退職、役割の

変化に伴い、協議の場への参加者が変わってしまう可能性を常に意識する必要があります。 

  初めて参加するメンバーは、これまでの経過が分かりにくく、せっかくの取組に対して「ひとごと」にな

りやすくなってしまいます。誰が見ても「なにが課題なのか」、「どんな取組をしているのか」といったこ

とを客観的に把握するために、取組シートを作成します。 

  構築のプロセスに沿って作成する取組シートは、それぞれの段階で協議した結果、参加者全体で共通認識

と合意形成が図れた内容について記載していきましょう。   

－ 活用方法 ～課題と取組の“見える化”～ － 
 取組シートは議事録とは異なり、課題や取組の内容や共通の認識について「全員で合意されたこと」を

記載していくことに特徴があります。 

 年間を通じて１枚のシートを作り上げ、全体を通したまとめ（評価）の際に、次に向けた目標設定や行

動計画の資料として使うことができます。 

 したがって、取組シートに記入することを目的とするのではなく、あくまでも協議の結果、共有・合意

掲載されたこと内容を記載するようにしてください。 

 取組シートに記載されていない部分は「合意形成ができていない部分」にもなりますので、今後の協議

の場においての課題としても視覚化することができます。 

各プロセスの協議で「合意形成」が 

できたものを記載 

取組ごとの「ふりかえり」を記載 

各プロセスの協議において、意見の収束や整理 

のためのフレームワーク（任意で活用） 

地域課題の共有 

目標設定 

個別支援を通じた連携構築 

成果の評価 

取組シートの構成 



－ 協議には過程がある － 
 協議では、参加者が納得のうえで合意形成を図ることが求められますが、いきなり結論を急いでしまう

と、納得できる質の高い意思決定が難しくなってしまいます。 

 一度の協議の中でもいくつかの過程を経て、合意に至ります。議題に対しての意見を募る段階（発散）

と意見をまとめる段階（収束）をハッキリと分け、繰り返し行うことが大切です。 

  下図は、協議の流れとつまずきを対比したものです。協議がうまくいかない場合、どの段階でつまずい

たのかを振り返ってみるとよいかもしれません。また参加者が状況を把握しやすいように、取組シートは

わかりやすい場所に貼っておきましょう。 

１ 準備・共有の段階 
 ☑ 議論の目的を確認する 

 ☑ 「何を決めるのか」を明確にする 

 ☑ 協議に必要な前提や予備知識を共有する 

 ☑ 配布資料の確認をする 

 ☑ タイムスケジュールを共有する 

２ 発散の段階 
 ☑ 「質より量」で広げていく 

 ☑ 「大きな声」より「いろいろな声」を集める 

☑ アイディアの深堀りはしない 

 ☑ 意見の整理をしない 

 ☑ 批判厳禁 

３ 収束の段階 
 ☑ 「量から質」へ絞っていく 

 ☑ 目的を再確認する 

 ☑ 判断基準を設定する 

 ☑ 目標から逆算して、できることを見つける 

４ まとめ・合意形成の段階 
 ☑ 今回の結論を共有する 

 ☑ 役割を明確にする（誰が） 

 ☑ 次にやることを確認する（何を） 

 ☑ 時期を明確にする（いつまで） 

・重要な役割の機関が    

来ない 

・事前情報がない 

・目的があいまい 

・役割が不透明 

・進め方が不明 

・時間通りに終わらない 

・意見がでない 

・意見がずれる 

・批判ばかりになる 

・まとまらない 

・優先順位がつけられな

い 

・声の大きい人が勝つ 

・ひとごと 

・やることが決まらない 

・何を決めたのかわか

らない 

・イメージがわかない 

・役割がわからない 

 

１へ ２へ ３へ ４へ 

よくある課題（つまずき） 



－ 地域における「協議の場」の機能 － 
 協議の場は、戦略的に取組を推進するべく大きく３つの機能を有しています。地域における取組によっ

て連携支援体制が強化されることで、個別支援がより円滑になる効果が期待されています。 

地域での取組については、新たな社会資源を開発するような内容も考えられますが、一方で財政的・人的

資源や持続可能性の課題などがあります。取組までに時間を要し、課題解決が遅れてしまうことのないよ

う、共通認識のもとでそれぞれの機能を活かしつつ小さくてもできることから始めてみることが重要です。 

 

－ 複雑で多様な課題への連携  － 
 施設のような一元化されたサービスの中で完結する状況とは違い、地域では精神障害のある方が望む生活

は十人十色です。生活環境やライフスタイルも多様で、年齢・家族構成や関係性・経済状況等に合わせて複

雑化しています。そのため複雑・多様化した課題に対応するためには、１つの機関のみで支援することが困

難であることがしばしばあります。 

 こうした解決困難な課題を地域全体で捉え、より多角的に物事を捉えることで解決へ結び付けていくため

にも、色々な機能を持つ多様な機関との連携が求められます。  

－ 顔の見える関係の構築 － 
顔の見える関係は、単純に相手の顔がわかることを指しているわけではありません。同じ事業名称でも、

それぞれの動きが異なるように、外側からではわからない特色を持っていることが多くあります。 

精神障害のある人から見て、どのようなことを求められているか（役割）、そしてその役割を果たすため

に、どのようなことをしているのか（機能）を共有しておくことが重要です。 

また「異なる職種に属するメンバーは理解不足のため対立しやすい」ことや「同質的なメンバーの方が仕

事の効率が高いという意識」があるということは、連携を考える上でしばしば起こりやすい課題です。 

特に医療・保健・福祉という異なる領域の中では、受けてきた教育や支援者としての価値観にも違いが生

じます。それぞれ課題と感じる視点が異なることを互いに理解していくことから始め、関係を深めていきま

しょう。 



－ 地域を知ること  － 
 地域の課題把握に際し、できるだけ客観的な情報を集めるために、日々の個別支援の中で利用者から聞か

れる声をキャッチすることが有効です。 

一方で、支援者が求めているものだけの情報収集に偏り、”大きな声”に引きずられてしまうと、精神障

害のある方にとって本当に必要なものが見えてきませんので注意しましょう。 

 また、統計情報や社会資源だけでなく機関ごとの特徴や助け合い、連携の良さといった関係性も特徴とな

り得るものです。これらは地域の特性のひとつであると同時に、武器ともいえる大きな強みであるといえま

す。 

－ 比較をしてみる  － 
比較方法には「地域間・グループ間での比較」、「時間や経年変化での比較」、「人の属性比較（性・

年齢化級別など）」などがあります。あまりに複雑なことは参加者も疲弊してしまいますので、簡単な比

較から考えるようにしましょう。課題抽出が目的とならないよう「良い加減」でやめておくのが手です。   

比較によって多寡（多いか少ないか）や増減などがわかりますが、これをもって「良し悪し」のみを判

断すると、数字に振り回されてしまい本当の課題が見えてきません。参加者と一緒に地域の課題を考える

うえでの検討テーマにしてみるなど、数字ばかりに囚われない工夫をしてみましょう。  

－ 役割と機能を知ること  － 
 精神障害のある人から見て、それぞれの資源にはどのようなことを求められているか（役割）、そしてそ

の役割を果たすために、それぞれの機関の働き（機能）を共有しておくことが大事です。 

 顔の見える関係づくりにも通じるものですが、それぞれの役割を越えて求めものではなく、個別支援の中

で得られた経験から、精神障害のある方が求めている内容を客観的に考えてみましょう。 

 

  社会福祉資源 (例） 

 統計データ・資料（例）  

支援の中で感じたこと 

気づき（例）  

（日本公衆衛生協会 地域診断ガイドラインより一部改変） 



－ 個別支援の課題から地域課題へ  － 
 客観的な情報収集ができたら、次は自分自身のこれまでの

経験を振り返ってみましょう。 

 個別支援での課題には、右図のように大きく３つの視点が

含まれています。個々に把握された課題の特殊性を地域の状

況と結びつけて理解を深めていくことが出発点です。 

 これは、課題の中にあるすべての視点での解決を担うこと

ではなく、多様な課題の中に「全体に通じるもの（普遍性）

を見つける作業ともいえます。 

 最初から「地域課題ありき」で話を進めるよりも、枠に囚

われずに意見を出し合うようにしましょう。  

－ 集めた個別課題を振るい分ける  － 

 個別の支援課題として出てきたものについては、一度俯

瞰してみることが重要です。 

 そのために、協議の場では個別課題に対する解決策を議

論するものではなく、普遍性を見出すために共通する課題

を考えます。 

 また、精神障害のある方の安心した生活を担保するため

には、支援者自身も安心して支援できる体制が必要です。 

 言い換えれば、ご本人も支援者も困っていることが地域

課題としてあげやすいともいえますので、双方の安心感が

担保されるような課題を検討していきましょう。 

  

－ 視点を変える（リフレーミング）  －    
 課題そのものは、全てが地域課題に結びつくとは限りま

せん。しかし、関係のない課題だと思っても、捉え方を変

えることで地域課題が見えてくることがあります。 

 たとえば、「どこに相談したらよいか分からない」とい

う課題が多くあがった場合、問題を個人の責任にするだけ

では、地域全体の課題解決にはつながりません。 

 「個人のスキルだけの問題でなく、分かりやすい情報周

知ができないだろうか」のように、「地域視点で捉えられ

るものがないか」を参加者と共有し、地域の中で変えられ

ること・変えられないことを見分ける議論が大事です。 



－ 地域課題の設定について  － 
 普段の個別支援から地域のことを意識するのは難しいことです。そのため「地域の課題は何か？」と問い

かけても、医療・保健・福祉をはじめとした多様な主体がいる協議の場では、個々の悩みの「言いっぱな

し、聞きっぱなし」になってしまう恐れがあります。 

 地域ではどうにもならないようなテーマで「ひとごと」にならないよう、これまで共有してきた情報から

参加者に共通した話題を提供し、本当に解決したい課題を見つめていきましょう。 

 大きく2種類の方法がありますが、状況によりバランスよく使い分けていくことが大切です。 

① 質的な情報をもとに話題 ② 量的な情報をもとに話題

様々な事例や経験をもとに共通項を導き出

し、地域課題としてまとめていく。 

一般的な事実から仮説を設定し、地域での経

験を導き出しながら、地域課題をまとめる。 

 

□ 議論のテーマを設定しやすい 

□ 議論がぶれにくい 

□ 説得力をもった地域課題設定ができる 

 

 

□ 経験をもとに意見が表出されやすい 

□ 今までにない気づきが得られやすい 

□ 現実的な地域課題設定ができる 

□ 事前に仮説を設定する必要がある 

□ 仮説を間違えると結論も間違える 

□ 現実的な感覚と乖離しやすい 

 

□ 話題が散乱し、まとめにくい 

□ 個々の実例が少ないと一般化しにくい 

□ 主観が入りやすい 

□ 地域の情報や統計など客観的な情報を活 

  用し、議論から導き出された地域課題に 

  説得力を持たせる 

□ 統計情報などの量的な情報を地域課題と 

  して決めつけない。 

  「実際はどうなのか」を大事にし、経験 

  をもとにした質を担保する。 



－ 目指す姿と単年度目標 － 
 長期目標は精神障害のある方に、「どの

ような成果がもたらされることが期待され

るのか（目指すべき地域の姿）」を具体的

に表現していきます。 

 また、長期目標の達成時期は、障害者プ

ランと連動しています。 

 目指す姿が決まれば、それを達成するた

めの条件を考えていきます。複数の目標が

出てくる場合もありますが、特に連携支援

体制を構築することで生じてほしい変化が

重要です。 

 あるべき姿を目指すため、スモールス

テップを意識しつつ、まずは今年度中に達

成可能な重点的目標を定めましょう。 

－ ＳＭＡＲＴの原則   － 
 目標が高いことはよいことですが、高す

ぎるとなかなか達成できずにメンバーも疲

弊してしまいます。  

 課題が見えてくると、様々な手立てが思

い浮かぶこともありますが、まずは達成が

容易な取組から優先順位をつけて行ってい

くことが大切です。 

 目標を立てるにあたって必要な５つの要

素を活用しましょう。 

  

目標の表現のポイント（日本公衆衛生協会 地域診断ガイドラインより抜粋・一部改変） 

◇ ５Ｗ１Ｈを意識し、主語は明確にする（誰が…、○○機関が…、△△職が…） 

◇ 変化（目指す姿）を述語として盛り込む（…ができる、…がわかる、…になる） 

◇ 評価ができる表現、相手に分かりやすい表現を心がける 

  （専門用語や抽象的表現はなるべく避けた分かりやすい表現を心がける） 

◇ 優先度の高いものから記載する 

取組のしやすさ 

実現のしやすさ 

持続可能性（コストなど） 



－ 共通認識をつくること  － 
 医療・保健・福祉の各分野において「常識だと思っていたが、知っていたのは自分だけ」というものに

ついて、明文化・共有化することでより互いの認識を深めることができます。 

 課題意識や取組への認識を浸透していくには、言語化されている客観的な知識（形式知）だけではな

く、言語化されていない主観的な知識（暗黙知）の共有が必要不可欠です。 

 また一方で、外部からイメージしているものと、実際の状況が異なることがあり、総論的には賛成で

あっても、外からは見えない実情を抱えている場合があります。 

それぞれの参加者（機関）が持つ役割や機能および弱み、できること・できないこと、外側から見える

「実状」と内側でしか分からない「実情」のすりあわせを行うと行動計画にも活かすことができます。 

－ 個別支援に活かせる取組を － 

 課題解決に向けた取組を考える場合には、普段の個別支援

の中で活かせる取組が重要であり、その課題に対応できる機

能同士を組み合わせると、取組が行いやすくなります。 

 一方で、行動を計画する際にありがちなものとして、特定

の機関に過大な負担がかかってしまうことがあります。 

 他の参加者は「ひとごと」になりますし、役割を担う機関

は「押し付けられた」という気持ちになってしまっては、

せっかくの素晴らしい取組でもなかなかうまくいきません。 

 参加者は総論的には賛成であっても、外からは見えない実

情を抱えていることがあります。 

 それぞれの機関がもつ機能や役割だけでなく、できるこ

と・できないこと、外側から見える「実状」と内側でしか分

からない「実情」をすりあわせ、取組のバランスに注意しま

しょう。 

－ 役割を明確にしておく   － 
 役割分担を明確にし、責任が生じることで、「わがごと」

の意識に変化していくことが期待されます。 

 役割には大きく２種類あります。１つは取組を実行するた

めのもの、もう１つは取組の進捗管理を行うためのもので

す。取組は即効性のあるものばかりではなく、実績や成果が

でるまでに時間を要する場合もあります。進捗の管理をする

ことで、目標の達成度や取組の中で出てきた課題が見えてく

ることがあります。 

協議の場の参加者が全員揃う場でなくても構いません。進

捗管理の役割を担う場合、月に１回は情報の共有をしましょ

う。この場合、3機関連絡会などの他の会議の議題とするこ

とも可能です。 

取組の実行 取組の管理 



－ 継続して取組を続ける   － 
 普段の個別支援がより円滑なものとなるよう、それぞれが相互に連動性のあるものとして意識していくこ

とが大切です。そのためには、現在の取組が目標に対してどの程度進んでいるのか、目標から逸れていない

かなど、要所で定期的な確認作業が必要です。 

 目標設定や計画の段階で期待した結果が必ずしも得られるとは限りませんが、対象の絞り込みや手法が非

現実なものであれば、早めに修正をすることで効率的な取組を続けることができます。 

 単純な「良し悪し」を判断するよりも、せっかくの取組で得た経験を活かすために、ＹＷＴ（やったこ

と・わかったこと・つぎにやること）という考え方に沿って取組をふりかえってみましょう。 

ふりかえりの視点 

ＹＷＴ（やったこと・わかったこと・つぎにやること） 

－ ふりかえりは「くりかえし」   － 
 本来は取組のつど行うのが理想的ですが、時間が取れな

いのであれば協議の場を活用できます。 

 「成功や失敗」も大事ですが、それ以上に取組によって

の「気づき」や「違和感」といった変化の共有を大事にし

たいところです。 

 取組自体の定期的なふりかえりには、補助シートを使用

してください。（入力シートは使いません） 

（(株)日本能率協会コンサルティングＨＰより）  



－ 取組シートを活用しましょう   － 
 これまで、地域の課題や目標、そして取組のふりかえりについて取組シートに記入してきました。取組

シートは書いて終わりではなく、みなさんが目指した状況に、どれだけ到達できたのかという成果を確認し

ていくことができます。ふりかえりで使用した補助シートやサブシートを含めて活用しながら、全体のまと

めをしていきましょう。 

  

構造 

どんな枠組みで 

過程 

どんな内容で 

結果 

目標に対して 

どうなったか 

結果の評価 

 結果の評価は今年度の重点目標を設定した内容に対して、取組スタート時と比較し

て、どのような「変化」が表れているかを測定します。「昨年と比べて〇〇件増え

た」といった経年の変化や「同じ人口規模の地域と比較して△△の体制が整った」な

ど、他地域との比較ができるような指標を定めておくと、外部に対する説明や資料と

してわかりやすくなります。 

 また、期待される変化の有無について共有して終わりではありません。 

 その結果に基づき、どのような要因があったのかを掘り下げて協議し、それぞれの

取組が次に繋がるような内容になるよう意識してみましょう。 

構造の評価とは、取組の柱ともいえる「仕組み」や

「体制」そのものに関する評価です。 

素晴らしい取組内容であっても、持続して実行でき

る体制が整わなくては意味がありません。具体的な評

価指標としては、取組に協力する機関の体制（職種・

職員数・職員の資質等）、施設・設備の状況、連携体

制、社会資源の活用状況、コストなどがあります。 

今回の取組は持続可能なのか、より合理的な方法は

ないか、などの検討をしていくことができます。 

構造の評価 



－ アイディア発想 （オズボーンのチェックリスト） － 
 解決に向けた取組を見直す際、限られた時間の中で効率的にアイディアを出すために、「オズボーンの

チェックリスト」という9つの方法が活用できます。地域の特性を踏まえ、今ある資源を有効活用するた

め、協議の場で出てきた意見等をヒントにしながら検討してみるとよいかもしれません。 

過程の評価では、取組の目的や目標の達成に向けた

過程（手順） や活動状況を評価するものです。具体

的な評価指標としては、取組の実施過程、すなわち情

報収集、アセスメント、問題の分析、目標の設定、具

体的な取り組みの行動計画、取組参加者の満足度など

があります。  

また、取組の実施率や実施回数なども合わせて検討

しておきましょう。 
過程の評価 

－ 構造か過程かの原因を探る   － 
 取組の中で生じた問題について、対策を考えると同時にその原因を分析することも大切です。 

 原因に対する具体的な対応を検証する手法として、「なぜなぜ分析」というものがあります。問題を引き

起こした要因を提示し、さらにその要因を引き起こした要因の提示を繰り返すのが特徴です。この中で、 

「why-because」の関係を整理することで「構造の課題」「過程の課題」なのかを可視化していきます。 

＜注意点＞ 

 ☑ 対象になる問題が具体的か？   ☑ 特定の個人や機関に責任を求めていないか？ 

 ☑ 答えが曖昧なまま、次の「なぜ」に進んでいないか？ 

 ☑ 状況や意図が伝わる具体的な内容になっているか？  ☑ 結論に対する解決策は実行可能か？ 



－ 地域から市全域へ    － 
 システム構築への取組は、単年度での解決や各地域の中で完結することが最終目標ではありません。それ

ぞれの取組が無理なく継続していくことや、取組から得られた新たな課題を、別の取組でカバーしていくな

ど、参加者の共通認識の中でルール化していくことが重要です。こうした全体の取組を、個別支援の中で活

かしていく体制が仕組み化（システム化）であるといえます。 

 仕組み化された取組で効果があるものは、より広い範囲で取り入れていくことによりさらに円滑な体制を

築いていくことが期待されます。また地域での取組や解決しきれない課題については、自立支援協議会を活

用して吸い上げ、それぞれの取組の共通化・共有化・解決に向けた仕組みづくりをしています。 

－ 医療・保健・福祉の視点の統合化を目指して    － 
 システム構築は、精神障害のある方が安心して自分らしく生活するための取組でありますが、これは障害

当事者だけでなく、支援者がより支援しやすい体制の構築という面でも大きな効果が期待されています。特

に、医療・保健・福祉の多職種がそれぞれの視点で地域を見る中で、共通した課題を検討していくことは、各

領域の理解にもつながるものです。 

 個別の支援でも、各々の視点から多角的なアセスメントがあることで、その人の生活を全体的に支えること

ができるのと同様に、「地域」も多角的視点でより具体的・立体的に捉えられることにつながります。「医

療・保健・福祉」のいずれかだけが担うものではなく、医療も保健も福祉も一体となって、より地域が安心し

て自分らしく生活できる場となるように取組を進めていきましょう。 



(１)

(２) 地域の強みと課題について　（ReMHRAD等も活用しながら、データと日々の支援経験を繋いでみましょう）

(3) 課題に対する取組計画　

開催スケジュール

1月 2月 3月４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

わかったこと

（Ｗ）

達成目標

２．成果の評価について

年 0 回開催予定事務局会議 年 0 回開催予定 協議の場

４月 5月 6月 8月 9月

目指す姿

（令和８年度）

今年度の

重点目標

１．あるべき姿（目標）・課題・取組計画について

区

7月

社

会

資

源

・

環

境

連

携

体

制

1月 2月 3月11月 12月

事務局会議 年 0 回開催予定 協議の場 年 0 回開催予定

今年度開催予定（例：●→事務局　〇→協議の場　△→その他）

次年度に向けたスケジュール（例：●→事務局　〇→協議の場　△→その他）

実行に関する役割分担（だれが・なにを・いつ・どのように）

次にやること

（時期）

（Ｔ）

10月

協議の場の枠組みについて 取組内容について

次年度の目標

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築取組シート

役割 役割

課題（「こうなればよい」こと）強み

開催スケジュール

(取組内容）

やったこと

（Ｙ）

進捗管理に関する役割分担（だれが・なにを・いつ・どのように）

今年度明らかに

なった変化



 

 

 

 

障害者手帳のカード化について（実施に向けた準備状況等の報告） 

 

１ 趣旨 

障害者手帳（身体障害者手帳、愛の手帳（療育手帳）、精神障害者保健福祉手帳）について、カード様式

の手帳交付を希望される方への令和３年度からの交付を目指して、システム改修等の必要な準備を進め

ています。 

令和３年１月に、カード様式の手帳交付を希望する方からの問合せ対応を行うコールセンターや郵送手

続きによる専用受付窓口を設置、あわせて、手帳のカード化を広く市民の方や事業者に周知し、カード化

への認知度を高める広報を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

２ カード様式の手帳イメージ 

 

 

【カード様式の手帳の主な特徴】 

・プラスティック製のカードになるため、耐久性が高まるとともに、携帯しやすくなります。 

・カードに切り欠き加工を入れるほか、き章（ハママーク）部分は浮き出し加工とします。 

   ・顔写真はモノクロになり、サイズは 22ｍｍ×27mm になります。（紙様式より少し小さくなります。） 

   ※手帳交付申請時に、カード様式と紙様式を選択していただくようになります。（利用できるサービス

は、紙様式であってもカード様式であっても同じです。） 

   ※現在、お持ちの紙様式の手帳はそのままお持ちいただくことができます。 

 

３ 取組内容とスケジュール 

 令和３年１月   広報よこはま（はま情報）掲載 

郵送による専用窓口設置（令和３年３月 31 日まで） 

コールセンター開設（令和３年３月 31 日まで） 

      ６月頃   カード様式の手帳交付開始 

（カード色はピンク色） 

精 神 保 健 福 祉 審 議 会 

令 和 ３ 年 １ 月 2 8 日 

障  害  者  更  生  相  談  所 

こころの健康相談センター 

【手帳のカード化について】 

 厚生労働省令が平成 31 年 4 月に改正され、カード様式の障害者手帳を発行できることとなりまし

た。（従来の紙製手帳との選択）これにより、障害者手帳の耐久性や携帯性が高まることとなります。 

（カード色はクリーム色）

 

（カード色は水色）

 



○横浜市精神保健福祉審議会条例  

平成 8 年 3 月 28 日  

条例第 12 号  

横浜市精神保健福祉審議会条例をここに公布する。  

横浜市精神保健福祉審議会条例  

(設置 ) 

第 1 条  精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 (昭和 25 年法律

第 123 号 )第 9 条第 1 項の規定に基づき、横浜市精神保健福祉審議会

(以下「審議会」という。 )を設置する。  

(平 18 条例 8・全改 ) 

(組織 ) 

第 2 条  審議会は、委員 20 人以内をもって組織する。  

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命する。  

(1) 精神保健又は精神障害者の福祉に関し学識経験のある者  

(2) 精神障害者の医療に関する事業に従事する者  

(3) 精神障害者の社会復帰の促進又はその自立及び社会経済活動へ

の参加の促進を図るための事業に従事する者  

3 審議会に、特別の事項を調査審議させるため必要があるときは、臨

時委員若干人を置くことができる。  

4 臨時委員は、当該特別の事項に関係のある者のうちから市長が任命

する。  

(平 18 条例 8・追加 ) 

(委員の任期 ) 

第 3 条  委員の任期は、3 年とする。ただし、委員が欠けた場合にお

ける補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。  

2 委員は、再任されることができる。  

3 臨時委員の任期は、当該特別の事項に関する調査審議が終了したと

きまでとする。  

(平 18 条例 8・追加 ) 

(会長及び副会長 ) 

第 4 条  審議会に、会長及び副会長 1 人を置く。  

2 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。  

3 会長は、審議会を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。  

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠け

たときは、その職務を代理する。  

(平 18 条例 8・旧第 2 条繰下 ) 



(会議 ) 

第 5 条  審議会の会議は、会長が招集する。  

2 審議会の会議は、委員 (特別の事項を調査審議する場合にあっては、

そのために置かれた臨時委員を含む。次項において同じ。)の半数以

上の出席がなければ開くことができない。  

3 審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のとき

は、会長の決するところによる。  

(平 18 条例 8・旧第 3 条繰下 ) 

(分科会 ) 

第 6 条  審議会に、分科会を置くことができる。  

2 分科会の委員は、審議会の委員のうちから、会長が指名する。  

3 分科会に、分科会長を置き、分科会長は、分科会の委員の互選によ

って定める。  

(平 23 条例 50・追加 ) 

(部会 ) 

第 7 条  審議会に、部会を置くことができる。  

2 部会の委員は、審議会の委員のうちから、会長が指名する。  

3 部会に、部会長を置き、部会長は、部会の委員の互選によって定め

る。  

(平 18 条例 8・旧第 5 条繰下、平 23 条例 50・旧第 6 条繰下 ) 

(幹事 ) 

第 8 条  審議会に、幹事を置く。  

2 幹事は、横浜市職員のうちから市長が任命する。  

3 幹事は、会長の命を受け、審議会の所掌事務について委員を補佐す

る。  

(平 18 条例 8・旧第 6 条繰下、平 23 条例 50・旧第 7 条繰下 ) 

(庶務 ) 

第 9 条  審議会の庶務は、健康福祉局において処理する。  

(平 17 条例 117・一部改正、平 18 条例 8・旧第 7 条繰下、平 23 条例

50・旧第 8 条繰下 ) 

(委任 ) 

第 10 条  この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な

事項は、会長が審議会に諮って定める。  

(平 18 条例 8・旧第 8 条繰下、平 23 条例 50・旧第 9 条繰下 ) 

附  則  

(施行期日 ) 



1 この条例は、平成 8 年 4 月 1 日から施行する。  

(経過措置 ) 

2 この条例の施行後最初の審議会の会議は、市長が招集する。  

附  則 (平成 17 年 12 月条例第 117 号 )抄  

(施行期日 ) 

1 この条例は、規則で定める日から施行する。  

(平成 18 年 2 月規則第 9 号により同年 4 月 1 日から施行 ) 

附  則 (平成 18 年 2 月条例第 8 号 ) 

(施行期日 ) 

1 この条例は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。  

(経過措置 ) 

2 この条例の施行の日 (以下「施行日」という。)において、障害者自

立支援法 (平成 17 年法律第 123 号 )附則第 45 条の規定による改正前

の精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 (昭和 25 年法律第 123

号 )第 10 条第 3 項の規定により横浜市精神保健福祉審議会の委員 (以

下「委員」という。)に任命されている者は、この条例による改正後

の横浜市精神保健福祉審議会条例第 2 条第 2 項の規定により任命さ

れた委員とみなす。  

3 施行日において、委員に任命されている者に係る任期は、平成 20

年 3 月 31 日までとする。  

附  則 (平成 23 年 12 月条例第 50 号 )抄  

(施行期日 ) 

1 この条例は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。  

 



横浜市精神保健福祉審議会運営要領 
最近改正 令和２年３月 31 日 健障企 4094 号（局長決裁） 

             
（目的） 
第１条 この要領は、横浜市精神保健福祉審議会条例（平成８年３月横浜市条例第 12 号。 

以下「条例」という。）第９条の規定に基づき、横浜市精神保健福祉審議会（以下「審議

会」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとする。 
 （議事日程） 
第２条 審議会の会長（以下「会長」という。）は、審議会の議事日程を定め、あらかじめ

審議会の委員（以下「委員」という。）に通知するものとする。ただし、急を要する場合

は、この限りでない。 
２ 会長が必要と認めるとき、又は委員からの発議があったときは、会長は、会議に諮り、

討議を行わないで、議事日程を変更することができる。 
 （開会等） 
第３条 審議会の開会、閉会、中止等は、会長がこれを宣告する。 
２ 会長は、開会の宣告後、会議の定足数を確認するものとする。 
３ 会長は、委員の出席数が定数に満たないとき、又は会議中出席者数が定足数を欠けた 

ときは、延会又は休憩を宣告するものとする。 
 （議事の運営） 
第４条 議事の運営は、前回の会議録の承認、報告、説明、質疑、討論及び議決の順序に 

よる。ただし、会長が必要と認める場合は、この限りでない。 
 （発言及び採決） 
第５条 会議において発言しようとする者は、会長を呼び、会長の許可を得た上、簡潔に、

かつ議題に即して発言するものとする。 
２ 会長は、質疑及び討論の終結を宣告しようとするときは、会議に諮り、討議を行わな 

いで、これを決定するものとする。 
３ 会長は、採決するときは、その旨を宣告するものとする。 
 （会議録） 
第６条 審議会は、会議録を作成するときは、次の事項を記録するものとする。 
  ( 1 )  開会及び閉会に関する事項並びに開催年月日時 
  ( 2 )  出席委員及び欠席委員の氏名 
  ( 3 )  議事日程等 
  ( 4 )  議案に関する議事及び議決の状況 
  ( 5 )  議案及び関係資料 
  ( 6 )  その他審議会が必要と認める事項 
２ 前項の場合において、会議録は、審議経過、結論等が明確となるよう作成し、審議会 

の会議において確認を得るものとする。ただし、非公開の会議に係る会議録の確認を得

る場合、又は次回の会議開催まで１か月以上を要する場合は、各委員への持ち回り又は

会長があらかじめ指名した者により、確認を得るものとすることができる。 
 （部会） 



第７条 条例第６条の規定に基づき設置する部会に副部会長を置き、部会の委員の互選に

より定める。 
２ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、

その職務を代行する。 
３ 部会には、会長の指名により部会委員以外のものを出席させ、意見を求めることがで

きる。 
（部会の開催） 

第８条 部会の会議は、必要に応じ、部会長が招集し、その議長となる。 
２ 部会の会議は、部会の委員の過半数の出席がなければ、開くことができない。 
３ 部会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、部会長の決するところ

による。 
４ 部会の議事内容は、部会長が精神保健福祉課長に報告する。また、精神保健福祉課長

は、部会長から報告を受けた内容を審議会において報告する。 
 （会議の公開） 
第９条 審議会の会議は、公開とする。 
２ 審議会の会議の傍聴を希望する者は、会議の受付で氏名及び住所を記入し、係員の指 

示により、傍聴席に入るものとする。 
３ 傍聴定員は、申し込み先着順とする。 
 （会議資料の配付） 
第 10 条 審議会の会議を公開するときは、会議を傍聴する者（以下「傍聴者」という。） 

に会議資料を配付する。この場合において、傍聴者に配付する会議資料の範囲は、会長

が定める。 
 （秩序の維持） 
第 11 条 傍聴者は、会場の指定された場所に着席するものとする。  
２ 傍聴者は、会場において、写真撮影、録画、録音等を行ってはならない。ただし、会 

長が許可した場合は、この限りでない。 
３ 危険物を持っている者、酒気を帯びている者その他会長が会議の運営に支障がある  

と認める者は、会場に立ち入ってはならない。 
 （会場からの退去） 
第 12 条 会長は、傍聴者が会議の進行を妨害する等、会議の運営に支障となる行為をする 

ときは、当該傍聴者に会議の運営に協力するよう求めるものとする。この場合において、

会長は、当該傍聴者がこれに従わないときは、会場からの退去を命じることができる。 
 （会議の非公開） 
第 13 条 横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年２月横浜市条例第１号） 

第 31 条ただし書の規定により会議を非公開とするときは、会長は、その旨を宣告するも

のとする。 
２ 会長は、委員の発議により会議を非公開とするときは、各委員の意見を求めるものと 

する。 
３ 会議を非公開とする場合において、会場に傍聴者等がいるときは、会長は、その指定 

する者以外の者及び傍聴者を会場から退去させるものとする。 
 （幹事） 



第 14 条 条例第７条に定める幹事は、健康福祉局障害福祉保健部長が行う。  
 （庶務） 
第 15 条 審議会の運営に必要な事務は、健康福祉局障害福祉保健部精神保健福祉課におい

て処理する。 
 （委任） 
第 16 条 条例及びこの要領に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、審議  

会の議決を経て会長が定め、部会の運営に関し必要な事項は、部会の議決を経て部会長

が定める。 
   附 則 
  この要領は、平成８年４月 15 日から施行する。 
   附 則 

この要領は、平成 12 年 11 月 29 日から施行する。 
      附 則 

  この要領は、平成 14 年４月１日から施行する。 
      附 則 
 この要領は、平成 15 年３月 15 日から施行する。 

   附 則 
 この要領は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 
 この要領は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 
 この要領は、令和２年４月１日から施行する。 


	【局長説明】精神保健福祉審議会資料
	審議会次第
	委員名簿
	事務局名簿
	【資料１】横浜市依存症対策地域支援計画（仮称）の素案について
	【資料２】第４期横浜市障害者プランの策定について
	【資料３】精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム構築に向けた令和２年度の取組状況について
	【資料４】障害者手帳のカード化について
	【資料５】横浜市精神保健福祉審議会条例
	【資料６】横浜市精神保健福祉審議会運営要領

	【依存症】審議会資料
	【別紙２】素案概要版
	重点施策１　予防に資する普及啓発
	重点施策２　依存症に関する正しい理解、知識を広めるための普及啓発
	重点施策３　相談につながるための普及啓発
	重点施策４　身近な支援者等から依存症支援につなげるための取組
	重点施策5　専門的な支援者による回復支援の取組
	重点施策６　地域で生活しながら、回復を続けることをサポートする取組





